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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【信しん精せい帝てい國こく】中央大陸に存在する、唯ゆい一いつの人間種国家。初代精せい霊れい巫み女こによる「精せい脈みやく」発見を機きに、その精霊たちの力の集つどいし場所に首しゆ都とを構かまえ、精霊信しん仰こうの中心となる精霊神しん殿でんを築きずき、建国とした。

【──軍】異種族たちとの争いから自じ衛えいするため、結成された。その歴史は信精帝國が成り立つより古く、数百年続いた長い動乱の時代を乗り越こえ、帝國民を守ってきた。

【剣けん聖せい】錬れん精せい術じゆつと剣技の鍛たん練れんを積む帝國兵士の中で、突とつ出しゆつした技量を持つに至った者にのみ与あたえられる最上級剣士の称しよう号ごう。通常、錬精術が地水火風の四つに大きく分類されるため、それぞれを極きわめた四人の剣聖が存在する。

【精霊巫女】大陸を流れる精霊たちの力の集まり、「精脈」を感じ取ることのできる、「龍りゆう眼がん」と呼ばれる金色の瞳ひとみを有した者。男性例はなく、女性体のみ。理由は不明。帝國領域内の精霊たちを統とう轄かつし、大地が豊ほう穣じようであることを見守る、精霊信仰の象しよう徴ちよう的てき存そん在ざい。

【精せい書しよ】？


《信精帝國標準辞書より抜ばつ粋すい》









　【プロローグ】







　──夢ゆめを見ていた。

　いや、それは夢ではない。旧きゆう精せい紀きに創そう造ぞうされた、意志を持つだけの道具に過すぎない「精せい書しよ」は人とは違ちがう。夢など見るはずもない。両目を閉とじた闇やみに広がるのは、ただの過去。精書であるＭが見てきた、追つい憶おくの光こう景けいだった。

　それでもＭは、あえてこれを「夢」と呼ぶ。全すべての記憶を【記録ＭＥＭＯＲＹ】する自分にあって、忘れたくとも忘れられない、幾いく度どとなく瞼まぶたの裏で再さい現げんされるものだったから。

　それに、憶おぼえている鮮せん明めいすぎるヴィジュアルは、どこかもう過去と呼ぶには遠すぎて。そして、巻き戻もどすことのできない事実であって──。

　深い記憶の闇に映るのは、そこに立つ幾いく人にんかの者たちであった。

　自分と同じ境きよう遇ぐうの、自らを含ふくめて世界にわずか二十六しかない仲間たち。その中にあってＭは自然と、ある一人の青年に注意を向けた。

　けれども傾かたむけた意識の中に飛び込んでくるのは、青年一人だけではない。その傍かたわらにぴったりと身を寄せる、佇たたずんだ少女。

　二十六の仲間には含ふくまれない、しかし誰だれよりもその青年の側そばにいる、真っ白な髪かみを持つ娘むすめであった。

　彼女は青年の手をぎゅっと握にぎり、決して離はなれようとしない。同士には入らない、いるはずのない「異い物ぶつ」であるというのに。そして。

『……嫌いやだ』

　青年がぽつりと呟つぶやく。──拒きよ絶ぜつの言葉を。

『俺おれは、お前たちには従したがわない。なぜなら……』

　彼女がいるから。青年は褐かつ色しよくの面を上げ、黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしでＭを、その他の二十四体の仲間たちを真まっ直すぐに見て告げた。

　誰もが予想しなかった、決けつ別べつの一言だった。

　なぜだ？　なぜ？

（どうしてあのとき、キミはッ……！）

　Ｍには理解できない。今も昔むかしも、ずっと。

　だが、青年の拒絶は現実となった。青年はＭを含めた二十五の仲間と決別し、相対し、その果はてに──殺したのだ。

　仲間の一人である「Ｄ」を──。







「──おぉお、おおおおオオオッ……!!」

　胸の中で鳴めい動どうする、精書の活かつ力りよくともいうべき精せい命めい核かく──。そこからみなぎる精命力で擬ぎ似じ的てきに構成された肉体を震ふるわせて、Ｍは呻うめく。

　埃ほこりをかぶった冷たい段だん差さにもたれた体が、後頭部でまとめた紫し紺こん色いろの髪かみも、陶とう器きのごとき滑なめらかで白い肌はだも、何もかもをわななかせた。

「Ｇぃいいい……！」

　Ｍは錆さびない金きん属ぞく階かい段だんに座ざしたまま、薄うすい唇くちびるからあの青年の名を絞しぼり出す。

　……いったい何度見た夢だろう？

（僕ぼくは、あの光景を忘れないッ。忘れることができない……）

　Ｇという名の精書が、『仲間殺し』という【大罪ＧＵＩＬＴ】を犯おかした瞬しゆん間かんを。

　故ゆえにＭは、Ｇを憎にくむ。千年も前、精せい機き龍りゆうの縛いましめより逃のがれたあのときからずっと。それが人の隠かくされた記録では「ドラゴンと精書の暴ぼう走そう」により滅ほろんだとされる旧きゆう精せい紀きより、千年以上もの長き間、Ｍが保たもち続けてきた絶対の行動原理──。

『精書はしょせん、道具に過ぎない』

　千年の果てに再会したＭに向かい、そんな戯ざれ言ごとを吐はく裏切り者に対しての憎ぞう悪お。

　そうだ……。Ｍはそんな彼の呟つぶやきすら、胸の奥おくで否定する。

（Ｇ、ならどう説明する？　道具でしかない僕が持つ、僕の属ぞく性せいにないこの感情を……！）

「まったく都合のいいことさ……そうだろ、Ｇ？」

　Ｍは喉のどの中で独どく白はくをくぐもらせる。

「キミは勝手に、何もかも忘れてしまっているんだからね。僕たち精書が、どうして人間に対して、世界に対して牙きばを剝むいたのか、その理由さえも」

　しかし、もちろんＭは忘れない。千年以上前にＧの裏切りによって、Ｄと共に失った計画をやり直すために。

　だからＭは、精機龍による封ふう印いんに囚とらわれた仲間たちを集めるため、どんなことでもした。荒こう廃はいした大陸中をその足で駆かけずり回り、少しでも多くの情報を得るために、人間の姿に身をやつしたのだ。くだらない世界の崩ほう壊かいから逃れた、あんな矮わい小しような存在たちの中に！

　それでも──全ては実った。

　……そう。何もかも、もうＭの手の内の中なのだ。瞼まぶたをゆっくりと開き、闇と夢からＭは逃れる。

　透とう明めいな光を湛たたえる瞳が射い貫ぬくのは、瞼を開けてもなおそこにある、濃こい闇の世界である。──そこは自然光が入る予知もない、金きん属ぞくと樹じゆ脂しとがひしめき合った、機械たちに取り囲まれた空間だった。

　その一角にある、防ぼう錆せいコーティングのされた鉄板の並ならべられた階段にＭはいた。座すわり込んだ膝ひざ元もとに、無む造ぞう作さに積つみ重ねた他の精書たちを抱だいて。

　千年の時を経へてようやく復活に成功した、仲間の精書たちだ。フ、とＭはそっと口元に【嘲笑ＭＯＣＫ】を浮うかべる。

「そう……僕は今、こうしてみんなと共にいるんだ。復ふく讐しゆうを遂とげるために」

　あのとき果たせなかったことを、改めてやり直すために。そしてこうして、ずっとこの場で時を待っていたのだ。全ての準備が完かん了りようするまで。

　あるいは、Ｇがここに来るまで──？

「ハハ。でも、どうやら間に合わなかったみたいだね」

　階段にＥ、Ｋ、Ｐ、Ｖ、Ｗの五つの同士たちを残し、ようやくＭは腰こしを上げる。足音を響ひびかせていくらか降りたその先の闇には、真っ平らで広大な「穴あな」が広がっていた。

　金属装そう甲こうに覆おおわれた、巨きよ大だいな人造クレーターとでもたとえればいいのだろうか。人間の限界に囚とらわれないＭの視し覚かくは、半はん径けいが二キロ以上もあるきれいな円形空間を見み渡わたした。そこに突つき出しているものはわずか、二十六の突とつ起き物ぶつだ。

　平らにならされた頑がん強きようそうな装甲シャッターが折り重なる、螺ら旋せん状じように分ぶん割かつ線せんを描えがいた奇き妙みような大地。その上に乱らん雑ざつに鎮ちん座ざした二十六個このケースこそ、この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』と呼こ称しようされた遺い跡せき施し設せつの中心で、本来は精書が収められているはずの、人間どもがつくりあげた「檻おり」なのだった。

　それは「本ほん棚だな」と呼称される、たかだか一メートルほどの高さを持った牢ろう獄ごくだ。

　けれど本来はその中に精書の精命核の力さえ封じ込めてしまう「本棚」からは、今は膨ぼう大だいな精命力がにじみ出ていた。

　乱雑に並んだ「本棚」の、円形空間の最も中心に近い位置に据すえ置かれた三つ。その中で三冊さつの精書たちが共きよう鳴めいし合い、近づけば精命力で擬ぎ似じ的てきに構成するＭの体を保たもてないほどの、濃のう密みつなエネルギーを生み出していた。

　うち二冊は、《未知なるＸ》と《終しゆう焉えんのＺ》──。能力を「解かい析せき不ふ能のう」と判断されたＸと、「終わりを招まねく」と懸け念ねんされたＺとの、生み出された当初より存そん在ざいを危き険けん視しされ、厳げん重じゆうに「本棚」に封じられた精書たち。──それともう一冊、「死と破は壊かい」の能力を持つ《破は滅めつのＤ》こそが、円形空間の中心にいるべきはずの精書だった。

　だがもうＤは存在しない。千年前に、永遠に消失してしまったから。

　故ゆえに──そのかわりに、Ｍは精書Ｙを収おさめた。かつて千年前にＭが解放したＤのいた、ＸとＺの間を埋うめるように。

　ＸＹＺと連続した三冊の精書たちは、お互たがいの精命核を引き合わせ、呼応する。さながら呼吸を重ねるように、自ずとその身に蓄たくわえた大きすぎる力の波は動どうを激はげしくぶつけ、精命力をあふれさせた。

　それはＭの透とう明めいな眼差しに、闇の中で鮮あざやかに噴ふき上げる光の奔ほん流りゆうのようにも捉とらえられた。

「そうだ……もっと互いに高め合うんだ」

　Ｍはククと哄こう笑しようを含みながら、共鳴より生み出されたエネルギーの行き先を眺ながめる。ぶつかり合った精命力の衝しよう動どうは、「本棚」に繫つなげるように組み上げた機器により動力へと変へん換かんされ、円形空間の外へと導みちびかれる。そのように、Ｍが少々細さい工くをしたのだ。

　いや。それこそが、本来の精書という存在の使い方だ。

　資し源げん枯こ渇かつにあえぐ科学文明末期の人間がすがった、世界の中に込こめられた自然界のパワー。それらを「精書」という形に収めて得られた精命核というエネルギー源を、こうして機械の動力源に据すえ置くことが。

　──そして、ついに時は満ちた。

　三冊の精書の力がぶつかり合って生まれるエネルギー。その容よう量りようが一定のレベルを超こえたとき、施設全体が鳴動する。Ｍを取り巻く闇の中に、煌こう々こうとした人工の明かりが生まれた。いくつも、いくつも。

　それが『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』を中核に抱く、かつての隔かく離り実じつ験けん施し設せつの復ふつ活かつであった──。

　Ｍは笑う。Ｘ、Ｙ、Ｚのほとばしる力の恩おん恵けいを受けて息を吹ふき返した、自分たちの生まれた忌いまわしい場所の中心で。

「さあ！　始めようか……。こんな世界を終わらせるために！」

　傍かたわらの頑がん丈じような柵さくにもたれ、Ｍは光に満ちあふれる遺い跡せきの内部で、そう叫ぶ。ＸとＹとＺと、階段に残してきた五つの精書たちに向かって。

　だが、その前に。

「……そうだよ。【大罪ＧＵＩＬＴ】は償つぐなってもらわないと。ねえ、Ｇ？」

　Ｍは口元をいやらしく歪ゆがめ、明かりの下で背中を曲げる。くっく、と肩を震ふるわせながら。

「この終焉の時を目前にして……不完全ながらも復活したキミと出会えたのは、きっと【奇跡ＭＩＲＡＣＬＥ】だったんだ。僕のための、ね。だから僕は最後の最後まで、キミにこだわってあげる。僕の、キミ曰いわく精書にあるまじき【心ＭＩＮＤ】は、それを望んでるから。そうだろう？」

　そのためにいろいろと、Ｍは手配を終えていた。皮肉にも人の中に潜ひそんで身につけた、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとしての知ち識しきが役立ってくれた。Ｍは円形空間の真上を仰あおいだ。

　遥はるか、五十メートル以上もの高さのあるそこに、透明なエネルギーの障しよう壁へきがあった。独どく立りつした機械式の動どう力りよく炉ろで制せい御ぎよされた、一種のバリヤー・シールドだ。

　が、Ｍの興きよう味みはそこにはない。見据えるのはバリヤーの向こう側に存在する、圧あつ倒とう的てきな機械の塊かたまり。Ｍが解かい析せきし、従えた『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』という遺物──。

　いや。そいつは『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』と共にここに隠かくされた、浮ふ遊ゆう移動が可能な機き動どう要よう塞さいであった。

「そうさ。こうしてキミのための【遊戯ＧＡＭＥ】の準備は、もう終わってるんだから。ハハ……ハハハハハ！」

　まさかこんなところに、こんなものがあったなんて。その「正体」を理解するＭは、さらに愉ゆ快かいそうに目を細めた。──だが。

「ハ……!?」

　哄こう笑しようが止まり、かわりにその目を大きく見開く。信じられない光景が、Ｍの目の前にあった。

　Ｍの胸から、一本の真っ白な腕うでが生えていた。違う、生えてなどいない。気配もなく一いつ瞬しゆんで背後に現れた者によって、いきなり体を貫つらぬかれたのだ！

　馬ば鹿かな、なんて呟きすらＭは漏もらせない。人とは違ちがう擬似的な肉体からは、鮮せん血けつはほとばしらない。ただあっさりと、腕が胸むねから突き出ていた。その手の中にしっかりと、Ｍの中にあったはずの、輝かがやく精命核を摑つかみ取って。

　腕の持ち主は、もちろんＭの真後ろにいる。それは……。

「キ、ミは……！」

　まさか。Ｍは顔色を蒼そう白はくに染そめる。そこにいたのはあの【裏切り者ＧＵＩＬＴＹ】とまったく同じ顔をした、しかし髪や肌はだ、格かつ好こうだけはどこまでも白い青年だった。

　Ｍはその顔を見み間ま違ちがえない。見間違えるはずもない。Ｇという精書に徹てつ底てい的てきにこだわった自分が、わざわざ創そう造ぞうしてやった、真新しいが故ゆえに無む垢くな色を持つ精書を。──Ｍが二つの精書を使って造り出した、Ｇの【幻ＧＨＯＳＴ】である。

　その【幻ＧＨＯＳＴ】が、なぜ？

「なに、を……？　キミは、どうして……」

　自分の指示で、未いまだ発見に至いたらない、世界に散らばって封印に囚とらわれたままの精書たちを解放しに向かったはずでは!?　精書の命そのものである核を握にぎられ、Ｍは自らの肉体を崩ほう壊かいにあえがせながら、どうにかそれだけを尋たずねた。

「いろいろ考えたんだ、Ｍ」

　白きＧの【幻ＧＨＯＳＴ】は、皮肉なほどに本物のＧとまったく同じ声でしゃべる。

「お前の言うとおりだった。この二つの精命核を有ゆうする俺の体は、精書でありながら精書を超こえた。故に封印の中にあった精書たちを簡かん単たんに感じ取ることもできたし、その解放すら容よう易いだった」

　淡たん々たんとそう語る【幻ＧＨＯＳＴ】の、Ｍを貫いていない方の腕が何かを落とす。それは彼が持ち帰ってきた、数冊の精書であった。

　けれどＭの足元に転がった彼らは、何も言わない。……言えない？　かわりにＭは目にしてしまう。精書たちがかすかに震ふるえていることを。

　同時に、崩壊へと進むＭの体も精命核も、抑おさえられない震えに支配されていた。

　それは恐きよう怖ふ──。自らを「超ちよう越えつ者しや」と自じ覚かくした【幻ＧＨＯＳＴ】への、どうしようもない畏い怖ふであった。

「精書を超えた俺が、もうお前に従う必要はないだろう？」

【幻ＧＨＯＳＴ】は簡かん潔けつにそう言いながら、ついに握りしめたＭの精命核に力を込めた。残ざん滓しのようにまとわりついていたＭの破は片へんを引きちぎり、Ｍの喉のどから無む理り矢や理り悲鳴をあげさせる。

（僕は、とんでもないモノを造り上げてしまったというのか……）

　今になってそんなことにＭは気付いた。が、かわりにやってくるのは乾かわいた笑いだ。

　憎ぞう悪おと、自じ嘲ちようをないまぜにした、どす黒い哄笑だった。

（本物のＧも……僕の造った偽にせ物もののＧも、どこまで行っても【裏切り者ＧＵＩＬＴＹ】というわけかッ！）

　滑こつ稽けいだった。自分も、完全体の本物をそっくりそのまま模もした、偽物の精書Ｇも。

　Ｇィイイイイイ──────!!　Ｍはただ、本物と偽物のこだわりなく、わき上がる衝しよう動どうに任まかせるままに己おのれの中で咆ほう吼こうした。それだけが、Ｍ自身にできる最後の自由だったから。

　あっさりと精命核が潰つぶされる。白いＧの手のひらで、嫌いやな音がひとつ生まれた。

　千年に亘わたって抱き続けてきたＭの、褐かつ色しよくの肌を持つ青年への怨えん嗟さと共に。







　──その頃ころ。褐色の肌と黒くろ鉄がね色いろの瞳を持つ、漆しつ黒こくの衣い装しようを纏まとう本物のＧは、その姿を書物へと変えていた。

　遠く離れた遺跡の中にいる、Ｍの叫びすら聞こえはしない。それどころか、今のＧは何も感じられなかった。眠ねむっているのだ。

　いや──眠らされているというべきか。

　相あい棒ぼうである銀ぎん髪ぱつの少女より注そそがれた精命力を使い果たして、分ぶ厚あつく黒光りする書物の姿へと戻ったＧ。その周囲を取り囲むのは、何重にも施ほどこされた封印の錬れん精せい陣じん──。

　本来は自然界より精霊たちの力を、光や動力といったように利用に適てきしたものへと変える錬精のシステム。しかしここに描えがかれた図形や文字の導みちびく術式は、そうした理を完全に反転させてできあがった「閉へい鎖さ」の円だ。精霊力はもちろん、錬精術を行こう使しする上で不可欠な、生命の輝かがやきである精命力すら通さない。

　中央大陸唯ゆい一いつの人類圏、信しん精せい帝てい國こくの首都である精せい霊れい都と市し。その中心にそびえていた、幾いく本ほんもの荘そう厳ごんな塔とうたちの並ぶ神しん殿でんの姿はもうない。先のＭの襲しゆう撃げきにより、完全に破は壊かいされて。故にＧが運びこまれたこの場所は、どうにか無事に残ってくれた軍が管理する空くう港こう施し設せつの、とある倉庫の中だった。

　果たして、あれから復ふつ旧きゆうはどれくらい進んだのか。七十五万人もいた人々に、どれくらいの被ひ害がいが出たのか。そんなことはこうして完全に閉ざされた無む駄だに広い倉庫の中から、わかり得るはずもない。

　それ以前にどれほどの時間が過ぎ去ったのかすら、動けぬＧにはわからなかった。

　精命核を失った不完全な精書のＧは、相棒である銀髪の少女より、その身に強い精命力の波は動どうを受けていなければ、少年の姿にすらなれはしない。

　そう──倉庫の硬かたい床ゆかに刻きざまれた封印の錬精陣は、ここにこうして置かれたＧが万が一にも動けることがないようにと、外界からの精命力を完全に遮しや断だんするために施ほどこしたものなのだ。

　だからＧは、ただ眠る。眠る以外に、何もできやしないから。そして──。







　同じようにＧの相棒である天てん華かも、幽ゆう閉へいの憂うき目に遭あっていた。

「……このっ、このおおお！　開けなさいっ、て、ばぁああ───っ!!」

　何度叫び、閉ざされた金きん属ぞく製せいの扉とびらを叩たたいたことか。双ふた子ごの妹である精霊巫み女この白はつ華かがさらわれてから、天華はふつりと気を失った。大切な妹を目の前で奪うばわれたショックと、蓄ちく積せきした疲ひ労ろうに押おしやられてしまうように。

　やがて気が付けば。倒とう壊かいを免まぬがれた軍の施設の一室に一人、相棒のＧと離され、放り込まれていたのだった。

　窓ひとつない、一見豪ごう華かな居室である。広々とした空間に天てん蓋がい付きのダブルベッドが置かれ、分厚い背もたれを持つソファや豪華な調ちよう度ど品ひんたちがある。トイレや浴よく室しつも完かん備びし、それだけでなく保存食と飲料水の備び蓄ちくが、一人では一ヶ月あっても食べきれないほど部屋の隅すみに積つまれていた。ここは軍施設の奥に設もうけられた、要人用の緊きん急きゆう避ひ難なんシェルターなのだ。

　だがしかし、この部屋は今、まったく逆の用よう途とに使用されている。外の脅きよう威いから中の者を守るのではなく、中にいる天華を外へと一歩も出さないように──。

　物理的にも強きよう固こな壁かべは、その内部に錬精術による術的な強化も施ほどこされている。それを軽金属製の両腕の手てつ甲こうでところ構かまわず叩くものの、へこんで割れたのは腕を覆おおう装そう甲こうの方で。

「出して……出して、よぉお……」

　銀色の瞳に、もう枯かれ果はてたはずの涙すらにじませて、掠かすれた声が喉に詰つまる。痛みすら忘れるほど叩いた腕で、ついに手甲がばらけて割れて、飛んだ破は片へんが肌に刺ささった。二の腕からわずかに血が飛び、ふかふかの絨じゆう毯たんをぽたぽた汚よごす。

　けれども天華には、傷きず口ぐちすらどうでもよくて。破片を抜ぬくことすらせずに、ただ扉に寄りかかり、銀髪の後頭部を擦さすりながら膝ひざを折った。

　十六歳さいの疲ひ弊へいした肉体は、涙の跡あとがついたままの頰ほおもそのままに、絨毯の上に倒たおれるのだった。

（白、華……お、願、い……無事で、いて……）

　願うのはいつもそれだけ。こうして疲つかれ果てて寝ることが、すでに日につ課かとなってしまった。扉の前に力なく転がって、銀色の瞳は虚うつろに天てん井じようを見上げる。

　皮肉にもそこには、せめてもの退たい屈くつしのぎにと考えられたものなのか。錬精術により透とう過かされ、すでにとっぷりと暮くれた、蒼あおと銀の二つの月の輝きも静かな夜空が映うつされていた。

　暴れる声が消えたのを確かく認にんしてか。外から操そう作さされる部屋の幻げん炎えんを灯ともした照しよう明めいが、内に抱いた火の精霊の輝きを落とす。月と星たちのやわらかな光こう源げんが、そっと天華を包んでくれた。

　それでも今日はまだ意識を保たもっていられたのは、体力が完全に尽つきる前に、先に手甲が壊こわれたからか。それとも刺ささったその破片が、感覚にかすかな刺し激げきを与えていたから？

「……白華……」

　天華はふと、ぼさぼさになった前髪の隙すき間まから見える、脱ぬぎ捨すてたジャケットに焦しよう点てんを合わせる。あれから、何日経たっただろうか……？　Ｍとの闘たたかいでボロボロになったジャケットの裾すそを摑つかみ、引き寄せた。着の身着のまま放り込まれた自分に残された、数少ない装そう備びをあさる。ポケットの中から出したのは、折りたたみ式の携けい帯たいコンピュータだった。

　二つ折りの画面を開くと、画面に淡あわい輝きが満ちる。その端はしに旧精紀の方式で刻きざまれた、今日の日付を映しながら。

　妹がさらわれてから、すでに二週間以上が経つ。最後に受け取った近距離回線のメールより三日ほど前の、遅ち延えんする衛えい星せい回かい線せん経けい由ゆの白華のメールから数えると、今日でちょうど二十日目となっていた。
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　姉さま、白華です。実は母さまのお部屋で、とんでもないことがわかりました。そのことをお伝えしようと、メールをしています。

　動どう揺ようしているので、ちゃんと文字でまとめられるかどうか不安ですが、とにかく書きますね。乱文お許しください。

　わかったのは、精霊巫女が本当はどういう存在なのか、です。

　精霊巫女は、今でこそ私のように、精霊信しん仰こうの中心的存在としてあがめられていますけど。その始まりはほんの三百年前、帝國がこの地に生まれたときから始まりました。民衆からわかりやすい信仰の象しよう徴ちようとして、初代の巫女が選ばれたそうです。

　そう。ただそれだけなんです。巫女っていうのは。

　けれどたまたま選ばれた、「力のある」少女が、千年前より続くある役目を背負っていて。そのために偶ぐう然ぜん、受け継つがれていく「血」に、意味があるようになって。

　それでも、精霊巫女というものはただの、軍という組織がつくりあげた傀かい儡らい。それが正体に過ぎないんです。

　そして神殿も同じなんです。人々をひとつにまとめ上げるためだけに。









　大量に続く何度も何度も開いたメールを、天華はまた読む。それはキーパネルの扱あつかいに不ふ慣なれな妹が、母の部屋にいたときに、一いつ生しよう懸けん命めい打ち込んだもの。

　画面をスクロールさせなければ読み切れないほどの、長く続く文面にしたためられていた内容には、巫女の真実が書かれていた。

（精霊巫女に求められた本当の役目は、代々受け継ついだ金色の『龍りゆう眼がん』を用いての、大地を流れる精霊たちとの交流を図はかるなんてことじゃなかった……）

　ただ、軍の「お飾かざり」として収まっていればいい。それだけの存在──。そんなことが淡々と妹の手で綴つづられていた。

　さらにメールの後半に書かれていたのは、もうひとつの真実。なぜ神殿自体が、精書封印の機き構こうを持ちながら、ひた隠しにされてきたのか。地下深くより発見された精書Ｇを、公式では認めなかったか？

　それは、知られてはいけなかったから。千年も前──つまり科学文明の繁はん栄えいのただ中で、錬れん精せい具ぐであるはずの精書という存在が、産み落とされたということを！

「……精書は……科学時代の旧精紀に、造られたんだ……」

　天華は妹が導き出した答を、嗄かれた声に出して呻うめいた。それは新精紀の人々にとって、驚きよう愕がくの事実である。

　だって、みんな信じているのだ。千年前の科学の暴ぼう走そうが旧精紀を滅めつ亡ぼうに追いやった、と。だからこそ新精紀の人々は、科学の遺い物ぶつや遺跡を忌いみ、精霊たちの力を借りて復ふつ興こうを遂とげてきたのだから。

　なのに、もし白華の結けつ論ろんが正しければ。

（今まで気付かなかった……けど、そういうことなんだ……）

　旧精紀にも、錬精術があったということ。精書という、新精紀でも造ることのできないほどのモノを、生み出すまでの高いレベルで。

　そしてその精書の暴走こそが、旧精紀を滅ほろぼしたとしたら……？　天華の脳のう裏りに、かつて軌き道どうエレベーター遺跡の頂上で目にした、過去の映えい像ぞうが浮かび上がる。──闘たたかうＧと、暴あばれる巨大な機き甲こう精せい物ぶつたち。それが千年前の文明が滅ぶ、最後のヴィジョン。

（そうだよ。ドラゴンだって、機械と錬精の融ゆう合ごう体たいみたいなもので。……それが人に造られたものなんだから）

　拒こばんだはずの世界の中に、すでに錬精という精霊の力を利用する技わざがあった。

　……隠すはずだよね。天華は思う。旧精紀は科学の時代。新精紀は、錬精文明による時代。帝國の誰もが、そう信じて疑わないことだったから。天華は仰あお向むけのまま、携けい帯たいコンピュータを抱きしめる。

「なにもかも、価か値ち観かんそのものが、ひっくり返っちゃうんだ……」

　まるで、自分と白華のように。

　──妹からのこのメールに目を通したからこそ、天華は全すべてを悟さとってしまう。自分がこうしてＧと離され、飛び出していかないようにされた理由を。

　おそらく、さらわれた白華の探たん索さくを帝國軍は行っていない。もう彼女は必要ないから。精霊巫女の特別な『龍眼』を使った、対精書用の役目は果たされてしまったから。軍に必要なのは、単なる「血けつ脈みやく」で十分だから。

　故にこうして、双子の片割れである天華が、幽ゆう閉へいされているのだった。

　この瞬しゆん間かん──天華は帝國にとって、「いらない姫ひめ」ではなくなっていた。ずっと悩なやんでいたのに。それこそが自分を遺跡探求者ロスト・リサーチヤーへと駆からせた、最大の要よう因いんだったのに──。

　錬精術の使えない、錬精音おん痴ちの体質に嘆なげいていたことなど関係なくて。でも……。

（……こんなこと、あたしは望んじゃいなかったっ……）

　天華は泣く。泣き続ける。嬉うれしさなどひとつもなかった。それよりも白華こそが、今は「いらない姫」であることが哀かなしかった。同じ双子であるはずなのに。

　あのコはなにも、かわらないのに……！

「はっ、か、ぁあぁ～～……」

　むせぶ声に妹への渇かつ望ぼうを混ぜて。しかしやがて天華は泣き疲つかれ、夢も見ずに眠りの闇に溶とけるのだった。
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　外がい輪りん山にくるりと囲かこまれた信しん精せい帝てい國こく首しゆ都と、精せい霊れい都と市しの街まち並なみ──。

　朝日が東の山々の背を夜の闇やみから解とき放はなち、淡あわい紫むらさき色いろに染そめていく頃ころ。鋼はがねの剣けん聖せいアルバルド＝ナイツは一人、都市のほぼ中心に構かまえられた、朝あさ靄もやの立ちこめる広大な空くう港こうに佇たたずんでいた。

　すでに季節は冬。早朝ということを差し引いても十分に冷えたしっとりとした空気が、鍛きたえ抜ぬかれた長ちよう軀くを包み、淡あわい金きん髪ぱつに触ふれる。

　アルバルドは空色の瞳ひとみを閉とじ、視し覚かく以外の感覚に身をゆだねた。聴ちよう覚かくは、しびれるほどの静けさの中にわずかに混じる、遠くで羽ばたく目覚めたばかりの鳥のさえずりや、倉庫の建たち並ぶ空港の敷しき地ち内を歩く、警けい備びの兵士たちの息づかいまでもを捉とらえる。嗅きゆう覚かくは、漂ただよう清せい浄じような風の香かおりを。両手のひらは、しっかりと摑つかんだ抜き身の剣の重みを感じた。

　慣なれ親しんだ片かた刃ばの帯たい剣けんの重じゆう量りようは、しっくりと手に馴な染じむ。──刹せつ那な。

　アルバルドは瞬まばたきよりも速く、剣を振ふるった。

　標ひよう的てきは、ない。ただ空を切ったのみ。それなのに……。勢いきおいになびいたシャツの袖そでが重力に引かれるより先に、右みぎ腕うでの付け根に刺さすような痛みが生まれた。

「うっ、く……！」

　鋭するどい苦く痛つうにアルバルドは眉まゆを歪ゆがめる。瞼まぶたを開けて、いつの間にかすっかりと白さを満たしていた空と周囲を見て、そして。剣の柄つかすら落としそうになった、震ふるえる自分の利きき腕を見やった。──それはつい半月ほど前。荘そう厳ごんな神しん殿でんさえ崩ほう壊かいしたあの騒そう動どうの果はてに、一度は己おのれの体から切り離されたもの。

　肩口から切り落とされた腕は、切断面がきれいだったことから、幸いこうして元通りくっついたのだけれど。他ほかの傷きずが完治してもまだ、わずかに痺しびれが残っていた。

（うう。ちゃんと治るのには、まだかかるか……）

　それでも一時期に比べれば、遥はるかにマシになっている。専用の医い療りようベッドから降りることを許ゆるされたのは、まだほんの四日前なのだ。その直後は、剣を持つだけで痛みが走った。

　もう少し。もう少しすれば、ちゃんと剣を扱あつかえる。元通り闘たたかうことができる。帝國最強の称しよう号ごうを持つ青年剣士は、鞘さやに刃やいばを収めながら、そう自分に言い聞かせた。

　でも自分の剣が必要になるのは、いつ……？　アルバルドは、まだ撤てつ去きよの手が完全には伸のびていない、残された瓦が礫れきの山へと視線を向ける。

　空港施し設せつの西側に、うずたかく積まれたままの残ざん骸がいたち。それらは信精帝國三百年の繁はん栄えいを見守っていた、白はく亜あの塔とうたちが寄り集まった、精霊神しん殿でんのなれの果てだ。そこに空色の瞳は、透すき通るほどに真っ白な髪を持つ、一人の少女のことを浮うかべて重ねる。

　だが──。精書Ｍの奸かん計けいによってさらわれた、精霊巫み女この白華捜そう索さくの招しよう集しゆうはない。彼女がどこにいるのかさえ、帝國にはわからないから。

（けど……おかしいよな。いくら白華ちゃんの居場所がわからないからって──探たん索さくしようともしていない？）

　それに。アルバルドは、巫女の双ふた子ごの姉である、銀髪の少女の件でも違い和わ感かんを覚えずにはいられない。

　崩くずれ落ちた塔たちの残骸の隣となりに、どうにかそのままの形で建つ、三階建てほどの平たい軍の施設があった。神殿を失った今、仮か設せつの営えい舎しやなどがつくられてどうにか機き能のうするその奥に、彼女は閉じ込められている──。

　どうして？　……勝手に飛び出していかないように。

　白華がさらわれた今、天華だけが帝國の姫なのだから。

（それでも、やっぱり変だよな）

　岩がん盤ばんを削けずってつくられた、「飛舟シツプ」という大型の空中輸ゆ送そう船せんを停てい泊はくさせるための、円えん卓たく状じようの空港。その一番端はしにある倉庫へとアルバルドは振り向いた。

　立ち入りが禁じられ、倉庫の周囲に不ふ可か視しの錬れん精せいの障しよう壁へきを張はった厳げん重じゆうなその中に、天華の相あい棒ぼうである精せい書しよの少年はいる。

「なんでＧまで、こんなことに。……そりゃＧは精書だけど。だからって、Ｇは天華や白華ちゃんを守るために、十分すぎるほど闘たたかってくれたってのに」

　それに、Ｓも。アルバルドは自分の手にない、精書のＳを思い出す。

「帝國は……いや、軍はなにを考えてるんだろ……」

　アルバルドは、軍の意志に逆らえない。所しよ詮せん自分は、ただの一兵士に過すぎないから。

　空っぽの右の手のひらを握にぎりしめ、アルバルドはわからないことだらけの現実にため息をついた。と、そこに。

「アルバルド様っ！」

　聞き覚えのある、少年の声がした。

　誰だれよりも軽い足音と共に、徐じよ々じよに朝靄の晴れてきた空港へと駆かけ込んできたのは、黒い軍服を着た一人の少年。アルバルドの部下の、鋼はがね隊たい補ほ佐さ官かんシエンだ。

　やばい。栗くり毛げと眼鏡めがねの少年が真まっ直すぐにやってくるのに、アルバルドはぎくりとなった。お、怒られる!?

　実は医い療りようベッドから解放されたとはいえ、右腕の治ち療りように専念するため、アルバルドには部屋からの外出許可が下りていない。そこを早朝ならば、とこっそり抜け出してきたのである。こうして剣の感覚を、右腕が忘れないように。

　だけどもちろん、この十三歳にして剣けん聖せい補佐官となった天才少年には、言い訳なんて通じるはずもなくて。

「ああっ、し、シエン！　違うんだ、その……ち、ちょっと息抜きにさ。すぐに戻るつもりだったんだけど……いやほんとゴメン！」

　頭ごなしに叱しかられるより先に、アルバルドは手を合わせて謝あやまった。

　ちょっと端はしから見れば、十九歳の自分が背の低いシエンに頭を下げる構こう図ずは、滑こつ稽けいでしかないだろう。だがこれはアルバルドを中心に三人しかいない、鋼隊の普ふ段だんなのだ。

　だけど。目の前で立ち止まったシエンは、珍めずらしく怒ど気きを含ふくんでいなくて。

「……違いますよ。アルバルド様」

「へ？　いや、だ、だって……あ。じゃあ──」

　もしかして。おそるおそる顔を上げたアルバルドは、走ってきて息も荒あらいシエンを前に、もうひとつの可能性を思い起こす。

　それはあの神殿崩ほう壊かいの騒そう動どうの後から、事あるごとにこの少年が糾きゆう弾だんしてきたこと。

「どうしてっ、どうしてあの遺い跡せき荒あらしが、帝國の天華姫だって今まで教えてくれなかったんですかああっ!!」

　──何度も聞いた怒ど鳴なり声がリフレインした。うあぁああっ！

「いや、もう勘かん弁べんしてくれよう、シエンんん～～。天華のことを隠かくしてたのは、もう何回も謝っただろおお？」

「……。ですから、どうしてボクが怒りにきたって、そう思うんですか」

　まったくっ。栗毛の少年補佐官は、軽い息切れに上下していた小さな肩を少し落とした。

「そうじゃないですよ。アルバルド様がお部屋にいらっしゃらないので、ボクの方に連れん絡らくが来たんです。──剣けん皇おう様からの、出頭命令が」

「出頭命令？　それって……」

　まさか。アルバルドははっとなる。帝國の軍部出身であり、かつアルバルドの剣の師しでもある剣皇サイゾウ。七十歳を超こえる高こう齢れいでありながら、未だ現役の上級神官として神殿に勤つとめていた老人である。

　その剣皇から、こんな朝早くにわざわざ呼び出しがかかったということは──？

「それってつまり、重要事じ項こうなわけで。……もしかして！」

　さらわれた精霊巫女を救うために!?　そこに思い至いたったとき、すでにアルバルドの体は動いていた。空港にシエンを残し、疾しつ駆くする。

　アルバルドは真っ直ぐに、巨きよ大だいな軍施設へと向かうのだった。







「!!　これは……け、けけけ……けっ、『結けつ婚こん命令書』おおお───っ!?」

　呼び出されて入ったのは、軍施設の三階に位置する大きな部屋。そこでアルバルドは、一枚の書類を手に思わずそう叫さけんでしまった。

　部屋は、大おお勢ぜいを招まねいての会議室として使われるものなのだろう。石いし畳だたみと水すい路ろの街並みを見下ろせる窓と、ロの字型につくられた施設の中庭側に面した窓とに挟はさまれた、長方形の空間。そこに簡かん素そな木製の椅い子すと折りたたみ式の長机とが並び、昇のぼったばかりの朝の光に、無数の列の影かげをつくっていた。

　だがそこに座すわるのは、アルバルドを除のぞけばたった四名。そのうちの一人、ゆったりとした神官服を身に纏まとった剣皇サイゾウ＝ナイツは、持ち込まれた安楽椅子に座していた。

　現役時代は最強の剣聖として恐おそれられ、一いつ騎き当とう千せんの生きた伝説をつくりあげた老人からは、変わらない鋭えい気きがみなぎっているが──いかんせん今は養生中だ。その身に秘ひめた、『先ワ祖イ返ルりド』という超ちよう人じんの因いん子し。そのひとつである『巨獣化ギガ・ビースト』の能力を持つサイゾウは、Ｍの襲しゆう撃げきの際さいに、特とく殊しゆ調ちよう合ごうされた錬精薬を飲んで、小こ柄がらな肉体を数十メートルもの漆しつ黒こくの怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうさせた。

　けれどもそれは、諸もろ刃はの剣──。調合の仕し方かたにもよるが錬精薬とは、圧あつ縮しゆくされた精霊力を人の体内に無む理り矢や理り注ぐもの。サイゾウの肉体に、「巨きよ獣じゆう」となるのに必要な体力や組織細さい胞ぼうの活性化などを補ほ助じよしてくれるが、効果が切れれば反動も大きい。こうして半月以上経へても、安静が必要なほどに。ただし。

「こんな格かつ好こうですまぬな、アル坊ぼう。まだぎっくり腰ごしが治らんでのう」

　寄る年波には勝てんかの。などと、それだけで片づけてしまうほどに、剣皇は元気だったが。

　そんな老体を取り囲むのは、地と水と風の、三人の剣聖たち。中庭側の大きな窓から見えるそこに停てい泊はくした、二つの風くじらの骸むくろである巨大な「浮骨ボーン」を持つ、双そう胴どう型がたの戦せん闘とう飛舟シツプに乗ってやってきた、アルバルドの先せん輩ぱい剣士たちであった。

「鋼の剣聖アルバルド。お主ぬしに、申し渡すことがある」
















　その内の一人、座った椅子すらも小さく見える屈くつ強きような剣士、地の剣聖ユオーが切り出す。

　剣聖の中で年長である四よ十そ路じ前の彼が、どうやらアルバルドを呼び出した張本人のようだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの赤しやく銅どう色いろの肉体を包む軍服の胸元から、インクの跡あともまだ新しい、一枚の書面──「結婚命令書」を取り出す。

　それを鼻先に突つきつけられ、アルバルドは顔色を変えずにはいられなかった。

「け、結婚って……そ、そんな」

　なんだそりゃああ！　あまり驚おどろきすぎて、右腕の付け根に痛みが戻る。それが噓うそではないことを教えてくれるが。え？　え、えっ？

　ナンデスカ、コレハ。と紙を手に固まったまま、アルバルドは空色の瞳で訴うつたえる。

「そのままの意味だ、鋼の」

　覚えが悪いな。と突き放すのは、紅こう一点の女剣聖、水使いの鏡乃進キヨウノシンだ。右目にした眼がん帯たいと同じ素材の、薄うすい装そう甲こう鎧よろいで豊ほう満まんな体を包む彼女は、一人行ぎよう儀ぎ悪く長机の端はしに腰こし掛かけ、組んでいた足を入れ替かえる。

　だって、そんな!?　アルバルドはまじまじと書類を見直した。その一番下の空くう欄らんに、勝手に書かれた二つの名前。ひとつは自分で、もうひとつは──。

　天華、だった。

　あの幼なじみの銀髪の少女の名前が、アルバルドと婚こん姻いんを結ぶ相手として記き載さいされていたのである！

「どっ、どういうことですか！　だって、こんな……！」

「いろいろ考えた末の結けつ論ろんなんですよ」

　いやはや、と終始にこにことした細い目を変えない風の剣聖、フェルインという名の青年が言う。一人だけ私服姿で青いバンダナをすっぽりと頭に巻いた彼は、二十三歳の鏡乃進よりも年上のはずだが、童どう顔がんのそこに年相応の深みはない。子供のような無む邪じや気きともとれる仕し草ぐさで、抱かかえるほどの金きん属ぞく製せいのケースをくるくると回転させて弄もてあそぶ。

　しかしアルバルドは知っている。内側にびっしりと錬精による封印の施ほどこされたそのケースの中には、先日の闘たたかいで傷つき、書物の姿から未だ復ふつ帰きしていない精書Ｓが閉じ込められていることを。

　医療ベッドにいたアルバルドにかわり、この風の剣聖の青年がＳを管理しているのだ。

「理由は、これです」

　そのフェルインは、おもむろにケースの回転を止めた。そこにまとわりついていた風が、ふわりと解き放たれ、辺りに散った。とたんに巻き上げられるのは、剣皇や三人の剣聖たちの背後にあった、朝日を受けるカーテンたち。窓を半分ほど覆おおっていた濃こい赤色のカーテンが、舞まうように左右に取り払はらわれる。

　そこから一望できるのは、もちろん精霊都市の街並みだ。

　かつて存そん在ざいした神殿と、軍や空港の区画を取り巻く形で発はつ展てんを遂とげた、外輪山の内部に広がった石いし畳だたみと水路の放射状の街がい区く。それは半月前の神殿崩壊の余よ波はを受けて、整然と整理された一部を失い、また少なくない人的被ひ害がいも受けた。

　それでもようやく、崩くずれた家屋などは撤てつ去きよされて。駆けつけた三人の剣聖と共にやってきた「精地隊」「精水隊」「精風隊」の増員により、復興が始まっていた。

「幸いなことに季節柄、首都であるこの地に神殿への寄付として集められていた物ぶつ資しは豊ほう富ふで、食料や資材の調ちよう達たつには事欠きませんでした。おかげでこの精霊都市は、このわずかな間でずいぶんと活気を取り戻しています」

　でも。フェルインは言葉を濁にごす。

「それはあくまで、表面的な一面にすぎません。……この街は、いえ。帝國は今回の件で、かなりの無理をしていますから」

「信仰の具体的な対象である精霊神殿を、建物ごと失ってしまったからな」

　鏡乃進が膝ひざを抱だいたまま言った。眼帯をしていない左眼は、アルバルドからは伸のばされた彼女の濃のう紺こんの長髪に遮さえぎられ、そこから何も読み取ることはできなかった。

　それでも何が言いたいのかは、アルバルドにだってわかる。

「精神的な支えが欲しいのだよ。……人々のためにも」

　ユオーが低く、言い放った。そうだ。神殿の修復は、簡かん単たんにはできやしない。

　かわりに落ち込んだ民衆のために、軍ができる気休めは──。

「だからオレが、帝國の姫である天華と結婚する、っていう筋書きなんですか……」

　それも、うんと華はな々ばなしく。この街に漂ただよった陰いん鬱うつな空気を、一時的にとはいえ、吹き飛ばすくらいに。

　問題ないだろう？　とユオーが促うながす。

「お主と天華殿どのは歳としが近い。それに、剣皇様から聞いている。お主は天華姫のことを、にくからず思っているようだな。いい機き会かいではないか」

「そっ、それは！」

　え！　な、なんでそのことを!?　アルバルドは秘ひめていた銀髪の少女への気持ちを見み透すかされていたことを知り、思わずサイゾウの方を見て真っ赤になった。好こう々こう爺やとしたこの人は、きっちり見るべきところを見ていたのだ。

　だけどそれ以上、アルバルドは剣皇と視線を合わせない。恥はずかしさを振り払い、手近な机を強く叩たたいた。右腕の付け根に染しみるほどに。

「なにを言ってるんですか。そもそも、こんなことをしてる場合じゃないでしょうッ！　どうして軍は動かないんですか、白華ちゃ……じゃない、精霊巫女を救うために!!」

　なのに、どうしてこんな話に!?　アルバルドは三人の剣聖と、剣皇に食らいついた。

　そうだ……。何もかも、おかしすぎる。自分の剣けん幕まくを前にしても顔色を変えない四人に、アルバルドは直感的に理解した。

「……。前のときも、変だったですよね」

　思い出すのは二ヶ月ほど前。最後には事なきを得た、獣じゆう機き族ぞくによる白華誘ゆう拐かいのときのこと。

「あのときも、集結した軍が迅じん速そくに動かなかったですよね。だからオレが、シエンたちだけで獣機族の都市に潜せん入にゆうしたんですよね。……でももし、オレが言い出さなかったら？」

「いや、あのときと今回では話が違う」

　獣機族の残ざん骸がい都と市しへの先行潜せん入にゆうを許可した、ユオーが応じる。

「だからこそだが。……あのとき帝國には白華姫しかいなかった。が、今は天華姫がいる」

　それが大きい。剣聖の中で年長であるために常つねに思し慮りよ深ぶかくあろうとする男の口から、本音が吐はかれた。冷たい事実が。

「巫女の血ち筋すじは将来生まれればいい。これからの歴史と大たい衆しゆうにはそれで面目が立つのだ」

「なっ……！」

「だからこその、政治的な婚こん姻いん命令なのだ。鋼の剣聖──」

　血筋を絶やさぬために。早そう急きゆうに、次の巫女をつくるために？　じゃあ、それは……。

「白華ちゃんは……いらないってことですか!?　どうでもいいんですか！　危険を冒おかしてまで、取り戻す価値がない──その程てい度どの存在だったっていうんですかッ！　そんな、そんなバカなことってっ!!」

「落ち着け。アル坊」

　サイゾウが口を挟はさむ。でもッ！　アルバルドは納得できない。できるものか！　──それでも。

「精霊巫女殿は、さらわれていない」

　唐とう突とつにサイゾウが続けた一言が、アルバルドを絶ぜつ句くさせた。

　そういうことなのだ。白華はさらわれていない。だから、何の問題もない。それが、建前。ここにいる四人、いや軍の下した結論なのだ。

　アルバルドはよろけるしかなかった。剣皇の顔を見つめる。老人の皺しわの刻きざまれた表情は変わらない。

「剣皇様……あなたは……時とき折おり、冷れい酷こくすぎますよ……！」

　師に向かって言えたのは、そこまでだった。帝國でも十二人しかいない上級神官にまでのし上がった、剣皇という人物。この老人は信精帝國のためならば、どこまでも残ざん酷こくになれる人なのだ。

　そうして、全てはアルバルドの同意を無む視しして進んでいく。アルバルドに最後に申し渡されたのは、退たい室しつの許可だけであった。

　──それと右手に残された、絶対の命令書のみ。

「あ、アルバルド様っ？」

　会議室の防ぼう音おん扉とびらの外で待っていた栗くり毛げの少年補佐官が、アルバルドの蒼そう白はくな顔色に、慌あわててそんな声をかけてくる。

　だけどアルバルドには、シエンに応こたえる言葉はなくて。

「……どうしたらいいんだよッ!!　こんなの……、違う。絶対間違ってるだろ──！」

　思わず書類を握りしめ、拳こぶしで出てきたばかりの背後の扉を強く殴なぐった。重い音が響ひびこうが、知ったことか！　こんなことだけが、今の自分にできる、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうなのだ。腕の傷が痛んでもかまわない！

　目を白黒させるシエンの前で、塞ふさがっていた傷口がついに開き、清せい潔けつなシャツに血が滲にじんだ。

　それでも。アルバルドは傷口より、心の苦痛に涙した。雫しずくがひとつ、頰ほおを流れる。

（……なんで、こんなことになっちまうんだよ……!!）




　　　　２




　──鋼の剣聖と天華姫との婚姻の知らせは、精霊都市に明るい話題として振りまかれた。

　ようやく街区の復旧作業も終しゆう了りようしたが、街のどこからでも見える神殿の瓦が礫れきの山。この傷きず跡あとから人々は逃のがれられない。自分たちの生活が元に戻るのとは対たい照しよう的てきに、神殿が「ない」という現実が、より強く浮うき彫ぼりになる──。

　そんなタイミングを見み計はからってもたらされた結婚のニュースは、軍部の狙ねらい通り最大の効果を上げた。具体的な復興の兆きざしとして民衆が盛もり上がるには、十分すぎる内容なのだ。

　婚姻の準備は早そう急きゆうに進められた。崩壊した神殿の、どうにか整地の手が届いた場所に、式典用の舞ぶ台たいが急きゆう遽きよ組み上げられた。と、軍の施設内でも、せわしなく下級の女神官や侍女たちが立ち回り、華はなやかに会話をする。

　この結婚が仕し組くまれたものであることなど、上層部の限られた者たちしか知りはしない。だから彼女たちは、実に無む邪じや気きに喜よろこんだ。当の天華や、アルバルドたちの思惑おもわくなど考えることもなく。

　そして。そんな彼女らの忙せわしい足音は、嫌いやでもガドの耳にも届いてきた。

　火の剣聖ガド。いや、元、火の剣聖と言うべきか。Ｍにいいように扱あつかわれ、その襲しゆう撃げきの片かた棒ぼうを担かついだガドの罪つみは重い。剣聖という立場であるため表おもて沙ざ汰たにはされていないが、事実上解任されてしまったのだ。

　今のガドに許されるのは、軍施設の地下に用意された、牢ろう獄ごくを改かい装そうした一室にいることだけ。

　鉄てつ格ごう子しのはめられた小さな換かん気き用ようの窓が、石造りの壁に囲まれた部屋の、高い天てん井じようのすぐ側そばに開いている。そこからわずかに、施設の裏庭でさぼって話に興きようずる声が、たまに聞こえてきたりする。

（結婚？　……ああ）

　そうか。言葉の断片だけで、ガドは全てを推すい測そくする。軍のしていることがわかってしまう。自分もその組織の中で、帝國の東方領りよう域いきを一任されるほどの位であったから。

　だが。ガドは何も思わない。

　先の闘いで最後に『巨獣化ギガ・ビースト』した剣皇の一撃を受けたガドの体は、生きているのが不ふ思し議ぎなくらい滅め茶ちや苦く茶ちやで。藁わらを編んだベッドに寝ねかされた、錬れん精せいの治ち癒ゆ包ほう帯たいや添そえ木に縛しばられた姿では、呆ほうけるだけが自分にできる暇ひまつぶしなのだ。

　腕は、利きき腕である右腕が複ふく雑ざつ骨こつ折せつ。左手は指が曲がってはいけない方に動いたりする。両足に至いたっては、一応ついてはいるのだが、感かん覚かくがなかった。肋ろつ骨こつもほとんどが折れ、鍛きたえ抜かれた筋肉がなければ、内ない臓ぞうを内側から突き破っていたところだ。

　背骨や首が無事だったのは、奇き跡せき的てきだったらしい。それでも寝たきりとなった体は、二十三歳の鋭えい気きに満ちたものではない。

　部屋の片かた隅すみに据すえ付けられた、小型トイレの横の鏡。どうにか顔を倒すと、そこに自分の顔が映る。流動食のみで頰ほおのこけた、黄色と黒のストライプに染そめた自じ慢まんの髪もどこかくすんだ、変わり果ててしまった自分が。

　それでも──かわらないことがひとつだけ、側にあった。

　寝返りを打つことすら困こん難なんなガドの世話を、医師と看かん護ご士し官かん以外にわざわざしてくれる、一人の女性士官。剣聖補佐官の赤い髪と瞳の美女、アカネだった。

　精書Ｍに肉体を乗っ取られ、ぞんざいに扱あつかわれた彼女の体は、ガドほどではないにしろ痛いた々いたしい様子のままだ。きちんと軍服を着こなしてはいるものの、赤毛の頭に巻かれた包帯はそのままで、特とく製せいの錬精の可動ギプスが腰から下につけられていた。裂れつ傷しようや擦すり傷きずといったものはほとんどが治ったけれど、両足の骨折はまだひどい。それをギプスが支えて補ほ助じよすることで、やっと歩けているのだった。

　おそらくアカネの親類である十二神官の一人、紅クレナイ神官が用意させたものなのだろう。かなり高価な特注品のおかげで、彼女はこうして毎日のようにガドの前に現れる。

「どうせ、やることないですから。私」

　怪け我がの治ち療りよう期間中は、仕事もないですし。と彼女はここにくる訳を語った。──もう剣聖と補佐官の間あいだ柄がらではないというのに。

　そして彼女は、ひとつしかない高い窓から差し込むわずかな光の下で、花か瓶びんに花を生けていた。精霊の力を借りて、冬でも咲くように改良された品種である。それをまず取り替えるのが、アカネのここでの日につ課かであった。

「ガド様。今日は真っ赤な花にしたんですよ」

　殺さつ風ぷう景けいなこの牢ろう獄ごくの唯ゆい一いつの彩いろどりとして、アカネはガドのために毎日違ちがう花を持ってくる。

　それに、ガドは反応しない。これまでもずっとそうだ。──興きよう味みがないから。

　けれど……。

「私の髪の色と……ガド様の操あやつる、炎ほのおの色です。きれいでしょう」

　その一言が、ガドの首を起きあがらせる。鮮あざやかな赤い花弁が目に飛び込み、そして。それよりもこの薄うす暗ぐらい牢獄の中で、はっとさせられるほどの真しん紅くの輝かがやきを持った、きれいな瞳がそこにあった。

　目が合ったとたん、アカネは嬉うれしそうに口元をほころばせる。

「ガド様」

「……」

「あの。おトイレは手伝わなくてもよろしいですか？」

「……いーよ。い、いつも言ってんだろーがっ、そんなもん自分でやるさ」

「でもいつも不思議なんですけど。どうやってその体で、用を足してるんですか？」

「ハン、決まってるだろ。根こん性じようだよ」

「──まったく、ガド様ったら。ほんとに意地っ張りですよね」

　相変わらず。とアカネは微笑ほほえみを浮かべた。

「……。相変わらずなのはオマエだろ、アカネ」

　照れたせいか、さっと頰ほおが熱くなる。それを知られたくなくて、ガドは枕まくらに頭を沈しずめた。

「いいのかよ。オマエみたいに優ゆう秀しゆうなヤツが、いつまでもこんなところに入り浸びたって」

「ええ、いいんです。最初に言ったでしょう？　他にやることも……」

「そうじゃねーよ。オマエは……将来を有ゆう望ぼうされた軍人だろーがッ。それなのに、どうしてここに留とどまってやがる？」

（俺サマみたいな、もう剣聖でもない男の側なんかに──）

　しかし。「そんなの」と、アカネが微笑ほほえむ気配がした。彼女はそっと、ギプスの補ほ助じよする歯車どうしの音を軋きしませ、ガドのベッドに近づいてくる。

「私は……ガド様の、補佐官ですから」

「なに言ってやがる。俺サマはもう剣聖じゃ……」

「いいえ。帝國の建前上はまだ、ガド様は火の剣聖のままですよ。だから」

　剣聖補佐官は何があっても、傍かたわらに付き従わなければならないのです。と、アカネはベッドの端はしに腰を下ろした。染みの付いた天井だけを見ていたガドの視界に、赤い瞳が割って入る。

「私、知ってますから。……精書Ｍに入り込まれた私のために、ガド様が間ま違ちがってしまったことを」

「!?　オマエ、覚えてて！」

「はい。それに──ご存ぞんじですか？　ガド様」

「？　なにがだよ、アカネ」

「……Ｍに操あやつられていたとはいえ、私が神殿で暴あばれた姿は、多くの兵士たちにも見られてるんです。そのことで軍での昇しよう進しんが、難むずかしくなったんですよ。狭せまい世界ですから」

「なに？　そんな、オマエ！　十二神官になるのだって、オマエになら──」

「そういうことになったんです」

　アカネはガドを見み据すえながら、しっかりとそう言ってのけた。

　バカだろ。ガドは彼女の噓うそをすぐ見抜く。軍部でも名家で名高い「紅クレナイ」家の血筋を引くアカネに、そんなことはありえない。もみ消せるはずだ。が、彼女の結けつ論ろんに噓うそはない。見下ろしてくる赤い二つの瞳の中に、曇くもりはなかった。

　だったら、アカネは自ら進んで、己おのれの道を断たったのだ。ガドと共にいることを選んで。

「責任、とってくださいね」

　彼女はそう、唐とう突とつにガドへと告げた。

「誰もわかってくれなくても、私だけはガド様のこと信じてますから。ずっと……一生、補佐官でいます。あなたの……」

　いつしかアカネの顔面は、紅こう潮ちようしていた。──ああ、なんてこった。ガドは悟さとる。彼女は告白しているのだ。……こんな自分に向かって。

　いろいろ言いたいことはあった。俺サマなんかでいいのかよ？　けど、嬉うれしいぜ……。対たい極きよくの感情が、頭の中をぐちゃぐちゃにする。

　だから最終的に、ガドの口から出た言葉は。

「バカだ、オマエはよ」

　いつものような悪あく態たいだった。

　それでも、なぜか彼女の唇くちびるが接近してくる。ベッドに横たわるガドも、拒こばむことはない。

「アカネ。俺サマは何日も風ふ呂ろ入ってねーから、汚きたないぞ」

「あら。でも私が昨日、体を拭ふいてあげたじゃないですか」

「ああ……そ、そうだったか？」

　そんな会話だけを最後にガドとアカネは、そっと口づけを交わし──。

「うっ、うわぁああっ!?」

　突とつ然ぜんもたらされた第三者からの驚きの声に、寸前で止まる。アカネが慌あわてて顔を離した。な、なんだあ？　ガドも思わず、悲鳴のような叫びをあげた主の方へと首を起こした。

　二人だけのはずの部屋の中、いつの間に開け放たれたのか。牢獄の小さな扉から、私服姿に果物くだものの入った籠かごを持って顔を見せたのは、一人の淡あわい金髪の青年。

　あわあわと顔を真っ赤にした、鋼の剣聖アルバルドだった。







「あ、あ、あ、あ、す、すいません！　お邪じや魔まして！　……あ、あのっ、とにかく！」

　出直してきますから！　アルバルドは大慌てできびすを返す。

　と、抱えてきた籠の中から、保存倉庫から見み繕つくろってきた、熟うれた果か実じつがばらばらと落ちてしまった。だああっ！

「すっ、すいませんすいません！　ええと、あの、そのっ」

「……いいさ、アルバルド」

　入れよ。包帯姿のガドが促す。でも、とアルバルドは躊躇ためらうが、すでにアカネがベッドから離れ、牢獄部屋のあちこちに転がった、赤い表皮を持つ丸い果実を拾ってくれる。しかし下半身を可動ギプスで覆おおった彼女の動きは、そう早くなくて。アルバルドはかわりに急いで、拳こぶしほどの大きさもない果実たちを集め回った。

「あのう、ええと。ガドさんこれ、お、お見み舞まいの品です」

　後で食べてください、とどうにかこうにか果実の籠を、赤毛の美人補佐官に手渡す。少々酸さん味みがあるが、中身がやわらかいこの果実なら負ふ傷しようしたガドでも食べられるだろう。そう思って持ってきたのだ。

　しかし、神殿が崩壊して以い降こう、自分も医い療りようベッドから長らく離れられなかったアルバルドは、今日初めてガドの姿をこうして前にする。こんなに小さい人だったっけ……？　ふとそう思ってしまうほどに、ガドは瘦やせた感じがした。

　もとより長身のアルバルドと比べて、この火の剣聖の青年は背が低かった。でもそれ以上にその暗色の瞳には、常に彼の持っていたむき出しの闘とう志しのようなものが、すっかりとなくなっていた──。

　だから、なのか。アルバルドは納得する。こうしてガドの元に見舞いに来るのは、実に簡単なことだった。軍施設の牢獄を改装したこの部屋の入り口に、まともな見張りはついていない。

　今の火の剣聖には、何もできない。つまりはそういうことなのだ。

　──それはどうやらガド自身が、一番強く自じ覚かくしていることのようで。

「で？　なんだ、アルバルド。……こんな有あり様さまの俺サマを笑いに来たか？」

　変わらない減へらず口ながら、自じ嘲ちようを含ふくませ、寝たきりのガドは言う。

　そんなことは！　アルバルドは素す直なおに首を横に振った。もちろん違うのだ。オレは……。

「……ガドさん。あなたのお見み舞まいに来たのは本当です。オレもやっと傷が癒いえて、自分一人での行動が許されるようになりましたから。でも」

　実は、その。アルバルドは口ごもってしまう。どう言えばいいのか。自分でもまだ、決心の付かないことだったから。

　それでも、こうして来てしまった。悩なやんで悩んで、悩んだ末に、他ほかに頼たよる者もいなくて。

「あの……ガドさんに相談したいことがあって、来ました」

「？　俺サマに、か」

　そうか。とだけ、ガドは顔を上げたまま応こたえる。あまり驚いた顔ではない。

　最初から他に用があるだろう、と見抜いていたのか。彼はすぐに「悪い」と、果実の籠をベッド脇わきの棚に置いたアカネに言った。はい、と従じゆう順じゆんな赤毛の補佐官はおとなしく頷うなずき、アルバルドとガドの二人を残して部屋を出る。

　金属製の扉が閉まれば、二人の剣聖だけとなった。

「これでいいか？　アルバルド」

　アカネがいたら言えないことだろ？　ガドはあっさりそう言ってくる。

「ガドさん……」

「──言いたいことは、オマエの顔を見ればわかるさ。それにな、だいたい俺サマも、オマエの身の回りで起こってることは知ってるよ。……結婚のことだろ？」

「えっ。ご、ご存じだったんですか!?」

「まぁな」

　ガドはアルバルドの置かれた状じよう況きようを、それなりに理解しているようだ。

　いや、それだけではなくて。彼はあっさりと、この結婚が政治的なものであることを看かん破ぱしていた。

「天華姫とオマエの結婚てのは、帝國のやり方としては正しいと思うぜ」

「!?　ガドさん、どうしてそのことをっ」

「ちょっと考えればわかるさ。ここに押し込められた俺サマには、時間だけはたっぷりとあるからな。そもそも政せい略りやく結婚なんざザラだぜ？」

「オレは……知りませんでした」

　アルバルドは唇くちびるを嚙かむ。

「いちいち坊ぼつちゃんなんだよ、オマエは」

　ガドがベッドの上で、鼻を鳴らして遠えん慮りよなく罵ば倒とうしてくる。それでも、アルバルドにはありがたかった。ずっと誰にも相談できなかったから。幼なじみの銀髪の少女との婚こん姻いんが、無理矢理執とり行われるものだなんて。

　事が事だけに、結局部下であるシエンにも、会議室での細かい顚てん末まつは話していない。軍の限られた人間しか知ってはいけない真実だから。──けれど、ふと思ったのだ。

　もしかしたら……。先せん輩ぱい剣聖として、軍部のことに精せい通つうしていたガドになら──？

「……わからないんです、オレ。どうしたらいいのか」

　ガドに向かってゆっくりと、アルバルドは喉のどにずっとつっかえていた言葉を吐と露ろする。

「オレは六年ほど前に精霊神殿に連れてこられたそのときから、ずっと軍に従じゆう属ぞくしてきました。剣しか振ふるえないこんなオレでも、他の人の命を守るために働けるから。それが正しいことだって、信じてたから。その信念は今もそうです。でも」

　今回のことが、正しいのかどうか。アルバルドの脳のう裏りに、さらわれた白華のことと、この施設内に閉じ込められた天華のことが交こう錯さくする。軍は白華を見み捨すてる道を選せん択たくし、天華の自由を拘こう束そくした。これは……。

「これで……いいんでしょうか」

「オマエは、剣聖なんだろ」

　ガドが即そく答とうしてくる。はい、とアルバルドは頷いた。

「だったら、軍に従えばいい。もし俺サマがオマエの立場なら、喜んで尻尾しつぽを振るぜ？　振るしかないだろ」

「……」

「たとえ結婚の相手が天華姫じゃなくて、もう一人の双子の片割れ、白華姫の方でもな」

「──えっ」

　やっぱりか、とガドのこれまでの台詞せりふに、屈することのできない現実を突きつけられたアルバルドだったが──。しかし火の剣聖の続けた言葉に、伏ふせかけた視線を上げさせられた。

「そうだ。……最初から全部、決まってたことなのさ」

　藁製のベッドの上で、ガドはアルバルドに顔も向けずに呟いた。

「疑問に思わなかったか？　男子禁きん制せいの神殿に、どうして例外としてオマエみたいな若い男が暮くらすことを許されたのか。決まってらぁ。最初から、双子姫のどちらか片方と結婚させるつもりだったのさ。そのために、姫と対たい等とうの位を持つ若者として、オマエは放り込まれたんだよ」

「そ、そんな……！」

「知ってるか、アルバルド。──俺サマも一応、姫ひめ君ぎみたちの結婚相手の候こう補ほだったんだぜ。冗じよう談だんみたいだろ？」

　要ようは、誰でもよかったのさ。絶ぜつ句くするアルバルドに向かって、口だけは自由に動かせるガドは、止めどなくしゃべり続ける。

「それでも、もう一度だけ言っておいてやるよ。オマエは剣聖だろ。軍にはおとなしく従うのがフツーだ。バカじゃない限り、な」

「お、オレは……」

「あと、いちいち他人に頼たよるな。特に俺サマなんざにはな。力になんかなってやれるか。自己満足は自分でしとけ。見み極きわめるのもオマエの仕事だ」

　ガドは徹てつ底てい的てきに突き放す。

「それが、剣聖ってモンだろーがッ」

　帰れよ。最後に彼はそう締しめた。




　　　　３




　静せい寂じやくの中。いくつもの瞬またたきに彩いろどられる場所に、精書Ｆは存在していた。

　そこはかつて人によって「箱船」と名付けられた場所──。そして今は、千年前に産み落とされた戦せん闘とう生物の末まつ裔えいたちが住まう、「浮ふ遊ゆう都と市し」と呼ばれる空に浮かんだ街まちの深しん部ぶ。

　都市の基き礎そとなった碗わん型がたの土台の中心に、【浮力ＦＬＹ】を生み出す核かくとして精書Ｆは埋うめ込まれていた。

　科学時代の終しゆう焉えんの破は壊かいの時からほんの一ひと握にぎりの生物を避ひ難なんさせるために、「箱船」とＦは存そん在ざいしたのだ。──以来、Ｆはずっとここにいる。無数のチューブや何やらが、書物姿のままの自分を固定して、ごてごてと突き出した周囲の機器へと【浮遊ＦＬＹ】の力を伝でん達たつする。今までも、これからも。

　けれど、寂さびしくはなかった。この場所にいてもいつでも外の様子は見える。遥はるか自分の真上につくられた、五十万人もの多種多様な異種族たちの闊かつ歩ぽする街の様子が、Ｆを取り巻くいくつもの投とう影えいモニターの中に映されていた。

　それに、ここには同どう胞ほうもいる。

　自分をここに【隔離ＱＵＡＲＡＮＴＩＮＥ】して隠かくしてきた精書Ｑが、宙ちゆうに映えい像ぞうを瞬かせるモニターたちの光よりも力強く光る球状の輝かがやきとなって、Ｆを丸く包んでいた。

【平静ＱＵＩＥＴ】の属ぞく性せいを持つＱは、話しかけても返事をすることはなかったけれど。こうしてずっと、Ｆに寄より添そってくれている。永遠の【静けさＱＵＩＥＴ】を、Ｆのためだけに与あたえてくれるのだ。

　けれども、それを破やぶった存在がいた。

『……え。なに？』

　光の珠たまとなったＱに覆おおわれている限り感じることのないはずの感かん覚かくに、Ｆは勘かん付づく。それはＱの力では防ふせぎきることができないほどの、圧あつ倒とう的てきな精命力の波は動どうである。

　そこにいたのは──。

『Ｇ？　ああ、もしかしてきみなの？』

　いつからそこにいたのだろう。モニターの瞬きの浮かぶ中に、顔見知りである美青年が立っていた。

　人型となった精書、Ｇのシルエットである。

　でも、おかしいなあ。Ｆはふいにそう思う。精書は属性こそ差があれど、その体内にある精命核より放たれる精命力は、ほぼ同質のものである。それなのに、どうしてＱに防げないのだろう？

　だけどそれ以上に、千年ぶりに会う仲間の一人は懐なつかしすぎて。『やあ』とＦは機器に繫つながれた書物姿のままで【友好的ＦＲＩＥＮＤＬＹ】に話しかけた。

『久しぶりだね、Ｇ！　どうしたのさ？』

「お前を探さがして来たんだ」

　モニターの輝きをわずかに避さけて、ひしめく機器の陰かげに立った青年のＧは、Ｆの知る千年前の姿と声で佇たたずんでいる。……ぼくを探しに？

『へええ、そうなんだ。でも、よく見つけられたよね。……それに』

　そういえば、どうやってここに入ったの？　ＱがＦの周囲だけでなく、この碗型の浮遊土台の内部に、機器によってその【隔離ＱＵＡＲＡＮＴＩＮＥ】の能力を、何重にも張はり巡めぐらせているはずだった。それ故ゆえこのＦの元にまで、人や異い種しゆ族ぞくはもちろん、何者も千年もの間ここまで立ち入ることはなかったのだ。

「簡かん単たんだ。……この姿を得た今の俺には、精書から隠すようにされていたお前のような同族の波動を、容よう易いに感じ取ることができるようになった。それは俺の体が精書であって、精書でなくなってしまったからだろうな」

『えっ？　それって』

　Ｇ？　その台詞せりふの真しん意いをＦが理解するより早く、Ｇが身を動かした。音もなくＦへと近づき、そして。彼の伸のばした右腕が問もん答どう無む用ように、Ｑの生み出す光の珠たまを引き裂さいて、内部のＦに摑つかみかかった。

　Ｑが痛みに悲鳴を上げるが、Ｇは容よう赦しやしない。「抵てい抗こうするな」とだけ呟つぶやき、Ｆを機器から外しにかかった。

『わぁあ！　なっ、なにするんだよう！』

　Ｆは必死に、引き抜こうとするＧを拒こばむ。書物の輪りん郭かくを残したまま、その身をまるごと【霞ＦＯＧ】に変えた。Ｇの指先が、するりと素す通どおりする。

　それはここに固定されたＦの、機械に引き出された防ぼう衛えい反応だった。

　Ｆ自身もＧが自分に触ふれることを許そうとはしなかった。さらにＱが【拒絶ＱＵＡＲＡＮＴＩＮＥ】の力を振ふり絞しぼる。Ｇの右腕が一瞬で、修しゆう復ふくした光の防ぼう壁へきに遮しや断だんされ、肘ひじから下を切断される。片腕を失い、Ｇはわずかに後ろに下がった。

『ちょっと待ってよ。……ぼくたちは、ここから動かないってば』

　落ち着いて話をしようよ。Ｆはあくまで【中立ＦＲＥＥ】の立場を表明した。敵てき意いがあるわけじゃない。

『ぼくは……。いや、ぼくとＱは、今の立場に不満はないんだもの』

「……。【自由ＦＲＥＥＤＯＭ】の属性を持つお前がか」

　すぐにあふれる精命力で消えた片腕を修復しながら、Ｇが訊きく。

『【自由ＦＲＥＥＤＯＭ】ってのは、ある程てい度ど閉とじられた【領域ＦＩＥＬＤ】の中でしか意味を成さないものなんだ。それをぼくはよく知ってるし。第一、きみに従うことが【自由ＦＲＥＥＤＯＭ】なはずないじゃないか』

　Ｆは自分の好きにする。それだけだ。──それに。

『ぼくがここからいなくなっちゃったら、大変なことになっちゃうから。ほら、見てよ』

　Ｇを促うながし、Ｆは空中に投とう影えいされたモニターの光たちを見せてやる。そこにあるのは、浮遊都市に住まう異種族の有様。遥はるか真下の大陸を支配する信精帝國の空を巡じゆん回かいするこの街は、飛舟シツプによる空中流通の要所として機き能のうしている。ここ近年は異種族と帝國との和解も進み、なくてはならない大きな都市へと発はつ展てんを遂とげた。

『やっと千年もかけて、これだけの繁はん栄えいを取り戻したんだ。それなのに【浮力ＦＬＹ】を生んでるぼくを失えば、この街はあっという間に落ちちゃうってば。大だい惨さん事じになっちゃうよう』

　せっかくぼくとＱは少しでも多くの命を救うために、こうしてここに据すえ置かれたのに。Ｆはそのことを誰よりもよく知っている。

『ここには大勢が生きてるよ。そしてぼくを必要としてくれるんだ。……もちろん、彼らはぼくたちを造ってくれた昔むかしの人間とは違うけどさ。でも、関係ないよね。誰かに使われること。それが錬精具として生まれた、ぼくたち精書の幸せなんだから』

　そうだよね、Ｑ。と、Ｆはあたたかく包み込んでくれる光の珠たまへと話しかけた。Ｑはわずかに肯定の【揺れＱＵＡＫＥ】を見せてくれる。

『うん、そうだよ。ぼくたちは、精せい機き龍りゆうが暴あばれ出し、大地を削けずったときにはもうここにいた。千年前の終しゆう焉えんに参加することが、必然的にできなかっただけだけどさ。それでよかったって思ってるんだ。だからきみがなにを考えて、ぼくをここから解放しようとしてるのかは知らないけれどさ。……きみには関わらないよ』

　Ｆは共にいるＱとの総そう意いとして、Ｇをきっぱり拒絶した。

　そうか。Ｇはすぐに頷いた。

「なら、いい」

　そう続けて。──と。

　瞬しゆん間かん、Ｑが凄すさまじい絶ぜつ叫きようを放つ。Ｆを包む光の珠がごっそりと、削り取られるように消失した。いや、それは消しよう滅めつ──？

　Ｇの腕より生まれた【灰色ＧＲＡＹ】の【溝ＧＲＯＯＶＥ】が、Ｑの体を他た愛あいなく引きちぎり、飲み込んだのだ。精命核ごと！

　もちろんＱはもう己自身を維い持じできない。悲鳴すら掠かすれさせ、ばさりと千切れたページに変わった。世界の要よう素そを二十六に分割したそのひとつであるＱの全すべてが、あっさりと空間に溶とけ、還かん元げんしていく──死んでいく。

『!?　Ｇっ、ど、どうして！　こんなことっ……！』

　目の前で起きた【虐殺ＧＥＮＯＣＩＤＥ】が、信じられない。ＦはＱの守りを失い、狼ろう狽ばいした。

『ああ、あああ！　Ｑが死んじゃう！　死んでくよう！　……なんでえっ！』

「関係ない」

　次なる標ひよう的てきにＦを捉とらえ、Ｇは変わらぬ冷静な口く調ちようで語る。

「俺に従うなら使ってやるつもりだった。ここに来たのはそれだけだ。だが反はん目もくするなら、目め障ざわりなだけだ」

『な、なんだって!?』

「単なる精書を超こえた俺の【最強ＧＲＥＡＴ】の力の前に、屈くつするがいい」

『じ、Ｇ!?　きみはなにを言って……』

　あっ。そのとき、今いま頃ごろになってやっとＦは気が付いた。

　ああ、どうして今までわからなかったのか。Ｑを排はい除じよし、再び腕を伸ばしてきたそのＧの姿は、見覚えのある漆しつ黒こくの衣い装しようを身に纏まとう、褐かつ色しよくの肌はだを持つ青年ではなくて。

　髪も瞳も、全身が真っ白な、姿すがた形かたちのみがそっくりな者だった。

『きみは……Ｇじゃないな！』

「俺はＧだ。二つの精命核を持つ、本当に【最強ＧＲＥＡＴ】の、な」

　だが、残念だ。ＧはＦの周りの機械を強ごう引いんに取り払はらいながら、鼻先でそう囁ささやく。

「【融合ＦＵＳＩＯＮ】の力を持つＦになら、『俺たち』のようになれる可能性もあったのにな。……ああ、いや」

　そうか。ふいに白いＧは納得する。これでいいか、とずっと無表情であった頰ほおに、無理矢理な笑えみをつくって。

「俺と同じ存在は、二つはいらない──」

　それがＦのまともに聞いた、最後の言葉となった。

　白いＧの手の中から、空間を引き裂さいて生まれた【溝ＧＲＯＯＶＥ】が放たれる。容よう赦しやのない一いち撃げきが、書物姿のＦの半身を飲み込んだ。

　Ｑがそうであったように、精書の心臓ともいえる精命核が、まるごと持って行かれてしまう。自じ己こ修しゆう復ふくは不可能なほどの、致ち命めい的てきな損そん傷しようだった。千切られたＦの意識と存在が、消失を始める。

　その目の前で白いＧは、自分の力を弄もてあそぶように、ついでに破は壊かいの渦うずを刻きざんだ。機械が潰つぶれ、えぐられ、飛び散る。果ては碗わん型がたの土台に大穴まで空けて、白いＧの力に溺おぼれた愉ゆ快かいそうな笑い声がこだました。

　そうして白いＧは、滅め茶ちや苦く茶ちやに穿うがち抜ぬいた横穴から身を躍おどらせる。すぐに【門ＧＡＴＥ】を生み出して、その中へと消えていった。──派は手でに壊こわされ、穴まで刻きざまれ、行き渡っていた【浮遊ＦＬＹ】の力すらＦと共に失った土台はぐらりと傾かたむく。もちろんその上につくられた、活気ある街をも道連れに。

　どんどんと灯とう火かを消していくモニターの中に、異種族たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが映っていた。

　それでもどうすることもできず、Ｆはついに絶命した──。







　浮遊都市墜つい落らくの知らせは、もちろん帝國にも入ってきた。

「これが……あの浮遊都市だってのか……」

　飛ひ空くう艇ていのスリット状の窓から、天より落ちた都市の現状を見下ろし、アルバルドは呻うめきを落とす。

　──異種族どうしによる「組合ギルド」の牛ぎゆう耳じる空舞まう都市は、帝國の管かん理り下かにない。それでもいつしかなし崩くずし的に、帝國の空中流通の重じゆう要よう拠きよ点てんとしての役目を果たしていた。

　その喪そう失しつは、もちろん帝國にとっても痛いた手でで。路ろ頭とうに迷まよった民間飛舟シツプより連れん絡らくを受けた帝國軍は、実じつ情じようの把は握あくのために、まずは先発調査隊を編成した。

　その特別調査隊の偵てい察さつ型がた飛空艇のパイロットに、直接の部下である操そう縦じゆう士し官かんの少女が選ばれたことに、アルバルドも便びん乗じようしたのだ。

　最初は、ほんの気き分ぶん転てん換かんのつもりだった。結婚ムードの漂ただよう軍施設にいると、参ってしまいそうだったから。

　だけど精霊都市から一日とかからず飛んでたどり着いた、真下に広がる光景は、そんな現実逃とう避ひに浸ひたっていられるほど甘あまくはなくて──。

　ひどい、とアルバルドは思った。斜ななめに潰つぶれた碗型の土台から、街部分を構成していた建材の破は片へんが散さん乱らんしている。積み重なるようにつくられた独どく特とくの構造は、互たがいに支え合うようにして倒れていた。それでもどうにか形を残しているのは、落ちた場所が湖みずうみの上だったからか？

　中央大陸を北から南にゆるやかに流れる「鏡きよう面めんの河」。その源げん泉せんともいえる、「湧ゆう水すいの巨きよ湖こ」と呼こ称しようされる広大な水面に、どうにか着水したのである。

　もちろん偶ぐう然ぜんなどではなくて。浮遊都市の係けい留りゆう港こうに接岸していた無数の飛舟シツプや飛空艇たちが飛び立ち、土台を下から押し上げたのだ。

　逃にげ遅おくれ、下した敷じきにされて転てん覆ぷくした白い浮骨ボーンの残ざん骸がいが、ぶくぶくと泡あわを吐はき続けていた。水陸両用の性質を持つ異種族たちが、人員の救出に向かっている。

『着水するス！』

　アルバルドのいる貨物室を改かい装そうした個こ室しつに、操縦席からの少女の声が届けられた。機体はすぐに降下を始め、わずかなショックと共に舞い降り、浮遊都市の潰れた外がい壁へきへと迫せまる。

　引き連れた数すう機きの飛空艇がそれに続き、飛沫しぶきの白い弧こを描えがいた。

「シエン、他の飛空艇にも連れん絡らくを入れてくれ。……調査報告よりまず先に、救きゆう援えん活かつ動どうを行うように！」

『……了りよう解かいしました、アルバルド様っ』

　壁かべ際ぎわの錬精の通話箱に指令を飛ばすと、その向こうから伝令室にいる補佐官シエンがすぐに応じた。

『賢けん明めいなご判断だと思います』

　彼は最後にそう付け足した。アルバルドに任された本来の任にん務むは、現げん状じよう視し察さつのみなのだ。

（けどこんな有様を前にして、なにもせずにいるなんてできるわけないだろ！）

　アルバルドは鎧よろいを脱ぬぎ捨て身軽になり、剣すらも個室の椅い子すに投げ出した。瓦が礫れきの撤てつ去きよなどには邪じや魔まなだけだ。

　──民間飛舟シツプからの緊きん急きゆう連れん絡らくから逆ぎやく算さんして、浮遊都市がこの湖に落ちてから、すでに半日が過ぎている。

（日にち没ぼつまでにはそう余よ裕ゆうはないけど……でも、できる限りのことは！）

　飛空艇がゆるやかに停止するより先に、アルバルドは飛び出した。







　あるはずの対岸がどこにも見えない、大きすぎる「湧水の巨湖」。そこに変化をもたらすのは大空の色しき彩さいだけだ。

　雲の薄うすい透とう明めいな空が、湖面に寄せるさざ波すら紅あかくする、夕焼けに染そまる頃ころ──。アルバルドたち鋼はがね隊たいに任された、わずか三十人にも満たない兵士たちは疲ひ労ろうに屈くつする。

　それでも彼らの顔には、それなりの充じゆう足そく感かんが満ちていた。

　建物と建物とが倒れ合う浮遊都市の街並みは、損そん壊かいこそ激はげしかったものの、人的被ひ害がいは先日の精霊都市よりマシであった。五十万人の異種族たちは、負ふ傷しよう者しやこそ多いが、ほとんどが生き残った。

　それは異種族たちが互たがいに手を貸し合ったから。墜落を始めた都市では真っ先に、鳥人族など飛行能力を持つ種族が中心に、人々を飛舟シツプや飛空艇に退たい避ひさせた。潰つぶれそうな建造物を、怪かい力りきの装そう甲こう族ぞくや獣じゆう系けいの種族たちが支え合った。

　すぐに水すい棲せい系の種族が、退たい避ひ用ようの足場を組み始める。バランスを崩くずした建造物の解かい体たい撤てつ去きよと同時進行で行われ、数すう隻せきもの飛舟シツプで囲うように、水の上の避ひ難なん場じようは完成した。浮遊都市自体も碗型の土台部分は半壊し、完全に水すい没ぼつしてしまったが、上部の街がい区くはどうにか残る。

　その街区と避難場の間の、崩れた外壁の上で。こんなものか、とアルバルドは空色の瞳ひとみで見み渡わたす。

　夜の闇やみを目前に控ひかえ、商人たちが飛舟シツプや倉庫に残った積つみ荷にを分ける。炊たき出しの熱気や、あたたかなスープの香かおりが漂ただよい始めた。

「アルバルド様。どうやら、とりあえずはもう大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　軍服姿の背の低い少年補佐官が、都市の様子をまとめた報告書を手に現れる。非力な彼は、兵士たちと共にアルバルドが救援活動をしている間に、自分にできることをやってくれていたのだ。

　と、「アルバルドさまあっ、シエンくうんー！」と離れた位置から呼ばれる。

　見下ろせる避難場で跳はねるのは、十四歳の赤毛の少女。さっきまで飛空艇を操あやつって、飛舟シツプの船底からの物資の輸送を手伝っていた操縦士官のココロである。

　黒い帝國軍服に映はえる赤毛のテールをふりふり、彼女は声を張り上げた。

「お食事、およばれしていいらしいっスよ───っ！」

　気が付けば、すでに帝國の兵士たちは駆かけつけてきた労ろうをねぎらわれ、夕食にありついているところだった。他ほかにも朱しゆ色いろのつなぎを着た人間種の集団がいる。異種族ばかりのこの街で、彼らがわざわざ限られた人間種用の食事を分けてくれたのだ。

　ありがたいなあ。アルバルドは栗毛の少年補佐官と微笑ほほえみを交わす。

「報告書には食べながら目を通すよ。それから、食事の後に帝國に報告通信を入れてくれないか、シエン」

「ええ。わかりました」

　アルバルドとシエンは、異種族たちの善ぜん意いをもちろん無む碍げに断ことわらず、外壁の上から足場の組まれた水面へと降りた。と、そのとき。

　アルバルドは妙みような会話をふと耳にした。

　湖に埋まい没ぼつする、浮遊都市の碗型土台。その側面の壊こわれ方が尋じん常じようではないすぐ横で、「……どーなってんだヨ……」と肩を落とす異種族の姿があった。

　ずぶ濡ぬれの青緑色の鱗うろこは、爬は虫ちゆう類るい系けい種族だろうか？　大きな口が特とく徴ちよう的てきな、鱗りん顎がく族ぞくだ。

「ワシは見たんダ……見み間ま違ちがうものカ。だってそーだロッ、ワシの舞翼ライド工房ハ、この大おお穴あながブチ空あけられたすぐ真下にあったんだゼ!?」

「で、でも～、そんなことって」

　応対するのは、四本腕の昆こん虫ちゆう系の種族だった。着の身着のまま飛び出してきたのか、端はしの破れたエプロンをしている。

　複ふく眼がんのついた頭に生える触しよつ角かくが、困こん惑わくを示すようにへの字を描く。

「信じられないわ、まさか～……」

「ワシだって信じたくないわイ!!　だがナ、少なくともアレは確かにそっくりだっタ。──色は白くテ、もう少し成長していたような感じだったがよオ！」

　鱗顎族の男は尻尾しつぽを激はげしく叩たたきつけ、材木で組まれた足場を壊して吼ほえた。

「アイツはどー見たッテ、天華ンとこのＧにそっくりだったんダッ!!」




　　　　４




「……どういうことだよ……！」

　アルバルドは動どう揺ようを抑おさえきれない。

　欠けて歪いびつな蒼あおの月と、銀の小月とが浮かぶ夜空。その月光を鏡のようにきれいに映す湖の上に、飛ひ空くう艇ていは身をゆだねる。わずかな波しか立たない「湧水の巨湖」であったが、たゆたう飛空艇を揺ゆらすには十分だ。

　それと同じようにアルバルドの心にも、消えない揺らぎが生まれていた。

　それはあの、浮遊都市の最下層で舞翼ライド技師をしていたという、ドクという名の鱗顎族からの目もく撃げき証しよう言げんを聞いてしまったから。

　──天華から聞いた白い偽にせのＧの手により、この都市が落とされてしまったということを。

（つまり、今回の浮遊都市墜つい落らくには、Ｍが関係してるってことなのか!?）

　それが何を狙ねらってのことかまではわからなかったが、Ｍが動きを見せたのは間違いない。

　そしてこれは、脅きよう威いなのだ。精書対世界という図式の──。

　だけど。それ以上にアルバルドに困こん惑わくを生んだのは、帝國からの回答だった。

「!?　すぐに精霊都市に帰き還かんせよ……って、それだけなのかよ、シエンっ!?」

「ええ。それと……」

　飛空艇の伝令室のシート越しに、振り返った栗毛の少年が眼鏡めがねの下でかすかに俯うつむく。シエンの正面に据すえ付けられた通話機から出た、帝國軍本部からの返答を見せながら。

　それをひったくり、アルバルドは目を通す。がりがりと苛いら立だちに金きん髪ぱつを搔かきむしった。

「帝國にだって、いつまた脅威となって現れるかわからないのに、ただ帰れ？　救援の、増ぞう援えん部ぶ隊たいもない？」

　もう一度返信してやりたかったが、長距離用の錬精通話機は、飛空艇に蓄ちく積せきした精命力の消しよう耗もうが激はげしく、すぐには使用できやしない。

　それだけに帰還命令の味あじ気けなさを象しよう徴ちようする最後の一文に、アルバルドは呆あきれてしまった。

「……帰還次第、支し度たくが調ととのったため、婚こん姻いんの儀ぎを取りはからう……？　そ、そんなことしてる場合じゃ──」

「ふやぁあああ───っ、な、なんスかそれえええ──!!」

　すぐ隣となりの薄うすい金きん属ぞく扉とびらを開けて、操そう縦じゆう席せきから顔を出したココロが泣く。だぁああっ!?

　この赤毛少女ときたら、天華との結婚話が出るたびにこうだった。いろいろと忙いそがしさにかまけてて、忘れているときは静かなのに。

　赤い瞳ひとみは大おお粒つぶの涙をこぼし、アルバルドにすがりついてわんわん嘆なげく。

「いやちょっと待てココロぉっ、な、なんでいちいち泣くんだよお前は!?」

「だって……だってええええ！　アルバルドさまが結婚しちゃうんスようー！」

「だから、オレにその気はないっての！」

「……うう。ほ、ほんとっスかあ？」

「ああ。前から言ってるとおり、結婚なんて、そんな」

　あの銀髪の少女とだなんて。思った瞬間、アルバルドの顔面が熱を持った。

「──うぁああ────ん！　アルバルドさまが赤くなったあああ！　やっぱり気があるスうう───！　どうせお似に合あいス、お姫ひめ様さまとだったらああ！　うわあぁーん!!」

　どうせお似合いス、お姫様とだったら。一度は収まりかけたものの、すぐに前以上の勢いになって、ココロ操縦士官は泣きじゃくる。

　こうなったら彼女が泣き疲つかれるまで、放っておくしかないのである。アルバルドはシエンと共に、ため息を交こう差ささせた。だけど……。

（このままでいいはずがない……）

　アルバルドは赤毛の少女の肩をぽんぽんとなだめてやりながら、やおらガドの言葉を思い起こした。

『見み極きわめるのは自身の仕事だ。それが、剣けん聖せいってモンだろーがッ』

　……そうだ。アルバルドは決めなければいけない。なぜなら──。

「オレは、剣聖なんだよな……」

「？　アルバルド様？」

　常に側そばに付き従う補佐官のシエンが、すぐにアルバルドの異い変へんに気付き、鳶とび色いろの眼まな差ざしをきょとんとさせる。

「聞いてくれ、シエン。それに……ココロ」

「はい？」

「……ぐすっ。？　？　？　……アルバルドさまぁあ？」

　アルバルドのいつにない真しん剣けんな口く調ちように、ココロまでもが泣き顔をあげる。十三歳さいと十四歳の、少年と少女。軍に所しよ属ぞくするものの、まだ子供っぽさをたっぷりと残した二人に向かって、しかしアルバルドは言わねばならない。自分の気持ちを。決めた、意志を。

　そして──。







　いったい何度、この幽ゆう閉へいされた部屋の透き通る天てん井じようで、太陽と二つの月が入れ替かわったことだろう。

　部屋の隅すみにほっぽり出したジャケットから、携けい帯たいコンピュータを取り出してみれば、画面端はしの日付表示ですぐにわかる。けれども天華には、そんな気力はまったくなかった。

　──婚姻の件が知らされてから、帝國の強きよう硬こうな意い図とに気付き、抵てい抗こうする気は根こそぎ消えた。

　扉を叩かなくなった天華に対する対応の変化は、実に素す早ばやかった。閉とざされていた扉は開放され、世話役の侍じ女じよたちが入ってくる。彼女たちは手てつ甲こうを割って怪け我がをした天華の両腕に、丁てい寧ねいに錬精の治ち癒ゆ促そく進しん包帯を巻いてくれる。また、白華を救うために最低限摂せつ取しゆしていた食事すらとらなくなった天華にかわって、根こん気きよく食べさせてくれた。

　天華にそれを拒こばむだけの意志はない。ただ黙だまって、されるがままに従った。

（あたしは……それだけの「人形」なんだから）

　手厚くされればされるほど、無む力りよく感かんが身も心も蝕むしばんでいく。

　そしてついに天華の元に、「浮遊都市からの鋼の剣聖の帰き還かん」が報告されたのだった。

　ああ、そっか。虚うつろな陰かげりに支配された銀の瞳で、天華はその知らせを聞いた。

「……アルと結婚するんだ、あたしは」

　実感も何もなかった。その日は真上の透き通る天井に、しとしと雨が降っていた。

　いつもの倍の数の侍女たちが、おとなしくしている天華を部屋に立たせ、群むらがった。それぞれがはしゃぎながら、数人がかりで何度も出入りしながら運び入れた、様々な形の衣い装しよう箱ばこを開け放つ。帝國の姫を華はなやかに飾かざる、花はな嫁よめ衣装の一式だった。

「これは伝統的なものなんですのよ」

　年配の侍女が誇らしげに説明する。今回の結婚式のために、街の人々が用意してくれたものだとも。

　銀色の髪につける花はな飾かざりは、子供たちがひとつひとつ色つきガラスの小さな玉を磨みがき、糸で繫つないでつくったもの。肘ひじまで巻いた包帯すら隠かくしてしまう長い手て袋ぶくろには、手間のかかる立体刺し繡しゆうが施ほどこされていた。

　薄うすい生き地じを何枚も何枚も重ね着したドレスは、上品な白とピンクでまとめられて。持ってこられた姿見に映った自分の格好に、天華は思わず息を吞のんだ。

　そこにいたのはきっちりと化け粧しようのされた、帝國一の花はな嫁よめだった。

　同時に、精霊都市の、帝國の民たみ草くさのための、飾り立てられた人形に過ぎなかった。

　そして──飾られた自分は、部屋に入ってきた花はな婿むこと対面する。

　帝國に帰還してきた鋼の剣聖アルバルドが、全身を包む絢けん爛らん豪ごう華かな儀ぎ礼れい鎧よろいを身につけて、天華の前に通されたのだ。

「天華……？」

　目元までを完全に隠かくす兜かぶとの下で、彼は変わり果てた天華を前に、確かめるように尋たずねる。そうだよ。間違いなく、あたしだよ。天華は幼なじみの青年を、銀の瞳で見つめてあげる。こんなに違ってしまったけれど。

　もう諦あきらめがついていた。唯ゆい一いつの救いは、相手がこの青年ということだろうか？

「いいよ」

　天華は彼だけに聞こえるか聞こえないかの声で告げた。いいよ、アルなら。

（空っぽになっちゃったあたしでも、きっと愛してくれるだろうから……）

　──だけど。純白のマントを揺ゆらしてふいに近づいてきた彼のとった行動は、信じられないもので。

　侍女たちの手でアップにされた銀色の前髪から覗のぞくおでこを、あまり遠えん慮りよのない鎧の人差し指が弾はじくのだった。

「……いっ、痛ぁあい!?　って、な、なにすんのようっ、アルううう!!」

　涙目になりながら反射的に、拳こぶしが出た。兜の下で丸出しの顔面にパンチが決まる。うごっ、という無ぶ様ざまな呻うめきと共に、鎧姿の長ちよう軀くがたじろぐ。

「い、痛えええ～～……は、はは。でもそれでこそ、いつもの天華だよ」

「えっ？　アル、あんたっ」

　いきなりの二人のやりとりに、取り巻きの侍女たちは戸と惑まどいと混乱を隠せない。ざわめきが辺りに満ちた。

　けれど天華には、なんとなくアルバルドの真しん意いがわかった。

「らしくないだろ。──それにオレも、こんなカッコなんか」

　似合わないよなあ。アルバルドは宝石すらちりばめられた、実用性無む視しの鎧に嘆なげく。

「オレたちは、こんなところでこんなことしてる場合じゃないんだ」

　翻ひるがえしたマントの下から、いきなり放り投げられたのは、見覚えのある黒光りする表紙の書物──。精書姿の、Ｇであった。

　天華からの精命力の供きよう給きゆうを長らく受けていなかったＧは、すぐには人の形になれない。けれども確かにその存そん在ざい感かんは、間違いなく本物で。え、えええっ？

「って、ど、どうしてＧがっ？」

「ついさっき軍の倉庫から盗ぬすんできた。残念ながら、Ｓの方は諦あきらめたけどさ。……でもこれは、お前には必要なものだから」

　青年は兜のバイザーを押おし上げ、決意を秘めた空色の瞳で見つめる。

「アル……」

「天華、お前にその気があるなら、Ｇを連れて一いつ緒しよに来るか？　オレは──帝國を捨てる！」

「なに？　そ、それって」

　アルバルドの凜りんとした宣せん言げんは、侍女たちに悲鳴すらあげさせる。とんでもない決断だった。帝國最上級剣士の剣聖が、国を見限る？

　それはある意味、国の基き盤ばんを揺ゆるがしかねない事じ態たいであり。さらに彼は、帝國の姫である天華を連れて行こうとしているのだ。

「……ば、バカじゃないの、あんた」

　天華はつい、言ってやった。だって……知っているから。

　この青年がどれほどの努力を経へて、剣聖にまで登り詰つめたかということを。

「そ、そんなこと！　お前に言われなくたってわかってるさ！」

　うあああっ、でもどうしようもないだろ！　アルバルドは兜越しに自分の頭をぐしゃぐしゃに搔かき回す。

「いっぱい考えたさッ！　だけど……地位とか名めい誉よとか、そんなものより大事なものってあるだろ！　オレはそれを守るために剣聖になったんだっ、だから……ああああ、とにかく時間がない！　すぐにＧのことがばれちまう！　その前に!!」

　行こう！　空になった衣装箱と共にどこかへ片づけられようとしていたぼろぼろのジャケットを、アルバルドは侍女の一人からひったくる。それを天華に投げ渡してきた。

「バーカ。バカアルっ」

　天華はそれだけを、返事のかわりに言ってやった。

　涙がひとつ、こぼれ出た。でもそれは決して見せてやんない。ばっとジャケットを勢いきおいよく花嫁衣装のドレスの上から羽は織おり、袖そでを通す。

　心はいつしか、噓うそのように落ち着いていた。書物のＧをドレスの帯にねじ込み、動きにくいふわふわのスカートを、申し訳なく思いながらも手にかける。一気に引き裂さき、千切ってやった。足元が涼すずしくなる。

　衣装に合わされたヒールの高い靴くつは脱ぬぎ捨て、走りやすいよう裸足はだしになった。

　これで、やっと「自分」になった。天華はようやくそう感じる。

「ごめんね、みんな。だけど」

　アルバルドと共に部屋を出る寸前、あまりのことに言葉をかけられずに見守るしかない侍女たちに、天華は笑顔を向けてあげた。

　自分はみんなが求めてる、従じゆう順じゆんなお姫様にはなれなかった。それよりも、自分でいることを幸せに思ってしまった。そんな女の子でしかないのだ。

　ありがとう。全員に頭を下げる。それでも行かなくちゃいけないから。もう振り向かずに、扉を抜ける。

「──あたしは、白華を救うんだからっ！」







　敵てきの襲しゆう撃げきに備そなえ、迷めい路ろのように複ふく雑ざつに入り組んだ軍ぐん施し設せつの通路内に、ベルの音が鳴り響ひびく。

　早い、と先を走る全身鎧に身を固めた青年が唸うなる。もちろんベルが警けい告こくするのは、施設の地下に設もうけられたシェルター室から飛び出した、天華とアルバルドたちに対するもので。

　階段を見つけ、一気に一階へと上がろうとした二人の前に、軍服を着た一団が慌あわただしく立ちはだかった。群むらがる兵士たちは、けれど剣を構えるのに戸と惑まどいを見せる。

「どけええええ───ッ!!」

　アルバルドが吼ほえ、威い嚇かくだけで兵士を蹴け散ちらす。帯剣を引き抜く必要もなかった。彼をすっぽりと包む豪ごう勢せいな鎧は、見た目だけで十分な威い圧あつ感かんを持っており、左右に勝手に人ひと垣がきが割れた。だからアルバルドのマントの後ろにぴったりとついて行くだけで、天華も楽にすり抜けられる。階段を一息で駆かけ抜けて、雨雲の立ちこめる空も窓から見える、中庭側に面した一階通路に躍おどり出た。

　飛び出したそこに集まる兵士も、立ち向かう意志なくおろおろする。帝國の一いつ般ぱん兵士が何人束たばになってかかろうと、止めることなどできやしない。そもそも帝國の兵士は、剣聖を相手にしようとは思わない。一いつ騎き当とう千せんのその実力を、誰もが知っているのだから。

　すなわち剣聖に立ちはだかることができるのは、同じく剣を極きわめた者のみで──。

「！　天華っ！」

　先に気付いたのは、先頭を行くアルバルドだった。いきなり身を翻ひるがえし、天華に飛びつくように覆おおい被かぶさる。──瞬しゆん間かん。

　周囲の壁かべが蠢うごめいた。

「な、なにこれえっ!?」

　漆しつ喰くいの施ほどこされた壁が、まるで生き物のようにうねって触しよく手しゆのごとき腕うでを生やす。ダメだ、逃げられない！　と判断したのは、天華が先かアルバルドが先だったか。同時に硬かたい床ゆかを強く踏ふんで、頭を庇かばって窓へと飛んだ。

　アルバルドがまず投げた厚あつ手でのマントがクッションとなり、ガラスの破片から二人を守る。共に窓を突つき破り、二隻せきが横にくっついた形をした双そう胴どうの立りつ派ぱな飛舟シツプが収まった広い中庭の花か壇だんへと、転がるように着地した。

　──雨が降っていた。濡ぬれる草花が、天華の素足の裏で冷たく滑すべる。

　アルバルドが邪じや魔まな兜を脱ぎ捨て、豪ごう華かな鞘さやから剣を引き抜く。彼がそこまでしなければならない相手が、中庭には待ちかまえていた。

　雨あま粒つぶを着込んだ装そう甲こうの上で踊おどらせる、水の剣聖の女性剣士が立っていた。鏡乃進キヨウノシンという男性名を持つ彼女の、暗い隻せき眼がんが静かに睨にらむ。

　その背後にいるのは、風を使う剣聖だ。

「困りましたねえ。まさかこんな強ごう引いんなことをするなんて」

　濡れた青いバンダナをきつく結び直し、フェルインは笑えんだような細い眼を崩くずさない。その手には不ふ似に合あいなほどの、無数の刃がくっついた凶きよう悪あくな槍やりを持って。

　さらに遅おくれて現れたのは、軍施設の壁を自じ在ざいに操あやつり出てきた、地の剣聖ユオーだった。黒い軍服をはち切れんばかりに押し上げる赤しやく銅どう色いろの筋肉が、壁のごとく天華たちの退たい路ろを塞ふさぐ。

　水と地と風。三人の剣聖たちは雨の中に無言で佇たたずむ。少々手て荒あらなマネをしてでも、連れ戻す。そんな気配に充みち満みちて──。







　冬でも咲さくようにつくられた花か壇だんの小さな彩いろどりたち。その花々を踏ふみつぶすことに、心痛める余よ裕ゆうはなくて。立ち上がった裸足はだしの天華を庇かばいつつ、アルバルドは雨の中で白はく刃じんを構えた。剣を持たない左手で、背後にいる銀ぎん髪ぱつの少女の細い腕うでをしっかり摑つかむ。

　こちらは鎧の籠こ手てを装そう着ちやくし、彼女は絹の手袋をはめていたが、その狭はざ間まに絡からむ雨粒が互たがいの汗のように感じられた。

　自分たちが飛び出してきた施設の通路と、分ぶ厚あつい鉄板で鎧よろわれた戦せん闘とう飛舟シツプとの狭間。空港へと繫つながる施設の正面出口に行かせぬように、鏡乃進とフェルインがいた。さらに通路の壁を突き抜けて、ユオーまでもが姿を見せる。穴あなの空あいた左手側に位置した通路は、瞬まばたきする間に修復した。窓のかわりに白壁が埋うめ尽つくす。

　こんなことができるのは、地の精霊を容よう易いに操るユオーの力だ。簡かん単たんな詠えい唱しようと、両の拳こぶしに装そう着ちやくされたごついナックルガードに宿る、錬精の高こう速そく術じゆつ印いんの効果であった。雨すらはじく精霊たちを呼ぶ輝かがやきが、微び細さいな紋もん様ように浮かび上がる。

　それだけで、さらに中庭の土ど砂しやが動いた。

　──あっという間に取り囲むのは、逃げ場を断たち切る土つち壁かべたちだ。それらが円えん陣じんをつくりあげる。

　まずいッ！　アルバルドは剣を手近な土壁に振ふるう。けれども斬ざん撃げきの刻きざまれた土の壁は、すぐに元に戻ってしまう。砕くだけた破片は地に落ちると、草すら押しのけ盛もり上がり、三メートルもの体たい軀くを持つ泥どろ人形へと変化した。

「アルっ……！」

　天華が体を密みつ着ちやくさせる。逃げることが困こん難なんなことを、彼女も悟さとらずにはいられないのだ。

「ちきしょうッ、もうちょっとだったのに！」

　あと少しで、空港に待たい機きしたままのシエンたちの元まで駆けつけられたのに。ここでぐずぐずすることは最悪だ！　混乱していた軍はすぐに態勢を立て直し、飛空艇にいるシエンやココロを取り押さえてしまうだろう。いや、もしかしたらもう……？

「天華、ここはオレが引き受ける。だから！」

　お前だけでもっ。アルバルドは銀髪の少女に全すべてを託たくし、空港に行けと唇くちびるの動きだけで説とき伏ふせる。

　だけど、天華は離はなれなかった。どうするの？　前髪を上げられた銀の瞳が見つめてくる。冷たい雨に滑すべらぬよう、ぎゅっと手を握にぎり返して。

　三人の剣聖対アルバルド。この構こう図ずに、勝てる要よう素そはひとつもない。万が一にも。

　しかし──三対二ならば？

「……ったく、面おも白しろそーなコトしてんじゃねーかよおおッ!!」

　飛び込んできたのは、誰もが予想もしなかった乱らん入にゆう者しやだ。突とつ如じよとして、壁が炎ほのおに巻かれて砕ける。土壁は硬かたく焼け焦こげ、再び自由に形を変えることもできずに崩くずれ去った。泥人形の足から上が吹ふき飛ばされ、雨粒が蒸じよう気きと化す。

　そこに現れたのは、地下の牢ろう獄ごく部べ屋やでベッドにいたはずの、黒と黄色のストライプ頭。

「俺サマも仲間に入れてくれよ。いいだろ？　同じ、剣聖だ」

　破は壊かいした土壁の穴に寄りかかり、全身に巻かれた包帯を操る炎で焼いて千切る、ガドだった。

「ガドさん!?」

「ようアルバルド。……ったく、言っただろーがっ。帝國の言うとーりにしねえヤツはバカだってな」

　まあ、俺サマもだけどな。ガドはまともに動かぬはずの体を、それでも無理矢理動かして、こけた頰ほおににやりと笑えみを張り付かせた。

　どういうことだ、と驚おどろくのはもちろんアルバルドだけではない。

「ガド。オマエは……」

　三人の剣聖を代表して問いかけるのは、鏡乃進だ。

「行かせてやれよ」

　ガドはただ、短く返す。

「騒さわぎは地下まで聞こえてきたぜ。……なにが起こってるのか想像するのは簡かん単たんだった。アルバルドは一度、俺サマんとこに相談にきてたからな」

　こんな俺サマに、だぜ？　気だるくガドは苦く笑しようする。

「だったら応こたえてやんなきゃなア。……それが俺サマのした、火の剣聖としての決断さ」

「ガド、さん……」

　アルバルドの息が詰つまった。この人は、たったそれだけの理由で、満まん身しん創そう痍いの肉体を引きずって現れてくれたのだ。アルバルドが天華を連れて抜け出すのを、手伝ってくれるために！

　思わず涙が出そうになった。いや、もしかしたらもう泣いていたかもしれない。雨に濡ぬれて、自分にはわからないだけで。

　そんなアルバルドに向かって、ふらりと通路に空けた土壁の穴から離れ、「ほら」と穴の内部をガドは示す。

「三人まとめては無理っぽいが……できるだけ足止めしといてやるよ、アルバルド」

　とっとと逃げろ。彼はそう言っているのだ。

　もちろんアルバルドにも天華にも、こんなありがたい提てい案あんはなくて。すぐに手を強く握り合うと、ガドの背後の大穴へと駆け出した。

　と、三人の剣聖たちがすぐに動く。土が蠢うごめき、水が飛ぶ。風が舞まった。

　しかしそれらはアルバルドたちには届かない。防ふせいだのは、ガドを中心に巻き起こった火柱だ。

　ほとばしる業ごう火かが空色の瞳を焼いた。一瞬視界を奪うばわれるが、天華の腕が導いてくれた。二人はもつれ合うようにして、けれど決して手を離さずに、通路を走る。

　火の剣聖に後を任せて。
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「……贖しよく罪ざいのつもりなのか」

　右目に眼帯をした女剣聖が、しとしとと降り注ぐ雨粒に呻うめいた。

　そうかもな、とガドは思う。歯を食いしばらねば、今にも倒たおれてしまいそうな肉体を抱かかえて。どうにか動いていられるのは、自分でも奇き跡せきのように感じられた。

　口の中に、血の味が広がっていた。内臓からこみ上げてくる錆さびの臭においだ。

　それでもこうして動けるうちは大だい丈じよう夫ぶだ。闘たたかえる……まだ、闘えるのだ。──誰かのために。

「俺サマは、間ま違ちがっちまった。でもな、今度は帝國が間違っちまった。そう思う男が……アルバルド以外にもいたってことだ」

　それだけの話さ。自じ嘲ちようが頰に自然と宿った。

　が、もちろんそれを自分以外にわかってもらおうとは思っていない。

　瞬間、どちらからともなくこの場に残った四人の剣聖は動く。炎を舞わせたガドに向かい、真っ先に鏡乃進が攻こう撃げきを飛ばす。雨う滴てきを無数の刃やいばに変えて、縦じゆう横おう無む尽じんに飛ひ来らいさせた。ガドの炎が舐なめつくし、それらをあっさり食らいつくす。が、それは単なるフェイクに過ぎない。

　蒸発した水の噴ふん煙えんが真っ白に視界を覆おおい、ガドの前から三人の剣聖たちの姿を隠かくした。と、蒸気の中から土ど砂しやのうねりが襲おそいかかる。さらに白はく煙えんをまとわりつかせ、風のダンスが鋭するどく踊おどった。小型の竜たつ巻まきが生まれたのだ。

　ガドはしかし身を引かない。こざかしい竜巻を、爆ばく熱ねつで押おしやって黙だまらせる。余よ剰じようの熱で押し寄せる土の飛沫しぶきを焦こがし、壊こわす。

「手て加か減げんしすぎなんだよッ、オマエらは!!」

　舐なめすぎだ！　完かん調ちようにはほど遠いガドを退しりぞけるには、この程度の攻撃で十分だと考えたのか。はたまた、同じ剣聖という仲間意識からくるものなのか。しかしそれらをガドは遠えん慮りよなく炎で叩きつぶす。ガドに余よ裕ゆうはないのだから。

　脂あぶら汗あせを滲にじませながら、さらに火か炎えんを走らせた。灼しやく熱ねつをところ構わずぶちまけて、弾はじけさせる。それはちょうど、中庭を円形に取り囲んだ土壁の全すべてをあぶり、焼き固めた。地の剣聖でも自由にできない、高さ数メートルの強きよう固こな炭たん素その塊かたまりに変える。

　それはすなわち、アルバルドたちをここから逃がさぬようにつくったはずの檻おりが今、逆にこの場にいる剣聖たちを閉じ込めるものにかわったということだ。が──薄うす手でのマントをはためかせ、超ちよう人じん的てきな跳ちよう躍やく力りよくをフェルインが見せる。いや、それは飛ひ翔しようだ。風の精霊を誰よりもうまく操る男は、ふわりと空を駆け上がり、高い壁を軽々と越えていった。

　チッ。ガドは舌打ちを隠せない。しかしこれは予想のできたことである。風の剣聖フェルインは空気の流れに身を包み、飛ぶことができるのだ。

　だが、あとの二人はいかせないッ！　ガドは雨の中、静かに精霊たちへと語りかける。肉体に刻まれた火炎の術印へと、己おのれの全ての精命力を振り絞しぼった。

「本気のようだな、火の剣聖ガド……」

　しとどに濡ぬれた長い濃のう紺こんの髪をぱっと舞まわせて、鏡乃進が殺意に震ふるえた。と、まき散らされた水すい滴てきが収しゆう束そくし、彼女の装そう甲こう鎧よろいの袖そでに消える。無数の鋭えい利りな水の刃として。

「雨の中の私に、勝てると思っているのか？」

「さあな」

　知るか。と吐はき捨てながらも、ガドはもちろん知っている。十二戦、十二引き分け。それがこの水の剣聖と自分との、対たい戦せん成せい績せきだ。

　ユオーは赤銅色の肉体を、あえてその場に留とどめている。慌あわてなくともフェルインが、天華たちを追っている。それだけで十分と思ったのか。

　そして、負傷したガドと雨を味方に付けた鏡乃進との闘いに、もう決着を見いだしたのか。古こ風ふうな剣けん豪ごうである彼は、あえて手を出してはこなかった。しかし──。

「お主……!?」

　ユオーの顔色がすぐさま変わった。ガドの元へと集結する、人が統すべるには無む謀ぼうなほどの火の精霊たちの量を前にして。

「うぉおおあああああああああああああアアアアアアアア────ッ!!」

　雄お叫たけびと共に、ガドは炎を暴ぼう走そうさせた。自らの意志に従わせるため、精霊たちへと己の精命力を放出し続ける。

　──精命力とは、人の魂たましいと意志の力。すなわち「命」そのものである。消しよう費ひしすぎた果はてにあるのは、死だ。

　それでもガドはやめない。肉体に施ほどこされた錬れん精せい術じゆつ印いんに火炎を呼び込み、好き勝手に暴れさせた。今の自分が二人の最上級剣士と立ち向かうには、これくらいしかなかったから。

　制御不能の炎たちが、焦こげた壁の円えん陣じん内で渦うずを巻いた。傍かたわらの飛舟シツプの強固な装甲板すら溶よう解かいさせる灼しやく熱ねつに、ユオーが必死に土を操る。被ひ害がいが周りに出ぬように、とろける装甲板の前に、無理矢理土壁を盛もり上げた。

　けれども、ガドの炎は容よう赦しやしない。ぼろぼろの肉体を支える、全身の肌はだに刻きざまれた錬精術印から噴ふき出した灼熱は、水で身を防ぼう護ごする鏡乃進を弾はじき飛ばした。ユオーが咄とつ嗟さに抱き留めるが、二人して膝ひざをつく。

「余裕は与あたえねえー。……俺サマにも余裕がねぇんでな」

　削けずられていく命を感じながら、真しん紅くに体を包み、ガドは不ふ敵てきに笑えんでみせる。肌に触ふれていた雨粒を、その表面で蒸じよう発はつさせて。







「てええええ──────いッ!!」

　破れたドレスのスカートから、下着が見えるのも構わない勢いきおいで蹴けりを放つ。

　空港に留とどまった六枚の翼つばさを持つカーキ色の飛ひ空くう艇ていへと、軍兵士が集まり始めていた。その一人の延えん髄ずいを申し訳なく思いながらも痛打して、濡ぬれた舗ほ装そう岩がん盤ばんに転がす。

　活かつ躍やくを見せるのは、剣聖であるアルバルドだ。雨に濡れた金髪をなでつけ、鋭えい利りな刃と眼光で威い嚇かくする。

　及および腰ごしに取り巻く兵士たちは、誰もが飛空艇に近づけない。だから天華は倒たおした兵士の一人を飛び越こえ、守ってくれるアルバルドの背中に感謝しつつ、飛空艇の胴どう体たいに開けられたハッチから中へと飛び込むのだった。

　と、細長い胴体内部に転がり込むと、すぐ側そばの操そう縦じゆう席せきに座すわるのは見覚えのある赤毛の少女だ。

「遅おそかったですね、準じゆん備びはとっくにできてますよ！」

　さらに天華にそう声をかけるのは操縦席の真後ろの、取り払はらわれた扉の側のシートに座る、栗くり毛げの少年補佐官だった。

「あんたたち……」

　天華は思わず言葉を失う。だって……。

「い、いいの？　こんなところにいて！　あんたたちは──」

「いいんですよ」

　補佐官シエンが、眼鏡めがねの下で鳶とび色いろの瞳ひとみを和やわらげた。「かまわないっス！」と続けるのは、操縦士官のココロである。

「こうすれば、アルバルドさまは結婚しなくて済すむス！　あは、あははは──っス！」

「いや、そうじゃないでしょう……ココロ操縦士官っ」

　頭が痛い、とシエンは栗毛の頭を抑おさえる。きょとんとする天華の前で、実は、と彼が語ってくれた。

「アルバルド様が決意した、精せい霊れい巫み女こ様さまの救出は、ボクたちだって正しいことだと思いました。それだけですよ。それ以上に何か必要ですか？」

　曇くもりのない眼まな差ざしが、伊だ達ての眼鏡の向こうにあった。

「何よりアルバルド様のお供ともをするのは、ボクたち鋼隊隊員にしてみれば、当たり前のことですから」

　何があっても剣聖の側にいるのが、補佐官の役目だから。優ゆう秀しゆうな少年補佐官は最後にそう締しめくくるのだった。

　……人望あるじゃん。天華は、幼なじみの青年への想おもいだけでついてきたシエンとココロの二人を前に、胸の奥がじんとなる。

　決意の表れなのか。二人は共に、見み慣なれた黒い軍服を着ていない。シエンは別の私服を着ていて、ココロに至いたっては脱ぎ捨てた軍服の上着を操縦席のシートにひっかけた、白いシャツ一枚姿だ。

「巫女さまを救うっス！　それを決めたアルバルドさまは、ほんとにすごい人スー！」

　だから自分もついていくっス！　一生！　などとはしゃぐからなのか、雨の降る初冬の寒さもなんのそのだ。少女の裸ら腕わんに鳥とり肌はだはたっておらず、かわりに異い質しつな「光」が走る。『先ワ祖イ返ルりド』の一人であるココロ。その彼女の操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手から、肉体の感覚を機体に憑ひよう依いさせることのできる、『直勘センサ』の能力による片へん鱗りんだった。光はまさに、機体とココロの肉体を結ぶように脈みやく動どうする。

「こっちはいつでも行けるスよン、アルバルドさまあーっ！」

　迷まよいの一点もない元気な声を張り上げて、ココロは離り陸りくを宣せん言げんする。

　しかし──。アルバルドは飛び乗ってこなかった。

　かわりに開いたハッチに手をかけるのは、兵士たちだ。

「!?　こんのおおっ！」

　天華が咄とつ嗟さに飛びついて、素足の蹴けりを見み舞まってやる。狭せまいハッチに張り付いた兵士たちは、かわすことなどできなくて。そのまま食らった一人に押され、数名まとめて落ちていった。

　その様子を見届けながら、天華はハッチの外へと身を乗り出す。なにがあったの？

「アルがちゃんと足止めしてくれてるはずなんじゃ──あ、ああッ!?」

　あ、アル!!　雨の中に頭を出して、天華は信じられない光景を目にする。

　濡れる空港の真ん中で、兵士たちが遠巻きに見るそこに、風の剣聖に高々と首を摑つかみ上げられた、金髪の幼なじみの姿があった。

　アルバルドに比べ、フェルインは遥はるかに小こ柄がらでその腕も細い。が、青いバンダナの遥か上に悠ゆう々ゆうと、アルバルドの頭が持ち上げられていた。

　その状態で、アルバルドの手足はひとつも動けない。降ふり注そそぐ雨粒さえ巻き込んでようやく天華でも見える風の渦うずが、いくつもアルバルドの鎧よろいの表面に張り付いていた。

　あれは……？

「風の、枷かせっ？」

　天華はアルバルドの全身を縛しばる、その正体をどうにか見抜く。生き物のように粘ねばり付く風の精霊たちが、アルバルドの自由を奪うばっていた。さらに彼の顔にへばりつき、呼吸さえできないように。

　──赤黒い顔色で苦しむアルバルドの表情が、そこにあった。







「ぐ、う……がッ、ふ……！」

　ダメだ！　暴あばれる四し肢しから力が抜ける。右手に握った剣を落とさないでいるのがやっとだった。

　しかしその剣すら、抜き身の刃にまとわりついた風の力で引っ張られ、今にも引きはがされようとしていた。指の一本一本に風が絡からみ、強ごう引いんに押し広げようとする。

（ほんの一いつ瞬しゆんの、隙すきを、つかれた……！）

　アルバルドは苦しみながらも、自分の身に起きた出来事を把は握あくする。

　右腕の、未いまだに完治しきらない傷きず。その痛みにわずかに遅おくれる反応を見み越こしてか。笑みを張り付かせたような糸目の先せん輩ぱい剣聖は、持っていた槍やりを囮おとりに、アルバルドの死角をついた右側から強きよう襲しゆうした。

　互たがいの武器が雨粒さえも染そめるほどに、鮮あざやかな火花を散らした刹せつ那な。──衝しよう撃げきだけをアルバルドの手に残し、フェルインはあっさりと槍やりを捨てた。その切っ先が足元の水たまりで跳はねる寸前、アルバルドの体は強引に摑つかみ上げられていた。

　フェルインの間合いに入った時点で、アルバルドの自由は奪うばわれていたのだ。剣をもう一度振ふるうこともかなわず、がっちりと風ふう圧あつに固定され、四し肢しをそのまま拘こう束そくされる。

（普ふ段だんは何気なく身に受けていた空気の流れに、ここまでの力があったなんてッ!?）

　アルバルドは精霊の持つ力のすごさを思い知らされる。と同時に、それを操あやつるフェルインの実力も。

　四大剣聖の中で、最も錬精術に長たけた男──。それがこの風の剣聖フェルインなのだ。

　今こうしてアルバルドが為なす術すべもなく風に拘束されていることこそ、その証あかし。真空の膜まくが顔面に張り付き、呼吸を困難にさせる。どんなに息を吸おうとしても、吐はいた息すら無に帰してしまう。

「させませんよ、アルバルドくん。『先ワ祖イ返ルりド』の因いん子しを持つきみの肉体が強きよう靭じんなことは、わかってますから」

　だから決して『獣化ビースト』はさせません。剣の腕よりも錬精に秀ひいでることで剣聖となった青年は、錬精の技術は平へい凡ぼんでありながら、超人的な肉体と共に剣の技ぎ量りようを極めてきたアルバルドとの違いを冷静に見み据すえ、言い放つ。雨に濡れるフェルインの青いバンダナが、衣服が、あちこちで術じゆつ印いんの文字と図形を輝かがやかせた。

　普段から鎧を着込まない彼の衣い装しようは、裏面に隠し術印の施ほどこされた特別なものなのだ。

　そして術印によって導かれた風の精霊たちは、確かく実じつにアルバルドを押さえ込み、身じろぎさえも許さなかった。

「ぐっ……あ、が……！」

「無む駄だですよアルバルドくん」

　そのまま果ててしまいなさい。アルバルドの喉のどを押さえた手をゆるめることなく、フェルインは囁ささやく。

「キミの『獣化ビースト』の力があれば、風の拘束さえはずせるかもしれませんが。……残念ながら、ぼくはキミを侮あなどらない。キミに『獣化ビースト』の機会は与あたえません」

　知っていますよ、とフェルインはかすかに笑えんだ。

「キミの持つ『獣化ビースト』の能力は、取り込んだ酸さん素そを大量に利用して、筋きん肉にく細さい胞ぼうを爆ばく発はつ的てきにつくり出しての肉体変へん貌ぼうです。故ゆえに、酸素を断たったこの状況下では、発動は不可能なんですよ。……伊だ達てに、剣けん皇おう様さまの一番弟で子しを名乗っているわけじゃありません」

　アルバルドと同じ師しを持つ風の剣聖は、淡たん々たんと語る。

「『巨獣化ギガ・ビースト』の能力を持つあの方の元で昔むかしは、『先ワ祖イ返ルりド』について研究していましたから。──だからぼくは決してキミに油ゆ断だんしない。倒たおせるときには倒しますよ」

　わずかな眼がん光こうが、細い目の隙すき間まから鋭く煌きらめく。そこに慈じ悲ひの心がないことを、アルバルドは悟さとる。体に悪お寒かんがぶるりと走った。彼の言葉に偽いつわりはない。

　そのとおり、アルバルドは全身を変へん貌ぼうさせる超ちよう常じようの力を発はつ揮きできない。体格が一回りも小さい風の剣聖に、されるがままになっていた。

「アル────っ！」

　二十人ほどの空港にいた兵士たちが体勢を立て直し、すがりつこうとする六枚翼よくの飛空艇の中から、銀髪の少女が頭を出して自分を呼んだ。ダメだ、オレはいい！　アルバルドは真空の中に、必死に叫ぶ。天華だけでもいいから行けえッ！

　これじゃどうあってもあと一分としないうちに、意識が消える。足手まといにしかならないから。

　けれどその天華の方も、機体から突き出した翼つばさなどに、数人の兵士たちに登られる。飛び立つ前に、取り押さえられる？

（せめて……せめて一呼吸できればッ！）

　それだけで、フェルインの風の力すらものともせずに、『獣化ビースト』の膂りよ力りよくを振ふるえるのに！　最後の力を振り絞しぼり、露つゆ払はらいくらいはできるだろうに──！

　けれども。アルバルドのかわりを担になう十分な存そん在ざいが、突とつ如じよとして現れてくれるのだった。

「──させない」

　そんな言葉と共に、天華の腰よう帯たいに巻かれていた黒い書物が転がり落ちる。自らの意志で飛び出し、一瞬にして形を変えて。

　現れたのは褐かつ色しよくの肌はだを持つ、漆しつ黒こくの光こう沢たくを放つ衣装を着た美少年──復活した精書Ｇだ。

　天華から受けた十分な量の精命力を変へん換かんした人じん外がいの少年は、銀髪の少女を守るように空港に降り立ち、小さな拳こぶしを握りしめた。

「Ｇっ？」

　復活を遂とげた相あい棒ぼうを前に、天華は驚おどろきと歓かん喜きの混じった声をあげる。

　それに応こたえるのは、ただ一言。

「天華は……俺が【守護ＧＵＡＲＤ】する」

　刹せつ那な、彼は腕を振るう。風や雨も弄もてあそぶ《衝撃波グラビテイ》が生まれた。雨う滴てきを放射状に散らしながら、大気すら揺ゆるがす衝しよう撃げきが辺りを貫つらぬく。

　天華に迫せまりつつあった十数名もの兵士たちは誰もが吹き飛び、容よう赦しやなく濡れた大地に転がった。

　大勢の兵士たちが気を失うほどの、引きちぎられた風圧──。その荒あれ狂くるう《衝撃波グラビテイ》が襲おそうのは、フェルインとアルバルドも同じ。突とつ然ぜんの風を裂さいて突き進む衝しよう撃げきを、フェルインとて防ぎきれないっ。

「これが、精書の力っ？」

　狼ろう狽ばいの声と共に、フェルインの腕が離れる。アルバルドの顔面から、真しん空くうの塊かたまりが押し飛ばされた。

　その機き会かいをアルバルドは逃がさない！

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオ───ッ!!」

　全身をわななかせ、肺はい一いつ杯ぱいに吸い込んだ酸さん素そをエネルギーに変へん換かんする。筋肉が倍ばい加かし、爪つめと八や重え歯ばが伸のびて尖とがった。肉体が変貌する。

　と、剣を摑む右腕の付け根の違い和わ感かんが消失した。傷が、癒いえる。人を超こえた『獣化ビースト』の力が、切断された筋肉の跡あとを完全に修しゆう復ふくしたのだ。

　そして──アルバルドは轟ごう風ふうを引き裂いて、全力の剣を叩きつける！

　手て応ごたえと共に折れ飛んだのは、フェルインが咄とつ嗟さにつま先で拾い上げた、凶きよう暴ぼうな刃のついた槍の先せん端たんだった。

　ぎりぎりでかわした風の剣聖は、糸目の表情を崩くずさずに、槍を構える。穂先の代わりに、風の渦をまとわりつかせて。

「……オレは、行きますッ！　フェルインさん、あなたを倒して!!」

　アルバルドは先せん輩ぱい弟で子しに宣言する。──もう、邪じや魔まする多勢はいやしない。飛空艇から天華が見守り、最悪やけになったフェルインが飛空艇を破壊せぬよう、Ｇが守る。

　安心して、闘たたかえる。そしてこの先輩剣聖を倒せれば、アルバルドも行けるのだ。白華を救出するために。

「本気なんですね、アルバルドくん」

　あらためて確認するように、フェルインが問うた。アルバルドは応えない。決意は、剣の切っ先に込こめた。

　先に動いたのはフェルインだった。

　──と、折れた槍をあっさり手放す。……えっ？

　動どう揺ようを誘さそうアクションか!?

　フェルインは、自分の背後に手を回した。隠かくし武器でもあるというのか？

「待て、アルバルド」

　警けい戒かいするアルバルドの背後から、静かな声でＧが言った。

「どうやらそいつに、もう闘う意志はないようだ」

「へ？　な、なんでだよ、Ｇっ。どうしてそんなことがわか」

「見み破やぶられましたか。それともすぐに感じましたか？　……さすがは、同じ精書なだけはありますね」

　アルバルドの言葉すら遮さえぎって、細い目を苦笑に曲げたフェルインが、雨に濡れた薄うす手でのマントの下から手を抜く。と、そこに取り出されたのは、ずっと隠して背負っていた、革かわ製せいの頑がん丈じようそうなケースであった。

　ちょうど書物姿のＧがすっぽりと収められる大きさのそれを、フェルインは投げてくる。

　まさか、これはっ。アルバルドは剣を持たない左腕で摑んだ。

　それは間違いなく、風の剣聖がアルバルドの代わりにずっと預あずかっていた、書物姿のＳが入ったケースであった。そして──。

「ぼくを斬きりなさい、アルバルドくん」

　フェルインはいきなり、静かに言った。なに？　驚きよう愕がくがアルバルドを緊きん張ちようさせる。

　けれどフェルインはいつもと同じ、糸目の笑みを絶やさない。それどころかアルバルドにはこのとき、なんとなくわかった。彼が今は本当に、穏おだやかな笑顔でいることを。

「ぼくを斬り、退しりぞけて行ってきなさい。アルバルドくん、それに天てん華か姫ひめ」

　風の剣聖は揺ゆるぎない意志で、強くそう促うながすのだった。




　　　　６




　帝國としては、姫である天華を行かせられない。これは当然の判断だ。

　しかしこれまでずっと、精霊巫女の白華と天華の双ふた子ご姫を見守ってきた者としては、行かせてやりたい。それが剣皇しかり、神しん殿でんに勤つとめていた上級神官たちの本当の想おもいであった。

　故ゆえに──天華とＧと、『獣化ビースト』の終わったアルバルドとを乗せるやいなや、赤毛の少女の操縦で、カーキ色の飛空艇が垂直に上じよう昇しようする。雨粒を切り、加速を始めた。

　空港に残すのは、水たまりに倒れた軍兵士たちと、アルバルドの刃やいばに自らの体を差し出したフェルインだ。

「……立場上、キミたちを逃がすには、こうでもしないと無理ですから」

　剣皇サイゾウ＝ナイツの真しん意いを胸に秘ひめ、あえて血にまみれた風の剣聖は、手て傷きずを負いながらもかわらぬ細い目で見送ってくれた。

　それを無にしたくないために、天華たちは早々にこの場から離り脱だつする。

　哀かなしい……。飛空艇の円い窓から遠ざかる空港施設を見渡しながら、天華は思う。

　致ち命めい傷しようを避さけたとはいえ、フェルインを斬ったアルバルドも、血に汚よごれた刀身を拭ぬぐいつつ何を思うのか。──きっと天華と同じ、やりきれない気持ちに包まれているのだろう。飛空艇内部の剝むき出しの床ゆかに座り込み、空色の瞳ひとみを沈しずませる。

　フェルインから手渡された精書Ｓは、以前に受けたダメージから回復し切れていない証あかしをひび割れとして表面に刻きざみ、【沈黙ＳＩＬＥＮＣＥ】の属ぞく性せい通り何も言わない。いつもはやかましい操縦席のココロも押おし黙だまり、背後で簡かん易い型がたテーブルを広げ、帝國地図を引っ張り出してきた栗毛の少年補佐官の指示に従う。

「針しん路ろは、どう取ります？」

　補佐官シエンが地図を前に、天華へ尋たずねる。

　そうだ、立ち止まってなんかいられない。天華はぴしゃりと頰ほおを張った。

（あたしは……白華を助けに行くんだからっ！）

　軍施設で軟なん禁きんされ、腑ふ抜ぬけていた心を引き締しめる。針路はもちろん、白華のさらわれた、Ｍの待つ場所だ。

『「精ラ書イ図ブ書ラ館リ」までおいでよ。僕たちが産み落とされた、あの地に』

　精書Ｍに告げられた、そこは……？

「……『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』。確かに、Ｍはそう言ったのか？」

　Ｍからの【伝言ＭＥＳＳＡＧＥ】を天華は初めて、ずっと書物姿のまま引き離されていた相棒の少年に伝える。

「Ｇなら同じ精書でしょ？　確か、精書が産み落とされた場所だってＭが言ってた。だったら、Ｇだって知って」

「すまない、天華」

「えっ」

「俺は、憶おぼえていない……」

　わからない。大半の過去の記き憶おくと胸の中の精せい命めい核かくを失った不完全体の精書である少年は、黒くろ鉄がね色いろの瞳をわずかに曇くもらせ、謝あやまった。

　そっか……。最も懸け念ねんした事じ態たいを前に、天華はどうしようもなく唇を嚙む。だけど。

（あたしにはまだ、やれることがある！）

　天華はぼろぼろのジャケットの懐ふところから、愛用の携けい帯たいコンピュータを取り出した。一通のメールを送るために。

　宛あて先さきは白華じゃない。もうひとつの、送信アドレスを知るところ。シエンの広げた地図に載のる、中央大陸の帝國領りよう域いきからも大きく外れた、遥はるか南の海上にある遺い跡せき。七万キロもの圧あつ倒とう的てきな高さを誇ほこる、宇宙空間へと繫つながる高層施設。その頂上にいる、旧きゆう精せい紀き滅めつ亡ぼうからの千年を知る、機械でできた人工知能──『三重賢者トリニテイ』へと！

　天華はすぐにメールを送った。頼たよれるモノは何でも使う。今はなりふり構ってられない状況だから。

（白華がさらわれてから、何日経たったの？）

　天華はついでに、開いた携帯コンピュータの画面端はしの日付を見て確認する。あれからすでに、もうすぐ一ヶ月が過ぎようとしていた。

　白華はまだ生きてるだろうか？

　ううん、生きてる！　……そう信じなきゃダメだ。天華は自分に言い聞かせた。

　諦あきらめることなんて、絶対にできやしないから。決意だけを引き締めた。

　それでも、『三重賢者トリニテイ』へと送信したメールの返事がこちらに返ってくるのには、相当な時間がかかる。衛えい星せい回かい線せんを通した遠えん距きよ離りメールは、通常でも片道だけで二、三日はかかるのだ。

「暫ざん定てい針路は、浮遊都市にします」

　とりあえずシエンがそう決定し、ココロが雨雲の中を隠れて進む機体を操る。

　落下したことは、ついでにシエンから訊きかされた。そのことに驚きを隠せない天華だったが、「一時的でも隠れるには都合がいいです、帝國の治ち外がい法ほう権けん区く域いきでもありますし」と語るシエンの言葉に納得する。

　どのみち行き先が決まらないことには、助けに行きようもないのだから。

「でも……浮遊都市で、そんなことがあったなんて」

　もうＭの方は動き出してるんだ。暗あん躍やくする精書のことを想像し、天華はぞっと身を震ふるわせる。それ以上に焦しよう燥そう感かんが胸を衝ついた。

　無む駄だな時間を費ついやすことが、なによりもどかしかった。何もできない、何も選せん択たくすることができない時間がこんなに怖こわいなんて、天華は今まで知らなかった。

　けれども。

「わ、わゃやあっ!?　なんスかなんスかああ───っ！」

　雨雲の中を進む飛空艇を、視し界かいの悪さに辟へき易えきしながら慎しん重ちように飛ばしていた操縦士官ココロ。彼女がいきなり、そんな変な悲鳴をあげた。なに？　と全員が赤毛の少女の方を向く。

　話し合う天華たちとは別に、操縦席に一人残っていたココロの背中で、小さな「声」が生まれていた。

「通話……？　ちょ、ココロ操縦士官ッ？」

　真っ先に駆かけつけた栗毛の少年補佐官が、錬れん精せい具ぐによるかすかなノイズ混じりの通話であることを見抜く。「これは」と、彼はシートにかけられてあった、少女の軍服の上着を摑つかんだ。

『……ココロ？　まだ聞こえる？　聞こえるなら返事をして……』

　しゃべりかけているのは、軍服の肩の部分。階級を示す印が刻まれた金色のボタンの裏に、錬精具の宝石のような結けつ晶しようが仕込まれ、通話の「声」に震えていた。

「あっ、アカネおねーちゃんスかあーっ!?」

　それは操縦桿を握る少女が知る、同じ赤毛と赤い瞳を持つ姉からのものだった。







『これから、「精ラ書イ図ブ書ラ館リ」への位置情報をお教えします。……それが、償つぐないを行動により示したいと願う、ガド様のご意志ですから』

　火の剣聖が足止めをしてくれている間に、自分たちの知る情報を伝えること。それが火の剣聖より託たくされた任にん務むなのだ、と補佐官アカネが最初に語った。妹であるココロの軍服に仕込んであった、緊きん急きゆう用の通話の錬精石を通して。

　もちろんそれは天華たち一行にとって、とてつもなくありがたいもので。

「ガドさん……オレたちのこと、考えてくれてたんだ」

　隣となりで金髪の青年剣士が、先輩剣聖の配はい慮りよに空色の瞳を潤うるませる。天華もただただ感謝した。

『──そこが果たして精書Ｍの示す「精ラ書イ図ブ書ラ館リ」かどうか、正確なことはわからないわ。でも帝國でもひた隠しにされてきたその遺跡へと、私とガド様が調査に赴おもむいて……そのときに、Ｍに私が乗っ取られたのだとしたら』

　きっとそこが、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』という遺跡なのでしょう。飛空艇が遠ざかるほどにノイズで掠かすれる中、アカネが断言してくれた。と同時に、栗毛の少年補佐官の書き込んだ帝國地図にも載のっていない、その隠された遺跡のことを教えてくれる。もちろん、位置座ざ標ひようつきでだ。

　慌あわてて携帯コンピュータにメモを取ろうとする天華だが、「大だい丈じよう夫ぶです」とシエンが言う。

「ボクがちゃんと記き憶おくしましたから」

　栗毛頭の中に収められた、『電脳デジタル』というコンピュータ並なみの記憶力を誇ほこる、『先ワ祖イ返ルりド』の能力を持つ頭ず脳のうを示して。

　やがて通話がふつりと途と切ぎれ、しばし沈ちん黙もくが飛空艇内に満ちた。だがそれは決して、陰いん鬱うつなものではなくて。

「針路、とるっス！」

　消えた姉の声のかわりに、操そう縦じゆう桿かんを握る赤毛の少女が元気に吼ほえた。ええ、と相あい槌づちを打つのはシエン。涙を拭ふくのはアルバルドだ。

　そしてＧも。褐かつ色しよくの頰ほおを引き締しめ、濁にごりのない黒鉄色の眼まな差ざしを真まっ直すぐに向けてくる。

　うん、と天華も力強く頷うなずいてみせた。

「白華、待っててよ！　絶対に助けてあげるからっ！」

　天華は自らの決意を改めて口に出して、しっかりと己おのれの胸に刻み込む。正面にある赤毛少女の頭の向こうの、操縦席を覆おおう湾わん曲きよくした透とう明めいなウィンドウを見み据すえながら。そこにはようやく黒い雨雲が途切れ、噓うそのように澄すんだ青空が広がっていた。

（そうだ……）

　そんな透き通った大空を前にして、天華はやらなければならないことを思い出す。今までずっとやろうとして、どうしてもできなかったこと。

　握りしめた携帯コンピュータと同型の、白華の持つもうひとつの携帯コンピュータ。それはきっと、神しん殿でん崩ほう壊かいの間ま際ぎわに短距離通信メールが天華に届けられたことから、連れ去られた白華と共にあるのだろう。

　でも、そう思っても天華は妹にメールを出すことができなかった。

　そんな資し格かくはなかったから。白華に対して、今は何を言ってやればいいのか、まったくわからなかったから。慰なぐさめの言葉をかけても、相あい棒ぼうを奪うばわれたぼろくずのような自分には、何も書くことがなかったから──。

　それに、これまでにもずっと白華からのメールはない。だから自分から出して、万が一返事が来ないことが、恐おそろしかったのだ。けれども──今ならできる。

（ううん、今じゃなくちゃ、きっとまた後こう悔かいする）

　そう決意して天華はキーパネルに指を降ろし、妹へのメールを書いた。

　白華のいる『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』へと続く、この真まっ青さおな空を見ながら。







　──未だ、雨が降っていた。

　そして草花の焦こがされた軍施設の中庭には、真っ赤な水たまりができていた。

　高圧で吹き付けられた、水の剣聖の水の刃やいば。そのひとつを受けて倒れるガドの胸から噴ふき出した、大量の鮮せん血けつだった。

　辺りを焼き尽くす炎ほのおに身を焦がすことさえ恐れずに、渾こん身しんで放った鏡乃進の一いち撃げきが決まったのだ。

「馬ば鹿かなっ、こんな……!?」

　けれども驚きよう愕がくの表情を張り付かせるのは、眼帯をした鏡乃進の方で。

「今の攻撃は、オマエになら十分防げたはずだっ、なのに──なぜっ！　ガドおぉッ!!」

　地の剣聖ユオーがいることすら構わず、鏡乃進は普ふ段だんでは決して出さない、女の悲鳴をあげてしまう。

　知るか、そんなこと……。肉体を包む炎の中で、胸を斜ななめに走った深い傷きず口ぐちを眺ながめながら、倒れたガドは落ち着いて状じよう況きようを把は握あくする。

　気が付けば、完かん璧ぺきに水の攻撃を蒸発させてきた炎が尽きようとしていた。──燃え尽き始めたのだ。ガドの精命力と、肉体の全すべてを使い果たして。

　これがガドの、本気の末の限界だった。

　炎を避よけた雨が肌はだに落ちる。じゅっ、という音を立てて、水すい滴てきはすぐに消えていった。体はもう言うことを聞かない。けれど……。ガドは仰あお向むけに転がった視界の端はしで、雨雲の中に消えていった六枚翼の機き影えいを捉とらえた。

　役目は果たせた──。そう思う。心は落ち着き、世界を覆う雨雲を前にしても、どこまでも晴れやかだった。

　まさか、と息を吞のむのは鏡乃進だ。

「手を抜いたというのか、オマエはっ!!　……この私を舐なめたのかアッ！」

「……バーカ。そんなんじゃ……ねえ、さ」

　たまたまだぜ。ガドは身を焦がす炎の中で、減へらず口をたたく。

「予想外に……、俺サマの終わりがくるの、が、早かった、だけ……だ。防げな、かった」

　買いかぶりすぎだ。女剣聖に、ガドは苦笑を送ってやる。

「これで……終わりだというのか。──こんな、こんなこと！　私は望んではいなかったぞ、ガド！」

「し、るか、よ」

　装そう甲こうも眼帯もすすだらけにした女剣聖が駆け寄ってくる。だが、未だに尋じん常じようではない熱とくすぶる炎に巻かれ、ガドの体には近づけない。ユオーが咄とつ嗟さに彼女を止めた。「もう無理だ」と口元を硬かたく引き締しめる。

　そう、もう手て遅おくれなのだ。炭たん化かしていく腕が崩くずれた。ガドは暗色の瞳で自らの末まつ路ろを嗤わらう。

　これが、十七歳という若さで剣聖の座に着いた、ガドという剣士の最さい期ごなのだ。

「鏡乃進……これ、で、十三戦目、で、俺サマたちの決着……ついた、な」

　ガドはついに、好こう敵てき手しゆであった水の剣聖を前にして、自分の負けを認みとめてやった。鏡乃進はひとつも喜んだ顔をしなかったけれども。

　だが、そこに。

「ガド様あ！」

　名を呼ぶ声が、ひとつ届いた。

　穴あなの空あいた施設内部の通路を駆けてくる足音だけで、ガドにはわかった。その声の主が誰であるか、なんて。

　破は壊かいの跡あとも生々しい焼き焦げた中庭に倒れるガド。そんな様子を見つけ、真っ直すぐに飛び込んできたのは赤毛の美人補佐官──アカネであった。

　きれいな肌にガドと同じように、錬精による火か炎えん制せい御ぎよの術じゆつ印いんを刻きざみ込んだ彼女は、炎に包まれたままのガドの体にすがりついた。

　しかしガドを抱だき起こそうとして、聡そう明めいな彼女はすぐにガドの身の限界を悟さとったのか。ああ、ああ……。赤い髪を振り乱し、ぽろぽろと涙をこぼした。

　バーカ。とぐちゃぐちゃの鼻面を弾はじいてやろうとしたガドだったが、すでに両腕が炭と化した現実に打ちのめされる。……こうなることはわかっていた。その上でガドは行動を起こし、彼女も賛さん同どうしてくれた。あくまで剣聖補佐官として。

　──だからかわりに最後の最後まで、ガドは剣聖であろうとした。「よう」と掠かすれるような小声だが、彼女の耳に話しかける。

「ちゃんと……アイツらに、教えて、やった……か？」

　俺サマが言ったとおり、オマエはやったか？　ガドは彼女に与あたえた任務の成せい果かを問うた。

　優秀な剣聖補佐官の回答を待つまでもないことではあったが。

　はい、という嗄かれた返事が、ガドの顔のすぐ側そばで頷うなずきと共に生まれた。

　それでいい。ガドは、まだ残っている肘ひじから上の腕で、彼女の涙をそっと拭ぬぐう。

　ごめんな、とは言わなかった。かわりにユオーを呼ぶように、彼女に指示する。

「はい、はい、ガド様……」

　彼女は泣きじゃくりながらも、地の剣聖を手て招まねきした。ガドの身を起こし、赤しやく銅どう色いろの巨きよ漢かんの剣士へと向ける。

「ユオー……俺サマは、剣聖、だ……だか、ら」

　引き受ける。なにもかも。ガドは必死にそう伝える。

　わかった、とユオーはしっかり応じてくれた。

「お主が一人で、この脱だつ出しゆつ劇げきや諸もろ々もろの咎とがを受けると……国を揺ゆるがす大たい罪ざいを、死して背負うというのだな。それでいいのだな？」

「あ、あ」

　わかってるじゃねーか、おっさん。頼たよりになる最年長剣聖に、ガドは笑顔をつくってみせた。

　もう、いいや。体から力が抜けていく。足が崩くずれた。顔面にひびが入る。どんどんと炭になり、灰はいとなって雨に打たれる。

　と、ガドの瞳に円えん陣じんの焼けた土壁が囲む中庭の端で、たまたま火の手から逃のがれた花か壇だんの花が飛び込んできた。
















　それは地下の牢ろう獄ごく部屋にいたガドの元に、アカネが毎日届けてくれたもの。彼女の髪と瞳と同じ、鮮あざやかなほどの真っ赤な花──。

（悪かったな、アカネ……。オマエの気持ちを受けとめてやれなくて）

　ガドはアカネだけを視し界かいに収めるようにして、彼女の潤うるんだ瞳を見つめる。

（でも。オマエは最後まで、確かに俺サマの補佐官だったぜ……）

　あのとき約束してくれたとおり。なんて、そんなことを思い出した。──そして。

　ガドの全すべてが崩ほう壊かいした。

　掠れた声で名を呼んで、強く抱きしめて泣いてくれるあたたかさを、完全に焼しよう失しつしてしまう寸すん前ぜんまでちゃんと感じて。







　【第二章】　滅ほろびへのカウントダウン！
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　天てん華かたちが『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』と呼こ称しようされる遺い跡せきへとたどり着くのは、そう難むずかしいことではなかった。

　なにしろ正確な位置を補ほ佐さ官かんアカネからの情報で聞いていたし、遺跡自体についての概がい略りやくも教えてもらっていたからだ。

『あの遺跡は「精火隊」を率ひきいて帝てい國こくの東方領りよう域いきを統すべる、代々の火の剣けん聖せいに任された極ごく秘ひの遺跡なんです』

　妹である赤毛の少女との、一回しか使えない緊きん急きゆう用の錬れん精せい通つう話わ石で、火の剣聖に仕つかえる補佐官の彼女は語った。

『なぜ極秘なのか。それは……遺跡が未いまだに生きているものだから』

　すなわちそれは、大規模な攻こう略りやく難なん易い度ど認にん定てい外がいの「無印」ランク遺跡──。帝國がまだ戦乱の時代に発見された巨きよ大だいな科か学がく要よう塞さいは、人が触ふれるにはあまりに危き険けんで。さりとて放置することもできず、秘ひ密みつ裏りに監かん視しされることになったという。

　──以来その存そん在ざいを知り、たまに足を踏ふみ入れるのは、遺跡入り口に侵しん入にゆう者しや感かん知ち用ようの錬れん精せい具ぐを仕し掛かけて見守る、秘密を任された火の剣聖と補佐官のみ。

　だが、アカネは自分たちだけが知る『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』行き専用の、帝國の高こう速そく潜せん水すい艇ていの隠かくし場所をも教えてくれた。

　もちろん天華たちは、ありがたく潜水艇を使わせてもらうことにする。帝國の追手から逃のがれるために酷こく使しした飛ひ空くう艇ていから乗り換かえて、天華とＧたち遺跡探求者ロスト・リサーチヤーコンビと、アルバルド、シエン、ココロの鋼はがね隊たいの一行は、必要な装そう備びを潜水艇に移し替かえた。

　大型のコンテナを搭とう載さいする、海と同じ濃のう紺こんに塗ぬられた平たい形の潜水艇は、補佐官シエンの誘ゆう導どうに従って沈ちん降こうしていく。

「もうすぐのはずですよ」

　やがて、少年補佐官がそう告げたとき──。赤毛の操そう縦じゆう士し官かんの少女が操縦する、その正面の小さな丸窓に、遺跡の姿が見えてきた。

「あれが、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』ッ!?」

　間ま違ちがいない！　着替えの代わりにぶかぶかのシャツとズボンを貸してくれたアルバルドを押おしのけて、丸窓にへばりついた天華は確信する。

　潜水艇が灯ともす、耐たい水すいを施ほどこされた特とく殊しゆな幻げん炎えんの輝かがやき。そこに照らし出されるのは、海上からの日光すら届かないほどの深い、夜のような真っ黒な海底にそびえる山──海底火山だ。

　その火口があるはずの場所を塞ふさぐように、巨大な円形の遺跡は鎮ちん座ざしていた。

「ねえ。Ｇっ、あれ……！」

「ああ、天華。見み覚おぼえがあるな」

　手て招まねきして引っ張ってきた相あい棒ぼうの少年が、相あい槌づちを打つ。「確か、Ｍがあの神しん殿でん崩ほう壊かいのときに、『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』と呼んでいたモノだ」と。

　そうだ。天華は改めて、神殿の上空に飛ひ来らいして去っていった、Ｍの操あやつる全長数キロにも及およぶ、何枚も折り重なるような装そう甲こうに覆おおわれた機き械かいの「卵たまご」を見み据すえる。あまりに大きすぎるため、近づいていく潜水艇の狭せまい窓の景色けしきが、瞬またたく間に占せん領りようされた。それほどの規模のものだ。あれが飛ぶことができるだなんて、信じられないほどに。だけど……。

「『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』ってのがあるってことは、やっぱり！　ここが──『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』なんだっ！」







　あれから、もうどれくらいの時が経たったのかな……。

　一日？　一週間？　それとも、一年──。わからない。白はつ華かにはもう、時間の感かん覚かくがずっとなかった。青年姿の白いＧに連れさらわれて、こうして透とう明めいな液体の浸ひたされた、円えん筒とう形けいの水すい槽そうの中に入れられてから。

　破れた装しよう束ぞくの裾すそと、長い白はく髪はつとが揺ゆれるこの水中では、不ふ思し議ぎなことに息ができた。また、食事を取る必要もなかった。

　自然界の要よう素その流れともいえる、精せい霊れいの動き。それを白華だけが持つ、金色の『龍りゆう眼がん』が見み抜ぬく。薄うす暗ぐらいオレンジ色の光に照らされた水槽の内部には、人の命の根こん元げんである精せい命めい力りよくを常に補おぎなうよう、かわりに十分な精霊力が満たされているのだと。液体の中には多た種しゆ多た様ような栄えい養よう素そが溶とけ込み、酸さん素そが混ざり、循じゆん環かんしていた。

　水槽の周囲には、薄い暗がりの中に寄せ集められた、ごてごてとした機械の類たぐいがかすかに作動音を放つ。水槽内部の環かん境きようを維い持じするシステムなのだ。

　──ここにいる限り、白華の生せい命めい維い持じには支し障しようがない。

　だけどこの閉とじられた水槽から、白華は外に出る術すべを持たない。

　ここに、白華の望むものは何もないのだ──。

　水槽の中に放り込まれた直後、白華はいろいろ試ためしてみた。逃げなくちゃ、と咄とつ嗟さに思った。

　けれども何もできなかった。普ふ通つうなら白華の頼たのみを聞いてくれるはずの精霊たちは、白華の肌はだに触ふれる大量の水さえも、まったく返事をしてくれなかった。水槽内にある流りゆう動どうは、完全に制せい御ぎよされているのだろう。

　似にたような状じよう況きようを、白華は過去に経験している。機械に内部環境を完全に制御された、機械と生体の融ゆう合ごうした獣じゆう機き族ぞくの住む残ざん骸がい都と市し。その内部では同じように、精霊たちは白華の声を聞いてくれはしなかった。

（同じなんだ……あのときと）

　おそらく閉へい鎖さされた水槽の内部に限られたことなのだろうが、白華の力を奪うばうには十分なものであった。

　気だるさだけが体を蝕むしばむ──。水槽内に満たされた液体に、そういう効こう能のうがあるのだろう。白華は意識も五感もぼやけたままで、オレンジ色の光を受ける水の中を漂ただよっていた。

（ああ、無理なんだ……。ここから逃れることなんて……）

　いつも側そばにいてくれる精霊たちの囁ささやきひとつないことが、白華に強くそう思わさせる。

　だからいつしか白華は、何もかもを諦あきらめてしまった。気だるい細ほそ腕うでを動かして、装しよう束ぞくの長い袂たもとに入れたままになっていた携けい帯たいコンピュータを使って、大好きな姉に助けを求めることすらも。──だけど。

　唐とう突とつに、これまでずっと沈ちん黙もくしていた携帯コンピュータが、袂の中で振しん動どうした。

　メールの着信を知らせる、バイブレーションだ。

（！　まさか……？）

　白華はここに閉じ込められて初めて、自らの気力を振ふり絞しぼる。水中を揺ゆれる袂の中から、防ぼう塵じん防水加工の施ほどこされた携帯コンピュータを引っ張り出した。

　折りたたみ式の画面を開いたそこに、愛いとしい姉からのメールが届いていた。







［TENKA>>>>>>>HAKKA　　　YGGDRASILL-NET］

　白華、あたしだよ。天華だよ。

　遅おそくなってごめん！　今まであたし、軍に拘こう束そくされちゃってたの。……なんていいわけ、関係ないよね……。

　でもアルが助けに来てくれて、Ｇもここに一いつ緒しよにいます。白華を救い出すために！

　だから、手て遅おくれだなんてことはいわないで。ぜったい、ぜったいぜったいぜったい、生きててよね、白華！

　あたしは必ず、白華ともう一回会うんだから！　ううん、白華と一緒に、これからもずっとずうーっと生きていくんだから!!

　お願い、無ぶ事じでいてよね、白華！


《天華》　　



［System-mail　　　　　39991203/1112AM］








（姉ねえ様さま……！）

　水槽に気き泡ほうを吐はき、白華は驚おどろく。ああ、姉様なんだ。ほんとうに、姉様からのメールなんだ……。

　震ふるえる指先は、まともに返事を打つこともできなくて。いつしか生まれた嗚お咽えつすら水すい泡ほうに帰きすけれど、かまわず白華は水の中でむせび泣く。

（助けに来てくれるんだ……姉様も、Ｇくんも、アルさんもっ）

　たった一通のメールなのに、単なる画面に表示された文字でしかないのに。白華には今までのどんなものよりあたたかい気がした。胸元に引き寄せ、抱だきしめる。と、同時に。胸の奥おくに今まで忘ぼう却きやくの彼方かなたに押しやっていた、生きるための活かつ力りよくが湧わき出してくる。

　どうして、あっさりと諦あきらめてしまっていたのだろう。

　わかってたはずなのに。たとえどんなに時間がかかっても、どんな困こん難なんが待ちかまえていても、姉はここに来てくれる。

　絶対に諦めはしない。諦めかけても、支えてくれる人たちがいる。Ｇや、アルバルドや、それ以外にもきっとたくさん！

　そんな人々の中心にいるのが、姉の天華という人なのだ。

（わたし……約やく束そくするよ、姉様っ。諦めない。わたしも姉様と会いたいから。だって）

　ずっと一緒にいたいから……。オレンジ色に染そまる水に向かって、そっと呟つぶやいてみた。

（──わたしも、なんとかしないと！）

　白華は水槽の中で初めてもがいた。循じゆん環かんする液体にふわふわと弄もてあそばれる体をしっかりと底につけ、分ぶ厚あつい円筒のガラス壁を何度か叩たたく。もちろん非力な自分の力では、ガラス壁はびくともしない。それでも白華は叩き続ける。

　諦めなければきっと、何もしないよりはマシだから。が、そのとき。

　ふいに水槽の水が、何かしらの振しん動どうに揺ゆれた。……えっ？　白華は咄とつ嗟さに面をあげて、金色の視線を彷徨さまよわせる。

（なに、今の？）

　それは白華のもがきが生んだモノではない。その証しよう拠こに、水槽内からのオレンジの灯とう火かだけがささやかに照らす暗い空間全体が、奇き妙みような揺れに包まれていた。それは──？

　だけど、白華に思し案あんするほどの余よ裕ゆうは与あたえられなくて。

「……きゃぁっ!?」

　突とつ然ぜん、今まで頑がんとして亀き裂れつひとつ見せなかった水槽が砕くだけ散る。粉こな々ごなになったガラスの破は片へんが、大量の水と共にオレンジの灯火の元より抜け出し、暗い部屋の床ゆかへとぶちまけられた。

　が、白華は一いつ緒しよに流れ出ない。その胸ぐらを、水槽のガラス壁を突き破って現れた腕うでに摑つかまれて。

　闇やみの中から【門ＧＡＴＥ】をくぐり、空間を跳ちよう躍やくして出現したのは、見覚えのある青年。真っ白な衣服と肌をした、Ｇであった。

　それが本物のＧでないことを、もちろん白華は知っている。

　突とつ如じよ現れた白いＧは白華を片腕で摑み上げ、白い瞳ひとみでわずかに睨にらむ。

「侵しん入にゆう者しやを感かん知ちして、Ｍの仕し掛かけておいた『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』のシステムが動き始めた。……人間。お前を救いに、Ｇが来たぞ」

「？　えっ……」

　水に濡ぬれた装束の胸を摑まれ、白華は抵てい抗こうもできず白いＧの話を聞く。もしそれが真実ならば──。

（姉様、Ｇくんっ……？）

　天華たちがやってきたのだ。数日遅れの遅ち延えんを経へて届くメールの後を追うように、約束通り！

　だがもちろん、白華は素す直なおに喜びを嚙かみ締しめられない。白いＧの腕わん力りよくは絶対で、白華が抜け出すことを許さない。

「不完全な精書と、十四体の精書解放による傷きずを受けたままの、壊こわれた精書がやってくる。相手にする価値もないと気にも留とめていなかったのだが……気が変わった。どのみちＭの仕掛けが発はつ動どうすれば、終わる世界だ。なら──残り時間を好きに楽しませてもらう」

　白いＧは独どく白はくし、歯を見せた。新たに生んだ【門ＧＡＴＥ】の中に、白華を引きずり込みながら。

（世界が……なに!?）

　白いＧの真意を理解しきれずに、しかし抵抗も虚むなしく、白華は空間の向こう側に飲み込まれていく。
















「少しは遊んでやる。その準じゆん備びのひとつに、お前も使わせてもらうぞ」

　本物のＧであれば決してつくらない、白いＧの歪ゆがんだ笑えみを最後に見つめて。







　居住区は最低限しか確かく保ほされていない、剝むき出しの鉄てつ骨こつが低く張はり巡めぐらされた潜水艇内。

　その一角に押し詰つめられた食料の箱などの陰かげで、天華は手早く着替えをする。貸してもらったアルバルドのだぼだぼの衣服は、どうにも動きにくかったから。

　サイズが合うのは、今はいている飛空艇にあった予備の軍靴と、神しん殿でんから脱だつ出しゆつしてきたときに着ていたドレスくらい。

　破れて無む惨ざんな有あり様さまの花はな嫁よめ衣い装しようを、天華は再び手に取った。シャツとズボンを脱ぬいで、何枚もある重ね着の内から身軽な程度に枚数を選び、着る。その上から羽は織おるジャケットの邪じや魔まにならないよう、スカートの端はしをさらに破って。

　先の神しん殿でん崩ほう壊かいの際についた焦こげ跡あとも新しいジャケットだが、ポケットに穴あなはない。携帯コンピュータをしっかり仕し舞まい、銀ぎん髪ぱつをドレスの切れ端で普ふ段だんのようにちゃんと結むすび、うしっ、と気合いを自分に入れた。

　足りないのは傷きずも完治した両腕に装そう着ちやくする手てつ甲こうだが、贅ぜい沢たくは言ってられない。

「……あるもので、なんとかしなくっちゃね」

（あたしに、なにができるかわかんないけどさ）

　つい生まれた弱気が、裸はだかの腕に震ふるえを招まねく。今の天華には、何の力もありはしない。

　でも、諦めない。諦めたらそこでおしまいだから。

　約束したのだ。必ず白華を助けるって！　それに──。

「あたしは……独りじゃない」

　天華は自分に言い聞かせるように、胸を抱いてしっかりと呟つぶやく。Ｇがいる。アルバルドもいる。その部下の、シエンにココロだって。

　みんなが力を貸してくれる。

「きっとなんとかなる。ううん、なんとかするんだっ」

　幼なじみの青年剣けん士しはともかく。シエンやココロなどは、これまでの軋あつ轢れきを乗り越えて、ここまで一いつ緒しよにきてくれている。白華のために。……天華のために……。

（なのに、あたしがくじけそうになってどうするの？）

　天華は大きく深呼吸し、そして──笑顔をつくった。空元気の笑みだ。

　けれど無む理り矢や理りでもからっと笑うと、どこからか不思議と少しは本当の元気が湧わいてくるような感じだった。

　──そうこうしているうちに、潜水艇の挙きよ動どうが変わる。海流に身を浸ひたして揺ゆれていた機き体たいが、噓うそのようにぴたりと安定する。

　ココロの巧たくみな操そう縦じゆうで、潜水艇が海底火山の裾すそ野のに空けられた横穴へと侵しん入にゆうしたのだ。

「浮ふ上じようしてるの？　ってことはっ」

　ついに！　着替えを終えた天華が荷に箱ばこの側そばから離はなれ、手近な丸窓へと顔を寄せる。そこから見えるのは岩いわ肌はだではなくて、金きん属ぞくの光こう沢たくを持った遺跡の内部壁であった。

　銀の瞳が看かん破ぱしたとおり、横穴はいつしか縦穴となり、機体を導みちびく。

　すぐに人工の光に煌きらめく水面が、潜水艇を迎むかえ入れた。




　　　　２




「ここが、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』なんだ……」

　潜水艇後部コンテナの開いたハッチから、天華は水面にかけられた桟さん橋ばしへと真っ先に降りて、辺りに満ちる空気を吸い込む。

　少し埃ほこりくさかったけれど、旧きゆう精せい紀きから千年以上の時が経つというのに、海底にありながら十分にまともな空気だ。遺跡のシステムが最低限稼か働どうし続けていた証しよう拠こである。

　いや、遺跡は完全に目を覚まして、天華たちを待ちかまえていた。

　浮上した潜水艇が接せつ岸がんした、長方形型の人工地ち底てい湖ことなった隠かくされた入り口。そこはかつて、大型の搬はん入にゆう口ぐちとして使われていたものなのか。潜水艇がゆうに二十隻せきは横付けできる広さがあり、またここから遺跡の内部へと真まっ直すぐに向かう一本の大きな通つう路ろは、高さ十メートル以上、幅はば五十メートルほどのものであった。きれいにゴム質の舗ほ装そうがされた床ゆか面めんには、うっすらと積もった埃ほこりの膜まくの下に、通行を取り仕切るペイント表示を残している。

「そうみたいだな」

　あまりの規模の大きさに見とれる天華の側で、相あい棒ぼうの少年が応こたえる。天華より先に進み、呆ほうけたように遺跡の中を見み渡わたしながら。

「なんとなくだが、俺おれは……ここに見覚えがある」

　己おのれの中に残る記き憶おくのかすを搔かき集めてか、Ｇが「たぶん」と付け足した。

「ここがＭの言う、俺たち精書が生まれ落ちた、精書が収められるはずの場所なのか」

　精せい命めい核かくと記憶の大部分を失い、天華の常じよう人じん離ばなれした精命力に依い存ぞんする精書の少年は、確かめるように遺跡の通路を踏みしめる。

　その黒くろ鉄がね色いろの眼まな差ざしは、何を見るのか。郷きよう愁しゆう？　それとも……。

　──いいや。彼が見み据すえるのは、いつもと同じく現実だった。

「天華。……通路のずっと奥から精命核の波は動どうを感じる。それも無む数すうにだ」

「Ｇ？」

「いくつかが身を寄せ合い、この遺跡内部に折り重なるように精命力の余よ剰じよう波は動どうを生み出している。正確な数はわからないが」

「……そんなのっ」

　最初から承しよう知ちだ。天華は白っぽい照しよう明めいに照らされた、真っ直ぐ延のびる通路の奥を見据える。Ｍが奪うばっていった精書は、まだ何体も残っているのだ。

　そして【使い手ＭＡＳＴＥＲ】となれる精書Ｍは、仲間たちの能力を人に変わって引き出せる。同じ精書でありながら。

「いくつもの精書に襲しゆう撃げきされる可能性は高い、ってことだよな」

　天華たちの背後から、一足遅おくれで姿を見せたアルバルドが言う。ここまでの移動の間に、不器用ながらもどうにか錬れん精せい術じゆつによる防ぼう護ご強きよう化かを施ほどこした全身鎧よろい。それらの数多い装甲を身につけるのに手間取ったのだ。

　兜かぶとだけを失った絢けん爛らん豪ごう華かな鎧に身を包み、ここまでついてきてくれた金髪の青年剣士は緊きん張ちようの面持ちをつくる。

　その後ろに続くのは、そんなアルバルドの鎧の一部を外して分け与あたえられた不ぶ格かつ好こうな胸当てなどを着た、シエンとココロだ。

　潜水艇のフックを桟さん橋ばしに引っかけて安定させ、大きくぱかりと展てん開かいさせたコンテナから、二人は一台の「動輪車サイクル」に乗って遺跡に降り立つ。帝國の路ろ上じよう輸ゆ送そうでも頻ひん繁ぱんに使われる、錬れん精せいのシステムで動力を得て回転する大きな車しや輪りんの中に二人は跨またがり、赤毛少女が操縦し、栗くり毛げの少年補佐官が桟橋との段差に注意を促うながす。動輪車サイクルと鎖くさりで連れん結けつした、純白の二枚翼よくの小型機を引っ張り出しながら。

　あの精霊都市での騒そう動どうの中、アルバルドがＧを倉庫内から奪い取るついでに積み込んできた天華の舞翼ライド、雷らい帝てい号ごうだ。

「本来は、連れん続ぞく航こう行こうで無理の出る飛空艇の推すい進しん結けつ晶しよう体たいがダメになったときにでも、かわりにこの機体の結晶体を使おうと思って積つんでおいたものですが」

　とは、照てれ隠かくしの混じったシエンの弁べんだ。あの切せつ迫ぱくした時間の中で、天華のために飛空艇に搭とう載さいしておいてくれたのである。

　純白の愛あい機きの折れていた右翼は、天華とＧで必死になって応おう急きゆう修しゆう理りした。無理はできないが、使えるまでに。

　これが天華に残された、最後の武器のようなものだから。

　けれどもちろん、天華にだってわかってる。桟橋から通路へと引っ張り出されてきたこの愛機だけでは、自分には何にもできないってことを。

「精書を滅ほろぼせるのは、精書のみだ」

　Ｇがいつもの無表情をさらに鉄てつ面めん皮ぴにしたまま、潜水艇の外に出そろった面々に語る。

「それはすなわち、精書と同等の力を持つほどの存そん在ざいでなければ、無力であるということだ。だが──こちらにあるのは精命核を失った不完全体の俺と、アルバルドの持つ未いまだに傷きずの癒いえないＳのみ」

「ああ……」

　鎧の上から巻いた革かわのベルトに装そう着ちやくしたケースに、アルバルドがつい触ふれる。邪じや魔まにならないよう後ろ側に回したケースの中には、十四体もの精書復活のために全身にひび割れを刻きざんだ、書物から人の姿になることもままならない精書Ｓが入っている。

「今更かもしれないが正直に言う。闘たたかって勝てる可能性は、今の段階ではないに等しい。つまり──」

「心配しなくていいよ、相棒っ」

　天華は彼の後頭部を、こつんと裏うら拳けんで殴なぐってやった。

「だーいじょうぶ！　ムチャはしないって、約束する」

　ねえ。と天華はあえて、やわらかな笑顔をつくる。Ｇだけでなく、アルバルド、シエン、ココロにも。

　帝國を捨ててまでついてきてくれた三人に、今いま更さら「これでよかったの？」なんて無ぶ粋すいな問いかけなんてしない。空色と、眼鏡めがねの奥の鳶とび色いろと、赤色のそれぞれの瞳。そこを順番に見み据すえても、誰だれ一人ひとりとして迷まよいによる揺ゆらぎなど抱かかえてはいなかったから。

　嬉うれしい、と天華はしみじみ感じてしまう。……だから。

「Ｍを倒せるかどうかはわかんない。でも、白華だけでもどうにかしてなんとか助けて、みんなで帰ろっ。んでさ、怒られようよ。帝國で……」

　死なないでよね、とはあえて言わなかった。「死」なんていう言葉をこの瞬しゆん間かんに発することが怖こわかったから。

　そんな天華の意志は、十分に伝わったようで。

「軍の処しよ罰ばつは……ちょっと怖いですけどね」

　雷帝号を繫つないでいた最後の鎖くさりを外して、シエンが言った。ココロは最初から「精せい霊れい巫み女こを助けてみんなで無事に凱がい旋せんする」のが当然といった顔だ。停車させた動輪車サイクルに乗ったままきょとんとしている。

「剣聖、やっぱり剝はく奪だつされるだろうなあぁ」

　そんな彼女の頭を撫なでてやりながら、アルバルドがため息混じりに苦笑した。

「で、天華。お前の場合は大神官様にでも、またお尻しりひっぱたかれるんじゃないか？」

「むー、なにようっ」

　バカアル!!　天華は遠えん慮りよのない力で幼なじみの太ふと股ももを、鋭えい角かくに膝ひざでえぐった。シエンやココロに装そう甲こうを分けたため、何も装着していない剝むき出しの裏うら腿ももである。

　情けない涙目の悲鳴が、遺跡の埃すら舞まい上がらせた。

「あうぅおうっ。お、お前なぁあ……闘う前からオレに負ふ傷しようさせてどーすんだよッ！」

「そんなんで怪け我がなんかするわけないでしょ、バーカバーカっ」

「怪我はなくとも痛いもんは痛い！　体力が減るっての！　ちっくしょぉおおお……」

「な、何をやってるんですか……こんなときに」

　シエンがこめかみを押さえた。天華はつい、あははと微笑ほほえむ。さっきの笑みとはまるで違う、心の底からわきあがった本当に自然な笑みだった。

　それを引き締しめたとき、噓うそのように全員が押おし黙だまる。アルバルドはもう泣いていなかった。Ｇが「行こう」と促うながしてくれる。

「──うん！」

　天華はジャケットのポケットに放り込んであったゴーグルを取り出して、銀の瞳に装着した。







　純白の愛機に跨またがり、相棒を後部の狭せまい機き関かん部ぶ内の後ろ向きのシートに乗せると、この広い遺跡の大通路の上で天華は機体を舞い上がらせる。

　同時に地を蹴けって動き出すのは、舞翼ライドとは異なるタイプの推進結晶体を搭とう載さいした、ココロの操あやつる動輪車サイクルだ。

　赤毛少女の後ろにシエンとアルバルドが乗り込み、その尻しりの下で風の精霊を詰つめ込こんだ結晶体が一定の回転を続けている。その動力を利用して、頑がん丈じような無む限げん軌き道どう型がたに繫つながれた外側の車輪部分が走るのだ。無限軌道の速度が増せば、その隙すき間まから正面を見通すことがちゃんとできる。

　大きな動く車輪の内側に乗ってアルバルドたちは、床面すれすれの低空飛行で進む天華の舞翼ライドに追つい随ずいした。──が。

「わつ、とっとっとおっ!?」

　急きゆう激げきな「圧力」に操そう縦じゆう桿かんをとられ、雷帝号も動輪車サイクルもいきなり失速しそうになる。

「こ、これって!?」

「気を付けろ、天華」

　一歩遅れて伝でん声せい管かんを通しての、機関部に座すわる相棒からの注意が飛んだ。

「『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の深部へと向かうほど、精書たちの影えい響きようによるものなのか、辺りに満みちる精せい霊れい圧あつが不安定になっている」

「へ？　せ、精霊圧ってえぇっ？」

「……大気の中に充みち満ちる自然界の精霊の、精霊力の濃のう度どのことだ。それが集まった精書による精命力の波は動どうを受けて、通常ではあり得ないほど高まっている」

「ええと、つ、つまりっ！」

　このおっ！　すぐ後ろで同じように四苦八苦するココロの動輪車サイクルをゴーグルの端はしに捉とらえながら、天華は強ごう引いんに腕わん力りよくで荒あれる機体をねじ伏せる。

「それって、いつぞやの精せい機き龍りゆう……ドラゴンとのときの、『龍風』みたいなもん!?　あんときなんか確か、舞翼ライドが弄もてあそばれて──」

「そうだ。辺りにまき散らされた余よ剰じような精命力により、周囲の精霊の動きが乱れ、精霊の力を借りて動く錬精のシステムの制せい御ぎよが難むずかしくなる。だが、精機龍のときに比べれば遥はるかにマシだがな」

　見ろ。機関部の上に空いた穴の中から身を乗り出し、Ｇは天華に己おのれの小さな体を見せる。

　天華から受けた精命力のみで形成するその肉体は、しっかりと保たれていた。

「この程度なら問題ない。人間にも影響はないだろう。だが」

「──Ｇ？」

「これは異い常じようなことだぞ、天華。俺たち『二十六冊の百科事典エンサイクロペデイア２６』は、精命力をやたらとまき散らす機き甲こう精せい物ぶつどもとは違う。世界を構成する自然要よう素そを抽ちゆう出しゆつした精霊力を、同種のエネルギーである精命力として凝ぎよう縮しゆくし、核かくとして内ない包ほうした存そん在ざいだ。なのに、なぜここまで漏もれ出る？」

「？　よくわかんないけど……普通はこんなふうにはならないってこと？」

「そうだ。精書は己の精命力を変へん換かんし、姿を変えたり力と成なす。それだけだ。だだ漏れにはしない」

「ってことは！　異い常じよう事じ態たいってことだよね」

　考えられるのは、Ｍが何か細さい工くをしたこと？　天華は喉のどの渇かわきを感じた。

「この先、なにが起こるかわっかんないってゆーことだよね」

　緊きん張ちようが唇くちびるをかさかさにする。だが、それよりも。

「……!?　なっ……！」

　なに、これ！　唐とう突とつに変化した周囲の様子に、天華たちは気を取られる。後ろに続く動輪車サイクルからもアルバルドやシエンの呻うめきや、ココロの「ふやぁあっ？」という驚おどろきの奇き声せいが生まれた。

　相変わらず幅はばの広い、真まっ直すぐ延びる『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の大規模な通路──。海底火山の岩がん盤ばんをくり抜き、樹じゆ脂し板ばんで覆おおったその表面が一変する。表面を埋うめ尽つくすのは、有ゆう機き的てきなうねりだった。

　それはびっしりと壁かべや天てん井じように張はり巡めぐる、植物たちだ。蔦つた系けいのものだろうか？　幸い床のゴム舗ほ装そう面めんは居い心地ごこちが悪いのか生えておらず、ココロの操る動輪車サイクルの動きを妨さまたげない。

　けれどこれは驚くべき光景だった。どうして、こんなところに？

「光は照明があるからともかく、ここには水も土もないのにっ」

　銀の瞳は素す早ばやくそのことを見抜く。つまりこれも異常ということなのか。

（精書の精命力にあてられて、精霊たちの力が活性化してるの？　……ううん）

　いや、よく見れば蔦の葉はどれも枯かれていて、朽くち果はてていて。一部では崩くずれ、砂のように通路脇わきに積もっている。明らかに最近のものではない。

　蔦は遺跡内部に張り付いたまま、完全に壊え死ししているように見て取れた。

「なんて……奇き妙みような遺跡なんだろ……」

　雷帝号を飛ばしながら、天華は呻うめく。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして潜もぐってきた遺跡の中に、こんなものはなかった。どこかが破は損そんし、外部から植物の侵しん入にゆうを許したというものなら見たことがある。けれどほぼ完全に状態を保ったままの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』には、亀き裂れつのひとつもありはしない。

（最初からそういう遺跡ってことなのかな？　……てゆーか、やっぱり変だよ。だって）

　この遺跡、人間のにおいがしない……。天華ははたとそんな答に行き着いた。どういうこと？　自じ問もん自じ答とうが胸に宿やどる。

（そもそも遺跡の構造はもっと複ふく雑ざつなはずなのに。なのにどうして、こんなに真っ直ぐに出入り口から通路が続くの？）

　そこに意味があるとしたら──。

「なるべく遠くに、引き離そうとしたってこと？　この遺跡の中ちゆう枢すう部ぶを」

　何の目的で？　それは……。精書を造るから、なのか。天華にはわからない。

　けれどもそんなことをゆっくりと考えている余よ裕ゆうはなかった。

「天華ッ!!」

　唐突にＧが叫さけぶ。えっ？　重い操縦桿を握にぎったまま気を取られていた天華は我われに返った。と──。

　飛ひ翔しようする純白の愛機の上に陰かげが降りる。それは虚こ空くうからいきなり現れた、一本の腕だ。腕だけが天華を狙ねらい、空間から突き出されたのだ。

「ひっ！」

　叫びさえも恐きよう怖ふにおののき搔かき消えて、迫せまり来る腕に天華の体が凍こおり付いた。




　　　　３




【門ＧＡＴＥ】から現れた腕が、銀髪の少女を襲おそう。が、空を切った。

　腕が彼女に届く寸前、舞翼ライドの機関部から飛び出したＧの《衝撃波グラビテイ》が弾はじいたからだ。操あやつる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の力を拳こぶしから解とき放はなち、天華を庇かばってＧは機体の機首に降り立つ。

「天華ぁあっ！」

　金髪の青年剣士が必死に彼女の名を呼んだ。突とつ然ぜんのことに失しつ速そくした雷帝号が、その声に反応した天華の手で混乱から立ち直る。操縦桿が力強く切られ、舞翼ライドが息を吹ふき返した。

　二枚の翼つばさを持つ純白の機体は機き首しゆにＧを乗せたまま器用にくるりと身を翻ひるがえし、枯れ蔦のこびりついた通路壁面を背にするように逃げる。多少荒あらっぽいものの、雷帝号は横よこ滑すべり気味に床に降りた。

　それに合わせて床のゴム舗ほ装そうに焦こげた臭においを刻きざみながら、アルバルドたち三人の乗った動輪車サイクルが急停止した。

　全員の視線が自ずと集中する中で悠ゆう々ゆうと、空中に腕だけであった存在が姿を現す。それは──。

「何だと？」

　Ｇが最も驚く、真っ白な衣い装しようと肌をした美青年。Ｇの完全体であった頃ころの肉体を持つ、白いＧであった。

　──その存在は、天華たちからあらかじめ聞かされていた。けれど青年と少年の体格の違いや、褐かつ色しよくの肌の色や黒鉄色の瞳とを除のぞけば、あまりにもその精書はＧと瓜うり二つで。

「お前は……何者だ」

　Ｇは雷帝号の機首から降り立ち、つい尋たずねずにはいられなかった。

　が、白いＧは問いかけを歯し牙がにもかけない。

「思っていたよりは楽しめそうだな」

《衝撃波グラビテイ》に弾かれた右腕を白い瞳で凝ぎよう視ししながら、Ｇと同じ無表情を湛たたえている。しかし、聞いていなかったというわけではないらしい。

「Ｍの用意したくだらない終しゆう焉えんへの仕し掛かけが発はつ動どうしたこの最後の時に、こうして本物と邂かい逅こうできるとは。まさにＭの【策略ＭＡＮＥＵＶＥＲ】どおりというところが……そうだろう？」

　偽にせの白きＧが、面を上げてＧを見据える。何？　Ｇは動どう揺ようを憶おぼえた。

「どういうことだ。Ｍはどうした、どこにいる」

「Ｍなら、もういない。──俺が潰つぶした」

「!?　何だと……？」

「いろいろ小うるさかったからな。俺は確かにＭによって生み出された存在だ。しかしそこのＳのように、使い手におとなしく【仕えＳＥＲＶＥ】る必要はないだろう。なにより俺は、精書を超こえた精書だ」

　白いＧは動輪車サイクルに乗るアルバルドの腰こしに収められた精書Ｓを鼻で笑い、己の胸むな元もとを誇ほこらしげに指し示す。

　不完全体ではあるけれど、精書であるＧにはわかる。白いＧの胸板の奥にはなぜか、二つの精命核があることを。それは……融ゆう合ごうしている？

（二つの精書を組み合わせたということか？　まさか！）

「俺をＭは、【幻ＧＨＯＳＴ】と呼んでいた。呼びたければそう呼ぶがいい。だがそれはすぐに無意味になる」

　なぜなら。自らを【幻ＧＨＯＳＴ】と名乗った偽のＧは、薄うすく微笑ほほえみをつくる。歓かん喜きを込こめた歪ゆがみだった。

「──お前を倒せば、その瞬しゆん間かんから俺が本物の【最強ＧＲＥＡＴ】になるからだ」

　刹せつ那な、【幻ＧＨＯＳＴ】が動く。Ｇは咄とつ嗟さに背後の天華を守るべく、再び《衝撃波グラビテイ》による【防護ＧＵＡＲＤ】を試こころみようとするけれど。

（──違う!?）

【幻ＧＨＯＳＴ】の腕がくるりと輪を描いて傍かたわらにつくりあげたのは、自分の身の丈たけほどの【門ＧＡＴＥ】だった。離れた場所に設定した出口と入り口とを繫つなぐその入り口を、わざと正面に向けながら。

　空間を越こえた【門ＧＡＴＥ】の向こう側にあったものは。

「！　は、白華あっ!?」

　銀髪の少女が真っ先に見つけ、悲鳴にも似にた声を飛ばす。そう、【幻ＧＨＯＳＴ】が見せつける【門ＧＡＴＥ】の中には、ゴム質の床面に打ち付けられた鉄てつ塊かいに何かの鎖くさりで巻き付けられた、ぐったりとした白髪の少女がいたのだ。

「Ｍのやり方を真ま似ねて、余よ興きようを用意した。いろいろとな」

　Ｇの【幻ＧＨＯＳＴ】は真っ白な衣い装しようの裾すそをはためかせ、身軽に背後につくった【門ＧＡＴＥ】へと身を投げる。と、すぐに【門ＧＡＴＥ】が閉とじ始めた。ぽっかりと開いた口が収しゆう縮しゆくしていく。

「逃げるだと？　何を考えている、【幻ＧＨＯＳＴ】！」

「単純な話だ。この人間の娘を助けたければ、今すぐ【門ＧＡＴＥ】を通ってこい」

　小うるさい邪じや魔まが入るのは嫌きらいなんだ。そう付け足した【幻ＧＨＯＳＴ】の白い瞳さえ、小さくなっていく【門ＧＡＴＥ】の縁ふちに遮さえぎられた。閉じていく速度はＧの逡しゆん巡じゆんさえ許さない。

　だからＧは駆かけ出し、【門ＧＡＴＥ】へと飛んだ。不完全な自分のつくる、出口を正確に固定できない《門ゲート》では、追いかけられそうになかったから。

「Ｇっ、あたしも！」

　と、双子の妹の姿を目の当たりにして、銀髪の少女が機体から転がるように飛び降りた。が、Ｇはあえて彼女をわざと突き飛ばす。

「じ、Ｇ────っ!?」

　転んだ天華を舞翼ライドの真っ白な翼の上に置いて、Ｇは一人で【門ＧＡＴＥ】をくぐった。

　──小さな体がどうにか通り抜けた直後、収縮した【門ＧＡＴＥ】は消える。相棒である少女の叫びを向こうに残して。







「どうなってるっての、これ！　わけわかんないよっ！」

　天華は混乱するままに銀色の髪かみを搔かきむしり、消えた【幻ＧＨＯＳＴ】と相棒の姿を追った。閉じた【門ＧＡＴＥ】の辺りには、何の痕こん跡せきも残ってはいなかったけれど。でも、確かに見たのだ。ゴーグルを乱暴に引きずり降ろして、天華は銀の瞳に映った光景を思い出す。

「確かに、白華が！　……あぁあああっ！」

　生きてたんだという喜びと、しかしその身が危き険けんな状じよう況きようにあるという危き機き感かんがないまぜになる。自分でもどうしたらいいのかわからない──。

　それを立ち直らせたのは、動輪車サイクルから駆けつけたアルバルドの逞たくましい腕だった。

「天華、天華！　しっかりしろよ！」

「……あ、アル……白華が……Ｇがあっ」

「ああ、見た。オレたちだって」

　雷帝号の翼の上にへたり込んだ天華を立たせて、金髪の青年剣士は部下たちに同意を求める。「間違いなく見たっス！」と赤い瞳を見開いて興こう奮ふんするのはココロである。

「あの景色けしき……同じこの遺跡内ってことですよね？」

　彼女の背後で眼鏡めがねの下の鳶とび色いろの眼まな差ざしを思し案あんに伏ふせるのは、シエンだった。えっ？　その言葉に天華もはっとさせられる。

「同じ遺跡内って、あ、そっか！　確かに──」

　多くは見えなかったが白華が囚とらわれていた背景は、ゴム舗装の床と、枯れた蔦のまとわりついた壁がわずかに覗のぞいていた。

　──だとしたら、十分に探しようはある！

（ううん、絶対に見つけるよ。白華！　……それに）

　Ｇっ。天華は相棒に突き飛ばされた、その小さくも力強く押してくれた少年の手のひらの感かん触しよくを胸元に思い出しながら、拳こぶしを握にぎった。

　あのＧの行動は、突とつ然ぜんの事じ態たいに冷静さを失った天華では、確かく実じつに足手まといになるだけだという判断だろう。常つねにあの少年と共にいた天華だからこそわかる。そして同時に、そんな思し考こうができるのは、今の自分が落ち着きを取り戻した証しよう拠こだった。

「Ｇ一人じゃ、ダメだっ。あたしも行かなきゃ！　……あたしから離れて精命力の供きよう給きゆうを絶たれたＧじゃ、勝てない。白華を助けられないよ！」

「行くのはおまえだけじゃない、天華。オレたちも、だぜ」

　両肩を抱いてくれたアルバルドが言う。表情を天華さえもどきりとさせられるほど、真しん剣けんなものにして。

　空色の眼差しが、誰よりも天華だけを見つめていた。

「探さがそう、天華。Ｇと白華ちゃんを！」

「うん。……アル」

「ん？」

「ありがとね。──あんたのおかげで、冷静になれたよ」

　天華は彼に聞こえるか聞こえないかの声せい量りようで礼を言う。えっ、と聞き取れなかったような間抜け顔に変わったアルバルドの腕の中からするりと逃のがれ、雷帝号に跨またがり直した。

『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』のどこかに消えた、相棒と妹を見つけるために。







「なんですか……これは!?」

　長い大通路を突き進んだ途と中ちゆうで見つけた、枯れた植物に覆おおわれた壁面の出っ張り。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである天華はすぐに、それがこの遺跡に設もうけられた端たん末まつコンピュータのひとつであることを見抜き、取り付いた。

　巻き付く蔦の枯れ葉を引きちぎり、樹じゆ脂し板ばんを外して露ろ出しゆつした配はい線せんに指を差し込むのは、『先ワ祖イ返ルりド』として『電脳デジタル』という特とく殊しゆ能のう力りよくを持つシエンである。皮ひ膜まくの裂さかれた配線を流れる電気信号と、少年補佐官の頭ず脳のうが同どう調ちようし、データのやり取りを瞬しゆん時じに行う。人の持つ生体電流を利用したこの少年の力の前に、屈くつさないコンピュータなどありはしない。

　と、すぐさま彼は無数のデータの海に意識を溶とけ込ませたが。──次の瞬間飛び出したのは、「な……！」という突然の驚きよう愕がくの呻うめきだった。

「これは、どういうことです……？」

「？　ねえ、ど、どうしたのっ」

「……ちょっと貸かしてください。みなさんにも、わかりやすいようにします」

　同じように配線に繫つなごうとした天華の携帯コンピュータを、シエンがひったくるように摑つかむ。ただし奪うばったのではない。開いたもう一方の指先で、同じように『電脳デジタル』の力を届かせたのだ。シエンの小さな体を介かいして、遺跡システムと携帯コンピュータとのやり取りができるように。

　とたんに天華の持つ携帯コンピュータの画面が切り替わり、図面が映る。

「えっ。これは、なに？」

「Ｇさんと精せい霊れい巫み女この居い場ば所しよを探す際さいに必要かと思って、見つけたんです。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の構造図ですよ」

　シエンがすぐに説明した。なんだってと身を乗り出すのは、天華だけではなくて。

「これが、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の全ぜん貌ぼうなのかよ」

　アルバルドの金髪頭が天華と共に画面を見つめる。同じように、操縦のこと以外は出番のない赤毛少女も。
















　二人に挟はさまれる窮きゆう屈くつな形になりながら、しかし天華は嫌いやがることなく画面に食い入る。この面子めんつの中で唯ゆい一いつ、シエンが伝えたかったことを読み取れたから。

　真っ直ぐに伸のびた大通路の先にあるのは、直径数キロほどもある円形の施し設せつ。それがこの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』を言い表す、最も端たん的てきな表現──。中心に据すえられた円い大規模区画にぶつかり、通路自体が左右に分かれる。円を取り巻くリング状に。

（こんな遺跡……見たことないっ。だって、まるで）

　人がここに居い座すわることを目的とされた施設じゃない。あまりにシンプルすぎる構造に息を吞のむ。それはつまりこの遺跡が、人を寄せ付けぬ危険な「何か」のためだけに造られたものということだ。その目的とは。

「──『空間転てん移い装そう置ち』というのが、この遺跡に秘められた機き能のうのようです」

　遺跡の情報を得たシエンが言った。

「中央部にある円形区画で発生させられた、膨ぼう大だいな精書どうしの精命力のぶつかり合いによる共鳴エネルギー。それを利用して空間に穴を空けることで、超ちよう距きよ離りの移動を可能にするシステムで……」

「んーと。つまりさ、Ｇのつくる《門ゲート》みたいなもんってこと？」

「ええ」

　天華の理解に、シエンが小さく顎あごを揺ゆらした。「さっきのか」と隣となりで頭をくっつけるアルバルドも納得する。空間と空間を跳ちよう躍やくできる【門ＧＡＴＥ】を目の当たりにした直後だから。

「その《門ゲート》のような……ここではもっと巨大な、それこそこの遺跡を中心に、半径数十キロ単位での『転移ホール』と呼こ称しようされる空間の穴なんですが。その発動が今、行われてるようなんです」

　シエンの意志に反応して、画面が勝手に切り替わる。そこに映し出されたのはある種のシミュレーション映像。遺跡内部のデータのどこからか、この栗毛の少年補佐官が探し当てたものだろう。

　それは海底火山内に組み込まれた『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の立体的な構造図を中心として、放射状に円形の輪が広がっていくものだった。が、輪は止まらない。『転移ホール』という空間の穴はみるみるうちに成長し、そして。

　輪は消えた。──何もかも飲み込み、画面を真っ白に染そめ上げて。

「!?　な、なに、これえっ？」

「どうなったんだ!?　……消しよう滅めつした？」

「全部消えちゃったっスようう～～」

　アルバルドが的てき確かくに画面の出来事を言い当て、赤毛の少女がぽかんとなる。「そうです」とシエンが応こたえる。

「この『転移ホール』は、入り口側と出口側に両方同じシステムがあり、その片方だけが起動してしまうと、ただの空間の穴……行き場を失ったエネルギーの暴ぼう走そうにより、出口のない闇やみに飲み込まれるんです！」

「なに、それ……」

　なんなの、いきなり！　天華は自らも携帯コンピュータを操作して、遺跡からの情報を探る。

　だがシエンが得た内容に間違いはなくて。「噓うそっ」と天華は目を見開いた。確かに不完全な状態での『転移ホール』の発動が、準備段階に入っていたのだ。

　と、赤い数値が画面の端はしに瞬またたいた。──『転移ホール』が生み出されるまでの、残り時間のカウントダウンだ。

「残り、２０００秒って……それって、ええと──あああ、あと三十分と少しで、この遺跡全体が消しよう滅めつしちゃうってことじゃん!!」

「遺跡だけじゃありません。僕の計算によると──」

　画面に円い球状の物体をシエンが呼び出す。それは、地球。見覚えのある帝國の大陸図が描かれた、この星の姿である。

　しかしそれは発生した『転移ホール』の暴ぼう走そうにより、一いつ瞬しゆんにして半身を飲まれて。果か実じつを人がかじったように、えぐられた形になった。

　それが『転移ホール』による被ひ害がいの予想。仕組まれた、世界の破は滅めつ──。

（……そっか、これが！）

「さっきの【幻ＧＨＯＳＴ】とかいう白いＧが口にしてた、『Ｍの残した仕し掛かけ』ってことなの？　こんな、なにもかも巻き込んで！」

「まさか、こんな。オレたちのいる大地が、消えちまう!?　バカな……」

　どうにかできないのかよ！　真っ先にアルバルドがシエンに訊きいた。もちろん聡そう明めいな剣けん聖せい補ほ佐さ官かんである彼は、すでに対たい策さくに動く。「待ってください」と眼鏡めがねの下で半眼をつくり、意識を遺跡システム内部に集中させる。

　と、天華の持った携帯コンピュータの画面が矢や継つぎ早ばやに切り替わった。枯れ蔦の生えた映像が生まれては消え、消えては生まれる。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』のあちこちに配置された監かん視しカメラの映像に割り込んで、内部の現状を調べているのだ。

　それはある一点で止まる。ご丁てい寧ねいに見ているこちらにもわかりやすいように、最初の遺跡構造図と共に並へい列れつして一枚の映像が映った。

　場所は現在天華たちがいる通路がぶつかる、遺跡の円形区画南みなみ端はしから二手に分かれた外周通路。その輪になった左側の、最西端に位置する辺り。そこに無数の機器が組み上げられた、制御室が存在していた。

「ここが『転移ホール』をコントロールしている区画のようですが……クソっ！」

　ダメだ！　栗毛の少年が珍めずらしく声を荒あららげる。

「区画自体が独立していて、ここから遠えん隔かく操そう作さすることができません！　他ほかの手は──」

　再び少年の探たん索さくが開始され、画面にカメラ映像があふれた。けれどもそれは、当初の目的である対象を見つけ出す方が早かった。

　遺跡構造図では、ちょうど『転移ホール』制御装置のある区画の逆ぎやく側がわ。最東端の独立区画の映像だ。

　そこに飛び込んできたＧの姿を、シエンも天華たちも見み逃のがさない。

「──Ｇっ!!」

　磔はりつけになった白髪の少女を守ろうとする、小こ柄がらな褐色の肌の少年が画面に映った。しかし同時にあっさりと、彼の体が宙に飛んだ。

　白いＧの放った強きよう烈れつな《衝撃波グラビテイ》にやられて。




　　　　４




『──Ｇっ!!　や、やられてる！　すぐに助けに行かなきゃっ、居い場ば所しよはこれでわかったんだし！』

『でも、天華、どうするんだよこっちのことは！　……この「転移ホール」の発動を阻そ止ししないと大変なことに……』

『あと……何分!?　あぁああっ、もうすぐ三十分を切っちゃう──』

『もちろん両方やりましょう！　「転移ホール」制御室のコンピュータなら、ボク一人がいればなんとかなります！　それに』

『はいはいはーいっス！　自分がシエンくんをきっちり送り届けるス！』

『わかった。それでいこう！　シエンはココロと共に、遺跡の西側にある区画を目指してこの先の分ぶん岐き路ろを向かってくれ。オレは天華と一いつ緒しよに、Ｇと白華ちゃんを助けに行く！　……それでいいよな、天華？』

『う、うん。とにかくっ──すぐに行動しよう!!』

　手早く会話のやり取りを済すませて、雷帝号と動輪車サイクルを発進させる銀ぎん髪ぱつの少女たちの様子が、数十もの瞬またたく立体モニターに投とう影えいされる。音声もどこからか拾えるようになっているのだろう。──この遺跡の全すべてが見渡せる、かつては三十人以上が常じよう駐ちゆうしていたと思われるシートが並ぶ集中管理室が、本来Ｍの居い座すわる場所であったならば、納得のいくところだ。が、今のＧにはもちろん、悠ゆう々ゆうと思考を巡めぐらせている余よ裕ゆうはなくて。

「この程度か。……所しよ詮せん、不完全な精書とは」

　吹き飛ばされ、叩きつけられた壁面にめり込んだＧの頭を、【幻ＧＨＯＳＴ】の手が鷲わし摑づかみにする。抵てい抗こうするが抜け出せない。

「クっ……！」

　しかしもちろんＧとて精書だ。精命力で擬ぎ似じ的てきにつくり出した肉体は、小柄なれど容よう易いに破は壊かいされはしない。この程度で苦痛を感じることもない。

　気にかけるのは、互たがいの攻撃が集中管理室の隅すみにいる、身動きのとれない白髪の少女へと及およばないようにすることだ。

　──白華はぐっしょりと濡ぬれた装しよう束ぞくと髪かみを肌はだに張り付かせ、金色の瞳ひとみを伏ふせていた。気を失っている？　……いいや、意識はある。ちゃんと生きているっ。

（白華を巻き込めない……まして、ここで俺が倒されるわけにもいかないッ）

　頭を摑まれ、持ち上げられても、精命力の消しよう耗もうをできるだけ抑おさえる。動けなくなるのが最悪の事じ態たいだから。

　自分は耐たえ抜くだけなのだ。モニターのいくつかに映る、純白の機体に乗った銀髪の少女の到とう着ちやくを。だが……。

（時間稼かせぎすら……今の俺では無理だというのか）

　力の差がありすぎた。頭部を摑み上げられたまま、【幻ＧＨＯＳＴ】の操あやつる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】がＧを襲おそう。全身がねじきられるような圧力がかかり、肉体への負ふ荷かが消耗を呼んだ。

「ぐ……おあぁああああっ!!」

「こんなものか。これではお前を倒したところで、【最強ＧＲＥＡＴ】にはなれないな」

　最後にＧをさらに壁面へと叩きつけ、褐色の肌が埋うまるほどに深々と樹じゆ脂しと強きよう固こな建材の中にめり込ませて【幻ＧＨＯＳＴ】は言う。白い瞳をこの部屋に点ともるいくつかのモニターに向けながら。

　そこに表示されているのは、真っ赤な数値のカウントダウンだ。

「あと二十数分で世界が終わる。だが俺は、全てが消滅する中でただひとつ残ってやる」

「？　馬鹿な……残れる保証などないだろうッ」

「残るさ。それが俺の、【最強ＧＲＥＡＴ】の証明の仕方だ──」

　Ｇにそっくりな【幻ＧＨＯＳＴ】は、無表情な面をわずかに歪ゆがませた。減げん少しようする数値と、モニターの中を疾しつ駆くする舞翼ライドと動輪車サイクルとを見つめて。

「そのためには、邪じや魔まはさせない──……」







（Ｇくん……姉様っ……だめ……）

　白いＧに弄もてあそばれ、からからに乾かわいた死した蔦つた植しよく物ぶつを噴ふん煙えんのごとくまき散らしながら、褐色の肌の少年が壁の中に埋まい没ぼつした。

　けれども白華には何もできない。体が痺しびれていうことをきかない。声も出せない。モニターの瞬く集中管理室の片かた隅すみで、一部はがれ落ちた天てん井じようからの建材に、ぞんざいに鎖くさりで絡からまれただけで動けなかった。

　白華を鮮あざやかに照らすモニターの明かりの中で、必死に舞翼ライドを飛ばす双子の姉の顔があった。

　──その姉に、伝えなくちゃいけないことがあるのに！

（危き険けんです、姉様。そのまま進んでは……気を付けないとっ）

　鎖の隙すき間まからどうにかもがかせた左の手のひらが、自分の胸の辺りに届く。けれども震ふるえる指先は何も感じない。濡れたままの装束の懐ふところには、水すい槽そうの中からずっと入れてあったはずの、姉と同型の携帯コンピュータがあるはずなのに。近距離メールを打てば、すぐに知らせられるはずなのに。

　でも白華には、取り出すことさえできやしない。教えなくちゃいけないのに……。

　どうにか閉とじないでいられる金色の瞳には、めり込んだＧを放置して、左手をそっと開いた白いＧが飛び込んでくる。Ｇとの闘たたかいで、決して使うことのなかった方の手だ。

　そこにあるものが、白華のお願いすら聞き入れてくれぬほどに精霊たちを高ぶらせる精命力の満ちた中では、Ｇにはわからなかったのだろうか？　だが金色の『龍りゆう眼がん』にはわかる。しっかりと見えている。白いＧの左手に握にぎられた、ひどく小さな、しかし力強い輝かがやきを。そしてそれを介かいすることで──あの白い偽にせ物もののＧは、使えるのだ。

　精書でありながら、同じ精書を。

　そのことを白華は身をもって知っている。白いＧによってここまで引っ張ってこられた直後に、精書Ｐを肉体に【寄生ＰＡＲＡＳＩＴＥ】させられたから。

　白華の体に潜もぐり込んだ一冊さつの精書は【完璧ＰＥＲＦＥＣＴ】に全身を【麻痺ＰＡＲＡＬＹＳＩＳ】させる。そのことを誰だれにも伝えられないほどに。それと──。

（姉様……ここにそろった精書は、あのときＭさんが持って逃げた八冊だけじゃないんです。他にも何冊か、数が増えてて……そして）

　だめえっ!!　必死に押し上げた瞼まぶたの隙間から、白華は見た。

　白いＧの力によって生み出された「モノ」とついに、姉たちが接せつ触しよくしてしまうのを。







「わ、わぁあああああっ!!」

「うやぁああ──────っ、なっ、なんスかああっ!?」

　──突とつ如じよ飛来したその「影かげ」を、先行していた動輪車サイクルが避よけられなかった。シエンとココロの悲鳴が、真っ直ぐな大通路に幾いく重えにも反はん響きようする。

「なにっ!?　なんなの──！」

　その様子を、Ｇ不在のため推すい進しん結けつ晶しよう体たいが使用できない雷帝号の上から天華は見る。機関部にはアルバルドがかわりに入ってくれたが、彼の体格ではそもそも中に収まりきらず、加速を得られない機体は動輪車サイクルのずいぶん後方を追いかける形で飛んでいたのだ。

　それ故ゆえ天華は襲しゆう撃げきした「影」の動きと、ばらばらに破片を散らして倒れ込む動輪車サイクルの有様をしっかりと目もく撃げきした。

　いや、赤毛少女の『直勘センサ』による操縦は巧たくみだ。間かん一いつ髪ぱつ、回転する無む限げん軌き道どう内にいる自分たちへの直ちよく撃げきを避さけたおかげで、動輪車サイクルの無限軌道は破は損そんしたが、車体は無事だ。

　乗り手二人をまるごと包む無限軌道を失っても、動力が生きている動輪車サイクルは、どうにか動けるようだった。無限軌道を動かしていた回転する球状の結晶体そのものを接地させ、失速するも横転せずに、剝むき出しの車体は立て直される。

　が、そこを「影」は見み逃のがさない。床ゆかを蹴けり、壁を跳はね、枯れた蔦を蹴散らして再度、ココロとシエンを強きよう襲しゆうする。

「なんだってんだ、このッ……オレの大事な部下をやらせるかあアアアアッ!!」

　吼ほえたのは、飛ひ翔しようする雷帝号より飛び出したアルバルドだった。瞬時に肉体を『獣化ビースト』させ、鎧よろいすら押し上げるほどに筋肉を倍加させて、超ちよう人じん的てきな疾しつ駆くをする。鋭えい利りに尖とがった八や重え歯ばを嚙かみ締しめ、帯たい剣けんを抜き放つ。疾しつ風ぷうとなった彼の体が、白はく刃じんの軌き跡せきを真っ直ぐに「影」へと伸のばした。二人の部下を救うために。

　激げき突とつの破は砕さい音おんと火花が生まれ、「影」が見事に跳ね返された。『獣化ビースト』したアルバルドが立ちはだかり、攻撃を防いだのだ。

　もちろんそれを補ほ佐さすることを、天華だって忘れない。低空飛行で飛翔させる舞翼ライドに急制動をかけながら、速度を失いついに止まったシエンとココロの前に出た。アルバルドの背中を見ながら、「影」から二人を守れる位置に。

「大だい丈じよう夫ぶ、あんたたちっ？　怪け我がは──」

「へ、平気です。どうにか……ココロ操縦士官は？」

「ししし、死ぬかと思ったっスうぅうう～～」

　相変わらずの元気良さで、栗毛の少年補佐官に抱だきつかれた赤毛少女が応おう答とうする。と、うにゃぁっ、と赤い瞳を涙目にした。

「やぁあんっ、自分の『コロ』がひどい姿に！　あううううう～～～！」

「な、何を……ココロ、あなたって人は……そもそも『コロ』って」

「動輪車サイクルの『コロ』っスよう。どうにか動けるスけど、ちっちゃくなっちゃったスうう」

「……ま、まあそんだけの余よ裕ゆうがあれば、大丈夫だよね」

　それより──。苦く笑しようにゆるむ頰ほおを引き締め、少年少女から天華は銀の瞳を引きはがした。アルバルドが空中高く跳ね上げた、「影」の姿を追う。ココロたちを襲おそったそいつは、紛まごうことなき敵てきである。

『獣化ビースト』したアルバルドの超人的な膂りよ力りよくに弾はじかれ、「影」は高々と十メートルほどもある通路天てん井じように吸い込まれる。が、身に受けた勢いを強固な天板をへこませることで吸収し、悠ゆう然ぜんと落らつ下かする。

（敵ってことは……あの【幻ＧＨＯＳＴ】とかいう偽物が差し向けたヤツってことだよね）

　天華はその正体を見み極きわめんがために、あまりにも速すぎて目が追いつかず、「影」としてしか捉とらえられなかった相手を凝ぎよう視しした。

　──『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の大通路の果てにようやく見えた、中心の円形区画。動輪車サイクルの壊こわれた残ざん骸がいが勢いを失わずに、区画への閉ざされたシャッターがそびえる、分ぶん岐き路ろの行き止まりに衝しよう突とつする。無限軌道のパーツがさらにこまかく散らばって、飛んで落ちた。

　そんな無む惨ざんなガラクタを踏ふみしめ、「影」が降り立つ。それは──奇き妙みような存在だった。

「!?　人……じゃないっ？」

　大まかな形状は、明らかに人を模も倣ほうしたものだ。てらてらと濡ぬれたように真上からの照明に光る表面は、ぴっちりとした不思議な素そ材ざいでできていて、身を包む。頭部があり、つるりとしたヘルメットが完全に覆おおっていた。それらは成人女性の形状をしている。

　しかし豊ほう満まんな肢し体たいより伸のびているはずの四し肢しが、どれも違った。根本からぞんざいに引きちぎられた断面からは、赤茶けた油や機械の配線が見える。おそらくこの「人型」は、機械でできた兵士なのか。

　それでもかわりにつくられた手足は、銀の眼を疑わせた。機械じゃない。生身でもない。

　右腕は、ほとばしる【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】の輝かがやきで。対ついになる左手は、じゃらじゃらと寄り集まった【鋭利ＫＥＥＮ】な【刃物ＫＮＩＶＥＳ】でできていた。

　二本の足は片方が【水ＷＡＴＥＲ】であり、【風ＷＩＮＤ】でもあり。それはもう片方の【渦ＶＯＲＴＥＸ】に巻かれ、床上をしたたらせつつわずかに浮かぶ。それが「影」として異い様ような速度で疾しつ駆くできる秘密だった。さながら雨う滴てきと暴ぼう風ふうをまき散らす台風に乗っかった、雷いかずちと刃やいばの腕を持つ人形──。

　それは間違いなく、人知を超こえた存在で。

「こ、こんな……!?」

　驚きよう愕がくの言葉がすぐ前にいる青年から漏もれた。「影」とぶつかり合った抜き身の刃が、硬こう質しつな音を立てて、半ばから折れてゴム質の床に突つき刺ささっていた。

　あの一瞬の交こう錯さくで、叩き折られてしまったのだ！

「アルっ！」

　天華は数メートル前にある、彼の逞たくましい背中に呼びかける。しかしアルバルドは振り向かない。余裕がないのだ。折れた剣の柄つかを投げ捨て、かわりに腰の後ろのケースを開いた。摑み取るのは一冊の書物、ひび割れた傷きずの癒いえない精書Ｓだ。

　けれどももう温おん存ぞんしておける場合ではないことを、この剣聖の青年は悟さとっていた。まともに闘たたかえるのは精書のみ。

　──この、無数の精書と共にある敵を前にしては。







「まさか、あの手足は……精書だとでも言うんですか!?」

　背後から、「人型」を見た栗毛の少年補佐官のそんなうわずった叫さけびが届く。それが真実であることは、誰にだってよくわかる。

　なぜなら「人型」の異様な四肢の付け根には、アルバルドが手にした精書Ｓとまったく同じ形状をした書物がそれぞれ一冊ずつ、まるでとれた手足の剝むき出しな断面に食い込むように、あからさまに露ろ出しゆつしていたのだ。

「精書を、無理矢理ぶち込んで造った、って感じかよ！」

　これまでとは全く違う使われ方だ。なにしろ【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】に彩いろどられる右肩や、【渦ＶＯＲＴＥＸ】巻く太ふと股ももの辺りから、見えるだけで四冊の精書の一部が、その書物の形の輪りん郭かくを留め、顔を覗のぞかせている。

（……もしかしたら、埋め込まれている数はもっとあるかもしれない？）

　そのことを直感的にわかるのは、アルバルドの手の中で輝く【剣ＳＷＯＲＤ】へと変へん貌ぼうした、Ｓより伝わる【震えＳＨＯＣＫ】があったからか。

【沈黙ＳＩＬＥＮＣＥ】の属ぞく性せいを持つＳは、言葉を発することはない。けれど、アルバルドの身長とほぼ同じくらいの、鏡のような美しく磨みがかれた刀身をひび割れに蝕むしばまれた【剣ＳＷＯＲＤ】は、何よりも雄ゆう弁べんに持ち主に警けい告こくを発してくれていた。

　それと『獣化ビースト』によって研とぎ澄すまされた、アルバルドの全身の感覚も。ぷつぷつと毛け穴あなが開き、汗が噴ふき出る。

（こいつは、まずい……!!）

「くっ……行けッ、天華ア！　それにココロっ！」

　少し離れた背後で留とどまる二つの機体の操縦者を、振り返らずに促うながした。「でもっ」と息を吞のむ銀髪の少女の戸と惑まどいが生まれるが、四の五の言わせるつもりはない。

「バカあ────！」

　かわりに一いつ喝かつしてやった。

「時間がないだろーがっ!!　オレたちには、二つもやることがあるんだ！　ひとつは襲われてるＧのところに、すぐに駆けつけてやらなきゃならないこと！　もうひとつは、あと三十分とない残り時間で、この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で起動しちまう、『転移ホール』とかゆーふざけたカラクリを止めなきゃならない、そうだろ！　だったら……！」

　ぐずぐずしてられないだろーがッ!!　唯ゆい一いつの武器である【剣ＳＷＯＲＤ】を構え、精書を詰つめ込む「人型」から視線を外さず、アルバルドは言いたいことをぶちまける。と、何よりも先に行動を開始したのは、眼前の「人型」であった。
















　足元の邪じや魔まな無む限げん軌き道どうの残骸を【渦ＶＯＲＴＥＸ】に巻かれた【風ＷＩＮＤ】で飛ばし、鮮あざやかに輝く【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】の腕を振り上げ、突とつ進しんしてくる──。

　させるか！　アルバルドの意志に呼応して、【従順ＳＥＲＶＡＮＴ】なるＳは【剣ＳＷＯＲＤ】からかわる。片腕で容よう易いに掲かかげられるほどの、小型の六角形をした【盾ＳＨＩＥＬＤ】へ。

　きらびやかな装そう飾しよくを持つ美しいその表面は、相変わらずひび割れに覆われていたが、Ｓの力は健けん在ざいだ。実態を持たない【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】の腕が生き物のように伸びて襲い来るが、見事にばしりと受け止めてくれる。かまわず「人型」は【刃物ＫＮＩＶＥＳ】の剛ごう腕わんで体当たりをしてくるが、『獣化ビースト』したアルバルドの膂りよ力りよくは負けない。跳はね飛ばされずにがっぷりと【盾ＳＨＩＥＬＤ】一枚挟はさんで押し留めた。

　その好機を、迷まよいながらも吹っ切れた背後の二機が見逃さない。まずは純白の機体が、組み合ったアルバルドの頭上に影を落として越こえた。次に十分な距離を空あけて、脇わきから回り込むように、無限軌道を失った動輪車サイクルがすり抜ける。

　銀髪の少女が跨またがる舞翼ライドはふわりと飛ひ翔しようし、二手に分かれる大通路を右に。ココロとシエンを乗せた壊れた動輪車サイクルは、がりがりと車体全部をやかましく擦こすりながらも、大通路を左に曲がった。わずかに振り返りつつも、自分たちの成なすべき事を果たすために。

　そんな天華たちを追って、「人型」がアルバルドから離れようとする。

「行かせるわけないだろ、このおおお─────ッ!!」

　アルバルドは間合いを空あけさせることなく、【盾ＳＨＩＥＬＤ】で「人型」を殴なぐりつける。共にもつれるようにして、分岐路の端の、円形区画のシャッターの正面にまで転がるが、そこから決して行かせはしない。

「邪魔させるかよオッ！　オレの役目はここで、おまえを足止めすることだからだ!!」

　徹てつ底てい的てきに付き合ってもらうぜ！　アルバルドは二手に分かれた通路を背に、【盾ＳＨＩＥＬＤ】をかざして牙きばを剝むいた。




　　　　５




　アルバルドの決意の咆ほう吼こうが、ここまで聞こえる。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の、左手に向かって延々と湾わん曲きよくする外周通路を飛びながら、天華はぐっと奥おく歯ばを嚙かんだ。雷帝号の機き首しゆを百八十度反転させたいのを我が慢まんする。

（そうだ……アルはあたしたちを行かせてくれたんだ！　──なら）

　あたしにできるのは、全力でＧと白華の元へ向かうことだけじゃん！　天華は片手で開いた携帯コンピュータの画面に、一瞬視線を落とす。そこにあるのは、先ほどシエンが見せてくれた集中管理室のリアルタイム映像だ。『電脳デジタル』の力を持つ彼が無線でリンクし、見れるように設定してくれたのである。

　その中で、相あい棒ぼうの少年は埋うもれた壁かべからようやく這はい出たところを、【幻ＧＨＯＳＴ】によって打ちのめされた。痛つう烈れつに踏ふみつけられ、今度は頑がん丈じような床ゆかにめり込む。

「Ｇ……！　いま、あたしが行くからねっ！　……だからお願い！」

　それまで白華を守りきって──。切せつ実じつな想いと共に、枯かれ蔦つたがびっしりと覆おおう長い湾曲通路を、天華は遺跡最東端の区画へと愛機を駆った。

　空くう調ちよう設備から漏もれ出る風は、空気そのものがねっとりとしたように、濃のう密みつで異質なものになっている。天華がこれまで感じたことのない、純白の翼にからまる風質だ。まるで水の中を飛んでいるかのように。

　推進結晶体の推すい力りよくを得られない雷帝号では、この中を速く飛ぶことなどできやしない。でも……。

（水と同じ……？　だったら！）

　泳ぐように飛べばいい！　天華は携帯コンピュータを仕し舞まい、操そう縦じゆう桿かん中央の固こ定てい具ぐを外した。瞬間、操縦桿が十に分かれ、天華は指を絡からませる。雷帝号の二枚の翼つばさがぱらりとばらけ、五対ついの羽が左右に生まれた。前の機体「風帝号」より受け継ついだ、はばたきの機き構こうである。

「行っっっっっっけえええええええええええ────────ッ!!」

　腕さえ重く軋きしませる、ワイヤーで十枚羽と繫つながった操縦桿を操あやつって、天華は愛機を「鳥」と化した。液体のように重い風をしっかり摑み、雷帝号は泳ぎ出す。搔かき出した空気を蹴けり飛ばし、加速を始める。速く、速く──もっと速くっ！　指の骨や筋肉が悲鳴をあげるが、天華はかまわず愛機を飛ばした。

　まとわりついた風の精霊たちは、いつしか天華の味方になる。その声を、天華は肌はだで感じる？　卓たく越えつした天華の舞翼ライド操縦技術が、どうすればより速く飛ひ翔しようできるのかを機体を通して理解できた。

『姉様には見えなくても、ちゃんと精霊さんたちは、いつも側そばにいるんですよ』

　そんな妹の口くち癖ぐせを、ふいに天華は思い出した。

（これが……そうなの？　風があたしを助けてくれる。あたしの味方でいてくれてるっ。……白華とＧを救うために！）

　ありがとう！　天華は頰ほおやジャケットに触ふれる風に感かん謝しやしながら、羽に触れる感覚の教えてくれるままに愛機を操った。──そして。

　瞬またたく間に広大な外周通路を駆け抜けて、目標である集中管理室の区画へと行き当たった。

「あれがっ、Ｇと白華のいる区画!?」

　十枚の羽を一いつ斉せいに引き起こし、強きよう烈れつなエアブレーキを機体にかける。区画への幅はば数メートルもある扉が、口を開けて雷帝号を滑すべり込ませるスペースを空けていた。だが──。

「！　白華ああっ！」

　重じゆう厚こうな扉とびらの脇わきにぐったりとした妹の姿を見つけた刹せつ那な、純白の機体に衝しよう撃げきが走った。およそ人間一人分くらいの重さが、機体後部に落下してきたような響ひびきと共に。

　突とつ然ぜんのことにバランスを失い、展てん開かいした羽の一部と機体の底部が床とぶつかる。

　振ふり向いた天華の銀の瞳ひとみに飛び込んできた、機関部真上に降り立った相手とは──。

「ちょろちょろと鬱うつ陶とうしいぞ、人間」

　相棒と同じ無表情を張り付けた、【門ＧＡＴＥ】の力で出現した【幻ＧＨＯＳＴ】だった。







【幻ＧＨＯＳＴ】の蹴りが、純白の舞翼ライドの背中を叩たたき折る。極きよく力りよく軽くつくられた外がい装そうが、哀かなしい音を立てて砕くだけた。銀髪の少女を跨またがらせたまま、機体はくの字に折れ曲がる。

「……ごめん、雷帝号────っ!!」

　けれども乗り手である少女が取った行動は、この集中管理室の壁へき面めんへと収納された分厚い扉の角へと、機体をぶつけてやることで。舞翼ライドを支える、内部に真っ直ぐ通されていた心しん材ざいさえひしゃげさせ、機体は派は手でに衝しよう突とつした。衝撃で【幻ＧＨＯＳＴ】の乗った真下の機関部から飛び出すのは、風の精霊の力に満ちた青く煌きらめく推進結晶体である。

　──精命力で擬ぎ似じ的てきに肉体を造る精書に唯ゆい一いつ効果的なのは、精霊の力である。そのことは事前にＧが、相棒である少女に伝えておいたことだ。それを彼女はこの窮きゆう地ちに実じつ践せんしてみせたのだ。

（天華……！）

　自分の小さな体ごとべっこりとへこんだ床から這はい出し、黒鉄色の瞳でＧは【幻ＧＨＯＳＴ】とぶつかった推進結晶体を見る。【幻ＧＨＯＳＴ】の鼻先で輝かがやきを破は裂れつさせた三重連結晶体は、内部に閉じ込めた通常の三倍の量の風の精霊たちを吐はき出した。周囲の空気が反応し、突とつ風ぷうを越えた竜たつ巻まきを発生させる。精霊力に満ちた、真っ白な【幻ＧＨＯＳＴ】の肉体さえも貫つらぬく風の牙きばだ。

「なッ──」

　なんだと、と驚きよう愕がくの表情を張り付かせ、【幻ＧＨＯＳＴ】の姿が舞翼ライドの破片さえも飲み込んで巻き起こる、厚い管理室の扉を引きちぎるほどの荒あれ狂くるった暴ぼう風ふうに消えた。爆ばく風ふうだ。

　咄とつ嗟さにＧは疾しつ駆くして、《衝撃波グラビテイ》を叩き込む。爆風が動けぬ白髪の少女を巻き込まぬよう、打ち消す位置に。

　肉体を構成する限られた精命力が消しよう耗もうするが、それさえも補おぎなうほどの精命力の脈みやく動どうが伝わってきた。噴ふん煙えんの中から転がり出てきた、天華からのものである。

「きゃあああっ！」

「天華!!」

　止まらない彼女の背中を、飛びついてＧは抱だき留とめた。三度共に転がって、ようやく二人は管理室のシートのひとつにぶつかる形で停止する。

「痛たああ……さんきゅ、相棒っ」

「まったく、相変わらず無む茶ちやをするヤツだな、お前は」

「えへへ。でも、うまくいったでしょ」

　雷帝号が犠ぎ牲せいになっちゃったけど。潤うるむ銀の瞳は、その悲ひ嘆たんからくるものか。それとも単に軽い打ち身のせいなのか。

　Ｇにはそれがわかる前に、彼女はさっと涙を拭ぬぐった。まだ何も終わっていないことを、彼女だって知っているのだ。泣いたりするのは後でもできる──。

　勢いきおいを失って立ちこめる噴煙を睨にらみながら、彼女はこの無数のモニターが瞬またたく集中管理室で、駆け寄れば手の届く双子の妹へ向かいたい足をぐっと堪こらえる。「白華」と呟つぶやきながらも、Ｇの細い肩を強く摑つかんで。

「ごめんね、Ｇ……」

「？　天華」

「あたし、あんた一人にしちゃって。相棒なのにね。……あたしが冷静さを失っちゃ、ダメだよね。白華を助けなくちゃいけないのに。──あたし、もう揺るがないよ」

　Ｇの元に駆けつけた少女は、つい少し前に取り乱していた人物とはもう違った。落ち着き、Ｇと共に闘たたかうことをしっかりと胸に抱いて。

　──徐じよ々じよに、吹き荒れていた白はく煙えんが収まっていく。その中央から平然と姿を見せるのは、もちろんＧの完全体時とそっくりな容よう姿しをした【幻ＧＨＯＳＴ】である。

「賢さかしいが……この程度か」

　風にもみくちゃにされた真っ白な肉体はわずかに傷きずついていたが、割れた胸の中で輝く二つの精せい命めい核かくの力によって、瞬く間に傷口は修復された。

　けれどもＧも天華も臆おくさない。負けはしない。負けるためにここに揃そろったのではないのだから。

　天華の想いが、彼女から放たれる精命力を通して染しみ入るように、Ｇの中に入ってくる。

　それは常つねに彼女につきまとう、決して消えない「無力感」だ。

　錬れん精せい音おん痴ちとして生まれた少女──。幼い頃から己おのれの無力を嚙み締めて、天華は育った。誰もが錬精という力を手にできるという世界で、逃げられない孤こ独どくを突きつけられて。

　どうして自分は、なんにもできないの？　どうして力がないの？　どうして……。

（力が、欲しい。白華を救えるだけの力がっ！）

　天華の声がＧに届く。Ｇのことを「相棒」と呼ぶ銀髪の少女は、強く真っ直ぐに、今そのことだけを願っていた。

（……天華。本当は、俺はここにきてもまだ迷っている。だが）

　所しよ詮せん自分は「使われる」ためにつくられた、「道具」に過すぎない──。だから。

「天華、俺にお前の力をよこせ」

　Ｇは彼女の意志に従う。

　あらかじめ、この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』へと来るまでの飛ひ空くう艇ていの中で決めたとおりに。

「そうすれば俺はお前に力を与あたえる。……アルバルドがＳを使いこなすように」

　いいんだな？　訊きくまでもないことだが、Ｇは彼女に念を押す。ちくりとした後こう悔かいが、Ｇの空っぽのはずの胸を突いた。

　それでも、もう後あと戻もどりはできやしない。

「……。不完全体である俺を使いこなすには、相当の精命力を消しよう費ひする。精命力は人の意志と、命の力だ。だから下へ手たをすると、お前の生命すら削けずってしまうかもしれない」

　故ゆえに、これまでは躊ちゆう躇ちよしていた。躊躇せざるを得なかったのだ。

「だが、お前なら……きっと」

「──うん」

　いいよ。傍かたわらにすっくと立った銀髪の少女は即そく答とうする。

「相棒。あたしの……力になって！」

「そうか。わかった」

　Ｇももう躊躇ためらわない。

「もらうぞ、お前の精命力を！」

　Ｇは人間が息を吸い込むように、天華からにじみ出る精命力を吸い込んだ。裸はだかの腕うでをそっと取り、直接触れて吸収する。無意識のうちに踏み留めていた領りよう域いきすら超こえ、たくさん、たくさん、たくさん──。

　天華が呻うめいた。急きゆう激げきな消しよう耗もうが、彼女を確実に蝕むしばんでいる。それでも天華は歯を食いしばって耐たえる。力を得るために。

　そしてＧは道具として、彼女の想いをかなえることだけ強く願う。

　──二つの願いは重なり合って、ひとつになる。

　さながら、Ｇと天華の「相棒」という関係のごとく。







「精書を倒たおせるのは精書だけだ」

　そう言っていたのは、相棒のＧである。精書と闘たたかうためには、精書の能力を発はつ揮きするしかないのだと。

　白い【幻ＧＨＯＳＴ】が辺りに舞まう白い煙けむりを片手で軽く吹き飛ばし、突進してくる。右の拳こぶしを【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の力に包ませて。

　周囲の空気さえ歪ゆがませる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の攻こう撃げきが、的てき確かくに天華を狙ねらって突き放たれた。が──強く天華の手を握った相棒の、褐色の肉体が変へん貌ぼうする方が早かった。

　ぱらり、と少年の体が崩ほう壊かいし、天華の右腕にまとわりつくように、漆しつ黒こくの粒りゆう子しとなって再さい構こう築ちくを開始する。一呼吸もしない間に天華の腕を肩からまるごと覆ったのは、黒光りする【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】だ。

　急きゆう激げきに天華の精命力を吸収してつくりあげた、Ｇの新たな姿である。精神力と体力を一気に削けずり取られたようで、天華は思わず目眩めまいにふらつくが、【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】は勝手にふわりと動いた。突っ込んでくる【幻ＧＨＯＳＴ】の一撃を、素早く摑んで押さえ込む。

　相手の纏まとった【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】も、勢いさえも封ふうじ込め、しっかりと変化した相棒は見み事ごとに【幻ＧＨＯＳＴ】を真正面から受け止めた。

　なに、という驚おどろきの顔が、【幻ＧＨＯＳＴ】の無表情に取って代わった。

「これが、Ｇ……なの!?」

　もちろん天華も驚きよう嘆たんせずにはいられない。

　天華の肌に吸い付くように組み合わさった、細やかな装そう飾しよくの施ほどこされた漆黒の装そう甲こう。それは美しくもあり、またある種の凄すご味みを漂ただよわせる。天華がこれまで愛用してきた手てつ甲こうとはまるで異なり、あまりに軽く、あまりに華きや奢しやで繊せん細さいなつくりだ。

　それなのに、それは明らかに防ぼう具ぐとしての雰ふん囲い気きを持っていない。いわば、逞たくましい力そのもの──。

「あたしが手にした、精書の力……」

【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】を身につけている右腕は、まるで天華のものではなかった。子供の頃ころからＧに指導をしてもらい、叩き込んだ《手甲術ガントレツト・ガード》。その染しみついた体術と同じ動きをして、【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】は【幻ＧＨＯＳＴ】の腕関節をするりと決めて──叩き折った！

　もちろんがらんどうの擬似的な肉体を持つ精書に、そんなものは効果がない。それでも【幻ＧＨＯＳＴ】をひるませて、間合いを取らせるだけの効き目はあった。

「こんな力があったというのか」

　人ならば曲がってはいけない方向に曲がった右腕をすぐに修復させながらも、【幻ＧＨＯＳＴ】は天華と【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】とを見て唸うなる。

（闘えてる……闘えるんだ）

　警けい戒かいして距離をとった【幻ＧＨＯＳＴ】を見て、天華はやっと実じつ感かんした。

『そうだ、天華。俺はお前の力となった』

【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が唐とう突とつに震え、天華だけに聞こえる声を、肌を介かいして届かせる。

「Ｇ？」

『闘おう。俺と、お前で──』

「……もちろん！」

　集中管理室に居い並ならぶモニター群の明かりに装甲を黒光りさせ、天華は【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】の拳を握る。

　Ｇはここにいてくれている。今までのどんなときより、ずっと側そばに！　だから天華は闘うのだ。相棒の力と共に。しかし──。

「人間に依い存ぞんせねばならない不完全な精書だと聞いていたが。……そうではないということか」

　面おも白しろい、と【幻ＧＨＯＳＴ】が破は顔がんする。軽く笑った。いや、すぐに腹はらを抱かかえて大声になる。実に楽しく、愉ゆ快かいそうに。

　そこに、天華と変化したＧとに対する怖おじ気も何もありはしない。

　ただ最後に、笑うのをやめた【幻ＧＨＯＳＴ】が、真っ白な瞳をモニターに向けた。「残念だ」とおもむろに添そえて。

「ようやく【最強ＧＲＥＡＴ】の片へん鱗りんと相まみえることができると思ったが、惜おしいな。この闘いを悠ゆう長ちように楽しめるほどの時間がないのが」

「時間？　……あ！」

　どういうこと!?　と思わず詰きつ問もんしようとした天華だったが、すぐに【幻ＧＨＯＳＴ】の真意はわかる。

　煌こう々こうと点ともされた、びっしりと片側の一面を埋うめ尽つくす無数のモニター。そのどれもの脇わきに表示された赤い数値が、もう残り１０００を切っていた。

（あと……たった十六、七分!?）

『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』内のカメラが、赤毛少女と栗毛の少年補佐官とを追う。

　タイムリミットまでに遺跡施設の最西端区画までたどり着かねばならない二人であったが、走っていた動輪車サイクルがついに焼き焦こげた黒こく煙えんを吐はいて停止した。無限軌道を失っての回転する推進結晶体での直接走行に、ついに限界が来たのだ。

　仕方なく少年少女は車を乗り捨て、必死に駆け出す。……残りは、何キロあるのだろう？　雷帝号で飛んできたのが片道五キロほどはあったはずだ。二人が走るのは、あと三キロほどもあるだろうか。

　十三歳さいの少年と十四歳の少女の足で、果たして間に合うか──。

　だが。シエンたちよりも明らかに、窮きゆう地ちに追い込まれている者の様子がモニターの別映像で動いていた。

『獣化ビースト』したアルバルドの手に収まり、【剣ＳＷＯＲＤ】へと変へん貌ぼうして、いくつもの精書の手足を持つ「人型」とせめぎ合うＳ。けれども。

「!!　そんな、アルっ──！」




　　　　６




　かちかちかちと、鱗うろこのように左腕を形成する【刃物ＫＮＩＶＥＳ】が蠢うごめく。それが寄り集まり、何かの「形」となったときに、アルバルドは気付くべきだった。「人型」が何をしようとしていたかに。

　──『獣化ビースト』したアルバルドより、「人型」の【風ＷＩＮＤ】と【水ＷＡＴＥＲ】の足は速い。そのため【盾ＳＨＩＥＬＤ】で、この分岐路から先を行かせないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいで。アルバルドは焦あせっていたのだ。が、もう遅おそい。

「おぉおおおおおおおおおお────ッ!!」

　天華や部下の二人が、湾曲して東西に延びる通路の果てに完全に消えたことを確認すると、アルバルドは反はん撃げきに転じた。長引かせるのは、ひび割れに蝕むしばまれた精書Ｓによくないという判断である。

　六角形の小型の【盾ＳＨＩＥＬＤ】で「人型」の【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】の腕を叩き落とし、交こう錯さくする瞬間、長い足で鋭するどく蹴る。四し肢しを精書から引き出した力で代だい替たいする「人型」だが、胴どう体たいと頭は違う。華きや奢しやな女性のラインをみせる「人型」の体がわずかにのけぞる。

　その隙すきを逃のがしはしない。

「今だああっ!!」

　アルバルドの真っ直ぐな意志に呼応し、【盾ＳＨＩＥＬＤ】はすぐさま形を変えた。六角形の形状をさらりと解といて、精命力の粒子となって再さい構こう築ちくするのは、二メートルほどもある美しい【剣ＳＷＯＲＤ】である。

　その刀身にひび割れさえも包み込む眩まばゆいばかりの閃せん光こうを宿し、アルバルドは『獣化ビースト』の全筋力を奮ふるい起こして、稲いな妻ずまのごとく踏み込んだ！　閃光が何物をも切せつ断だんする、Ｓの【一振りＳＬＡＳＨ】を食らわせようと。

　だが、硬こう質しつな音を立てて、アルバルドの【剣ＳＷＯＲＤ】が襲い来る「人型」と触れ合った瞬間──。

　避よけきれぬことを悟さとった「人型」の左腕が、ひとつの大きな【鍵ＫＥＹ】になる。【鍵ＫＥＹ】は【剣ＳＷＯＲＤ】とぶつかり合い、捻ねじられた。

　とたんに刀身に纏った閃光を消すのは【剣ＳＷＯＲＤ】の方だ。【一振りＳＬＡＳＨ】の斬ざん撃げきとして放たれるはずの輝きが失せ、斬きれない。【鍵ＫＥＹ】のままの【刃物ＫＮＩＶＥＳ】に弾かれ、踏み込む勢いを殺しきれずに、アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】と共につんのめり、ごろごろと埃ほこりまみれの床を転がる。何が起こったのか、最初はまったくわからない。

「そんな……な、なんだよ、これ！　Ｓっ!?」

　追つい撃げきされぬようすぐに跳はね起き、とにかく「人型」から離れる。分岐路を背にしたアルバルドの足が、下がりすぎて大通路の行き止まりまで達してしまった。

　アルバルドのシャツを、滲にじんだ脂あぶら汗あせが重く濡ぬらす。手の中にある【剣ＳＷＯＲＤ】に輝きはない。軽やかに振れたはずの刃は重く、アルバルドの背せ丈たけほどもある見た目と相そう応おうの重量を急に宿した。──Ｓの助力が消失した？

【沈黙ＳＩＬＥＮＣＥ】の属ぞく性せいを持つＳだが、明らかにそれとは違う。いきなりの変化にアルバルドは悟ってしまう。

「今の……ヤツの攻こう撃げきのせいなのかよっ」

【鍵ＫＥＹ】をかけられた！　アルバルドは直感でそう理解する。そう、Ｓの能力が発はつ揮きできぬよう、【封ＫじＥ込ＥめＰ】られたのだ。

　わずかに【接触ＫＩＳＳ】した、それだけで──。

「これが精書の力だってのか！」

　改めてその破は格かくの能力を見せつけられ、アルバルドは狼ろう狽ばいする。

　その前へと「人型」が歩を踏みしめ、ゆっくりと距きよ離りを詰つめてくる。

（……笑った……？）

　アルバルドの空色の瞳は、なぜかそんな気配を感じた。頭部を丸ごと覆おおい隠かくすつるりとしたヘルメットにより、「人型」の表情はわからない。けれど、笑ったのだ。唯ゆい一いつの武器を封ふうじられた獲え物ものを狩かるのが、たやすいと。

　それが逆に、恐きよう怖ふで凍こおり付いていたアルバルドの血を、カッと熱く煮にえたぎらせた。

（こいつ、バカにしたのか……オレを！）

　汗に濡ぬれた、重いＳの柄つかを握る手を持ち替える。バカにされることはしょっちゅうある。特に、銀髪のあの幼なじみの少女とかに。

　けれどそれは、アルバルドが剣を抜いていないときだ。

　──アルバルドは剣聖だ。錬精と剣技に長たけたものだけが成り得るその頂点に、剣の技術のみでのし上がった男なのだ。

　その誇ほこりは、誰にも踏みにじらせはしない。なぜならアルバルドは、まだ【剣ＳＷＯＲＤ】を握りしめているのだから。

　力を失ったとはいえ、Ｓの【剣ＳＷＯＲＤ】はここにある。身の丈たけよりも長い刃やいばを腰こし溜だめに低く構え、アルバルドは八や重え歯ばの隙すき間まから低い咆ほう吼こうを押し出す。闘う意志を失わない、獣けもののごとく。

「人型」が動いた。アルバルドは動かない。細められた空色の瞳は、一点でなく全体を一度に見つめる。

　伸しん縮しゆく自じ在ざいの【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】の腕が、【渦ＶＯＲＴＥＸ】の蹴りと共に放たれる。だがそれがフェイントであることをアルバルドは容よう易いに読んだ。わずかに踏み込み、最小の動作で二つの攻撃の隙間をすり抜ける。目もくらむような輝きに金髪が焦こげ、避よけきれなかった【渦ＶＯＲＴＥＸ】の【旋風ＶＥＲＴＩＧＩＮＯＵＳ】が脇わき腹ばらをえぐり、シャツを破って血に染そめるが関係ない。

　こちらが何もできないと思い、甘あまく見た大振りの攻撃を紙かみ一ひと重えでかわしきった。──そして。

「あああアアアアアアアアアアアアア──────────!!」

　アルバルドは全力で【剣ＳＷＯＲＤ】を薙ないだ。下段から上段へ、斬撃が斜ななめに走る。それは反射的にのけぞった「人型」のヘルメットに鮮あざやかな火花を散らし、切り裂さいた。

　中身までには届かない。思ったよりもヘルメットが硬かたかったことが災わざわいした。けれど、アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】を伝わる確かな手応えに唇の端をゆるめた。抜ぬけ殻がらのようなこのＳの【剣ＳＷＯＲＤ】でも、闘い用は十分にあるのだと。

「見たかあっ！　──次は、確実に当ててやるッ」

【剣ＳＷＯＲＤ】を構え直し、アルバルドは逃げるように飛び退のいた「人型」に向かって宣言してやる。血の滲にじむ脇腹の傷きず口ぐちを、『獣化ビースト』による増加した筋肉で無理矢理塞ふさぎながら。

　と、しかし。アルバルドの表情は、割れたヘルメットを落とした「人型」が振り向いたとき、真まっ青さおになる。「そんな……！」と驚きで息が詰まった。

「う、ウソだろっ!?」

　真っ二つに割れたメットの中から現れたのは、黒髪の乙女おとめの顔だ。まだどことなく幼さは残す、琥こ珀はく色の瞳を持った、どことなくアルバルドにも見覚えのある。

　それは──。







「……ぷ、プロテえぇえっ!?」

　モニターを通して集中管理室からアルバルドの戦せん闘とうを見て、天華は驚く。右腕を覆う漆しつ黒こくの【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となった相棒と共に、映し出された光景に釘くぎ付づけになった。

　白しろ装しよう束ぞくの【幻ＧＨＯＳＴ】が背にした、カウントダウンの数値が光る、大小のモニター群ぐん。そのいくつかが「人型」の割れたヘルメットから覗のぞいた、黒髪の乙女の顔をアップで映した。

　三ヶ月ほど前、天華やアルバルドたちと共に潜せん入にゆうした、七万キロもの高さを誇る軌き道どうエレベーター遺跡。そこで今は、防ぼう衛えい機き構こうのひとつとして修復されて働いているはずの、生体部品と機き械かい頭ず脳のうでできた「プロテ」という名のロボットである。

　確かに、修復されたのだろう。その顔も、ぴっちりとしたスーツに包まれた肉体も、天華たちが知る未み成せい熟じゆくな子供の体ではない。完全に成熟したサイズにまでなっている。

　それが逆に天華には、本物である、という確信の要よう因いんにしか見えなかった。

「どうして、どうしてプロテがこんなところにっ。……ううん、なんで──あたしたちの敵てきになってるの!!」

『待て、天華。落ち着け』

　Ｇが【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】として密みつ着ちやくしながら、すぐになだめる。

『あれがプロテだという証しよう拠こはない。単に旧きゆう精せい紀きに量産された、プロテと同型の機械の可能性も……』

　本物か偽にせ物ものかどうかは問題じゃない。今ここで動じるな、という的てき確かくな相棒の補ほ佐さである。しかし。

「あの機械人形と知り合いか」

【幻ＧＨＯＳＴ】が背後の大型モニターを仰あおぎながら、偶ぐう然ぜんの真相を明かし始める。

「お前たちより一日早く『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の機能に感知されることなく、侵しん入にゆうしてきたのがアレだ。叩きのめしたついでに手足を引っこ抜き、精書どもをまとめて与えてみたんだが」

　意外と役に立つものだな。などとのたまう【幻ＧＨＯＳＴ】の意志の元で、変わり果てたプロテが走る。四肢のかわりに与えられた、精書の力で攻撃して。

　中身がプロテであることを目まの当たりにしたアルバルドが、あっという間にモニターの中で追い詰められた。

　アルバルドは最強の剣士の一人だが、なにぶん心が優しすぎた。躊躇ためらいに剣先が揺ゆらぎ、精神の動どう揺ようは動きの鈍にぶさに繫つながってしまう。

【鍵ＫＥＹ】に封じ込められた精書Ｓの【剣ＳＷＯＲＤ】と共に、アルバルドの体がプロテの突とつ進しんを止められず、【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】に焼かれて宙に舞まった。

　アル、という言葉さえ、天華は発することができなかった。

『本物だというのか！』

　Ｇがまだ信じられない、と可能性を否定する。

　けれど──天華は鼓こ動どうを抑おさえ、がくがく震ふるえる。

　わかってしまった。【幻ＧＨＯＳＴ】の告げた内容により。

（メールだ……あたしが、軌道エレベーターに出したメールが、こうなっちゃった原因なんだ……）

　──精霊都市から飛び出した直後、天華は白華を救いたいという一心で、わからない『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の居い場ば所しよを見つけるために、軌道エレベーターの頂上にいる『三重賢者トリニテイ』の元にまで一通のメールを出した。

　もちろんメールを受け取った軌道エレベーター側は、天華の頼たのみを聞き入れて、何らかの反応を見せたはずだ。

　たとえば。下へ手たをすれば相手に届くだけで数日もの時間差を生む衛星回線メールをもどかしく感じて、メールより早く行動のできる、一体の防衛用ロボットを送ることとか。

　いや、そのロボットは『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の場所を天華に教えるのではなく、先に遺跡に潜もぐり込んで、極ごく秘ひに白華を救出しようとしたのか──。

「あたしの、せいなんだ……！」

　鮮せん血けつの飛沫しぶきを飛び散らせ、アルバルドの体が転がる。そんな彼を容よう赦しやなく追い詰める、「えとえとえと」といったどもり癖ぐせを持つ機械少女の猛もう攻こうを、モニター越しに傍ぼう観かんするしかなくて。天華はＧと共にありながら、今にも頽くずおれそうになった。







『……ああ、ああ……。倒す。倒さなくちゃ……ワタシ、ワタシワタシ』

　どこかに集音機があるのだろう。ぶつぶつとしたプロテの呟つぶやきが、【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となったＧにも聞こえる。

　銀髪の少女の右腕に張り付いた、変へん貌ぼうを遂とげたＧにはようやくわかる。モニターの前に立った白い【幻ＧＨＯＳＴ】と、遠く距離を隔へだてた映像の中のプロテの間に、ある力の結びつきがあることに。

　天華の精命力を大量に吸収し、不完全であった欠けつ損そんをかなり補おぎなえたからだろうか？　モニター越しでさえ、改めてＧは感じる。プロテの体に仕し込こまれたからくりに。

　右肩には精書Ｅが埋うまって【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】を、左肩にはＫが【鍵ＫＥＹ】からまた、無数の【刃物ＫＮＩＶＥＳ】へとばらけて戻った。足の付け根にあるのは、【風ＷＩＮＤ】と【水ＷＡＴＥＲ】を【無茶苦茶ＷＲＥＣＫＥＤ】に振り回すＷと、それらを【渦ＶＯＲＴＥＸ】としてまとめるＶだ。が、それだけではない。見えてない部分──体内にも、まだ四冊もの精書がねじ込まれていた。

　そもそも全部で八冊もの精書そのものを【内Ｉ包Ｎ】させるのは、精書Ｉの能力である。

　さらにロボットであるプロテに精書の力を【同調ＵＮＩＳＯＮ】させ、【行使ＵＳＥ】できるようにしているのは精書Ｕだ。また彼女の頭脳を、Ｎの【悪夢ＮＩＧＨＴＭＡＲＥ】が支配している。全すべてを敵だと認にん識しきさせて。

　そんな彼女を思い通りに【乗ＪっＡ取ＣるＫ】のは、Ｊによるもので。そうしてＪを思い通りに制せい御ぎよする力が、管理室の一面のモニターの明かりを受ける、白い【幻ＧＨＯＳＴ】の左に握った拳の中に繫つながっていた。

　闘いでは決して使用してこなかったそこに、Ｇは力の煌きらめきを感じる。

「アレは便利な人形だ。適てき当とうに集めた精書たちをくっつけただけだが、よく動く」

　その左手を介かいして、プロテを操っているのか。白い【幻ＧＨＯＳＴ】は軽く鼻で笑った。

「俺に従う気のなかったＦとＱは処分したが、それ以外の八つもの精書の力を前に、人間一人が勝てるものか──」

「……ああっ、アル!!」

　天華が悲ひ痛つうな声を漏もらした。モニターの中で、ついにアルバルドが動かなくなる。

　いや、まだ彼は立つ。【剣ＳＷＯＲＤ】を握り、プロテを斬り捨てることを躊躇ためらいつつも、決して敗北が許されないのを知っているから。

　けれども時間の問題だ。なら──。

『天華！』

　Ｇは震える少女に活かつを入れる。プロテを操るのが【幻ＧＨＯＳＴ】ならば、倒すしかない！

　いや、アルバルドの元に駆けつけることができない自分たちにできるのは、ここで【幻ＧＨＯＳＴ】と闘うことだけなのだ。

　銀髪の少女が行動を開始するより早く、Ｇが口火を切ってやる。【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】に覆われた彼女の右腕を動かして、滑なめらかでありながら、研とぎ澄すまされた五指の切っ先を【幻ＧＨＯＳＴ】に向けた。

　が、そのとき。

『……何？』

　Ｇは初めて、闘いに巻き込まぬよう後ろに庇かばった白髪の少女の、必死に動かされる唇の動きに勘かん付づいた。







　えっ。不思議なことに、Ｇの感覚を肌を通じて共きよう有ゆうするようで。天華ははっと我われに返る。

　振り向かなくとも見えるようだ。掲かかげた右の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】のＧが、かわりに見てくれているから。

　その視界の中、天華たちから十メートルは離れた真後ろにいる白華が、何かを告げようとしていた。それは……？

『Ｍ、だと!?』

【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となった相棒はようやく、磔はりつけになった彼女の伝えようとする意味をつかんだ。そうか！　という閃ひらめきと共に。

『なぜ【幻ＧＨＯＳＴ】が精書を使っているのか、わかったぞ。アイツは……』

「Ｍから精命核だけを取り出して、無理矢理【使い手ＭＡＳＴＥＲ】の属性を引き出してるってこと!?」

　感覚を同じくする天華が、行き着いた答を口にした。つまり、と相棒と同時にどうすればいいかを悟って。

　アルバルドを追い込もうとするプロテを止めるには、精書の力を奪うばえばいい。そして彼女に埋め込まれた八つもの精書を操っているのは──Ｍの精命核を潰つぶした欠片かけらを左手に握りしめた、白い【幻ＧＨＯＳＴ】なのである！

（じゃあ、少なくともその欠片さえ奪えれば……）

『やるぞ』

　短くＧが合図する。だがそれだけで、天華は彼がどうしたいのか全てわかった。

　右肩から指先までを完全に覆っていた【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が蠢うごめき、肩の辺りから三分の一ほどが分ぶん離りする。それはＧが精一杯分けてくれた、天華のための装そう甲こうだ。愛用の手甲とほぼ同じサイズに分かたれた装甲は、裸はだかの左腕にくっついた。

『一撃でいい。あいつの左手を砕くだき、俺が届けば──』

　その隙すきを、天華が与えてくれるなら！　Ｇの願いが天華に伝わる。

　そしてそれは、天華の願いでもあった。

「行くよっ、相棒ー!!」

　天華は自分の割り振られた役目をしっかりと受け止めて、モニターの光が見下ろす【幻ＧＨＯＳＴ】の元へと疾しつ駆くする。右腕の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が勝手に動き、牽けん制せいで放たれた相手の【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の壁を引き裂さいた。と、天華の左側から【幻ＧＨＯＳＴ】の白い腕が伸びる。開けない左手のかわりに襲おそい来る、【幻ＧＨＯＳＴ】の右手だ。

「ここだァっ!!」

　天華は瞬間、【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】の相棒と呼吸を合わせる。【幻ＧＨＯＳＴ】の拳こぶしを、天華は自分の左手一本でさばく。相棒から学んだ《手甲術ガントレツト・ガード》の、受け流しの極ごく意いを使って。全身で踏ん張るのでなく、相手の攻撃に逆さからわず、逸そらすのだ。

　天華はＧの意志から分離した左腕の装甲のみを使い、【幻ＧＨＯＳＴ】の攻撃をきれいにさばききってやった。

　そうして、攻撃が空を切った【幻ＧＨＯＳＴ】の体に隙が生まれた。そこをＧは逃さない。

　拳を泳がせた【幻ＧＨＯＳＴ】の死角をついて、漆黒の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】がその左腕を摑つかんで──砕くだいた。

（やった、Ｇ！　……えっ）

　だが、擬ぎ似じ的てきに肉体を構成する精命力の粒子と化した【幻ＧＨＯＳＴ】の手の中から飛び出した、小さく圧あつ縮しゆくされた精命核の煌きらめきを【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が素す早ばやく摑んだ刹せつ那な。

　天華とＧの意識は、飛んだ。

　──モニターの瞬またたきよりも眩まばゆい、空白の光の中へ──。
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　なん、だ……これは……？　気が付けば、Ｇは突とつ如じよ包み込んだ、靄もやのかかったような世界に一人いた。

　そこにいるのは自分だけだ。天てん華かは？　Ｇはすぐさま、自らが【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となって張り付いているはずの、銀ぎん髪ぱつの少女のことを思い出す。が、彼女の姿はどこにもない。

　それどころかＧの肉体はいつの間にか、漆しつ黒こくの【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】ではなくなっていた。人の形だ。

　しかしそれは、褐かつ色しよくの肌はだを持ついつもの小こ柄がらな少年ですらない。手を開いて見た自分の体は、まるで見み覚おぼえのないものになっていて──。

（どういう……ことだ）

　何かが起こった？　それだけがなんとなくＧにわかった。でなければこんなことになるはずがない。

　天華はどこへ行ったのか。敵てきである【幻ＧＨＯＳＴ】は？　濃のう霧むのごとき乳にゆう白はく色しよくの風ふう景けいは、一歩先とて見通せない。今どこに自分が立っているのかさえ。他ほかにいる誰だれかの影かげすらわからなかった。

　いや、もしかして……。

（俺おれだけなのか？）

　考え違ちがいをしていた可能性に強こわばった。天華たちがいなくなったわけじゃない。

（俺の方が、いなくなってしまったというのか……？）

　わからない──。困こん惑わくがＧの中にあふれ出た。けれど状じよう況きようの飲み込めないＧの視し界かいで、徐じよ々じよに靄が晴れていく。白さがすぐに透とう明めいになり、辺りの風景が見えてきた。

　それは先ほどまでいた、集中管理室とはまるで違う景色けしき。が、Ｇはすぐに疑ぎ問もんを忘れる。

　自分自身のことさえも。

（俺は……俺は……誰、なんだ……？）

　何の前まえ触ぶれもなく変わり果てた世界と共に、変へん質しつしたＧは自らを見失い、しかし──そんなことすら忘ぼう却きやくした。

　その感かん覚かくに、まずい、と思う心をかすかに連れて。

（……俺が俺で、なくなる──）







「Ｇ!?　Ｇっ、どこにいるのッ！」

　どういうことなの!?　天華は状じよう況きようが飲み込めない。

　辺りの靄が晴れてきても、右腕うでに【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となって張り付いていたはずの相あい棒ぼうはどこにもいない。いや、いったい何い時つ、天華の腕から消えたのか？　それすらまったくわからなかった。

　あの【幻ＧＨＯＳＴ】の左手に漆黒の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が食い込んだ瞬しゆん間かん、大きな衝しよう突とつ音おんと共に真っ白な光が生まれた。と思ったら、いつしかここに天華はいた。

　急きゆう速そくに澄すんだ空気は、瞬まばたきをしているうちに周囲の風景をくっきりと見せてくれる。

　そこは明らかに、さっきまで立っていた集中管理室ではない。振ふり返っても【幻ＧＨＯＳＴ】どころか、囚とらわれの身であった白華の姿すらありはしない。モニターの輝かがやきがずらりと並ならんだ壁かべも消え失せ、かわりに広々とした空間が広がっていた。

　ここはゴム質の床ゆかで塗ぬり固められた、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』内。湾わん曲きよくする、幅はば五十メートルはある外がい周しゆう通つう路ろの一角だった。

　ただし今まで見た『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の様子とは、まったく似にて非ひなるものだ。

　まず、足元に溜たまっていたはずのうっすらとした埃ほこりがない。それと、壁や高さ十メートルはある天てん井じよう部ぶをびっしりと覆おおい尽つくしていた、枯かれた蔦つた植しよく物ぶつがなかった。

（天井の照しよう明めいも暗い……。非常用か、省しようエネルギーモードってコト？）

　そんな天井も壁へき面めんも、磨みがかれたように真新しい光こう沢たくを持つ、硬かたい樹じゆ脂しパネルの表面を見せていた。複ふく雑ざつ怪かい奇きに刻きざまれた、何かしらの模も様ようを蔦のかわりに纏まとわせて。それは……？

「これ、まさか。……錬れん精せいの？」

　壁際まで駆かけ寄よって、壁の模様を確かめる。錬精音おん痴ちの天華ではあるが、その独どく特とくの模様構造は帝てい國こくにもありふれていたせいか、なんとなく判別できる。自然界に存そん在ざいする精せい霊れいたちの助力を得るため、彼らの力を導みちびくために描えがかれた、ある法ほう則そくに従したがった図形や文字のパターンだ。

「な、なんで、こんなものが……？」

　天華は何度も銀の瞳ひとみを手で擦こすった。信じられない！

（ううん、そりゃ確かに、Ｇたち精せい書しよをつくったこの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』に、錬精の技術があるのは妙みようなことじゃないけれど）

　でもこの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』内は──あまりにも、天華たちがさっきまでいた場所とは違ちがいすぎた。

　と、そのとき。天華は決定的に違い和わ感かんの源みなもととなっているものを目まの当たりにする。それは、自分の格かつ好こうだ。

　目を擦こすった手と壁面の錬精紋もん様ように伸のばした腕に、壊こわれたはずの、軽けい金きん属ぞくでできた手てつ甲こうがあった。Ｇの変わった【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】ではない。天華が相あい棒ぼうと二人きりで精霊神しん殿でんを飛び出したときに愛用していた、軍ぐん施し設せつの軟なん禁きん生活の果はてに壊こわしてしまった、あの防ぼう具ぐである。

「これ……なんであたし、装そう備びしてるのっ!?」

　それだけではない。花はな嫁よめ衣い装しようのドレスを千切った衣服が、スカートにシャツの出で立ちに変わっている。焼やけ焦こげて裾すそがボロボロになったコートまでもが、新品同様になっていた。これは……。

「まさか、夢ゆめの中、ってことなの……？」

　漠ばく然ぜんとそんなことを思いながら、天華はその場から歩き出す。ここにいつまでも突つっ立っていても仕し方かたがない。

（夢なのか現実なのか──はともかく、どうなってるのか調べなくっちゃ！　でも）

　いや、夢にしてはおかしすぎる。天華はなんとなくそう思い直した。なにしろここは、夢にしては妙みように鮮せん明めいすぎる世界だ。

　周囲の様子から、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』内であることは間違いないようだけれど。

「……様子が違いすぎるよね……」

　──ふと。そんな天華の耳に、物音が捉とらえられた。それは、人の足音だ。

　比ひ較かく的てき体重の軽い誰かが、てってって、と通路をこっちに走ってきていた。それは──。

「Ｇ？」

　と天華は咄とつ嗟さに思う。彼くらいの子供の足音であった。そして間違いなく、薄うす暗ぐらい通路の向こう側から小こ柄がらな人ひと影かげがひとつ、ひょっこりと顔を出した。

　壁面の模様を眺ながめながら近づいてきたそれは、明らかに十歳さいくらいの子供の影だ。

　が、子供は天華に気付くと、まるでびっくりしたようにいきなり背を向け、逃にげ出した。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　天華は大おお慌あわてで子供の背中を追いかけた。Ｇと同じ、黒い髪かみの男の子だ。

「Ｇっ──Ｇなのッ!?」

　もちろん子供の足では、天華の脚きやく力りよくに勝てやしない。あっという間に追いついて、天華は飛びつくようにして彼を捕とらえた。

　手甲をつけた腕の中に抱だきしめたそれは、小柄な少年で。

　しかし、肌はだの色は見み慣なれた褐かつ色しよくではなかった。

　白い肌と深ふか紫むらさきの眼まな差ざしを持つ、まったく見知らぬ男の子である。

　わあ！　と天華は男の子を解放する。

「ごっ、ごめん！　知ってる相手だと思って……」

「わ、わ、わ、ごめんなさいごめんなさい！　ぼく──あれっ？」

　いきなり謝あやまったのは、天華の方だけではなくて。男の子もぺこぺこと頭を下げた。が、すぐに顔を上げて、まじまじと深紫のつぶらな瞳が見つめてくる。

「……。おねーちゃんのその格好、もしかして、施設の人じゃないの？」

「え？　施設、って……」

『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』のことかな。天華はおおよそのところを推すい察さつする。と、「ほら」と男の子が自分の無地で揃そろえた味あじ気けないデザインの衣服を見せる。

「おねーちゃん、制服着てないから。……ああ、そっか！　おねーちゃんもぼくたちみたいに、ここへ連れてこられたんだね！　でもかわった服だね。おねーちゃんは、どこのシェルター都市から連れてこられたの？」

「？　へ？　いや、あの、その」

「──そうだ。もう番号はもらった？」

「ば、番号？」

「んもう、なーんにも知らないんだね、おねーちゃんって。……そっか、ぼくの方が先に連れてこられたから、ここじゃあセンパイなんだね。アハハハ」

　ほら。男の子は朗ほがらかに笑うと、天華の手をきゅっと握にぎった。ころころと表情の変わる、天てん真しん爛らん漫まんな子供である。

　しかし彼はすぐに、「し───っ」と短い人差し指を一本立ててみせる。静かにして、の合図だった。

「えっ。な、なんで？」

「見つかっちゃダメだよ。ぼく、大人おとなの目を盗ぬすんで、こっそり滞たい在ざいブロックから出てきたんだ。んーん、ぼくだけじゃないよ。……何人か、消しよう灯とう時間に紛まぎれて出てきてるはずなんだっ」

　だから、行こーよっ。男の子は天華を引っ張り、外周通路を進もうとする。

　天華にはさっぱり、どうなっているのかわからなかったけれど。

（目を盗んできた？　こっそり？　……って）

「でも……この施設の監かん視しカメラとかが、動いてるんじゃ」

「それ、心配ないよ。グランのおにーちゃんが──あ、グランおにーちゃんって、ぼくたち『番号付きナンバーズ』の年長者なんだけどね。そのおにーちゃんが言ってたよ。施設が正式に稼か働どうするのは、明日あしたの実じつ験けんのときだって。それまでは動いてないから」

　ね？　と男の子は、最低限しか点ともされていない照明を指さして説といてくれる。

「だからさ、試すんだ。……ぼくたち選ばれた『番号付きナンバーズ』の力ってヤツを！」

『13』と数字が書かれた、シャツの襟えり元もとのプレートを見せびらかしながら。







　……なんばーず？　試ためす？　天華には、さっぱり意味がわからない。

「ふーん。おねーちゃんは、ここにきたばっかりだから、まだ番号をもらってないんだね。でも明日になればもらえると思うよ」

　そんな天華を訝いぶかしむことなく、男の子は勝手に解かい釈しやくをして、天華を引ひっ張ぱりとにかく通路を進んでいく。

「とにかく一いつ緒しよに行こーよ。すっごいの見せてあげるからさっ」

　その気になればすぐにふりほどける程てい度どの、子供の力だ。が、あてのない天華には逆さからうだけの理由がない。

　それよりも男の子と行動を共にしながら、薄うす暗ぐらい通路の奥おくに相棒の姿を探さがした。

（どこかにいるよね、相棒っ）

　わけのわからない場所に潜もぐるのは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの常つねだ。そこで最も大切なのは、落ち着いて周囲を観かん察さつすることであるのを、天華はようく知っている。しかし広い外周通路のどこにも、見知った小柄な影はない。

　と、やがて湾わん曲きよくした大通路を歩いた果はてに、解放されたシャッターが見えた。

　見覚えのある、高さ十メートルの通路の上までぱっくりと口を開けたそこは、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の中心にある、直径数キロもの規き模ぼを持った円形区画への入り口。──アルバルドがプロテと闘たたかっていた遺い跡せき分ぶん岐き路ろの、固く閉とざされていたはずのシャッター正面だ。この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の海中入り口から延のびた通路がぶつかって、左右に分かれるところである。

　けれどもそこに、幼なじみの青年も、操あやつられたプロテもいない。

　かわりに、解放されて広大な円形空間を覗のぞかせるシャッターの陰かげに、薄暗い明かりさえも避さけて、幾いく人にんかの小さな人影たちが集まっていた。

　天華を引っ張る男の子と同おない年くらいの、少年少女たちのようだ。

（Ｇは……いないか）

　男の子と同じ、無地の服を着た五人ほどの集団だ。しかし皮ひ膚ふの色や顔立ちなどは、まちまちなようである。大人になれば彫ほりの深くなりそうな、鼻の高い少年がいた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子がいた。黄色がかった肌をした、中性的な子もいる。

　だがそこに、褐色の肌を持つ者はいなかった。

「遅おそいよミスト。……って、だれ？　その人」

　シャッターの内側に隠れるように円えん陣じんを組んで座すわり込んでいた子供たちは、「ミスト」と呼んだ男の子が連れてきた天華を見て、警けい戒かいの気配をつくる。

「だいじょぶ、このおねーちゃんはぼくらと同じ、外からきた人だよ」

　施設の人じゃないから。ミストという名の男の子がそう告げると、緊きん張ちようしていた空気がほぐれた。薄い暗がりの下で、ミストを含ふくめた六人の男女が「そんなことよりっ」と小さな頭をくっつけ合う。

　突とつ然ぜん加わることになった天華のことなど、あまり気にしていない様子だ。むしろ誰もが興こう奮ふんを隠しきれず、はやる気持ちを抑おさえている。

「さっさとやっちゃおうよ。みんな、ちゃんと持ってきた？」

　ミストが切り出し、全員が頷うなずいた。と、小さな円えん陣じんの中に出されるのは、各々がシャツの中やポケットに隠し持っていた、様さま々ざまなモノである。

　くしゃくしゃになったメモの束たばに、太いペンが数本。天華が使っているものより小型で薄うすい携けい帯たいコンピュータに、大人おとなの小指ほどのサイズのデータ・チップ。

　そしてミスト少年が最後に、紙切れに挟はさんで持ってきた一枚の葉っぱをみんなに見せた。

　それに、天華はどことなく見覚えのあるような気がした。いや──確かに見たことがある。

「蔦つた植しよく物ぶつの葉……？」

「そう。滞在ブロックの大おお広ひろ間まに飾かざってあったヤツを、一枚ちぎってきたんだ。これならいけると思って」

　だよね、とミストは子供たちに同意を求める。

「自分で考えたみたいに言わないの。蔦植物なら土がなくても水があればって言ったの、アタシでしょー？」

　ミストより少し年長な、ボーイッシュな女の子が口を尖とがらせる。へへ、とミストが頭を搔かいた。

「でも、ほんとにできるのかな。水って言っても、この施設の側そばにあるのは海水だよね」

「海水でも水の精であることにはかわらないよ。呼び込めばきっと、力を得られるって」

「じゃあ図形パターンは、これとこれかしら？」

「……それと、光も招まねかなきゃ。非ひ常じよう灯とうの明かりの精を、きっと必要とするから」

　口々に子供たちは相談しながら、携帯コンピュータでデータ・チップを読み込んで、ペンを持って腰こしを上げる。シャッターの外側にあるゴム舗ほ装そうのされた床ゆかに、手分けをして図形を描き始めた。

　その会話も作業も、天華にはちんぷんかんぷんだ。──だが。

「まさか……錬れん精せい術じゆつ？」

　壁面に刻きざまれたものと、ある種共通する意い匠しようを読み取り、天華は思わず声をあげた。

「そうだよっ。『番号付きナンバーズ』として選ばれたぼくらが、明日の実験より先に、世界で初めて理り論ろんを実じつ証しようしてみせるんだ。大人たちをびっくりさせるためにねっ」

　ペンのインクで無地の衣服を汚よごしながらも、ミストが元気よく応こたえてくれた。しかし天華は混乱する。どういうこと!?

「錬精術を世界で初めて、って……そんなの」

　新しん精せい紀きではありふれたものなのに。使えないのは術式の知識のない異い種しゆ族ぞくや、人間種では天華のような、錬精音おん痴ちな者だけなのに──。

（あたしは、いったいなにを見てるの？　この世界は……なんなのッ！）

　わからない。天華はただ呆ぼう然ぜんと、事の成り行きを見守るだけ。

　唯ゆい一いつ理解できるのは、きっとこれが、現実ではないということのみ。

（どうなってるの、Ｇ！　──白はつ華かあっ！）




　　　　２




（姉様……Ｇくん！）

　巻き付く細い鎖くさりで、引き裂さかれたような天てん井じようから落ちた鋼こう鉄てつの建けん材ざいに縛しばり付けられた白はつ華かは、姉たちの身に何が起こったのかをしっかりと目もく撃げきしていた。

　無数のモニターの並ならぶ集中管理室の冷たい床に、銀髪の少女が倒たおれていた。その側そばに、いきなり剝はく離りした【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】のＧを転がして。

　二人はぴくりとも動かない。仰あお向むけになった姉の顔が白華の方を向いていたけど、銀の瞳は死んだように閉ざされている。ＧはＧで、【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】の姿から少年の形をとるわけでもなく、書物に戻るわけでもない。

「どういうことだ……」

　Ｇによって、左手に握にぎっていたＭの精せい命めい核かくの欠片かけらを奪うばわれた【幻ＧＨＯＳＴ】が、粉こな々ごなに粉ふん砕さいされた腕を再さい生せいしながらＧに近づく。

　人間である天華には目もくれない。白い瞳が見み据すえるのは、精書であるＧだけだ。

「奪うばわれた瞬しゆん間かん、Ｍの精命核と反応し、融ゆう和わしたのか？」

　漆しつ黒こくの【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】を拾ひろい上げ、しかしその指の中に輝かがやきを放つ、潰つぶして変質してしまった精命核の小さな欠片がないことに、【幻ＧＨＯＳＴ】は無表情な面をわずかにしかめる。つまらなさそうにＧを捨てると、床に落ちる寸前、凄すさまじい蹴けりを放った！

【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】は轟ごう音おんと共に跳はね上がり、一部が裂さけた天井をさらに壊して落ちてくる。それでもやはり、Ｇは目覚めやしなかった。

　──なぜなのか。金色の特別な『龍りゆう眼がん』を持つ白華は、全すべてを見た。だから、わかる。

　Ｇと【幻ＧＨＯＳＴ】がぶつかり合ったあの瞬しゆん間かん、Ｍの欠片の輝きが【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】の指先に吸い込まれた。精書を超こえた【幻ＧＨＯＳＴ】には決して起きなかった、同種であるからこその融ゆう解かいである。

　つまりＧの体内に、別種の精書が潜もぐり込んだ。それは精命核を失ったＧと、精命核だけの存そん在ざいとなった、壊れたＭだからこそ起こった現象なのか。その様子を白華は目にする。周囲の精霊たちさえ震ふるわせる、精命力の流れと共に。

　ＧとＭの精命力は互たがいに解とけ合い、変へん質しつした。そして、Ｇは倒たおれたのだ。己おのれというものを失って……。

（Ｇくん！　姉様──！）

　同時に、白華は見てしまった。姉も引きずり込まれるのを。Ｇを構成する精命力が、共にある天華のものだったから。──何よりも、【幻ＧＨＯＳＴ】と闘たたかうために相棒の力を引き出した彼女自身が、身も心もＧとひとつになっていたから。

　故に、天華とＧは眠ねむり続ける。皮肉にも、精命力という絆きずなに固かたく結むすばれて。

（もう……おしまいなの……？）

　姉たちは倒れ、ぴくりとも動かない。【幻ＧＨＯＳＴ】が襲おそえば逃げることなどできやしない。

　無数のモニターに瞬またたく赤いカウントダウンの数値が、もう残り８００台にまで減へっていた。モニターに映るシエンとココロは、先に少年補ほ佐さ官かんがへばる。

『しっかりするっス！　シエンくん』

『ハーっ、ハー……わ、わかってます……！』

『えーいっ！　こうなったら──』

　ふらふらになった少年を赤毛少女が無む理り矢や理り担かつぎ、必死になってまた走る。

『自分は、約束したスから！　アルバルドさまと！　シエンくんを絶対に送り届けるス!!』

　大陸をまるごと飲み込む、転てん移いホールの顕けん現げんを止めるために。二人は決して諦あきらめない。

　そして──白華も自らにゆるされた、唯一の希望にすがりつく。

「やめて……」

　今にも姉たちの命を奪うばいかねない【幻ＧＨＯＳＴ】へと、白華の喉のどが声を発した。今までずっと、【麻痺ＰＡＲＡＬＹＳＩＳ】にやられていた体が動かせる。

【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となったＧが【幻ＧＨＯＳＴ】から【使い手ＭＡＳＴＥＲ】としての能力を発はつ揮きしていたＭの欠片を奪ったために、強きよう制せい的てきに統すべられていた精書の力が失われたのだ。

　白華の体に【寄生ＰＡＲＡＳＩＴＥ】していた精書Ｐがいつの間にか転がり出て、書物の形で床に落ちる。それはもう、【幻ＧＨＯＳＴ】には従わない。いや、従えない？

　正規の使用方法でなく、二つの精命核を有する強大な【幻ＧＨＯＳＴ】に無理矢理操あやつられることになったＰの表面に、いくつもの深い亀き裂れつが生まれていた──。

　それはつまり、他ほかの精書も同じことで。

　白華の消え入りそうな声を耳にして、【幻ＧＨＯＳＴ】ははっと集中管理室のモニターを見上げた。

　シエンを負おぶったココロが進む映えい像ぞうに並んで、別の光景が映っていた。プロテとアルバルドの闘たたかいの様子である。が、それがいきなりの終しゆう結けつを見せていた。

　白華と同じように、精書を埋うめ込まれていたプロテ。Ｅ、Ｋ、Ｗ、Ｖの四冊さつの精書たちが生み出していた四し肢しが消え、黒くろ髪かみの少女は地に這はっていた。残りのＪ、Ｉ、Ｎ、Ｕの精書たちも次々に飛び出し、計八冊の書物たちはひび割れた表紙を晒さらし、力なく散さん乱らんする。

　かわりに『獣化ビースト』した頑がん丈じような肉体を血に汚よごしながらも立ち上がるのは、金きん髪ぱつの青年剣けん士し一人だけ。唯ゆい一いつ残ったＳの【剣ＳＷＯＲＤ】を手にして。

「──暇ひまつぶしにはなるか」

　ふと、そんなアルバルドとＳとを眺ながめて【幻ＧＨＯＳＴ】が漏もらす。

　彼の興きよう味みはただひとつ、強い相手と闘って滅ほろぼし、自らが【最強ＧＲＥＡＴ】であるのを証明すること。

　おそらくアルバルドが手にした精書Ｓが、気を引いたのだろう。【幻ＧＨＯＳＴ】はすぐさま虚こ空くうに【門ＧＡＴＥ】を生み出すと、その中に身を躍おどらせた。

　倒れた天華やＧと、白華をこの場に放置して。

　と、アルバルドの映るモニターの中に、転移した白い【幻ＧＨＯＳＴ】が現れる。

「アル、さんっ……！」

　白華は青年のことを唇くちびるが青ざめるほど心配しつつも、涙を流すことを我が慢まんする。泣けば体力が奪うばわれるから。何もできなくなっちゃうから……。

（だめ！　それじゃいけない！）

　白華は体を縛しばる鎖くさりを必死に引っ張った。

　周囲にいる精霊たちが、力を貸してくれる。【麻痺ＰＡＲＡＬＹＳＩＳ】して抵てい抗こうできなかった白華を、【幻ＧＨＯＳＴ】は適てき当とうにしか縛しばらなかった。その隙すき間まをこじるように、この濃のう密みつな精霊圧の中では動きにくそうな風や装しよう束ぞくをわずかに濡ぬらす水たちが、必死になってゆるめてくれる。白華はどうにか身をよじって、縛いましめから解放された。その足で大急ぎで、昏こん睡すいする姉へと駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ、姉様っ、わたし……諦めないよ！　どんなことがあっても、わたしにできること、全部やるよ？」

　自分に言い聞かせるように独どく白はくしながら、頰ほおを染そめるモニターの真っ赤な数字を振ふり払はらう。残り時間がどれだけ少なくても、アルバルドが窮きゆう地ちに陥おちいっていても、それは白華にどうこうできることじゃない。

（約やく束そくしたもの……。わたし、生きて姉様たちともう一度会うんだって！）

　白華は胸元に仕し舞まってある携帯コンピュータを抱だきしめて、仰あお向むけの姉にすがった。転がった漆黒の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】を拾ひろい上げる。

　二人をどうにか、助けるために。







「ごめ、ん、なさ……い、です。ワタシ、ワタシ、ワタシ……こんな、こと、に」

『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』分ぶん岐き路ろの、閉ざされたシャッター前。そこに八つの精書と分ぶん離りして四し肢しを失ったプロテが、唯ゆい一いつ動かせる頭だけを向けて、アルバルドに謝しや罪ざいする。

　彼女の有あり様さまは、直前までアルバルドを追い詰つめていた者とは思えないほど無力であった。精書で補おぎなわれた手足は、剝むき出しの引きちぎられた無む惨ざんな断面を晒さらし、人工血液と油などで汚よごれている。まだ動けるのが信じられないくらいに。

「お姉サマからの、メールをもらって、手助けできると思って、駆かけつけたですのに……。逆に、足手まといに、なっちゃって……」

「プロテ……お、オレがわかるのかよ？」

「は、い、です」

　割れたヘルメットの下から覗のぞく琥こ珀はく色の眼まな差ざしが、アルバルドを捉とらえて頷うなずきに揺ゆれた。「よかった……！」

　【電光ＥＬＥＣＴＲＩＦＹ】に焦こげ、【刃物ＫＮＩＶＥＳ】に切り刻きざまれて赤く染まった腕や太ふと股ももの傷きず口ぐちを押さえながら、アルバルドは『獣化ビースト』して尖とがった八や重え歯ばの隙間から吐と息いきを漏もらす。

　手にした【剣ＳＷＯＲＤ】のＳよりも深しん刻こくなひび割れに犯おかされて、手足のないプロテの側に散乱する八冊の書物たち。それらをおそるおそるＳの剣先でつつき、アルバルドは慎しん重ちように確かく認にんする。どうやらどれも、まったく動けないようだ。

　どうして精書がプロテを解放したのか、アルバルドにはさっぱりわからない。けれど、側に寄って抱だきかかえたプロテの体は、どうにかちゃんと機き能のうしていて。

「すみません、です……ワタシ、ほんとは、お役に立ちにきた、のに」

「いいんだ。プロテ」

　もうしゃべらなくていいから。アルバルドは満まん身しん創そう痍いの彼女の体を、転がった精書たちからなるべく引き離はなすように運び、自分の上着を素す早ばやく脱ぬいで敷しいた上に寝ねかせてやる。

（彼女を斬きらなくて、ほんとによかった）

　正気に戻もどったプロテに安心しながら、アルバルドは握ったＳに視線をやる。どうにかプロテの攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで耐たえられたのは、力を失っていてもどんな剣より強きよう靭じんであった、この【剣ＳＷＯＲＤ】のおかげである。

　精書ＳのＫによる【鍵ＫＥＹ】も、どうやら同時に解とけたようだ。刀身の曇くもりがいつしか晴れて、力強い輝かがやきを取り戻しつつあった。アルバルドは疲ひ労ろうの濃こい顔に滲にじんだ汗を拭ぬぐい、ほっと安あん堵どに気を緩ゆるめた。

　──が。

「!!」

　アルバルドは瞬しゆん間かん、Ｓの【剣ＳＷＯＲＤ】で背後を薙ないだ。『獣化ビースト』した筋力を切っ先に込め、叩たたきつける！

　それはしかし、空間を跳ちよう躍やくして【門ＧＡＴＥ】より這はいずり出てきた腕により、あっさりと受け止められた。

　銀髪の少女の相棒をそっくり成長させた、同じ顔を持つ白き【幻ＧＨＯＳＴ】が、Ｓの【剣ＳＷＯＲＤ】を指先だけで摑つかんでいた。

「な……！」

「いい反応だ。確かに、楽しめそうだ」

　おののきを隠せないアルバルドに対して、白い【幻ＧＨＯＳＴ】はひょうひょうと言い放つ。と、ついに全身を【門ＧＡＴＥ】より引き抜いた彼は、アルバルドに追つい撃げきの拳こぶしを向けた。

　Ｇのくり出す《衝撃波グラビテイ》よりももっと密みつ度どの高い【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の波は動どうが、咄とつ嗟さに六角形の【盾ＳＨＩＥＬＤ】へと変化してくれたＳを叩く。受けきれなかった衝撃はアルバルドを大きく吹ふき飛ばし、壁面の枯れた蔦植物を削けずるように埋うもれさせた。

　側にいたプロテなどは、避さけることもできやしない。悲鳴さえ掠かすれさせ、手足のない芋いも虫むしのような彼女の体が転がった。

　幸いだったのは、そんなプロテに【幻ＧＨＯＳＴ】がまったく興味を示さなかったことか。白い瞳は真まっ直すぐにアルバルドと【盾ＳＨＩＥＬＤ】の精書Ｓだけを見み据すえ、笑えみを湛たたえる。そこにＧの無表情を破ってこぼれ出た、本性を携たずさえて。

　アルバルドは蔦植物に半ば埋もれたまま、空色の瞳を動かせない。Ｓが【盾ＳＨＩＥＬＤ】から再び【剣ＳＷＯＲＤ】へと戻り、暗に攻撃を促うながしてくれるが、アルバルドの体が絶ぜつ望ぼうの恐きよう怖ふに縛しばられていた。

「冗じよう談だんだろ、おい……」

　滲にじんだ汗が、アルバルドの金髪を額ひたいにへばりつかせた。だがその恐怖は、迫せまり来る【幻ＧＨＯＳＴ】への直接的なものではない。

【幻ＧＨＯＳＴ】がなぜここにいるのか。その理由を推測したから。

（Ｇと……天華は、どうしたってんだよ!?　……まさか、そんな！）

　白い【幻ＧＨＯＳＴ】が床を蹴けった。ゴム舗ほ装そうの地が砕くだけ、飛び散る。その破は片へんより速く、真っ白な青年の体が強きよう襲しゆうした！

　アルバルドは蔦を【剣ＳＷＯＲＤ】で切り裂さいて、必死にかわす。八冊の壊こわれた精書たちの側に転がり、埃ほこりにまみれた。が、【幻ＧＨＯＳＴ】の攻撃は仲間を巻き込むことに躊ちゆう躇ちよしない。

　幅はば五十メートルはある大通路を、【幻ＧＨＯＳＴ】の振るった一いち撃げきが揺ゆるがす。植物が散り、強固な天井壁が一部落下した。壁がへこみ、千切れ飛んだ。拡かく散さんする【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の波動が辺りの空気をまるごと押しやり、八冊の精書とアルバルドとを叩きつけた──。

　飛ばされてぶつかった果ての、分岐路の頑がん丈じような重じゆう金きん属ぞく製せいシャッターさえも、『獣化ビースト』したアルバルドの体の形に歪ゆがんで食い込む。息が詰つまり、錆さび臭くさい味がアルバルドの舌の根に触ふれた。

「ぐっ……はッ……！」

　どうにか立っていられたのは、絶対に放さなかった【剣ＳＷＯＲＤ】のＳが、杖つえ代がわりに支ささえてくれたからだろうか。

「倒れて……やられて、たまるか、よ……!!」

　歯を食いしばり、八重歯を剝むき出しにして、アルバルドは【剣ＳＷＯＲＤ】を構える。──自分の限界というものを、ひしひしと感じながらも。

　そんなアルバルドへ、【幻ＧＨＯＳＴ】が不器用な微び笑しようすら浮かべた。

「そうだ、まだ倒れるなよ人間。……それと、Ｓ。なにしろお前たちが、俺と唯ゆい一いつまともに闘える力を残した、最後の精書なのだから」

「……？　なっ、なんだって!?」

「最後の一冊だと言ったんだ」

「そ、そんな……」

　Ｓが、残った最後の？　アルバルドは震ふるえる。かたかたと【剣ＳＷＯＲＤ】が揺れた。アルバルドが振り払えない、最悪の予感を伝わらせて。

（じゃあ……じゃあＧは!?　天華は──！）

「Ｇはさほど、俺の相手にはならなかった。……しょせん、不完全体ということか。ならＳ、お前ならどうだ？」

　シャッター前で頽くずおれかけるアルバルドの握にぎった【剣ＳＷＯＲＤ】に向かって、【幻ＧＨＯＳＴ】は「こい」と手て招まねきする。

「その傷で──せいぜいその人間のために、力を振り絞しぼるがいい。俺が望むのはただひとつ、残り十分程度のこの時間を、せめて飽あきさせないでくれ」

「そんな……そんなことの、ために……！」

　アルバルドは震ふるえた。今度は違う感情にまかせて。わきあがってくるのは、怒いかり。哀かなしみ。拒きよ絶ぜつ。

　ウソだ。アルバルドは頭を振る。ウソだ、ウソだ、ウソだウソだウソだウソだあああ!!

「う……ああ……あぁああああああアアアアアア!!」

　何もかもがごちゃ混ぜになった想いがアルバルドの中で爆ばく発はつする。反応したのは『先ワ祖イ返ルりド』である肉体だ。筋肉はさらに増大し、八重歯はついに牙きばとなる。上着を脱ぬいだ上半身を、金色の体毛が覆おおい尽つくす。『獣化ビースト』を超こえた『獣化ビースト』──『完全獣化フル・ビースト』の変へん貌ぼうが、アルバルドに力を与あたえた。プロテから受けていた傷口が瞬しゆん時じに回復してしまう。

　黄おう金ごんの獣じゆう人じんと化して、身の丈たけほどの【剣ＳＷＯＲＤ】を振り上げ、アルバルドは背後のシャッターに轟ごう音おんを刻んで突とつ進しんした。

「天華がッ、Ｇがッ、やられるわけないだろーがああああ!!」







　いったいどうなってるの……。天華は目まの当たりにする光景に、混乱を隠かくしきれない。

「これって……！」

　ミスト少年を含ふくめた六人の子供たちは、床ゆかいっぱいに描えがいた円や線、文字を組み合わせた錬れん精せい陣じんの中に立ち、メモをした紙にあった内容を読み上げる。生まれるのは六つの旋せん律りつ。歌うように紡つむがれたハーモニーだ。

　それは空気を震ふるわせて、辺りにいる精霊たちに語りかける──？　錬精術の発はつ動どうを促うながす、「言こと霊だま」であった。

　意味ある言葉と抑よく揚ようが、やがてひとつに重なり合った瞬しゆん間かん。錬精陣の脇わきに無む造ぞう作さに置かれていた、一枚の蔦の葉がぴくりと動く。と、千切られていた茎くきが再生を始めた。新たな葉を茂しげらせて、ぐんぐんと成長していく。
















　新たな息吹いぶきに目覚めた蔦が登のぼるのは、土のない床ではない。同じく何かしらの錬精の図形が刻まれた、この施し設せつの壁へき面めんである。あっという間に駆けあがり、蔦がみるみる生おい茂しげる。発動させた子供たちが驚おどろくくらいに。

「わあっ、や、やりすぎちゃったかも！」

　歌うのをやめて、ミストの合図で子供たちは一いつ斉せいに錬精陣の中から飛び出す。足元を這はう植物のうねりから逃のがれるように、シャッターの内側へと逃げた。

　しかし「おねーちゃん！」とミストが急いで呼んでも、天華は呆ぼう然ぜんと事の成り行きを見つめていた。──蠢うごめく蔦が結局、天華の立つ床面には満たされないことを知っていたから。

　ここは間違いなく『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』だ。そして遺い跡せき施設を覆おおう蔦植物は、天井と壁だけを覆い尽つくすのである。

　だがそれは、全て枯かれ果はてたものであったはずだ！

（なら、あたしは今、いったいどこにいるっての!?）

　この光景が真実であるなら──過去にいるってことになるの!?　錬精術が開発されたばかりの、精書も生まれていない、一千年以上も前の……。

「信じられないっ」

　小さな呟つぶやきが思わず漏もれた。

（落ち着け、あたし！　ここが滅ほろんだ旧きゆう精せい紀きなら、変なことがいっぱいあるじゃん！）

　天華は自分の頭を叩たたき、冷静に思し考こうする。ここが本当に過去の世界ならば、決定的な矛む盾じゆんがあった。それは言葉だ。

「おねーちゃんっ、危あぶないよ！」

　ミストの叫さけびがちゃんと届く。が、それはありえない。なぜなら千年前の旧精紀は古代標準文字アルフアベツトの世界なのだ。天華たちのいる新精紀とでは、使われている言語がまったく違う。会話などできやしないのだ。

（ってことはやっぱり、夢……か、それに準じゆんじた、ある種の虚きよ構こうの世界ってこと？）

　この妙みようにリアルな風景が天華を取り巻いているのは事実である。

　それをしたのは、精書の力？

「あのＭの欠片かけらに触ふれたとき、なにかが起こったってのが、正しい見方だよね……」

　そしてそれはきっと、天華だけでなくて。

（触さわったのは、Ｇも一いつ緒しよだ！）

　天華はそこに行き着いた。この妙な「夢」に囚とらわれているのは、自分一人ではないと。

　……だったら、やっぱり探さがさなくちゃ！　天華は強く決意する。

（それにきっと……Ｇがあたしと同じ目に遭あってるとしたら。向こうだってあたしを探そうとするはずだから）

　──と、そのとき。薄うす暗ぐらい施設の壁を這はいずり回るように成長していた蔦植物を、ぱっと明るい輝かがやきが照らす。点てん灯とうしたのは、ついに蔦のつるが触れた天井部分の照明だ。その光はもちろん天華や、子供たちをも眩まぶしく包んだ。

「み、見つかっちゃったあぁ！」

　ミストたちがわあわあ騒さわいだ。その言葉を裏付けるように、ばたばたと湾わん曲きよくする大通路の向こう側から、何人もの足音が近づいてくる。

「なに？」

　逃にげた方がいい？　天華はとりあえず、子供たちが隠かくれたように、一いつ緒しよにシャッターの内側へと飛び込もうとする。──が。

「待て！　そこを動くな！」

　そんな声をかけられて、天華は止まった。止まらざるを得なかった。

　背後から走ってきた人物により発せられたその響ひびきに、聞き覚えがあったから。まさか……。天華は慌あわてて振り返る。

　何人かの、ミストと同じ無地の衣服を身につけて走ってきた集団。その先頭に立つ一人の青年を見て、銀色の瞳ひとみは見開かれる。

「……Ｇっ!!」

　相あい棒ぼうと同じ顔を発見して。




　　　　３




　Ｇ、と相棒の名をつい口にして。しかし天華はすぐに、それが正しいかどうか判別がつかなくなる。

　分ぶん岐き路ろから東西に延のびる施設の大通路。その天華がミストに連れられてやってきたのとは逆の方向から、三人がやってきた。二十歳手前のまだ十代の幼さをどことなく残す青年が一人と、その後ろに続く、天華と同い年くらいの少女が二人。

　そのうちの一人は、白華のような真っ白な長い髪を持ち、嫌いやでも目立つ少女である。が、天華はどうしても彼女以上に、真っ先に駆かけつけてきた青年の顔から目が離はなせなかった。

　……似にてる。直ちよつ感かん的てきに、そう思った。だが小こ柄がらな相棒と顔立ちはそっくりだが、もちろん少年と青年とでは体つきがまるで違う。肌はだの色合いさえも。

　Ｇならばきれいな褐かつ色しよくであるはずの皮ひ膚ふの色は、青年では天華よりも白かった。どちらかと言えば、Ｇに似た【幻ＧＨＯＳＴ】を思い起こさせる。

　けれども──【幻ＧＨＯＳＴ】じゃない。それだけは天華に断言できた。

　なぜなら、彼の瞳を目にしたから。

　相棒の深い黒鉄色とは少し違う色合いだけど、青年の瞳は気味の悪い白色ではない。ちゃんとした生気のある黒であった。

「Ｇ……じゃないの？」

　天華は確かめるように、走ってきた青年へとおそるおそる声をかけた。

　と、呼びかけられた当とうの本人も、いきなりのことにきょとんとしていて。

「？　誰だれだい、君は」

　天華とは明らかに初対面である反応だ。真っ先に駆けつけたシャッター前で、青年は天華へと戸と惑まどいの眼まな差ざしを向けた。

　それより、と気を取り直し、わずかに遅おくれて追いついた二人の少女に指図する。天華を訝いぶかしみながらも、自分もすぐにシャッターの内側に逃げ込んだ子供たちへと飛びついた。

　子供たちは抵てい抗こうすることなく、あっさりと青年たちに捕つかまった。

「何をやってるんだ、お前たちはっ」

　青年が、周囲の施設壁面をまるごと覆おおい尽つくしていく植物の増ぞう殖しよくした有様を見み渡わたしながら、子供たちを叱しかりとばした。六つの小さな頭たちが首をすくめる。ただしミストは一人、萎い縮しゆくした様子はない。

　むしろ「見てよ、ねえ」と押さえ込む少女二人の腕の中から通路に飛び出し、床に描いた図形と壁の蔦植物を誇ほこらしげに青年たちへと見せびらかした。

「これ、ぼくたちがやったんだよ！　すごいでしょグランおにーちゃん。へへー」

「……ミストっ！　お前、まったく反省してないじゃないか。この！」

　グランという名の青年が、ミストの首根っこを引っ摑つかむ。

「自分たちが何をしたのかわかってるのか？」

「わ、わかってるよう。明日の実験より先に、ぼくたち選ばれた『番号付きナンバーズ』の持ってる、精せい命めい力りよくってのを試してみたかったんだ。……ねえ、やっぱりぼくたちは、すごい力を持ってるんだね！」

　おねーちゃんも見てくれたよね！　とミストは怒おこられてることなどどこ吹ふく風で、明るく笑って天華に振った。

「え？　まあ……」

　と、愛あい想そ笑わらいを返すことぐらいしか、天華にはできなかったけれど。

「──ミストの知り合いなのか？」

　グラン青年が相変わらず胡う乱ろんげに、天華をＧと同じ顔で眺ながめた。

「いったい何者なんだ、彼女は」

「おねーちゃんとは途と中ちゆうで会ったの。施設の人じゃなくって、ぼくたちみたいに外から連れられてきたんだけど、まだ番号をもらってないんだって」

　一緒に、ぼくたちが錬精術を使うところを見てもらってたんだっ。悪びれもせず無む邪じや気きにミストは説明した。

　だが、表情を固くするのはグランだ。

「番号をもらってないって……そんな馬ば鹿かな。もう『番号付きナンバーズ』は二十六人、全員が決まったはずじゃ……」

　と、そこまで言って、青年はもう一度天華を凝ぎよう視しする。何か思い当たる節ふしがあるように。

「もしかして君は──」

　真まっ直すぐ彼に見つめられ、天華は思わずどきりとなった。

（……思い出したの、Ｇっ？）

　グランと呼ばれた青年の黒い瞳の奥に、どうしても相棒を感じながら。

　しかし、そのとき。施設の明るい大通路に、こちらへと向かってくる新たな人の気配がした。大おお勢ぜいの乗った一台の大型車両が走ってくる。球体の車輪を八つも持つ、低い姿勢のシルエットだ。

「まずい！」

　そう呟つぶやいたのは天華ではなく、グランであった。同時にいきなり天華の手首を青年がぐっと摑つかむ。そのまま強ごう引いんに、シャッターの内側へと天華を引っ張る。

「えっ、ちょ！」

「隠かくれるんだ、いいからっ。……見つかったら大変なことになる」

　真しん剣けんな顔で天華だけに、グランは小声でそう諭さとした。







　──明日の「覚かく醒せい実じつ験けん」を前に、準備のため徹てつ夜やで施設の集中管理室にこもって作業をしていたグリーンの制服を着た一団が、車両から降りてグランたちの元にまでやってくる。このプロジェクトの極ごく秘ひ研究チームに属ぞくする、下級の作業職員たちだ。

　事前にミストたちの動きを、滞たい在ざいブロックに残っていた他ほかの子供の一人から聞きつけて。事なきように取り押さえようと思って出てきた、二十六人の『番号付きナンバーズ』の中でも一番の年長者であるグランと、ついてきてくれた短たん髪ぱつの東洋人の少女静香シズカ──それと、四つほど年の離はなれた十五歳の、子供たちの世話役を任された妹のユイファの三人。しかしそれは、どうやら無む駄だ骨ぼねだったようだ。

（隠かくし通せる状じよう況きようじゃないか……）

　グランは施し設せつ壁へき面めんと天てん井じよう部ぶまで覆おおい尽つくした蔦つたの葉を仰あおぎ見ながら、ため息を吐つく。

　けれど──。名も知らない銀ぎん髪ぱつの少女を、開いた施設の円形区画のシャッター側に屈かがませて、子供たちを前に立たせた。いたずらっ子のリーダーである、深ふか紫むらさきの瞳ひとみをしたミストに「いいか」とそっと言い聞かせる。

「動いちゃダメだぞ。みんなであのコを隠すんだ。見つかるとまずい」

「？　なんで？」

「……彼女は『番号付きナンバーズ』に選ばれてない。残りの数人はお前たちがこそこそ抜け出したりしてるうちに、滞在ブロックに到とう着ちやくしてるよ。──彼女はたぶん、二次選出者のメンバーかも知れない。明日の実験を前に抜け出したのか、何なのかはわからないけど……見つかればきっと、処しよ分ぶんされる」

　予想した事こと柄がらを、最後に簡かん潔けつにまとめた。が、ミストはよくわかっていないようだ。「ショブン？」と小首を傾かしげてしまう。

　しかしグランの緊きん迫ぱくした表情を読み取ってか、一応おとなしく頷うなずいてくれた。他の五人の子供たちも同様だ。

　人に仕えることしか知らない、『番号付きナンバーズ』に選ばれるまでは最下層の奴ど隷れい教育に浸ひたっていた静香も反はん論ろんなく。また白はく髪はつに赤い瞳のユイファも、グランの考えをすぐに察さつして動いてくれた。

　グリーンの制服に身を包む、数名の若い男たちがシャッター前にやってくる。その死角へと二人の少女と子供たちが、巧うまい具合に壁をつくった。

　もちろん制服の面々に対応するのはグランである。

「いったいこれは、何事なんだ！　……あと数時間もすれば実験が始まるっていうときに──！」

「すみません。僕の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきです。子供たちがどうも、自分たちに本当に『番号付きナンバーズ』として選ばれた精命力という力があるのか、理り論ろん講こう義ぎで学んだことを実じつ践せんしたようで」

　本当に申し訳ないです。怒ど鳴なる職員へとグランは素す直なおに頭を下げた。

　その説明に「これが……？」と職員たちの注意が改めて周囲に向けられる。下したっ端ぱとはいえ、全員が研究者だ。自分たちの研究意い欲よくが刺し激げきされるのか、壁に描かれた錬精の術じゆつ印いんに反応して過か剰じよう成長した蔦に、一行は呆ぼう然ぜんと見とれた。と、すぐに我われに返ると、職員たちは慌あわただしく壁に取り付き、蔦を剝はいだりして壁の様子を熱心に調べ始める。

　もうグランたちにまで、目を向けている余よ裕ゆうはないようで。

「子供たちを滞在ブロックに返してもいいでしょうか」

「ああ……ああ、こっちはこっちでやっておくから、そっちは任せるよ」

　退たい出しゆつを切り出したグランにぞんざいな対応だけして、職員はせわしなく動き回る。上級職員と連れん絡らくを付けるため、一人が大型車両の無線機に取りつき、夢中で連絡を交わしていた。

　そんな職員たちの目を盗ぬすみ、グランはそっと子供たちと二人の少女に合図する。集団はすぐさまグランに続きこの場を離れて、職員たちがやってきたのとは反対側の、分岐路の延びた大通路の果てへと向かおうとする。その中にこっそりと、銀髪の少女を隠して。

　と、しかし。グランはほっそりとした白髪の妹の側そばに身を寄せ、「ユイファ」と囁ささやく。

　そして自分の上着をさっと脱ぬいで、子供たちに囲まれながらあたふた歩く銀髪の少女のジャケットの上から羽は織おらせてやりながら、二人の手を結ばせた。

「お兄ちゃん？」

「もういい、ユイファ。お前はこのコと、海かい底てい搬はん入にゆう口ぐちへと行くんだ。今すぐに」

　ほら。職員たちに気取られる前に、グランは無む理り矢や理り妹と名も知らぬ少女の二人を押おしやった。湾わん曲きよくして円形区画を取り巻く外周通路の奥にある、二十六人のための滞在ブロックではなく、外に繫つながる真っ直ぐ延びた通路の方へと。

　妹の赤い瞳が、何かを告げようとした感情に揺ゆらめいた。が、その隙すきは与あたえない。

「ぎりぎりまで付き合わなくてもいいんだ。お前は……『番号付きナンバーズ』じゃないんだから」

（本当ならもう今夜のうちに、世話役のお前だけは引き払はらう予定だったんだから──）

　未だ壁面の蔦植物に夢む中ちゆうになっている職員たちを気にしてか、無む駄だな躊ちゆう躇ちよはできやしない。そのことを踏ふんだ上でのグランの行動を、おとなしい妹が逆さからうはずもなくて。戸と惑まどいにおたつきながらも、妹はすぐさま銀髪の少女の腕を引っ張って、この施設から出ることのできる唯ゆい一いつの通路を急ぎ足で行くのだった。

　グランはグランで子供たちの小さな背中を押してやり、『番号付きナンバーズ』の仲間たちの眠ねむる、用意された施設の滞在ブロックへと振り返らずに進ませた。

「……いいのですか？」

　曲がって延びる通路の向こうに、分岐路の姿も職員たちも見えなくなってから。やおらそんなことを尋たずねてくるのは静香だった。

　いくつもの戦争の果てに、敗北した東洋系民族。その血ち筋すじを色いろ濃こく引いた、奴隷教育が身に付いた寡か黙もくな彼女ではあったが、ここ数週間のグランたちとの共同生活のせいだろうか。たまにこうして口を開く。

「ユイファさんとは……もう会えないのでしょう？」

　ミストたちには聞こえないよう気を遣つかった声せい量りようで、グランだけに彼女は言う。……いいんだ、とグランは小さく頭を振って応こたえた。それだけでもう、静香は口を挟はさまない。

「？　なーに？」

　背の低い子供たちの頭の上でやられたやり取りになんとなく気付き、ミストが呆ほうけた顔で振り向いた。

　なんでもないよ、と静香の手がやさしく降りて、少年の頰ほおに触ふれた。──彼女は子供たちと違い、明日起こることを知っているから。

　それに、グランも。

　なのに……なぜだろう？　グランの胸をちくりと刺さす、何かがあった。

（なんだ、これ……）

　それは大切な妹のことではない。彼女と共に別れた、あの銀髪の少女の顔がなぜか忘れられなかった。

（初めて会ったはずだ……なのに。どうして）

　どうして気にかかるんだろう──。その理由はグランには、まったく理解できなかった。







「ありがとう、でも……あたしは、このままここから出て行くわけにはいかないんだ」
















　華きや奢しやな印いん象しようを受ける白髪の少女に、施設の出口へと誘さそわれる途と中ちゆうで、天華は彼女にお礼を告げて手を放した。かけてもらった上着を脱ぬいで、畳たたんで渡わたす。

　振り返った、真っ直ぐに延びる幅はば五十メートルもある通路。その向こうに、この上着をくれた持ち主を想いながら。

　……彼がＧなのか、確信が持てなかった。

　天華を見ても、動じるそぶりがなかったから。でも。

（あたしに今残された手がかりは、Ｇに似にてる彼だけなんだ）

　それと、この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』という施設なんだ。天華は強くそう感じる。

（だったらとにかく、あたしは自分にできることをやるだけじゃんっ）

　だが、もちろん馬ば鹿か正しよう直じきに、来た道を引き返すことはしない。今いま頃ごろあの青年たちと別れた分岐路の辺りでは、制服を着た人間が大勢集まっていることだろう。

　──何かがこの施設で起きようとしている。それは明白なことだった。が、今の天華には何ひとつわからない。

　だから天華は通路の端はしに取り付いて、装そう着ちやくされた愛用の手てつ甲こうを鋭するどく振るうのだった。

「せぇえいっ！」

　壁面でも脆もろい、足元付近の位置に設もうけられた換かん気き口こう。人一人がどうにか入り込める大きさを塞ふさぐ金きん属ぞく格こう子しに、手甲の角をねじ込むように突き刺した。衝しよう撃げきに歪ゆがんだ格子が外れ、口を開ける。

　その内部へと、天華は足先から自分を滑すべり込ませた。

「どうしても行くつもりなんですか？」

　外れた格子を天華のかわりに外側から閉じてくれる赤い瞳の少女が、不安そうな表情になる。

　そこに天華は、同じ真っ白な髪を持つ白華を重ねた。顔などはあまり似ていないのに、ほんの一時接しただけで素直に心配してくれる彼女の心が、どことなく妹を思わせたから。

　うん、と迷まよいない銀の瞳で、換気口に寝そべったまま彼女を見上げながらも、天華はちょっと頰ほおをゆるめてみせた。

「あたしは、行かなきゃならないから。……探さがしてるんだ、相棒のヤツを。あたしとあいつはいつも一いつ緒しよだった。だから、離はなれ離ばなれになっちゃいけないんだ」

「……大切な人なんですね」

「──え？　……い、言っとくけど、アレだよ？　恋れん愛あい感情とかとは違ちがうからね！」

「そうなんですか？　でも、わかりますよ。私にも……そんな人がいますから」

　照れた天華に、白髪の少女がふっとやわらかい笑えみをつくった。

　その相手が誰であるのか。わずかな間しか接していない天華にも、なんとなくだけどわかった。兄である、あの青年だ。

　彼女は天華が渡した上着を抱だいて、そこに残るわずかな兄の痕こん跡せきを確かめているようだった。

　視線を上着に落とす赤い瞳が、なぜか切ない色合いに満ちていた。──が、その理由を問うことは、天華にはできなくて。

　白髪の少女に格子で蓋ふたをしてもらい、天華は換気口の闇やみへと潜もぐるのだった。







（さあてっ──）

　気持ちを切り替かえ、少女と別れて狭せまい換気口の中を天華は進む。首元にぶら下がっていたゴーグルを装そう着ちやくすれば、銀色の瞳の前に立ちはだかる深い暗闇が振ふり払はらわれた。暗あん視し機き能のうは、この虚きよ構こうの世界でも健けん在ざいのようだ。

　それはつまり、懐ふところにある携けい帯たいコンピュータも使えるということだ。

　……どれくらい這はい進んだだろうか？　天華は延えん々えんと延のびて複ふく雑ざつに入り組む換気口を、当てずっぽうで汗だくになって動き続けた。なにしろ『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』自体が、半径二キロ以上の円形区画を有した巨きよ大だいな施し設せつである。その内部に空気を循じゆん環かんさせる換気口だけでも、かなりの長さになってしまう。

　だが闇やみ雲くもにただ這いずるのが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである天華の真意ではなかった。

「!!　……ここだっ！」

　手甲の肘ひじが、換気口のわずかな継つぎ目を探り当てる。そこを叩たたき割ってやると、さらなる深しん淵えんが開いた。換気口に併へい設せつされた、この施設に張り巡めぐらされるケーブル束たばの疾しつ駆くする空間である。

　暗視ゴーグルで細さい部ぶまで見み渡わたして、天華はすぐに何本かのケーブルを強ごう引いんに引っ張り出した。いくつかをより分け、ジャケットのポケットに入っていた小型の折り畳みナイフで切せつ断だんし、携帯コンピュータの接せつ続ぞくケーブルと手早く繫つなぐ。

「遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを舐なめないでね、っとおっ」

　ぺろりと舌で唇くちびるを舐めて、天華は換気口内で座すわり、膝ひざの上で画面を開く。この施設で何が起きようとしているのか、そのデータをあさるために。──そして。

（……えっ）

　天華は目まの当たりにする。ゴーグルに反射する画面の光に、無む数すうの真実が煌きらめくのを。「精書」を示す、『二十六冊の百科事典エンサイクロペデイア２６』という言葉。それを核かくに記き述じゆつされた、詳しよう細さいなデータがそこにあった。

「なに……これ……そ、そんな──!?」




　　　　４




　朝が来た──。海底深く隠かくされたこの施設では、時の経けい過かを知る術すべは、無感情に動き続けるデジタルの表示だけだ。

　滞たい在ざいブロックの、三十人ほどが食事をとれる大広間に設もうけられた時計が、ちょうど七時を数えたとき。二十六人の『番号付きナンバーズ』として集められた、十代の少年少女たちは起き床しようさせられる。

　制服を着た職員に指示されて、グランは集団生活用に設もうけられた滞在ブロックの、四、五人ずつに分けられた小部屋から全員を集合させた。ほとんど寝ねてないミストなど、昨夜の脱だつ走そう組ぐみの六人が寝ね間ま着きのままでもたつくのを、静香が手早く着き替がえさせてくれる。

　本当はそこに、いつもなら妹のユイファの姿もあるのだけれど。──彼女はもうここにはいない。

（……これでよかったんだ）

　寂さびしさが掠かすめる反面、そうも思う。ユイファのことだ。本当に最後の最後まで、グランの側そばを離はなれようとはしなかっただろう。

　なぜなら、彼女は負い目を感じているから。

　グランと兄妹の関係でありながら「白子アルビノ」として生まれた彼女は、陽の光に弱い病的なほど透すき通った白い肌はだと、白い髪かみ。それにグランの黒い瞳ひとみとはまるで違ちがう、赤い血管の色を透すき通らせる光こう彩さいを持って生まれた。先天的な、病弱な体の持ち主なのだ。

（ユイファは、きっと気付いてた）

　グランは密かに確信する。言わなくとも彼女は知っていたはずだ。ユイファの生活を保ほ障しようするため、グランがこの実じつ験けんに身を売ったことを。

「覚かく醒せい実験」という、科学による常識を超えた、異い常じような研究の対象として。

　──幾いく度どとなく、終わっては始まる世界規き模ぼの長期戦争。かつては宇宙への進出を共同で計画し、地表から七万キロもの高さを誇ほこる軌き道どうエレベーターさえも建けん造ぞうして、本格的な月面開発にまで着手したのに。だがその足あし踏ぶみは、月の破は損そんにより崩くずれ始めた。

　豊ほう富ふな希き少しよう資し源げんなどを有する月げつ面めん基き地ちの利り権けんを争い、ついには月の形を変えるほどの爆ばく破は事じ故こまで起こしたのだ。

　落下する月の欠片かけらに、焦しよう土どと化した国があった。月軌道の変化を抑よく制せいするために、急きゆう遽きよ人工の『第二の月セカンド・ムーン』を打ち上げた国家は、その手て際ぎわの良さから爆破事故を仕し掛かけたという疑ぎ惑わくを受け、報ほう復ふくの対象となった。

　グランが物心ついたときにはすでに、自国以外は敵てきであるという防ぼう衛えい思し想そうが、世界中に染しみついていた──。

　長大な支柱に、人の持てる科学技術の全すべてをつぎ込んで完成した軌き道どうエレベーター施設は、一時凍とう結けつされ、孤こ立りつした。

　それは必然的に、軌道エレベーターの随ずい所しよに配された重力制せい御ぎよ装そう置ちより得られる、地球との引力を利用した「重力発電」の膨ぼう大だいなエネルギーを廃は棄きすることに繫つながった。すなわち、軌道エレベーター建造によって解消するはずだった各種エネルギー資し源げんの枯こ渇かつ問題が、国家間を襲おそったのだ。

　科学文明により繁はん栄えいを極きわめた世界は、完全な行き詰づまりを見せていた。

（その果てに、俺はこうしてここにいる……）

　グランは静かに、自らの立場を再認識する。人が新たに発見し、解かい析せきした科学に継つぐ、「錬れん精せい」という底知れぬ力の礎いしずえになるために、グランを含めた『番号付きナンバーズ』は存在するのだ。

　円形区画の外側をぐるりと走る、幅はば五十メートルもある外周通路の最さい西せい端たん。施設自体の独立した中ちゆう枢すう制御機器の据すえ置かれたそこに、簡かん易い型がたの居住区として設けられた、コンテナ式の滞在エリア。ひとつの大部屋と、いくつかの小部屋しかない簡かん単たんな建造物は、グランたち二十六人が表に出るとすぐに解体が始められた。もう必要ないからだ。

「これからどこへ行くのー？」

　戻もどるところを失った二十六人を、折りたたみシートを剝むき出しの荷台につけた移動車両が迎むかえに来る。また移動するの？　と寝ねぼけ眼まなこのミストが訊きいた。

　と、「あ、そっか！」とすぐにきらきら深ふか紫むらさきの瞳ひとみを輝かがやかせる。

「ようやく実験が始まるんだね！　ぼくたちが、世界を救うんだよね！」

　疑うことを知らずに育った彼の眼まな差ざしを、グランも静香も、その他の半数ほどの年上の者たちは直ちよく視しできない。訳もわからず親元から引き離はなされたミストとは違い、分別の付く年とし頃ごろの者には、大まかな真実が教えられていたから。

　ミストが座すわる荷台シートの隣となりに腰こし掛かけた静香も、切りそろえた短い前髪の下で目を伏ふせた。少年の手をそっと握にぎって。

　──やがてグランたちは、施設の最北端にある独立区画に降ろされた。

　ちょうど昨夜の、蔦つた植しよく物ぶつにまみれた海底搬はん入にゆう口ぐちからの通路と外周通路が交わる、最南端の分岐路のシャッター前とは、真ま逆ぎやくに位置する地点である。

　資し材ざい搬入のための入り口である分岐路の大型シャッターとは違い、こちらは通路から隔かく離りされた区画の中に、人が通れるほどの必要最低限の扉とびらがある程度だ。が、それで十分なのである。

　実じつ験けんの準備は整ととのい、あとは実験素そ材ざいである『番号付きナンバーズ』の二十六人が、順番に円形区画へと入っていくだけなのだから。

「１番は、こっちだ」

　区画で待たい機きしていたグリーンの制服を着た職員たちは、グランたちを番号で呼ぶ。ただの実験素材でしかないから。

　昨夜ミストと共に抜ぬけ出していた、アイシスという名のボーイッシュできかん坊ぼうな女の子が最初に呼ばれた。番号の若い順から連れて行くのだ。まとめて２から６までの五人も一いつ緒しよに呼ばれる。

　その他の『番号付きナンバーズ』たち二十人は、とりあえずまとめて待機用の部屋に通された。

　窓ひとつない、外部からの音さえも聞こえない、完全に遮しや断だんされた空間だった。申し訳程度に三方に長なが椅い子すが置かれ、二十人がどうにか座すわれる。

　一気に六人が減へった中、年長の者は言葉をほとんど発さなかった。年少組でも、一番元気なミストが辺りの空気をなんとなく読み取り、珍めずらしくはしゃがない。むしろ一番に呼ばれた仲のいいアイシスのことが気になるのか、しきりに出入り口のドアについたわずかな小窓を気にしていた。見るものといえばそれくらいだったから。

（もうすぐだ）

　ドアから最も近い場所に座ったグランも、透とう明めいな樹じゆ脂しのはめ込まれた小窓から外を眺ながめる。手足の長いアイシスの後ろ姿が、制服職員に連れられて円形区画への扉に消えたのをちらりと目にする。グランに割り振られた番号は、７。次に呼ばれるのは間違いない。

「静しず香か」

　グランは、13番のミストより後の、19番目の静香をそっと手て招まねきする。「はい」と彼女はすぐに側そばへとやってきた。

　わざわざ言うまでもないことだが、グランはちゃんと告げようとする。自分が先に呼ばれた後を、唯ゆい一いつ頼たのめる相手として。

　だが──グランが何か言うより先に。いきなり部屋の隅すみで、鋭するどい衝しよう突とつ音おんが生まれた。それは組まれた建材も剝むき出しの天てん井じようを走る、換気口の金かな網あみがひしゃげる音だ。

「！　どうしたっ」

　なにが？　と驚おどろく二十人の前に、曲がった金網を引き込んで降り立ったのは、一人の少女──。

「君は……！」

　銀髪の、妹と一緒に逃がしたはずの、あの娘むすめだった。







　ジャケットの裾すそが引っかからないよう注意して、天華は二メートルほどの高さにある換気口から、二十人の少年少女が入れられた部屋へと降り立つ。間に合った……。という気持ちを抑おさえて。

　天華は──全すべてを知ってしまった。この「覚醒実験」と名付けられた事こと柄がらが、何を引き起こすものなのかも。何を必要とする、あまりにも残ざん酷こくなものであるかを。

　そしてその犠ぎ牲せいに、ここにいる二十人がなろうとしている……。

　あの、グランという青年も。

　けれど、天華はもう彼のことをグランとは呼ばない。口にするのはもうひとつの、真実の名。

「──Ｇっ！　目を覚まして！」

　天華は相棒の名を呼び、ドアの側にいた青年へと駆かけ寄った。相変わらず彼の方は、わけがわからなくて呆ほうけた顔をしていたけど。

「Ｇ……あたし、わかっちゃったんだよ。何もかもっ。あんたがＧだってことも。ううん、正確には……これからＧになっちゃうってことが！」

「何だって？」

　グランの腰こしが椅い子すから浮ういた。その物腰のひとつひとつが、銀の瞳には相棒と重なってしまう。

（そう──間違いなく、Ｇなんだっ）

　天華は、施設コンピュータのデータをあさり、その末にこの施設で現在行われていることを何もかも把は握あくした。ここは世界で初めて、大規模な錬れん精せい術じゆつの実験が行われたのだ。

　世界のどこにでもある、精霊という自然界に満ちた力の存そん在ざい。それを具ぐ象しよう化かし、一気に凝ぎよう縮しゆくして。人間が使用することのできる錬精の道具へと、昇しよう華かさせてしまうために。

　すなわちそれが、「精せい書しよ」の製造実験であった。

　同時に天華はようやく至いたる。これが決して夢ゆめなどではなく、千年以上前の時代をそのままに転てん写しやした、過去の虚きよ像ぞうであることに。

（なんであたしがここに囚とらわれたのか、よくわかんないよ。でもっ！）

　どうしてＧが自分を認にん識しきしないのかは理解できた。それは──。

「あたし……こんな、こんなことがっ」

　体が震ふるえた。おぞましいほどの、人間の醜しゆう悪あくなる知ち恵えだった。グランにすがりついたまま、天華はぽろぽろ涙をこぼす。泣くのは我が慢まんするつもりだったのに、耐たえられなかった。でも、必死に彼に訴うつたえる。止めるために、わざわざ換気口を這はいずり回ってここまでやってきたのだから。

「どうして許されるの!?　あたしは、間違ってると思う！　こんなこと……あっちゃならないじゃん！　だって、だってまさか、材料ににん……」

「！　待て！」

　意を決して、彼に全てを言おうとしたとき。青年の手が素す早ばやく天華の口を塞ふさいだ。黒い瞳が天華の顔を哀かなしく映す。

　刹せつ那な、天華は知ってしまった。

（!!　……まさか、噓……そんなッ）

　何も知らされていないから、言いなりで従っているのだと思い、天華はここまで駆けつけてきた。助けるんだ、とその気持ちだけで。

「そんな……そんなぁあ」

「いいんだ」

　だけど──彼はちゃんと、把は握あくしているのだ。これから自分の身に何が起こってしまうのかを。

　それでいて、「ダメだ」と小さく首を振る。言わないでいてくれ、と。

　彼は天華を落ち着かせ、辺りを見るように促うながした。そこにいるのは部屋に詰つめ込まれた、二十人の男女である。

　昨日出会ったミストという十歳ほどの少年が、突とつ然ぜんの乱入者である天華を見てきょとんとしていた。──何も知らされていない顔だった。

　……言えない。言っちゃダメなんだ。天華は思い知らされる。ミストの深紫の瞳は本当に無む垢くで、汚けがれのないものだったから。

（そんな……コトって……）

「あたし、は、……──」

　かわりに、またぼろぼろと涙が流れた。悔くやしくて、何もできなくて。頭の中がぐしゃぐしゃになった。

「ありがとう」

　そんな天華に青年が、相棒のつくる不ぶ器き用ような笑顔を見せる。

　やがて、部屋のドア上に設置されたスピーカーから職員のものと思われる男性の音声がもたらされた。

『──７番から12番。次に呼ぶので準じゆん備びしておくように──』







　グランと他五名が呼ばれ、部屋の外に連れ出される。

　突とつ然ぜん部屋に飛び込んできた銀髪の少女の姿のことは、『番号付きナンバーズ』の仲間たちは誰だれ一人ひとり口外しなかった。むしろ迎むかえに来た職員にばれないよう固まって人ひと垣がきをつくり、さっさと部屋から出てくれる。グランはたまたま最後になった。

　ちょっと振り返り、彼女を見る。涙に濡ぬれた、少女の顔を。

（……忘れない）

　グランは強くそう思った。たとえ今から、自分のこの肉体を捧ささげてしまうことになっても。

　どうやって嗅かぎつけたのか。彼女が何者なのか、結局のところはさっぱりだ。しかし、これだけは言える。

　あの銀髪の少女はグランの身を案じ、ただそれだけで、あんなに泣いてくれたのだ。

　──ただ、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　七番目であるグランが、第二陣じんの中で真っ先に呼ばれる。円形区画への扉が開き、グランは中へと足を踏ふみ入れる。そこは何もない、真っ平らな金きん属ぞく大地が広がる空間だった。

　どこまでも広がる、滑なめらかに磨みがき抜ぬかれた重金属の地面──。それは螺ら旋せん状じように敷しき詰つめられた、可か動どう式しきの装そう甲こうシャッターである。その上を職員の運転する、用意された小型の移動用車両がグランを乗せて疾しつ駆くする。半径だけでも二キロを超えるこの空間の、装甲シャッターが大おお渦うずのごとく重なった中心地点へと向かうために。

　そのわずかな時間が、グランに残された最後の自由の時であった。──自分が、「変へん質しつ」してしまうまでの。

　思し考こうだけがぐるぐる巡めぐる。

「ユイファ……」

　最初にそんな呟つぶやきが生まれた。両親も既すでになく、独ひとりとなってしまった妹のユイファは、無事にこれからも生きていけるだろうか？　他の『番号付きナンバーズ』はどうなる？

　そして最後に、大きな心残りがあった。

（あの銀髪の彼女は、俺を知ってるようだった。……けど俺は、思い出せなかった）

　思い出してやりたかったな。この期ごに及およんでそんなことだけが、グランの胸中に宿った。







「冗じよう談だんじゃないっ、あたしは……諦あきらめるためにここにいるわけじゃないんだからあっ!!」

　涙を拭ぬぐい、天華は狭せまくて薄うす暗ぐらい換気口内部を、暗あん視しゴーグルをつける時間も惜おしんで戻る。手近な配線構造が走る空間を見つけ、ケーブル束たばを引っ張り出して、携帯コンピュータを接続した。

　グランたちの待たい機き部屋へとたどり着く寸前、天華はこうして接続した携帯コンピュータの画面で見てしまった。映し出したのは施設の集中管理室に投とう影えいされた、円形区画の中心部の映像である。

　そこで行われたのは、最初に向かわされた一人の女の子が、「変質」させられてしまう様さまであった。

　ミストとそう年の違わない彼女の体は、ぱっくりと口を開いた円形区画の装甲シャッターに飲み込まれて。血と肉と骨をすりつぶされて、死んだ。──かわりに生み出されるのは、金属製の頑がん丈じような立方体に収められた書物──。

　しっかりと書物を抱いた「本棚」は展てん開かいし、十じゆう字じ架かになる。そこに磔はりつけとなったのは、書物が形を変えた存在。凄すさまじい精命力を閉とじ込められて精せい製せいされた、「精書」であった！

　画面に映る、いくつものモニターからの映像が、誕たん生じようの際さいに生じた精命力の凄すさまじい余よ波はをしっかり捉とらえる。円形区画内の空気が震ふるえ、外周通路の壁中に施ほどこされていた外部への影えい響きようを遮しや断だんする錬精の紋もん様ようが反応し、こびりつく昨夜の蔦植物を暴ぼう走そう成長させてしまう。人が望んだ、科学に変わるエネルギーを持った道具が生まれた瞬しゆん間かんだった。

　そう、こうして精書はつくられる。

　人間に使われる道具として、人の持つ言語体系を利用するために、「人間」を材料にして。──天華の胃い液えきが逆流しかける。

　そして今、七番目の犠ぎ牲せい者しやとして、グランが費ついやされようとしていた。その命と体を捧ささげた末に、古代標準文字アルフアベツトで七番目に位置する、「Ｇ」となるために。

　血まみれに砕くだかれる無む惨ざんな彼の光景が、天華の脳のう裏りに浮かび上がった。

「……そんなの、させないっ!!」

　天華は闇に叫んだ。絶対にやらせはしない!!

「死なせるもんかっ、あたしが、あたしが助けるんだ！　相棒をッ!!　そして……連れて帰るんだ！」

（あたしとＧは、二人で一人なんだから──！）

　開いた画面内に映る円形区画の中央に、ついにグランが残される。もう時間がないっ。天華は携帯コンピュータのキーパネルに指を全力で疾しつ駆くさせた。

　制せい御ぎよ系けいをすぐさま乗っ取ることは難むずかしい。でも。

（コンピュータ・ウィルスをぶち込むだけなら！）

「……これで、どうだあぁ──────っ！」

　軌き道どうエレベーター施設で取り込んでおいた、『電脳デジタル』の能力を持つ栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんさえも苦しめた特とつ級きゆうのウィルスを、施設のコンピュータへと流し込む。反応はすぐに出た。螺ら旋せん状じようにまとまっていた装甲シャッターが、展てん開かいしかけた形で止まる。

　間かん一いつ髪ぱつ。グランはまだ、グランのままでそこにいた。

「やった……！」天華は思わず拳こぶしを握にぎった。遺い跡せきの機能は完全に停止していた。ウィルスはそう簡かん単たんには除じよ去きよできない。

　──そのはずだった。しかし。

　唐とう突とつに、グランの足元の重じゆう厚こうな装甲シャッターが再さい起き動どうする。

「!?　えっ……噓おっ！」

　天華は信じられない。慌あわてて携帯コンピュータを通して、施設の機き構こうを確かく認にんした。間ま違ちがいない、画面上のデータでは──完全に停止してるはずなのにっ！

　Ｇ!!　と名を呼ぶ間もなかった。グランの体は飲み込まれ、嚙かみ砕くだかれる。

　凄せい惨さんなそのシーンを直ちよく視しできず、天華は身を折るようにして膝ひざ上うえに抱かかえ込んでいた携帯コンピュータを滑すべり落とした。

「そんな……そんな、そんな、そんな、そんなあああああっ!?」

「なに、これ……」

　と──。小さな呻うめきがすぐ側そばで生まれた。

　どうして、いつの間にそこにいたのか。換気口の中を這はってきた深紫の瞳を持つ男の子が、落とした携帯コンピュータに映る光景を凝ぎよう視ししていた。ミストである！

　おそらく好こう奇き心しんから、天華の後をついてきたのか。必死であった天華はまったく気付かなかったが、彼の後ろからは、制止しようと続いたのか、グランの側にいた短髪の少女が追いかけてきていた。

　彼女はしかし、同じように換気口の闇やみに輝く画面の光を見て固まる。「グラン……」と全てを知る響きを、画面に消えた青年の名に含ませて。

「なんなの、これ……静香ねーちゃぁん。グランおにーちゃんが、なんで……ぼくたち……こんなために、ここにいるの？」

　完全に焦しよう点てんを失ったミストの瞳が、画面の明かりを反射している。天華には、何も答こたえられなかった。

「これがぼくたちの、選ばれた理由なの？　ぼくをこんなふうにするために、大人おとなたちは──」

「ミストっ……ミストラル!!」

　彼の強こわばった独どく白はくを止めるため、短髪の少女がミストの背中を強く抱いた。彼のフルネームを呼びながら。

　けれども、少年の壊こわれた心はもう戻らない。──アハハ、という笑いがミストの小さな口から漏もれた。

　だけどそれは、もう先ほどまでの彼のものではなくて。ミストはげらげら笑い続ける。

「死んじゃった……そっか、みーんな死んじゃうんだ。アイシスも、グランにーちゃんも、静香ねーちゃんも、ぼくも。なに、それ？　ぼくなんかした？　悪いコトしたの？　ぼくはずっといい子だったよ？　じゃあ──あれだ。ぼくが悪いんじゃない。世界が……全部、悪いんだ。アハ、ハハハっ」

　──みんな、死んじゃえっ。急に笑いを途と切ぎれさせ、ぞっとするような口調でミストが言った。その目から、一ひと筋すじの血の涙さえ流しながら。

　彼の手から転がり、天華の方を向いた携帯コンピュータの画面では。今まさに、円形区画に開いた機械に埋うもれた地の穴あなより、褐かつ色しよくの肌はだと黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみを持った青年の姿をした精書がひとつ、吐はき出されたところだった。




　　　　５




　一度は止まった装甲シャッターの顎あぎとに捕とらわれ、回転する高速の刃やいばで肉体が嚙かみ砕くだかれる。それを止めることは誰だれにもできない──。

　なぜなら、絶対に変えることのできない、過去にあった真実だから。

　そうして素そ材ざいとして命を捧ささげて。「変質」したＧは、そのことを理解する。グランという人間ではなく、精書として生まれ変わったことで、皮肉にもようやく自らを取り戻すことができたために。

（変えられない結けつ末まつなのは当然だ。これは……この世界は、単なる【虚無ＭＡＳＱＵＥＲＡＤＥ】なんかじゃない）

　開いた黒鉄色の瞳で、漆しつ黒こくの衣い装しように身を包んだ褐色の肌を確認し、Ｇは己おのれを認識する。それは造られたばかりの、完全体である青年の擬ぎ似じ的てきな肉体だ。

　すなわちこれはあの千年前の、二十六人の子供たちが精書を製造するために生いけ贄にえとなったときのもの。──忠ちゆう実じつに再さい現げんされた、古の【記憶ＭＥＭＯＲＹ】だった。

　Ｇは全すべてを思い出す。あの、【幻ＧＨＯＳＴ】よりＭの欠片かけらを奪うばい取ったときのことを。

　あの瞬しゆん間かん、Ｍの潰つぶされた精命核の欠片がＧと融ゆう和わし、わずかにこびりついた残ざん留りゆう思し念ねんがこうして世界をつくったのだ。死してなお、Ｍにとって決して忘れることのできない、人間への絶対の憎ぞう悪おを生んだ瞬しゆん間かんのことを──。

　Ｍの内包していた【記憶ＭＥＭＯＲＹ】が、Ｇのなくした過去を補おぎない、まざまざと見せてくれた。

（……哀かなしいことだ）

　Ｇは思う。いや、Ｇの中のグランという人の部分が。

　精書をつくるために、犠ぎ牲せいとなった人間たち。それは単なる素材でしかなかったはずなのに、道具である精書自身の持つ属ぞく性せいに、偏かたよりを──「個こ性せい」を持たせてしまったのだ。Ｇは、妹を守りたいと願うグランの心を引き継つぎ、誰かを【守護ＧＵＡＲＤ】することを身上に。また、ミストラルという少年は、精書製造の秘密に耐たえきれず、壊こわれてしまった心に【狂気ＭＡＤ】を宿したＭに。

　──精書は、しょせん道具に過ぎない。その口くち癖ぐせを、Ｇは未いまだに信じている。その程度のものなのだと。人に利用されて初めて力を発はつ揮きできる、錬れん精せい具ぐなのだから。

　だが、属性の中に【人ＭＡＮ】という要よう素そを持ち、精書の中で唯一【使い手ＭＡＳＴＥＲ】にもなれるＭだけは、【人間ＭＡＮ】であることを辞やめられなかった。故ゆえにＭはどんな精書より人を、世界を呪のろった。滅ほろびを与あたえようとした。

（そうか）

　そのことがようやく、Ｍの【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を受け継いだＧにはわかった。

（これが、Ｍの憎にくんだ旧きゆう精せい紀きなんだ……）

【記憶ＭＥＭＯＲＹ】をＧの意識が受け入れる。と、取り巻く【記憶ＭＥＭＯＲＹ】のヴィジョンたちが加速した。【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を見ているＧを中心に、過去が勝手に進んでいく。

　気が付けば『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』内の円形区画に、二十六の「本棚」と、完成した同じ数の精書が収められていた。

　精書はすぐに、核かくとして凝ぎよう縮しゆくした膨ぼう大だいな精命力を有効利用されんとして、人間に使われた。

　が、それはやがてあっさりと終わりを迎える。精書Ｍの裏切りによって。

　製せい造ぞう当初からその能力を扱あつかうことが難むずかしいとされた、能力が【未知Ｘ】のＸと、【終焉Ｚ】的存そん在ざいのＺ。それに、【死ＤＥＡＴＨ】と【破壊ＤＥＳＴＲＯＹ】の属ぞく性せいを持つＤ。これら『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』に封ふう印いん所しよ蔵ぞうされたままであった三冊の精書のうち、最も危き険けん視しされていた精書Ｄを、Ｍが解とき放はなったのだ。

　そして──。







　Ｇを取り巻く世界のヴィジョンが、すっかり変わり果てていた。

「これは……？」

　過去は進行し、時が流れた。精書製造に再さい起きを賭かけた世界は、精書によって滅ほろぼされようとしていた。

　Ｍの元に集められた、ほとんどの精書たち。いないのは封印されたままのＸとＺに、ＧとＦとＱの五体のみ。

「浮遊都市──いや」

「箱船」と呼こ称しようされる、緊きん急きゆう避ひ難なん用ようの空飛ぶ碗わん型がたの巨大な大地が、【隔離ＱＵＡＲＡＮＴＩＮＥ】のＱによって隠された、Ｆの【浮遊ＦＬＹ】の力で飛ひ翔しようする。

　数十万人もの逃にげ延のびた人々を抱かかえた「箱船」を【守護ＧＵＡＲＤ】するのは、そこに配置されたＧであった。

　──覚かく醒せいした精書Ｄの【破壊ＤＥＳＴＲＯＹ】の【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】が、地表を徐じよ々じよに覆おおっていく。その様子を、遥か上空に退たい避ひした「箱船」の外がい壁へきの縁ふちに立ち、Ｇは見下ろす。科学によって繁はん栄えいを極きわめた世界が、滅ほろびに蝕むしばまれていた。

「世界の、最期か」

　Ｇは呻うめく。

　最後のあがきとして、精書暴ぼう走そう時じの安あん全ぜん装そう置ちとして造られていた対精書用兵器──精せい機き龍りゆうも、ＸとＺを除のぞいた二十四体ぶんの機き動どうに成功したものの、【龍ＤＲＡＧＯＮ】の属性を持つ精書Ｄにあしらわれる。

　大地に蠢うごめく【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】の中で、精命力の結けつ晶しようである金色の『龍輝石カーバンクル』の輝かがやきを双そう眸ぼうから放ち、それぞれが小山ほどもある最さい凶きようの機き甲こう精せい物ぶつたちは、岩がん盤ばんを砕くだく。噴ふき上がる赤黒い溶よう岩がんの柱を蹴け散ちらして、蒸じよう気きにむせぶ海を割り、轟ごう風ふうを千切って闇やみ雲くもに飛翔した。

　これが、旧精紀の滅めつ亡ぼうの記録だった──。

「ハハッ、ハハハハハハハハハ!!　終わりだよ、これで……ねえ、そうだろ？　Ｇッ」

　哄こう笑しようが突とつ然ぜん響ひびき渡わたる。Ｇの立つ場所から数十メートルほどしか離れていない「箱船」の縁に、紫し紺こん色の長い髪を後頭部でなびかせた美青年が、透とう明めいな瞳に笑えみを宿して座すわっていた。傍かたわらに書物の形をとらせて置くのは、Ｄ以外に服ふく従じゆうさせた、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌ、Ｎ、Ｏ、Ｐ、Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ｕ、Ｖ、Ｗ、Ｙ──十九冊もの精書である。ぶらぶらと組んだ足を外壁の上から空へと垂らした、精書Ｍだ。

　さあ、とＭはゆるりとＧに手を差し伸のべる。

「Ｇもおいでよ？　こんなところで人間なんかに使われていないでさあ。……かわりに僕が使ってあげるよ。この汚けがれた世界に、ふさわしい結けつ末まつを与えるためにね」

「Ｍ……」

「こんな世界は、僕たち精書が滅びを与えてあげるのが相そう応おうなんだよ。そうでしょ？　Ｇならわかってくれるよねえ。だって──僕ら『番号付きナンバーズ』の、【まとめ役ＧＥＮＥＲＡＬ】だったんだもの。僕と一緒に、きてくれるよね？」

「──俺は──」

　憶おぼえている。Ｇはそれが、千年前に投げかけられたのとまったく同じ質問であることに気付いた。

（あのときの自分は、どう答こたえた？　……いや）

　人から精書へと変わり果てた後も、Ｇはもちろん全てをちゃんと記き憶おくしていた。人が罪つみ深ぶかき生き物だということを。

　けれども同時に、もうＧは、精書という道具でしかない。

「……嫌いやだ」

　Ｇは千年前とまったく同じ回答をぽつりと呟いた。拒きよ絶ぜつの言葉を。

　なに？　とＭの顔色が変わる。信じられないものを見るような、呆ぼう然ぜんとした表情だった。

「いま……なんて……言ったんだい、Ｇ？」

「俺は、お前たちには従わない。なぜなら……」

　彼女がいるから。Ｇはそっと振り返る。

　頑がん丈じような外壁より見下ろせる、Ｇの【防護ＧＵＡＲＤ】の力で生み出された不ふ可か視しの障しよう壁へきに守られた「箱船」で、不安げな空気を湛たたえた数十万人もの人々。そのうちの一人が、いつしか外壁の上へと登ってきていた。Ｇに会いたい、その一心で。

　それは長い白髪と真っ赤な瞳を持った少女。──グランの妹、ユイファだった。

　彼女は褐色の肉体を得た、変わり果てたＧのすぐ背後に歩み寄り、顔面をくしゃくしゃにする。

「お兄ちゃん……」

　彼女の唇が小さく動いた。肌も髪も瞳の色も、体つきまで変わってしまったＧなのに、ユイファは一目でＧが兄のなれの果てであることを見抜いてくれた。涙の雫しずくが、透すき通るほど真っ白な頰ほおの上を流れて落ちた。

　だから、Ｇは後こう悔かいなど憶おぼえない。精書Ｍの甘かん言げんをはね除のけて、ただ真まっ直すぐに、暴あばれ回る二十四体の精機龍と、世界を蝕むしばむ【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】だけを見み据すえた。

「……ねえ──」

　行くの？　かつての妹が、静かに訊きいた。

「どうして、どうしてなの？　……お兄ちゃんを、そんなふうにしちゃった世界なのに。どうして闘たたかおうとするの？　こんな、こんな世界なんかいらないよ！　滅ほろんじゃえばいいんだよおっ！」

　嗚お咽えつに小さな胸を押さえて、白はく髪はつを振ふり乱し、白子アルビノの少女はＧの背中にすがりつく。

「お兄ちゃんのいない世界に……もう、価値なんかないよ……」

「──そうでもない」

　Ｇは即そく答とうしてやった。抱だきついた彼女の細い腕うでをとり、引きはがし。濡ぬれた頰ほおにやさしく触ふれてやりながら。

「価値はある。……まだ、お前がここにいる」

　お前を【守るＧＵＡＲＤ】ために俺は行くんだ。Ｇは大切な妹の額ひたいに、そっと愛いとおしく口づけた。

「馬ば鹿かな……！」

　固まるのはＭであった。その驚おどろきの視線を受けたまま、Ｇはユイファに嘆たん願がんする。

「助けたいんだ、俺は。……力を貸してくれるか？　ユイファ」

「お兄、ちゃん……」

「俺はもうお前の兄じゃない。精書という名の、道具だ。道具は、人に使われなければ力を発はつ揮きすることができない。……そう、俺たちは人が自らの意志で、未来を切り開くためにあるんだ」

「……うん」

　こくん、と彼女はおもむろに頷うなずいた。赤い瞳をもっと真っ赤に染めて。だから。

　Ｇは彼女の細い体を抱きしめて。「箱船」の縁へりから真まっ逆さかさまに、真下の地上で跋ばつ扈こする【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】と精機龍どもに向かい、身を躍おどらせた。







　──の、はずだった。過去と同じ道をたどれば。だが。

　今は、あのときとは違う。Ｇはユイファを抱だき留とめて、「箱船」の縁から飛び降りようとする足をその場に留めた。

　細身の妹を、そっとその場に放してやる。

「……Ｇっ」

　やおらそんな聞き慣なれた焦しよう燥そう混まじりの少女の声が、Ｇへと投げかけられたから。

（ああ……そうだ。今の俺は、ユイファとは行けないんだ）

　顔を上げたすぐそこに、この終末の記録内にいるはずのない銀髪の少女が、まるで世界から乖かい離りするように、足場のない空中に浮いていた。所しよ在ざいなげな両足に銀色の瞳を戸と惑まどわせながらも、しかし彼女はＧだけを見つめる。

　Ｇと共に【記憶ＭＥＭＯＲＹ】に取り込まれた、天華だった。

「そうだ。俺は、ここで終われないんだったな」

　Ｇはわずかに不器用な「苦笑」をつくり、グランを必死に助けようとしてくれた天華へと手を伸ばした。と、Ｇの肉体は変へん貌ぼうする。この記録内では完全体であった青年の姿から、いつもの少年の形へと。

　それが本当のＧだから。

　ふと振り返ると、そこにまだ、分ぶん離りしたかのように完全体のＧがいた。本物の自分ではない。あくまで虚きよ像ぞうの、千年前のＧである。

　彼は妹を抱き直すと、そのまま「箱船」の縁から飛び降りた。真っ逆さまに、真下に蠢うごめく精書Ｄの変質した【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】の中心地を目指して。

　完全体の青年は全力で闘い、そして──相打ちとなった。

【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】は霧む散さんし、精機龍たちが我われを取り戻す。それと引き替かえに、Ｇは己おのれの精せい命めい核かくをＤの最後の力によって抜き取られ、消し飛ばされた。

　断だん末まつ魔まの精書Ｄの精命力の輝かがやきと、Ｇの体内より【廃棄ＤＩＳＣＡＲＤ】の力でえぐられた精命核の煌きらめきが、動きを止めた精機龍たちの間に落ちた。膨ぼう大だいなエネルギーの奔ほん流りゆうが、破は壊かいし尽つくされた大地の上に散さん華げして、放射状に伸びていく。精命力で傷きずつけられた、精霊たちの通りやすい、後に「精脈」と呼ばれるものとなって。

（ここからは俺が知ることのできなかった、Ｍの【記憶ＭＥＭＯＲＹ】か）

　Ｇは見る。「精脈」へと集つどいし自然の力たちが、溶よう岩がんの赤に彩いろどられた無む惨ざんな大地を、やがて諫いさめて回復させていくのを。ゆっくりと──。

　かわりに、精命核をＤにより抜かれた完全体であったＧは、器うつわだけの存在となって消しよう滅めつを免まぬがれ、書物となって意識を失う。

　それが、千年前のＧが不完全体となった全てだった。これで、おしまいなのである。

（いや──終わってなどいない）

　少年となって【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の中の自分から剝はく離りしたＧは、天華としっかり手を繫つなぎ、この忘ぼう却きやくの彼方かなたにあった光景を傍ぼう観かんしていた。

「Ｍの憎ぞう悪おが、渦うず巻まいている……」

　完全体の自分が消滅した真下の大地を眺ながめながら、Ｇはぽつりと彼女に言った。

【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】を失った世界は、収しゆう束そくの時を迎むかえる。精機龍たちが本来の役目を思い出し、逃にげ回る精書Ｍと十九冊の仲間へと執しつ拗ように襲おそいかかった。その牙きばからどうにか逃のがれられたのは、完全なる【人ＭＡＮ】に偽ぎ装そうして精命核の力を内に押さえ込むことのできた、Ｍだけだ。

　そしてここに、本来ならばもうＧはいない。

「天華。お前がいてくれて助かった。お前という、この【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の中では異い物ぶつである存在がなければ、俺はここを現実世界だと思いこんでいただろう。あのまま、過去とまったく同じ道みち筋すじを進んで──【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】と闘たたかい、朽くち果はてるまで」

「……うん」

　Ｇと同じく、この【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を目まの当たりにした銀髪の少女も、すでに何もかも理解していた。

　これが【記憶ＭＥＭＯＲＹ】だけとなった、潰つぶされた精書Ｍの、最さい期ごに残した罠わなだというのを。Ｍは潰されてわずかな精命核の欠片かけらとなっても、この千年前の過去で精書たちを裏切ったＧを滅ほろぼすためだけに、この【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を持ち続けたのだ。

　だがその要よう因いんを知ったＧや天華に、何も言う資し格かくはない。

「俺が間違っていたのか……ミストラルが正しかったのか。──いいや」

「Ｇ……」

「わかっている。論じるのは無意味だな、天華」

　Ｇはそっと押し黙る。それは正解のない、悲ひ劇げきでしかないのだから。

　それでも、Ｍの怨おん念ねんのこもった【記憶ＭＥＭＯＲＹ】は止まらない。

　世界がついに、崩ほう壊かいした。周囲が真っ白な靄もやに──いや、【霧ＭＩＳＴ】に包み込まれる。

「天華！」

「Ｇっ!?」

　すぐ側そばにいる姿も、触れ合う互いのぬくもりすら、【霧ＭＩＳＴ】は覆おおい隠かくしてしまう。消えてしまう？　──【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の中に迷まよい込んだＧと天華を、共に消しよう滅めつさせようと。が、しかし──。

　唐とう突とつに、光があふれた。それは【霧ＭＩＳＴ】を裂さき、吹き飛ばす。握にぎりしめた手でＧと繫つながる銀髪の少女の胸元で、清せい浄じようなる輝きが生まれていた。

　それは、天華の懐ふところにあった携帯コンピュータからあふれ出たもの。メールという絆きずなで繫がった、外からの……？

「──白華あっ!?」

　銀髪の少女が画面を開き、そこに映った双ふた子ごの妹の名を叫ぶ。とたんに、外部からもたらされた光はＧたちを包み込んだ。







　眩まばゆいばかりの白光は、姉とその相あい棒ぼうの少年を【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の中から救い出す、外への出口だ。

　精書Ｐの【麻痺ＰＡＲＡＬＹＳＩＳ】から回復した白華は、集中管理室で倒たおれた天華とＧにすがりつき、金色の『龍りゆう眼がん』で見抜く。二人の精命力の連れん鎖さが、Ｍの欠片かけらに宿った強い残ざん留りゆう思し念ねんに取り込まれ、精神が抜け出せなくなっていることに。

「絶対……絶対に、助けなくちゃっ。──お願い、みんな！」

　力を貸して──。白華は周囲に濃のう密みつに存在する、精霊たちの助力を請こうた。【幻ＧＨＯＳＴ】とＧたちの闘いで破は損そんした、モニターの一部。その破片を手にとって、濡ぬれた装しよう束ぞくの袖そでをまくり、腕に突つき刺さす！

「うっ、あ……！」

　鮮せん血けつがしたたり落ちるが、かまいやしない。──この高圧に活性化した精霊たちをうまく導みちびくには、媒ばい体たいとしての錬れん精せいの図形が必要だった。それには人の精命力をそのまま宿す、生き血による図形紋もん様ようが一番である。白華は自分の血で指を濡らした。

（これで、なんとか──）

　普ふ段だんから『龍眼』頼たのみの白華は、実は錬精術の知識に乏とぼしい。けれども『龍眼』が、風や闇やみや光といった、辺りにありふれた精霊たちが最も通りやすい図形を見せてくれる。仰あお向むけに寝ねかせた姉の胸のふくらみの上に、漆しつ黒こくの【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】となったＧを置いて、その周囲に真しん紅くの錬精陣じんを引いた。

　そして──白華は己おのれの精神を、精霊たちの助けを得て、二人の大切な人を取り込んだ【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の中に割り込ませる。

　頭の中に必死に描えがいた、どんなに離はなれていても自分と姉とを繫つないでくれる、携帯コンピュータのメール画面をイメージして。

（帰ってきて、姉様。Ｇくん……！）

　それだけを願い、装束の袂たもとを赤く染そめていく傷きずに、体力を奪うばわれながら。

（──姉様あっ）

　祈りはやがて、ついに届いた。白華の精神が【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の【霧ＭＩＳＴ】を破り、異物である姉とＧを発見する。と、それはすなわち、二人に外への抜け道を繫げることになる。

　漆黒の【手甲ＧＡＵＮＴＬＥＴ】が宙に跳はね、褐かつ色しよくの肌はだの少年の姿に戻り、姉の側にふわりと降りた。

「……白、華……？」

　銀色の瞳が開き、すぐに白華を捉とらえてくれた。

「よかった……」

　白華はただただ安あん堵どに浸ひたる。が、かわりに腕からの大量の出血により、ふらりとその場に倒れてしまった。

　咄とつ嗟さに支えてくれるのは、小さくとも逞たくましいＧの腕だ。

「白華！　お前は──なんて無む茶ちやを」

「なに……なに、この血は!?　あ、あぁあっ、白華ああ！　こんな……まさかっ、あたしたちを助けるためにっ？」

「い、いいんです、姉様……大だい丈じよう夫ぶですから。そ、れ、より──」

　飛び起きるやいなや真まっ青さおになって手早く止血をしてくれる姉の手を取り、白華は促うながす。煌こう々こうと点ともされた、壁一面のモニター群ぐんを。

　赤い数字のカウントダウンが、もう残り１００を切っていた。そこに、ついに倒れた赤毛の少女を残し、一人でふらふらになっても走り出す、栗毛の少年補佐官の姿が映る。『転移ホール』の停止には、まだ間に合っていないのだ！

　そして、別のモニターに投とう影えいされた、金きん髪ぱつの青年剣士も──。

「!!　アルぅっ!?」

　姉の悲鳴が集中管理室内にこだました。

　モニターの中で、『完全獣化フル・ビースト』して黄おう金ごんの獣じゆう人じんとなった鋼はがねの剣けん聖せいアルバルド＝ナイツが、その体毛をべっとりと血に汚よごし、白き【幻ＧＨＯＳＴ】の足元に崩くずれ去るところだった。




　　　　６




　瞬しゆん時じに【盾ＳＨＩＥＬＤ】にかわってくれた精書Ｓの、六角形の強固な身さえ穿うがって、【幻ＧＨＯＳＴ】の白い腕が黄金の毛並みの獣人を貫いた！

　その一撃は、強きよう靭じんな体毛を有するアルバルドの胸板を陥かん没ぼつさせ、モニター越しにすら肋ろつ骨こつの折れる音を天華たちに届かせる。普通なら致ち命めい傷しようだ。が、『完全獣化フル・ビースト』したアルバルドの回かい復ふく力りよくは桁けた外はずれで、血ち反へ吐どの塊かたまりを滴したたらせながらもまだ動く。砕くだけて身み悶もだえする【盾ＳＨＩＥＬＤ】を抱え、【幻ＧＨＯＳＴ】の攻撃で穴の開いた外周通路の壁へと逃げた。

　それでもふらつく足取りはもつれ、装そう甲こうシャッターに覆おおわれた円形区画の中へと倒たおれ込んだ。

「──アルうううううっ!!」

　這はい蹲つくばう幼なじみの青年を目もく撃げきし、天華は悲鳴のように叫ぶ。

（どうする、どうしたらいいのッ！）

　ぐったりとする妹の体を相棒と共に抱きしめた床ゆかの上を、無む数すうに瞬またたくモニターの明かりが見下ろす。

【記憶ＭＥＭＯＲＹ】内での時間の流れは、幸いこの現実世界とは違ったようで。天華が気を失ってから、十分程度の時間が経たっているだけだ。が、それは致命的な十分だった。

　カウントダウンはあと一分強に迫せまっていた。ココロの意志を継ついで走る必死のシエンは、しかし遺跡施設最西端の独立制せい御ぎよ中ちゆう枢すうにまでたどり着けそうにない。血にまみれたアルバルドは、折れた肋骨と【盾ＳＨＩＥＬＤ】を抱かかえ込んだまま、迫せまり来る【幻ＧＨＯＳＴ】を前に立ち上がることすらままならなかった。

　そして天華は、雷らい帝てい号ごうをなくし、一分以内ではどこにも駆かけつけることができない。

「あたしは……あたしには、もう何もできないのッ!?」

　そう。自分にはもう、やれることなど何ひとつないのだった。──だから。

　かわりに、相棒の少年が動いた。

「天華。──俺に、もう一度だけ力をくれ」

　彼はふいに、そう告げた。黒鉄色の眼まな差ざしに、諦あきらめていない澄すんだ輝かがやきを湛たたえて。

　と、天華が了りよう承しようするより早く、小さな頭が接近する。体温を持たぬが故ゆえのひんやりとした、けれどもやわらかな感かん触しよくが、天華の唇くちびるに触ふれた。

　それは、接せつ吻ぷん。唐とう突とつに奪うばわれた、天華のファーストキス──。

　脈みやく絡らくのないいきなりの行こう為いに、何が起こったのか、天華はすぐにはわからない。理解できない。頭の中が真っ白になる。
















　しかしすぐに、顔面から火が出るほどに真っ赤になった。えっ、え、え、えええええ!?

（Ｇっ!?）

　白華もいるのに！　などと、朦もう朧ろうとした妹の肢し体たいの重さを腕に感じつつも、初めての口づけから離れられない。動けない。天華の体全体から、急速に力が抜けていった。感じるのは、唇に当たる感かん触しよくだけ。

　Ｇの唇はそう硬かたくなく、ほんのりとあたたかさを帯びてくる。

　──むしろ、火傷やけどするほどに熱い？

「!?」

　いや、熱く感じるのは天華の体温が急きゆう激げきに下がったからだ。

　体調そのものが激げき変へんするほどに、唇から奪われるものがあった。それは気力であり、体力であり、命そのもの。肉体の芯しんから根こそぎ吸い取られる、天華自身の精命力。

　肌はだを介かいしての普段通りの摂せつ取しゆでは追いつかず、こうして口こう腔こうを通しての、直接的な吸きゆう飲いんをＧは行っているのである。

　それ故の、突とつ然ぜんのキス。「だからなんだ」とわかったとき。

　天華はふにゃふにゃと、その場に崩くずれた。

　かわりにしっかりとそこに立つのは、漆しつ黒こくの衣い装しようと褐色の肌を持つ、疑ぎ似じ的な肉体を青年へと変へん貌ぼうさせた、完全体の相棒で。

「う……あ、じ……Ｇ……？」

「天華。精書という存在は、生まれたときから間ま違ちがっていたんだ」

　俺はやっと思い出せた。胸の奥に受け継ついだミストラルという少年の【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を抑おさえて、完全体となったＧは穏おだやかに語る。ぐったりとした天華と白華の、双子姉妹に。

「そして俺が、今この瞬しゆん間かんにここにいるのは──きっとその間違いを正すためなんだ」

「！　あ、あん、た……まさ、か……？」

　天華の脳裏に瞬またたいたのは、あの光景。【記憶ＭＥＭＯＲＹ】の世界でぶつかりあった完全体の精書Ｇが、【闇ＤＡＲＫＮＥＳＳ】と共に滅ほろんでいった──。

　けれども、精命力をほぼ限界まで吸い取られて衰すい弱じやくした天華には、止めることなどできなくて。

「俺にはまだ、【守護ＧＵＡＲＤ】してやりたいものがあるからな」

　わずかにつくる、不器用な「笑顔」。それだけを最後に、褐色の肌を持つ美青年は虚こ空くうに空間の歪ゆがみをつくる。

　完全体となった今だからこそ自由に操あやつれる【門ＧＡＴＥ】を開いて、一分しかない時間で全すべてを終わらせるために。







『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の最さい南なん端たんに位置する分ぶん岐き路ろ近くの、滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされた外周通路の分ぶ厚あつい壁かべ。引き裂さかれた円形空間への穴あなをまたぎ、完全体のＧそっくりな白い【幻ＧＨＯＳＴ】がゆっくりと、血ち反へ吐どにまみれた黄おう金ごんの獣じゆう人じんへと肉にく薄はくする。

　だがＧは、あえてそこから離れた位置に【門ＧＡＴＥ】の出口をつくり出し、跳ちよう躍やくした。

　──そこは、直径数キロもの円形空間の、ほぼ中心地点であった。

　かつて精書がつくられた、折り重なる装そう甲こうシャッターが沈ちん黙もくと共に眠ねむりについた場所。重じゆう金きん属ぞく製せいの閉とざされた顎あぎとの上に、Ｇは操あやつる【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の力で地球の引力を断たち切って浮ふ遊ゆうする。

　真下には高さ一メートルほどしかない、「本棚」と呼ばれる二十六個この金属製のケースが乱らん立りつしている。そのうち中心地に最も近い辺りに据すえ置かれた三つに、Ｘ、Ｙ、Ｚの連続する三体の精書が書物の状態で収められ。互たがいに精命核を共きよう鳴めいさせて、『転移ホール』の発生に必要な精命力の余よ剰じよう波は動どうを生み出していた。自らも苦しむほど、過剰に！

「このためだけにＹをここに埋め込んだが、Ｍ……」

　円形区画外にさえ影えい響きようを及およぼす、濃のう密みつな精命力の収しゆう束そくには、一時的だが完全体となったＧも手が出せない。

（だが……これを根本的に止めなければ、この星そのものが巨大な時空間の穴あなに囚とらわれ、飲み込まれてしまう）

　Ｇは素早く状じよう況きようを再度把は握あくした。と、宙に浮いたまま頭上を仰あおぐ。

　黒鉄色の瞳に飛び込んできたのは、外周通路の五倍はある高さを持った円形の空間をまるごと覆おおう、千年以上もの間延えん々えんと張り続けられてきた、エネルギーによる半はん透とう明めいの膜まく。バリヤー・シールドである。

　それと、その向こうに存在する、圧あつ倒とう的てきな装甲と機械の塊かたまり──。Ｍが『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』と呼んだ、この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の真上に乗っかる形で存在する、空飛ぶ遺い跡せきがそこにあった。千年前のあのときには、なかったものだ。

「これは……そうか」

　その内部に何が秘められているのか。Ｍの【記憶ＭＥＭＯＲＹ】を受け継いだＧだからこそ、知っていた。

　が、悠ゆう長ちように『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』を眺ながめている余よ裕ゆうはもうない。

　Ｇのすぐ正面の空間がぐにゃりと歪ゆがみ、ぱっくりと新たな【門ＧＡＴＥ】が口を開く。そこから出てきたのは白い【幻ＧＨＯＳＴ】だ。

　アルバルドを放置して、ここに出現したＧのみなぎる精命力を感じ取り、追いかけてきたのである。

　それはＧの読み通りだ。【最強ＧＲＥＡＴ】に固こ執しゆうする偽にせ物ものにとって、完全体となったＧと相まみえることこそが、至し福ふくの喜びなのだから。

「Ｇ──まさかこの滅びの間ま際ぎわに、再びこうしてお前と闘えるとは思いもしなかったぞ」

　青年の姿をしたＧを見て、【幻ＧＨＯＳＴ】は崩くずれた無表情に、隠しきれない喜色をみせる。

「ケリをつけよう」

　漆黒の衣装を空中ではためかせ、Ｇは固く拳こぶしを握にぎった。力はみなぎっている。それは天華から受け取った、一瞬の煌きらめき。時間にしてみれば、完全体の姿を維い持じするだけであと三十秒と保もたないもの。が、それで十分だ。

「……俺とお前の生き残った方が、真の【最強ＧＲＥＡＴ】だ」

　──そして。黒と白の二人のＧが、右の拳を突き出した。







　右腕より放たれた目もく視しすることのできない【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の波動が、空間を湾わん曲きよくさせる。浮かび上がった漆黒のＧと白き【幻ＧＨＯＳＴ】との狭はざ間まで、見えない《衝撃波グラビテイ》がせめぎ合う。

　全力でぶち込まれた両者の《衝撃波グラビテイ》は、【灰色ＧＲＡＹ】の【溝ＧＲＯＯＶＥ】をつくり出す。空間そのものをねじ切って生まれた、物質も空間も、光すらも吸い込んでしまう【重力ＧＲＡＶＩＴＹ】の【墓場ＧＲＡＶＥ】──。

　かつての精書Ｄとの闘いでＧの放った、精書さえも一口に飲み込む超ちよう極ごく小しようブラックホール。──《灰色の墓場グレー・グレイヴ》である。

　二つのＧが発生させた二つのブラックホールは、絡からみ合い、融ゆう合ごうし。二人の間でひとつとなった。それは互ご角かくの衝しよう突とつだった。

　しかし。

「……なッ、なぜだ!!」

　白い【幻ＧＨＯＳＴ】が、【灰色ＧＲＡＹ】に染そまる空間の裂さけ目を挟はさんだＧの前で、おののきに呻うめいた。

　彼の真っ白な肌も、髪も、瞳も。何もかもがひび割れ始める。力の限界を訴うつたえて。

　逆にＧの褐色の肉体は、まったくの無む傷きずであった。

「無む駄だだ、【幻ＧＨＯＳＴ】。お前は俺の力の表面をただ模も倣ほうしているに過ぎない。それでは──俺にはかなわない」

　それが本物と偽物の、決定的な差なのだ。と、Ｇは冷たく言ってやる。

「うそだ……」

　崩ほう壊かいにあえぐ身を抱かかえながらも、ひび割れた【幻ＧＨＯＳＴ】は否定する。

「うそだうそだうそだうそだ!!　おっ、俺は【無敵ＧＲＥＡＴ】だ！　【無敵ＧＲＥＡＴ】のはずなんだ！　お前と同じ、Ｇなんだああっ！」

「そうではない。今わかった。お前は……やはりＧじゃない。Ｇにはなれない」

　割れて、覗のぞき見れた【幻ＧＨＯＳＴ】の胸の中。擬ぎ似じ的てきな肉体の空くう洞どうのそこにあるのは、精命核の二つの輝き。

　その正体を、Ｇの黒鉄色の瞳が見抜く。精書Ｃと精書Ｔ。その二つが融とけ合って、生み出したものだと。

　二つの精書は【接続ＣＯＮＮＥＣＴ】され、存そん在ざいを【共有ＴＯＧＥＴＨＥＲ】して。「Ｃ」と「Ｔ」が重なって、無む理り矢や理り「Ｇ」を形作っていたのだ。

「それが、俺の能力を【転写ＣＯＰＹ】できたからくりか……。だが、俺は一人。二十六冊さつに分けられた世界の要素を引き継ぐ、ただひとつのＧの属ぞく性せいを持つ精書だ」

　そして、【幻ＧＨＯＳＴ】の中にＧという属性はない。あるのはただの、ＣとＴのみ──。

「お前は俺には成なり代われない」

　Ｇは完全体となった今だからこそ、はっきりと【幻ＧＨＯＳＴ】に向かって言い切った。だが。

「……まだだ！　まだ俺は敗やぶれたわけじゃないぃいい！　俺は──勝てるウウウウ!!」

　ひび割れた肉体をみなぎる精命力でつなぎ止め、白き【幻ＧＨＯＳＴ】はぎりぎりで崩壊の縁ふちから踏ふん張る。【暗ＴＥＮＥＢＲＯＵＳ】、【狂ＣＲＡＺＹ】った笑みをはりつかせて。

【幻ＧＨＯＳＴ】は知っているのだ。Ｇに残された全力のための精命力に、どうしようもない限りがあるのを。そしてこの『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の消しよう滅めつまで、あとわずかしかないということを。

　それはもちろん、Ｇとて悟さとっていることだ。──だから。

　Ｇは持じ久きゆう戦せんなどしない。持てる残りの全すべての力を振ふり絞しぼり、空あいていた左の拳を頭上へと振り抜き、垂すい直ちよくに《衝撃波グラビテイ》を疾しつ駆くさせる。

　最後に一度、ちらりと遠い円形区画の北側に倒れたアルバルドと共に倒れた、精書Ｓへと視線を向けて。

（Ｓ……すまない）

　人であった頃の彼女を思い浮かべ、Ｇはそっと謝しや罪ざいする。決して償つぐなえない犠ぎ牲せいを胸に覚かく悟ごしながら。

《衝撃波グラビテイ》は円形区画をすっぽりと覆おおうバリヤー・シールドごと、『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』の外がい殻かくを貫つらぬいた。──内部に千年もの間休きゆう眠みんさせられていた精せい機き龍りゆうどもを、解とき放はなつために！







「あれ、って……ドラゴン、なの……!?」

　白華の体を支えて、どうにか集中管理室の床の上から立ち上がった天華は、モニターに映る円形区画の異い変へんに気付く。

《衝撃波グラビテイ》に叩たたかれて消失したバリヤー・シールドと、砕くだかれた『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』──。その内部より這はい出るのは、蠢うごめく機械。

　亀き裂れつの走った分ぶ厚あつい外がい殻かくを内側から押し破る、衝しよう撃げきで孵ふ化かしたモノがあった。生物でありながら機械の鱗うろこを有するそれを、天華はかつて目にしている。本来ならば全長数キロにも及およぶモノ。その頭部に宿した凝ぎよう縮しゆくした精命力の結けつ晶しよう体たい、『龍輝石カーバンクル』により擬似的な生命を宿した機き甲こう精せい物ぶつ──精機龍だ！

　その幼生体ともいえる、生まれたばかりの数百メートルほどの機械がわななく。舞翼ライドくらいなら数機まとめて容よう易いに一ひと吞のみしてしまう口が開き、モニターさえも震ふるわせる咆ほう吼こうを炸さく裂れつさせた。妹の『龍眼』と同じ、金色の光をらんらんと放つ目が、三対ついも生まれる。

「三体の……ドラゴン！」

　天華は呻いた。そのとおり、ずるりと『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』より鎌かま首くびをもたげたのは、三体もの生まれたての精機龍。──『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』を胴どう体たいにして繫つながった、飼かい慣ならされた龍たちである。

　古いにしえに暴ぼう走そうした精書Ｄのような過あやまちが二度と起こらないよう、ここに捨て置かれたＸとＺが解放されたときの安あん全ぜん装そう置ちとして、生き延のびた旧きゆう精せい紀きの人間が封ふうじ込めたものか。限られた円形空間に合うサイズにつくりかえられた彼らの動きは、各々の意志らしいものを感じさせない。

　いや、龍たちは自らに課せられた使命を、覚かく醒せいと同時に果たそうとする。すなわち──精書を食らい、消滅させてしまうために。

　──今、千年の時を超こえて。円形区画に満ちる異常なほど高ぶった精命力を感知して、三体の龍の首が一いつ斉せいにうねる。

「!!　まさか、Ｇっ!?」

　その瞬間、ようやく天華は相棒が何をしたのか気が付いた。

　三体の特別な精機龍が求めるのは、対精書用兵器としての造られた本能のみ。この『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』にばらまかれた精書を、一冊残らず食い尽くすこと。

『俺が、今この瞬間にここにいるのは──きっとその間違いを正すためなんだ』

　Ｇの告げた言葉の真しん意いが、ここにあった。

　相棒は自らの犠ぎ牲せいをいとわずに、残った精書全てをこの地で滅めつ却きやくさせるつもりなのだ！

（そんな──そんなコトって！）

　だめ、とも声が出せなかった。気を失った妹の体温を感じて、モニターの惨さん劇げきを前に立ちつくす。

　空中にいたＧと【幻ＧＨＯＳＴ】に、真っ先に三体の精機龍が押し寄せる。さらにそのまま真っ直ぐに落ちて、『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』そのものを揺るがして一体の首が、円形区画の中央にあったＸ、Ｙ、Ｚの三冊を、硬かたい「本棚」ごと食いちぎる。共鳴していた輝きが消失し、咀そ嚼しやくする龍の口元から漏もれ出た精書のページが、世界に還かん元げんされて溶とけた。

「Ｇはっ……──きゃああああっ!!」

　集中管理室に居い並ならぶモニター群のそんな光景の中で、天華は相棒の姿を目で追えなかった。──ＸＹＺの三冊へと落ちた一体が、いきなり起きあがったかと思うと、一気に巨大な顔面と金色の眼がアップになる。管理室のモニター群の半分を覆おおい尽くした次の瞬しゆん間かん、それらを真っ黒に染め上げた。

　と、刹せつ那な。天華と白華を衝しよう撃げきが襲おそう。破は壊かいの揺れだ。

「ああああああ─────────────っ!?」

　何が起こったのか、天華は転がりながら意識のない妹を抱きしめるだけで精せい一いつ杯ぱいで、まったくわけがわからない。けれど、もうもうと舞い上がった周囲の粉ふん塵じんのような樹じゆ脂しと金属の破片の中で、銀の瞳はようやく捉とらえる。一体の精機龍が真っ直ぐに飛ひ翔しようして、この集中管理室を襲ったのだと。

「なに……精書を、食ってるのっ……」

　白華が縛しばられていた、管理室に突き刺さっていた支柱。その足元に転がっていた、ひび割れた精書Ｐに、精機龍は勢いのままかぶりついた。飲み込み、咀そ嚼しやくして──轟ごう音おんと瓦が礫れきを連れて。集中管理室の半分を食いちぎった首を、この場から引き抜いていく。

　側そばにいた天華と白華には、まるで興味がないように。

「精書だけを食べるってこと？　……ああっ、Ｇ───っ!!」

　天華は消え去った精機龍が食らい残した、生き残った半数以下のモニターの灯火に、相棒を探す。けれどもそこに映うつるのは、残りの二つの首の様子で。

　二体の精機龍どもが押し寄せるのは、円形区画の南側の、海かい底てい搬はん入にゆう口ぐちから延びた通路が外周通路になって分かれる分岐路の辺り。閉ざされたシャッターなど紙かみ細ざい工くのごとく暴あばれ破り、そこに散らばっていた八冊の壊れかけの書物たちを、鋼はがねの牙きばが嚙かみ砕くだいた。

　最後に狙ねらわれたのは、残りの一冊。八冊の精書たちを貪むさぼる二つの首から、そう遠くない位置に倒れたアルバルドが持つ、精書Ｓだ。
















「ダメ、逃げて、アルっ!!　Ｓっう──っ!?」

　天華は叫んだ。聞こえないと知っていても。八冊の精書を食い散らかした二体の龍が同時に、巨体を引きずり狙いを付ける。ゆうに外周通路ほどのサイズがある首を飛ばし、アルバルドまで巻き込まんと。だから。

　察さつしたＳが必死に動いた。血まみれの獣じゆう人じんであるアルバルドの腕に抱かれた壊れた【盾ＳＨＩＥＬＤ】は空中に跳はね上がり、闇やみ色いろに波打つ長いウェーブの髪を持つ、精書Ｓの女性体へと変化する。すぐさま彼女は傷ついた体を転がして、とにかく逃げた。──主に選んだアルバルドを救うために。

「Ｓっ!!」

　天華の銀の瞳は見た。動くモノを追いかけて自動で焦しよう点てんを合わせるモニター映像に、動くのも不思議なほどの傷を負った乙女おとめの体が、あっさりと二体の精機龍に弄もてあそばれるように食われたのを。

　けれど彼女は悲ひ嘆たんなく、遥はるか遠くに無ぶ事じに残った黄金の毛け並なみの塊かたまりを最さい期ごまで見み据すえる。

　──薄うす青あお色の瞳はどこまでもきれいだった。







　……あれから、どれくらいの時が経たったのだろう。

　ここにあった全ての精書を食い尽くしてか。三体の精機龍たちは、噓うそのように動きをやめた。それどころかその瞳からは、金色の『龍輝石カーバンクル』の光が消失してしまっている。

（精書を食べ過ぎたから……精書の精命核とドラゴンの『龍輝石カーバンクル』とが、共に消しよう滅めつしたってことなのかな）

　天華は止血した妹を背負って歩き、龍たちが八冊もの精書を食らった施設最南の破れたシャッターの穴から、円形区画に身を落として動かなくなった首どもを目にする。

　──何もかも、終わりを迎えていた。

　遺跡の『転移ホール』は、カウントダウンが０になっても発動しなかった。動どう力りよく源げんとなっていた三冊の精書が、精機龍に吞のまれたからだ。

　世界は救われたのだ。大きな犠牲を払はらって──。

　天華がアルバルドのもとにたどり着いたときには、もう汗だくのシエンもココロも戻ってきていた。倒たおれ伏ふし、『完全獣化フル・ビースト』を終えて体毛の抜けたアルバルドの治ち療りようのために、持っていた包帯やら何やらをぶちまける。

「！　精せい霊れい巫み女こ様は、大丈夫ですか？」

　シエンが、天華の担かついできた妹の様子を見て、慌あわてて錬精の治ち癒ゆ促そく進しん包ほう帯たいと傷きず薬ぐすりを持ってきてくれる。

　ココロは珍めずらしく、黙もく々もくとアルバルドの応おう急きゆう処しよ置ちに専せん念ねんしていた。──何も言わせないだけの陰いん鬱うつな空気が、幼なじみの青年からどうしようもなく滲にじんでいたから。

「Ｓ……う、うっ……うう……」

　俯うつぶせに寝たアルバルドは背中を震わせ、泣いていた。Ｓが自らを【犠牲ＳＡＣＲＩＦＩＣＥ】にして守ってくれたことを、誰よりも知っていたから。かつて静香シズカという名の人間であったＳは、最期まで【従順ＳＥＲＶＡＮＴ】に、精書として主に尽つくしたのである。

「こうなることがわかってて、相棒は……『飛翔卵ハンプテイ・ダンプテイ』を孵ふ化かさせたんだ……」

　妹をシエンに預あずけ、天華は呆ぼう然ぜんと、変わり果てた円形区画の様子を眺ながめる。

（Ｇ──！　どうして、あんたは……）

　そこにもう、Ｇはいない……。あるのは十メートルはある外周通路の高さほどの身を横たわらせた、三体の死んだ龍の骸むくろのみ。

　天華は、何も出なかった。涙も、悲嘆も、慟どう哭こくも──。だが。

「姉、さ、ま……」

　そんな声が天華を呼んだ。振り返ると、そこに寝かされていた白華が意識を取り戻し、無理に起きあがろうとしていた。

「！　白華っ、ダメだよ。そんな体でムリしちゃ……」

「違うの。感じるの、姉様……」

「えっ」

「……消えてないですよ……。姉様の精命力の絆きずなが、わたしには見えるから──」

　天華の制止も構かまわずに、金色の『龍眼』を持つ妹は、彼女にしか見えない「何か」を感じて指さす。真っ直ぐに、円形区画の中心へと。

　ま、さか……。天華は痺しびれたように動けなくなり、しかしすぐに駆け出した。龍の巨体に阻はばまれて真っ直ぐには向かえないが、転びながら、遠回りしながら、けれども確実に白華の示した辺りに向かう。──そして。

「Ｇ────────ッ!!」

　足が棒のようになり、鼓こ膜まくが痛いほど跳はねる鼓こ動どうが聞こえていた。頭の中がじんじんする。そうまでしてたどり着いた、龍の牙にえぐられた装甲シャッターの陥かん没ぼつ地ちに、天華は見つけた。まるで何事もなかったかのように転がっていた、一冊の黒光りする書物を。

　それは紛まぎれもなく、Ｇだ！

「なんで……ああっ、そっか！」

　おそらく精機龍に食われる寸前、天華から受けた精命力を全て使い果たしたのだろう。

「不完全で、精命核を持たないＧだから……ドラゴンが見逃しちゃったってコト？……はは、あはははっ」

　Ｇっ！　天華は陥かん没ぼつした金きん属ぞく大地に飛び込んで、精書Ｇを抱きかかえる。

「……バカ、相棒……」

　その厚い表紙に、ぽたぽたと雫しずくを落としてしまった。こつん、と裏うら拳けんで殴なぐってやる。

　──おかえりなさい、という意味も込こめて。







　【エピローグ】







「バカ！　相あい棒ぼうッ!!」

　十数時間後。銀ぎん髪ぱつの少女から放たれる精せい命めい力りよくを、ようやく擬ぎ似じ的てきな肉体の再さい構こう築ちくに必要なぶんだけ充じゆう塡てんして。いつもの少年の姿に戻もどったＧは、いきなり罵ば声せいを浴あびせられた。

　黒くろ鉄がね色いろの瞳ひとみが見るのは、憶おぼえのある天てん井じようの低い機体の中。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の海かい底てい搬はん入にゆう口ぐちに乗り付けてあった、潜せん水すい艇ていの内部である。

　あれから『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』を脱だつ出しゆつし、まだ海中を浮ふ上じようしている最さい中ちゆうなのか。紺こん色いろの海水に覆おおわれた光景を、操そう縦じゆう席せきに座すわった赤毛少女の正面にある狭せまい窓が覗のぞかせている。復活したＧを取り巻くのは、操縦席のシート後方のスペースに毛布を敷しいて寝ねそべる、包帯でぐるぐる巻きのアルバルド。それに、引き出した折りたたみ式の椅い子すでうたた寝ねをする栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんと、そのシエンにずっと看かん病びようされていたと思おぼしき、座面に横たわった白はく髪はつの少女だ。四し肢しをなくしたプロテも無ぶ事じに回収されて、その傍かたわらでどうにか動かせる首を起こし、琥こ珀はく色いろの眼まな差ざしをＧへと向けた。

　そしてもちろんいきなりＧを叱しかりつけたのは、ずっと書物のままであった自分を抱だきかかえていてくれた天てん華かであり──。

「バカ！　バカバカバカバカっ、大バカだよ、Ｇはっ！」

　眠りこけたシエンさえも起こすほどの勢いきおいで怒おこり、誰だれもが注ちゆう目もくする中で、彼女は裏うら拳けんをくり出した。鈍にぶい衝しよう突とつ音おんがＧの顔面に炸さく裂れつする。

　が、人間ではないＧは痛くない。かわりに泣くのは天華だけだ。

「ううっ、い、痛ぁあいい～～～！　うぅううっ」

　痛打した手の甲を押おさえて飛び跳はねる少女を見ながら、しかしＧは普ふ段だんなら口にする「大丈夫か」の一言さえもかけなかった。

　Ｇの思し考こうを支配するのは、ただひとつ。──ここに精書Ｓがいないこと。

　それと、Ｇだけが無事にこうして立っていること。

「俺は……助かったのか」

　褐かつ色しよくの肉体を改めて確かく認にんし、Ｇはぽつりと呟つぶやいた。体内の全精命力を使い果たして途と切ぎれてしまう寸前の、精せい機き龍りゆうどもを解放した直後の記き憶おくを思い起こして。

　あのとき真っ先に、二つの精命核かくを持つ【幻ＧＨＯＳＴ】がむさぼり食われた。だが、自分は免まぬがれたのだ。

　……なんてことだ。Ｇは感情をあまりつくらない面に、わずかな眉まゆの歪ゆがみをつくった。

「皮肉だな……。残った精書全すべてが滅ほろぶようにと身を捨てたはずなのに。不完全が故ゆえに、俺だけが精書でただひとつ生き残ったというわけか……」

「──だから、あたしはあんたをバカだって言ってんのっ！」

　自じ虐ぎやくするＧに向かって、天華がもう一度殴なぐりつけてくる。

　そこで初めて、Ｇは彼女の銀の瞳が真っ赤になるほど腫はれているのに気が付いた。

「天華？」

「バカだよ、ほんとに……」

　それはもちろん、拳が痛むからではない。もっと前から泣き続けていたからこその顔だった。

　やりきれない怒いかりと、哀かなしみと。けれどもそれ以上に今は、喜びと安あん堵どを内ない包ほうしてか、天華はもっと目を腫らす。Ｇへと拳を握にぎったまま、しかし今度は振ふり下ろすことができずに、ただ立ちつくして嗚お咽えつした。

　と、何も言えなくなってしまった姉のかわりに、そっと背後からＧの小さな肩を抱くぬくもりが生まれる。白はつ華かだった。

「Ｇくん……勝手に消えちゃ、やだよ。わたしも姉様も、寂さびしくなるよ……」

　貧ひん血けつでふらふらなはずなのに、彼女は泣きじゃくる姉にも手を伸のばし、優やさしくそっとなだめてやる。

　天華はいっそう、周りのことなど気にせずにわんわん泣いた。白華はずっと、姉をやわらかくあやしていた。

　──Ｇは何も言えなかった。言うべき言葉がまったくわからなかったから。

「そろそろ、海面に出るっス」

　やがておもむろに潜水艇の操そう縦じゆう席せきから、明るくなった水中を視界に捉とらえる赤毛の少女が、静かに告げた。







「えーとえとえと、そうです。位置はこの辺りで。ここが合流ポイントになってるですよ」

　海上に出て、波なみ間まを漂ただよう潜水艇。その浮上地点を決めたのは、実はプロテだ。

　天華からのメールを受けて。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』が起動した際の、『転てん移いホール』の暴ぼう走そうによる危き険けん性せいをあらかじめ認にん識しきしていた『三重賢者トリニテイ』は、返信するより先に彼女を独どく断だんで送り込んだのだが。その前に、あるところに協力を求めたという。

　科学を捨て去った帝てい國こくとは異ことなり、科学を信しん仰こうの対たい象しようとして、かつプロテの発信した通信電波を受信できる異い種しゆ族ぞく。──生体と機械との融ゆう合ごう体たいである、獣じゆう機き族ぞくにだ。

　精せい霊れい巫み女こである白華に服ふく従じゆうを誓ちかった彼らが協力を惜おしまないことを、七万キロの軌き道どうエレベーター頂上から常に地上を見下ろしている『三重賢者トリニテイ』は、知っていたのだ。

　応おう援えんの要よう請せいを受け取った獣機族たちは、残念ながら深海にある『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』への突とつ入にゆうには間に合わなかった。が、そのかわりに満まん身しん創そう痍いのＧたちを、迎むかえに来てくれるとのことだ。

　疲つかれ切ったココロが操縦桿かんから手を放し、シートですぐに寝ね息いきを立てる。シエンは、負ふ傷しようしたアルバルドの治ち癒ゆ湿しつ布ぷを交こう換かんしていた。天華と白華の双ふた子ご姉妹は、寄より添そうように毛布にくるまる。起きてはいたが、妹の体調を慮おもんぱかって、泣きやんだ銀髪の少女が無む理りをさせじと側そばにいた。

　だからまともに動けるＧがかわりに、潜水艇の円い上部ハッチを開けて外へと出る。獣機族の偽ぎ装そう飛舟シツプが飛んでくるのを、すぐに見つけられるように。

　──辺りは、夜明けの海だった。ぐるりとどこを見み渡わたしても取り囲む、水平線。潮しおの香かおりさえ、そよぐ風が流していく──。

　潜水艇の上面は、人が五人も上がればいっぱいになる程度の、小さなデッキになっていた。そこから身を乗り出し、Ｇは揺ゆれる水面をきらきらと反射させ、深い青あお紫むらさき色いろに染そめる朝日を背にした。

　帝國のある中央大陸は、西側に位置しているのだ。獣機族の飛舟シツプがくるとしたらこの方角だ。澄すんだ水色の空が広がり、見晴らしはよかった。

「Ｇっ」

　と、西の空と海の狭はざ間まを見つめていたＧへと、ふいに声がかけられる。新しん鮮せんな空気を送るために開けっ放しにしておいた上部ハッチから顔を出した、銀髪の少女である。

　彼女はＧが振り向くより先に、きゅっと腕うでを絡からめてきた。

　けれど、彼女はしばし、何も言わない。言うべき言葉を持たないように。

　ただ確かめに来たのかもしれない。彼女が抱いた腕の中に、Ｇの小こ柄がらな体がちゃんとあるということを。

「……Ｇ。精書がいなくなっちゃえばいいだなんて、もう簡かん単たんには思わないで……」

　天華が消え入りそうな囁ささやきを、Ｇの耳元で生んだ。

「あんたは、自分が消えればそれで終わりだって思ったのかもしれないけど。そんなの、大おお間ま違ちがいだよ」

「天華……」

「あたしは、知ってる。だってあたし、錬れん精せい音おん痴ちだから。ずっと小さい頃ころは、誰だれも必要としてくれてないんだって思ってたから。でもね、そんなことないんだよ。ねえ、そうでしょ？　あたしには……白華もいれば、アルもいる。父さんだって、どこかであたしのこと想ってくれてる。それに──あんたも」

「……」

「あたしは一人じゃないんだもん。みんながいるから、関わり合ってるから……みんなも、あたしも、大事なんだ。簡単に欠けちゃ、いけないんだっ」

「関わり、合ってる……？」

「みんな繫つながって、生きてるんだから……」

　天華が強く、腕に力を込こめてきた。体温がＧの背中に伝わった。

　その意味をＧは理解しきれない。わからない。

（俺が消えればそれで終わり──ということには、ならないのか？）

　終わりだと思っていた。だからこそＧは、あのとき滅めつする覚かく悟ごで闘たたかったのだ。迷まよいなど微み塵じんもなかった。

　それはきっと、Ｇが人ではないから。人からつくりかえられたにすぎない、精書という道具であるから？

　けれど。

「？　なに、あれっ！」

　思し案あんに暮くれるＧに先んじて、銀髪の少女が叫さけんだ。すぐに顔をあげたＧも気付く。

　澄み渡った西の空に、こちらに向かってくる点があった。それは機き影えいだ。人の限界に囚とらわれない黒鉄色の瞳は、すぐに機影が接近してくる飛舟シツプであることを見た。間違いない、獣機族の偽装飛舟シツプだ！

　が、天華が驚おどろいたのはそれじゃない。問題は、飛んでくる機影の数が、ひとつではなかったこと。明らかに十隻せきを超こえる数の機影が、並んでこちらに飛んできていた。

　その正体をＧは見み抜ぬく。

「あれは、帝國の飛舟シツプだぞ」

「!?　帝國って、じゃあ、まさか！」

　……来てくれたんだっ!!　銀髪の少女は手のひらをぱんっ、と叩たたいた。

「帝國がついに、白華を……あたしたちを助けるために、船せん団だんを送ってくれたんだ！　そうでしょ、そうとしか考えられないよ！　だって獣機族たちと一いつ緒しよに……共同で、こうしてやってきてるんだもんっ。ねえ、Ｇ！　あははははっ!!」

　天華は笑い、はしゃいだ。大急ぎで上部ハッチの中へと駆かけ下り、みんなに知らせに消えてしまう。

　そうなのか……。Ｇはしばし呆ぼう然ぜんと、近づいてくる大船団を眺ながめていた。

（繫がって生きているとは、こういうことなのか？）

　まるで、目に見えない運命という名の糸でたぐり寄せられてきたかのような船団を遠目にして、Ｇはようやくなんとなくわかる。天華がさっき言った言葉を。

「そうか。……そうなのか……」

『二人で、一人なんだから』

　彼女の口くち癖ぐせであるその意味を、Ｇは初めて思い知ったような気がして。朝日を受けて煌きらめく海上で、そっと苦く笑んでみせた。

　それは自分でも本当に不ぶ器き用ようだと思う、頰ほおに生まれた「苦く笑しよう」だった──。







　雪が降っていた。

　真っ白な化け粧しようが、早朝の精せい霊れい都と市しに降ふり注そそぐ。冷ひえた空気は吐はき出す息をも白く染めた。

　そんな中。アルバルドはまだ都市を囲む外がい輪りん山ざんの背から太陽が顔を出す前に呼び出され、軍ぐん施し設せつの後ろに広がる森を歩く。

　──天華たちと共に帝國の船団に救きゆう出しゆつされて、もう二十日以上が経過した。

　プロテは獣機族の飛舟シツプに預あずけることとなった。さすがに機き械かい文明を拒きよ否ひし続けてきた帝國では、彼女を受け入れることはできないし、また修しゆう理りもできない。

「今度、元気になったら会いに来ますです」

　頭部と胴どう体たいだけになった彼女は、それでも律りち儀ぎに頭だけでお辞じ儀ぎして、運ばれていった。

　そしてアルバルドたちは、東方領りよう域いきの海上から十日もかかって、帝國の首しゆ都とであるこの街まちに戻ってきた。その間からずっと、アルバルドは治ち療りようベッドに拘こう束そくされた。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』で受けた傷きずはかなりの深ふか手でであったから。同じく怪け我がをした白華は、三日もすれば回復して、天華と共にお見み舞まいに来てくれたけど。

　それでも三週間程度で、折れた肋ろつ骨こつが繫つながって。ようやく昨夜にギプスは外され、リハビリを受けられる状態にまで回復した。

　それを聞きつけた剣けん皇おうサイゾウ＝ナイツが、こうして雪の舞まい散る森の獣けもの道みちへと、アルバルドを誘さそったのだ。

　結局。サイゾウの計はからいで、白華救出に成功したアルバルドたち鋼はがね隊たいへの処しよ罰ばつはなかった。無事にこうして剣けん聖せいの称しよう号ごうを剝はく奪だつされず、先を行く老人から手渡された、サイゾウが着るのと同じ軍仕し様ようのコートを羽は織おってついて行く。

　が──それは何も、サイゾウだけの力ではなかった。

　精書Ｍの襲しゆう撃げきの件も、アルバルドが天華をさらい、白華を救いに行ったことも。何もかもまるごと自分の「罪つみ」として背負ってくれた、一人の青年がいたから。

「ここじゃよ」

　雪にまみれた茂しげみを押おしのけ、背の低いサイゾウが促うながしたそこには、ぽっかりと樹木の切り払はらわれた空間ができていた。

　そこに来たのはアルバルドたちだけではない。黒い軍用コートを羽は織おった、眼帯をした女剣聖──鏡乃進キヨウノシンが。同じくコートに身を包んだ巨きよ漢かんの剣聖ユオーが、アルバルドに受けた傷も癒いえた細身のフェルインが立っていた。足元に置かれたたったひとつの、一ひと抱かかえできる程度の小さな石せき碑ひを静かに囲かこんで。

「これが……ガド、さんの……」

　アルバルドの声がくぐもる。空色の瞳が思わず潤うるんだ。

　人目を避さけてつくられた貧ひん相そうな石碑の下に眠ねむるのは、本来なら『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』より帰き還かんしたアルバルドが、真っ先に感かん謝しやの言葉を贈おくらなければならない人。ここにいない欠けた剣聖、ガドであった。

　彼の遺い体たいは、大罪人として処理され、サイゾウや三人の剣聖たちの計らいで、極ごく秘ひでここに埋うめられたのだ。それを承知で死んだのが、火の剣聖であった男の、剣聖としてのけじめの付け方であった。

　四角く切り出された石碑の側に、真新しい赤い花が供そなえられていた。降りかかっているはずの雪も、丁てい寧ねいにどけられている。

「たぶん、アカネじゃろうな」

　つい先日できたばかりの隠れ石碑じゃが、以来彼女は毎朝こうして、ここに参っておるから。と剣皇が語る。火の剣聖の補ほ佐さ官かんであった彼女は、軍を辞やめて、今は神しん殿でん再さい生せいのためにつくられた新しい神官組織に入ったらしい。そうして毎日、ここを訪おとずれるのだという。

　彼女はちゃんと知っているのだ。ここに眠る人物が、本当はこんなひっそりと葬ほうむられるべき者でないことを。

　そしてもちろん、アルバルドたちだって。

　石碑の横に小さな文字で、眠る者の名が彫ほられていた。それは……。

「ガド＝ナイツ……？」

「うむ。真の剣聖として死んだあやつにこそ、『騎士ナイツ』の名はふさわしい」

　そう思うじゃろ？　しわの深い顔でそっと笑えみをつくり、剣皇サイゾウ＝ナイツは言うのだった。

　ええ、とアルバルドは大きく頷うなずきを返した。その通りだったから。……それでも。

　弔とむらいの意に、沈ちん黙もくをもって石碑に頭を下げる三人の剣聖と剣皇たち。その中でアルバルドだけは、涙を抑おさえることができなかった。哀かなしかった。悔くやしかった。

「オレに、もっと、力があれば……！」

　ガドさんを死なさずに済すんだかもしれない。──精書Ｓを、失うことはなかったかもしれないのに。

　誰かを守るために、アルバルドは剣聖になった。けれどこうしてアルバルドがここにいるのは、ガドに、Ｓに、守られたからで。

「強く……なりたいッ。もっと、もっと。剣聖としてどんなときでも、誰かの役に立てるように……」

　アルバルドは石碑を前に、ただ素直に感じたことを口にした。







　だから。──アルバルドは剣聖として、帝國民のために、とんでもないことになってしまった。

「なんで……なんで、オレは……こんなことになってるんだ……？」

　虚うつろに独白してみるが、状じよう況きようは変わらない。

　取り巻く侍じ女じよたちが、アルバルドにきらびやかな花はな婿むこ用の衣い装しようを強ごう引いんに着せていた。もちろん、天華と婚こん姻いんさせるために！

　時は、新年をあと一時間弱に控ひかえた、十二月三十一日。午前０時を迎むかえると同時に、精霊都市では恒こう例れいの「新年祭」が催もよおされる。今年は神殿こそなくなってしまったが、その跡あと地ちをきれいにならして、大きな舞ぶ台たいを急造した。

　そこで行われる華はなやかな祭さい事じの一番の盛もり上げ役に、アルバルドと天華の、今いま更さらながらの政略結婚が持ち上がってしまったのだ。

　天華との脱だつ出しゆつ劇げきでなし崩くずし的になかったことになっていた、と考えていたアルバルドだったが、そんなに甘あまくはないようで。

　延のび延びになっていただけという事実と共に、こうして軍施設二階の大広間に放り込まれ、為なす術すべもなく動きにくそうなひらひらの衣装を着せられていた。

「わああ───ん！　どうして、どうしてスかああ────！」

　ぎゃわー！　と部屋の隅すみでは、赤毛の少女操そう縦じゆう士し官かんが泣いていた。隣となりではなだめることに疲つかれ果てた栗くり毛げの少年補ほ佐さ官かんが、伊だ達ての眼鏡めがねをずり落ちさせる。

（な、泣きたいのはこっちだよ、ココロぉお……）

　ううっ。アルバルドはおとなしく飾かざり立てられながらも、さめざめと涙した。本当はココロのように、号泣したかったのだけれど。

「もう……いい加か減げんに諦あきらめてくださいよ。お情けでボクたちは、軍に復帰できたんですよ？　その筆ひつ頭とうでもあるアルバルド様が、今回の件を断ことわれるはずもないじゃないですかッ！」

　誰よりもアルバルドの心情を理解してくれている補佐官の少年が、改めて論ろん理り的てきに少女に説とく。

　だけどもちろん、感情的なだけのココロに通用するはずもなくて。

「ひくっ、……うう、だったら、だったら！　またみんなで逃にげ出すっス！　そ、そうしたらアルバルドさまだって、結婚しなくて済むスよう～～～」

　そしたら自分がもう少しぱっつんぱっつんになるまで、ごにょごにょ……。最後の方は、アルバルドには何のことかわからなくて。かつ再び起こったココロの嗚お咽えつで搔かき消された。

「そんなこと、できるわけないですよ」

　相変わらず冷静なシエンが、鳶とび色いろの瞳を明後日あさつての方に向けたまま、うんざり顔で彼女に言った。

　そうだ、そんなことできるはずもない。アルバルドには無理なのだ。……だけど？

（？　天華になら……？）

　などと思ったとき。唐とう突とつに二階の窓の向こうで、人の騒さわぎが聞こえてくる。

　……まさか──！　アルバルドは直感的に動いた。侍女たちを素す早ばやく振りほどき、駆けつけた大広間の窓を開け放った。

　夜の帳とばりに包まれた雪に染まった街からの冷たい風が、頰ほおと傍かたわらの豪ごう華かなカーテンに触ふれる。──と。

　身を乗り出したアルバルドの眼前に、真っ白な機体がふわりと浮かんだ。

「へ？　……ててて、天華ぁあああああっ!?」

「わぁあ！　って、ちょ、ど、どっから顔出してんのよっ、バカアルッ!!」

　素すっ頓とん狂きような声をあげてしまったアルバルドへと、その空飛ぶ機体に跨またがった、新しん調ちようしたジャケットと手てつ甲こうをつけた銀髪の少女が怒ど鳴なる。

　雪と同じ色に塗られたそれは、翼つばさを持たずに飛ひ翔しようするモノ。プロテが軌き道どうエレベーター施し設せつから『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』へとやってくるのに使った、高速で駆け抜けられるエア・バイクという代しろ物ものだ。『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』を引き払う際さいに、潜水艇のコンテナに収しゆう容ようしてこっそり持って帰ってきたのだ。

　流りゆう線せん型がたの滑なめらかなフォルムの後部に、子供一人ほどが入り込める球状の物体が左右に一いつ対つい。それがエア・バイクを浮かばせる機械式のものらしい。が、アルバルドが注目するのはその不ふ可か思し議ぎなものではなくて。

　エア・バイクに一本のワイヤーで牽けん引いんされた、少女の相あい棒ぼうであるＧが乗ったぼろぼろの舞翼ライドと。──天華の腰こしに摑つかまった、姉とおそろいのジャケットを着た白はく髪はつの少女の存そん在ざいだった。

「えええええええ──っ!!　な、なんだよそれえっ、天華はわかるとして……なななななっ、なんで白華ちゃんまでえええっ!?」

「あ。アルさん、こんばんわです」

「へ？　あ、ああ……こんばんわ……って、そうじゃなくてッ！」

　のんびりと会え釈しやくしてくれた白華に吞のまれてしまったアルバルドは、大おお慌あわてで我われに返る。開け放した窓まど枠わくにしがみつき、淡あわい金きん髪ぱつをくしゃくしゃにした。

「てゆーか、ああああ、ど、どどどーすんだよ天華あぁあっ、結婚式は──!?」

「……ば、バッカじゃないの、バッカじゃないのお!!」

　するわけないじゃん！　銀髪の少女は顔面を真っ赤に染めて否定する。

「なっ、なんであたしがあんたと夫ふう婦ふになんなくちゃいけないのよ！　てゆーかあたしまだ十六歳さいだっての！　結婚する気なんか、これっぽっちもないですよ───だっ」

　天華が小さく舌を出して、あかんべーした。

「それにどうせ、あたしが消えちゃったら、今度は白華を代役にして無む理り矢や理り結婚させちゃうんでしょ？　だ、か、ら、白華も一いつ緒しよに連れてくのっ！　わかった？」

「わかった、って……いや、そんなこと言われてもおおおおお!!」

「あーもうっ、いいからあたしは行くから。んじゃねーっ」

　冷たく最後はあしらって、銀髪の少女が双子姉妹の乗る上部をまるごと包む、透とう明めいな風ふう防ぼうを閉とじてしまう。すぐに機体を上じよう昇しようさせて。

　が、風防が完全に閉しまってしまう寸前に。「アルさぁんっ」という、白髪の少女の声がした。同時に何かを投げ渡してくる。

　身を乗り出しすぎてあわや窓から落ちそうになったアルバルドは、遅おくれて窓に飛びついたシエンとココロの二人に咄とつ嗟さに摑つかまれ、間かん一いつ髪ぱつ落ちずに済んだ。伸ばした手に、どうにか白華の放り投げた物体をキャッチできる。

　彼女が去り際ぎわによこしたのは、見覚えのある薄うす型がたの機械。二つに折りたたまれている、天華の使うものと同型の、携けい帯たいコンピュータであった。

「……は？　いや……なに、これえ？　とゆーか、あの。オレに、いったい、どうしろって……ああ、あああああああああ!!」

　わけわからん!!　アルバルドは蒼あおと銀ぎんの二つの月が昇のぼる夜空に消えた双子姉妹に向かって、わめいた。

「なんでこーなるんだっ、バッカ天華あああああああああああああああ────!!」







「ええ──っ！　……な、なんでアルなんかに携帯端たん末まつ渡しちゃうかなあ、白華は……」

「いいじゃないですか。だってわたしは、メールしなくてもこれから姉様と一緒ですから」

「そりゃ……まぁ」

　それはそうだけどさ。背中にぴったりくっついて妙みようにご機き嫌げんな笑顔の妹を見ていると、いまいち叱しかるに叱れなくて。諦あきらめて天華は前を向く。

（でもそもそも、アルったら、メール送れるのかな？）

　なんてことをちょっぴり考えたりしながら。

「……とにかくっ、まずはあたしの雷らい帝てい号ごうを直さなくっちゃ！　このエア・バイクってのも悪くはないんだけど、でもなんかしっくりこないんだよね」

　──やっぱりあたしは、舞翼ライドじゃないとね！　借り物のエア・バイクを操あやつりながら、天華は後方を振り返る。

　透とう明めいな風防越しに見えるのは、牽けん引いんする大たい破はした愛機だ。精せい霊れい都と市しですることもなくくすぶっていたときに、できる限りの修しゆう理りはやってみたものの、無む惨ざんな姿にかわりはない。今は相棒の少年が跨またがり、下へ手たに飛ぶと折れそうな主しゆ翼よくを抑おさえつけてもらっているのだ。

「がんばって、Ｇくんっ」

　などと妹が手を振ると、「なんで俺がこんなことを」という気配をいつもの無表情から滲にじませた相棒が、口元をへの字に結んだ。

　天華はそれを、あえて見なかったことにした。かわりに後ろの雷帝号に負ふ荷かをかけないよう、なるべく真まっ直すぐエア・バイクを飛ばして、澄み渡った透明な空を駆け抜ける。あっという間に新年祭の灯とう火かを纏まとった精霊都市の瞬またたきが遠ざかり、山が消え、冬に静まる大地の起き伏ふくが次々に後方へと流れていった。その飛ひ翔しよう感かんに白華は「わあっ」と歓かん喜きして、天華は自分の中でむくむくとわき上がる、懐なつかしい感覚を取り戻す。

　それは最近の精書うんぬんのごたごたで忘れていた、最初の気持ち。こうして蒼と銀の二つの月光が照てらす夜の雲うん海かいを駆け抜けて飛び出した、ほぼ一年前のときの思い。

　天華が一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指して、神しん殿でんを飛び出したあのときの──。

「そっか。そうなんだよねっ」

「？　なんですか、姉様？」

「……ふふ、思い出しちゃったんだよ、白華。あたしってば、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよねっ」

　後ろの妹に微笑ほほえみを返し、天華はエア・バイクで雪のちらつく厚い雲を蹴け散ちらした。夜空高く駆りながら、しっかりと手てつ甲こうの拳こぶしをつくる。

　そして、強く空に吼ほえた。

「あたしは、父さんを超える一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるんだ！　絶対にっ！」

　天華は真っ直ぐに、あの空に浮かんだ欠けた蒼の月と、寄り添う銀の小月に向かって高々と拳を突つき上げた。

「今度は、白華も一緒にね？」

「──はい、姉様っ」

　天華の決意に、すぐ側そばにある妹の小さな顔が頷うなずきを落とした。

「そうだよ」と、天華は降り注ぐ月光を受けながら満まん面めんの笑えみになる。

（父さん！　どこにいるのかは知らないけど……あたしはきっと、そのうち父さんを追い抜く遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるからね！）

　新年に変わったことを告げる、懐ふところに収めた携帯コンピュータから鳴った、小さな電子音を聞きながら。







　【？】







　──『第一の月フアースト・ムーン』を経けい由ゆしての星せい間かん通つう信しんが入っています──。

　いわゆる帝國では「蒼あおの月」と呼こ称しようされる、形の欠けた地球の衛えい星せい。そこに残った星間距離用通信波増ぞう幅ふく装そう置ちを使って届いたメッセージがきたことを、コンピュータが教えてくれる。

　ああ、そうかい？　と虎近ココンは、三十歳半ばに差し掛かかってもたるんだ気配ひとつない、それなりに筋肉のついたがっしりとした体たい軀くを横たわらせていた、リクライニング・シートから起きる。低反発樹じゆ脂し製せいのシートを倒たおし、寝ね床どこ代わりに使っていたのだ。

　無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながら、伸のび放ほう題だいの銀色の髪かみをなでつけて、虎近はすぐ側そばの通信機へと向かう。

　その途と中ちゆうでふと銀色の瞳ひとみを向ければ、今日きようも変わることのないこの星の、荒こう涼りようとした赤い大地が広がっていた。

　それが今こうして虎近のいる、太陽系第四惑わく星せい──火星。千年前に建造された、百万人規き模ぼの人間が収容できる宇宙都市のある場所なのだ。

　殺さつ風ぷう景けいなようで、いつ見ても違ちがう赤い地表を見み渡わたしてから、やがて思い出したように虎近は通信機の前に立った。

『新年おめでとう。ココン』

　壁へき面めんにつり下げられた大型の通信画面に映ったのは、見知った顔だ。

　つい一ヶ月ほど前に、いきなりこの火星都市に緊きん急きゆう通つう信しんを入れてきた、一人の成人女性。──いや、人間ではない。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみと、人間ではあり得ない透明な輝かがやきを持つ光る髪かみを持った、軌き道どうエレベーターＬＡＤＤＥＲラダー頭とう頂ちよう部ぶの人工頭脳『三重賢者トリニテイ』と繫つながった、一体の女性型ロボットである。人の形をしているのは、機械である『三重賢者トリニテイ』と人との間で、情報のやり取りをしやすくするため。人間との仲ちゆう介かい役やくを任まかされた通訳ロボ、「インタ」であった。

　なんだよ、と虎近はあくびをしながらインタに向く。

「そういえば地球ではもうそんな時間なのか。……しかしわざわざそんなことを言うために通信を入れたのか、インタ？」

　動どう力りよく炉ろのほとんどが暴走の末に月の一部ごと失われた『第一の月フアースト・ムーン』のことを思い出しながら、虎近は軽く釘くぎを刺さす。

　と、『そう？』とよほど人間らしい仕し草ぐさで小首を傾かしげるのはインタであった。

『昨年はいろいろなことがあったから、挨あい拶さつでもしておくのが人間の流りゆう儀ぎだって「三重賢者トリニテイ」が言うのよ。特にあなたには、ずいぶんと手を煩わずらわせてしまったし』

「ああ、あれか」

　たいしたことじゃない。虎近は軽く苦笑する。

　インタが初めて通信をここによこしたのを、たまたま『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の『転てん移いホール』を使って、この失われた火星都市を訪おとずれていた自分が聞いただけなのだ。──『転移ホール』の出口としてのシステムがあった、ここに。

「あれは、別にいいさ。それに俺に関係ないことじゃなかったしな」

　──『精ラ書イ図ブ書ラ館リ』の『転移ホール』の危険性について当初から知っていた『三重賢者トリニテイ』は、最悪の事じ態たいを想そう定ていして、インタを使い火星側の出口に連れん絡らくをとったのだ。千年の間音信不通であった都市ではあるが、万が一誰かがいるのならば──不安定に起動した『転移ホール』の入り口に合わせて、出口のシステムを制せい御ぎよし、同じ形の穴あなをつくってもらえるように。

　そうすれば『転移ホール』が不安定な口を開いても、行き場のない穴が大地を飲み込んでしまうことはなかったから。

　そして偶ぐう然ぜん居い合あわせた虎近が応じて、いざというときのために待たい機きしていてくれたのだ。地球が破は壊かいされないように──娘むすめたちが間に合わなくとも、こっそりフォローできるように。

「それに結局、俺はなにもしてないぜ」

　天華の件をインタから聞いていた虎近は、「もう切るぜ」と通信機のスイッチに手を伸ばす。

　相変わらずね、とインタが軽く肩かた幅はばを狭せばめた。

『……あ、その前に。最後に聞いておきたいことがあるのだけど』

「？　なんだよ」

『本当にいいの？　私の方から、父親であるあなたがどこにいるのかを、天華たちに伝えておかなくて』

「ああ、それか。別に俺がどこにいようが、あいつには関係ないことだろ？」

　娘と同じ色の髪かみを搔かきながら、虎近は前にもインタに言ったことと同じ台詞せりふを口にした。あえてまた気にかけてきたインタに、「まったくあんたはどこまでもよくできた機械だな」と返しながら。

　けれど。前とは違う言葉を、つい付け足してしまう。

「心配しなくても、あれは俺の娘さ……」

　スイッチを切る直前、隠かくしていた本音がぽろりと漏もれた。『えっ？』という表情をインタが見せたが、画面からぷつんと消えてしまう。

　静せい寂じやくが、火星都市にまた宿った。ここにいるのは虎近のみ。……なぜ？

　大勢の人間が千年前に、完成した『転移ホール』を通ってこちらに逃げてきたはずなのに。

　その謎なぞを解とき明かすために、今こうして虎近はここにいるのだった。──それに。

「いつかそのうち、天華もくるだろ。精書の謎なぞを解き明かしたあいつはもう、十分に一人前の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーさ」

　虎近は娘を認めてやった。ただし絶対に面と向かって言ってやる気はさらさらないし、手助けしてやる気もないけれど。

　新しん精せい紀きの人間で初めて火星の土を踏ふんだ虎近とて、誰にも負けない遺跡探求者ロスト・リサーチヤーであるという自じ負ふがあるのだから。

「……俺は負けず嫌ぎらいなのさ」

　自じ嘲ちよう混じりにそう呟つぶやく。ここから見える赤い大地に、そういえば久しく会っていない、自分にそっくりな娘の顔を映しながら──。
















　あとがきにかえて（みたび座ざ談だん会かい）





天てん華か「やほー！　もう恒こう例れいになった感じの、あとがきの乗っ取り完かん了りようッ♪　天華だよ～！」

白はつ華か「こんにちはみなさん（ぺこ）、白華です。姉ねえ様さまに呼ばれてついてきました。……でも姉様、たった２ページの場所なのにいいんですか？　わたしたちが参さん上じようしても」

天華「いーのいーの！　どうせ作者が登場したって、やっと精せい書しよ編へんを仕上げられたあおり（？）を食らって、今は脱だつ力りよく腑ふ抜ぬけモードなんだからっ。こういうときはさりげなーくあたしたちがサポートするのが、正しいキャラの生き方ってヤツだよ？（噓うそ）」

白華「……最後に思いっきり（噓）とかついてますけど。ほ、ほんとにいいのかなあ」

天華「あはははは、気にしないッ！（きっぱり）　──それよりこの限られたページ内でしゃべることはいっぱいあるよ？　ま、ず、は、読者のみんなに感かん謝しや!!」

白華「あ。そうでしたね。こうして無ぶ事じにＧくんの謎なぞに迫せまる第五巻を終えることができたのは、応おう援えんしてくれているみなさんのおかげです。作者さんもわたしたちも、ほっと安堵していますよ。……一時は、どうなることかと思いましたけど……」

天華「ほーんと。だって四巻であんな終わり方をしたじゃん！　あのあと、あたしはもうＧとのあとがき座談会で、本編の内容に触ふれられないほど動どう揺ようしてたよ！」

白華「えっ。そ、そうだったんですか？　でも……とてもそんなふうには（汗）」

天華「……白華。そういうことにしときなさい（しーっ）。決して作者が、文庫本が完成して桐きり原はらさんのあとがきイラストの『どうなっちゃうんでしょう』コメントを見るまで、すっかり触れるのを忘れきってたとか、そういう事情じゃないからね!?」

白華「ね、姉様……全部、しゃべっちゃってる……」

天華「──まあとにかくッ！　物語はここで収しゆう束そくすることなく、さらにガンガン行くらしいよっ。次は……あたしの父さんの話が混まざってくる、かな？（どきどき！）」

白華「今回のラストが大きな伏ふく線せんになってるようですよ。楽しみにしててくださいね」

天華「うんうんっ。あ、そーだっ。あと、ファンレターもありがとね！　作者もあたしたちも、いつもほんとに楽しく読ませてもらってるよ～！　……えーと、でも。実は、今年もらった年ねん賀が状じようの一枚に、住所氏名の書かれていないのがあって（悩）」

白華「そうなんですよね。ええと……横向きにハガキを使って、目を閉じた姉様の横顔のイラストを右側に描いてくれた、ピンクのペン字の女の子。作者さんが返事を出せなくて困ってます。心当たりがある人は、よかったらまたおハガキくださいね？」

天華「あたしたちも待ってるよ！　ってなところで、ちょうど最後だね。じゃ、またねー」





















天てん華か無む敵てき！５








ひびき遊ゆう





[image: ]





平成26年7月19日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp




(C)Yu Hibiki, Idumi Kirihara 2005





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『天華無敵！５』平成17年2月25日初版発行















item/image/p285.jpg





item/image/p298-299.jpg





item/image/cover.jpg
REHW! S

UUE ﬁ B '/d/,‘

g 7’/ M K
W=

\ \‘\\ﬁ\% yi/ 4j};’/ \

v \ ‘

- SZ N HAEVND

@ E+RT VIS , Kji('\ RIS
@ ‘ ‘\






item/image/p157.jpg





item/image/p231.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p004-005.jpg
M
[EEZ(MAD)] [AMAN)] D
A EOME, GEMEG

9B, REIHL TR,
MBORER -0
(CHRBICRY) -

S
[#1(SWORD)| DRIt DHE.
PIERNFELTRHS

13

KEOBF DHIE. MBEBL
ELTAYUSENT U

G
[#53% GREAT)| DRt %

‘ 4
i

210

*
MICIES iz, GERIZRD  HROMEEEHBHS.EBEL KOME. 71 7(8HL)D
W& —OOWaESLD FA. IOOORDE BEIELHF ST e

HOWE. WaHr L

A
TIVIE=FAD
SRR BBORNZED SRR BREOBEFZED  #ONE. #B0)-5—.

aan VLY

FARRY). PVERINCES SR, BBEa71 BRILNEF 2 DEMEY





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		【プロローグ】



		【第一章】　決意の末に



		【第二章】　滅びへのカウントダウン！



		【第三章】　虚構の中にある真実



		【エピローグ】



		あとがきにかえて（みたび座談会）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p133.jpg





item/image/p331.jpg





item/image/p334.jpg
ZhIZGIE, RRTS,
S@AIETY ~—OBRELCT
BIEZABBLE27EANBE,

TV IEBBANBREESTTES KR,
IRAREE2ELBENTEAES S12E,
BERBE7"EIRAREATHEN TS,

&, BV THTERN2ENG,
E3ZhGEaEERELES






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p175.jpg
WL

A\

| r{‘ \\ H

MIK\/7






item/image/p245.jpg





item/image/p121.jpg
L\ 4

N

-~






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





